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　　　　◆








　どこまでも伸のびる柱は空を二分して、先せん端たんが見えなかった。


　青空には雲ひとつなく、ただただ柱だけがあった。


　荒こう野やは果てなく広がって、どちらを向いても見えるのは赤茶けてひび割われた大地がつくる地平線だけ。


　見渡す限り荒あれた地に、はるか遠くにかすむようにしてただ一本、抜けるような空を裁さい断だんする柱──


　──なぜ、自分はこんなところにいるのだろう、とそれは、思った。


　自分はどこから来て、いったいどこに向かっているのだろう。


　振ふり返かえり、背後を見て、乾いた地面にかすかな足あし跡あとを見つける。足跡は靴くつによるものではなく、人間のものですらなく、それは初めて身体からだを見下ろして、うろこに包まれた胴体と手足を確かく認にんし、自分が何者かに気づく。


　そうだ、自分はトカゲ男リザードマンだ──


　たいした感かん慨がいもなくそれを受け入れて、トカゲ男は、獣けもののような足の軌き跡せきを目でたどった。


　つまり自分は、こちらから歩いてきたということか。


　そして、その足あし跡あとが向かう先には、──垂直に天を二分する一本の線。


　それはまだ、はるか向こう、空を割わる一いち条じようの直線に過ぎない。


　それでも、『それ』が柱だということを、トカゲ男は、知っていた。


（──あれは、どこまでも広がる荒こう野やのはるか遠くに立つ）


（──どこまでも伸のびるてっぺんの見えない柱）


　そして、その根もとには──


　急に恐きよう怖ふがこみ上げてきて、トカゲ男は柱から視線をそらす。


　大きく首を振ふって、心に浮かびかけたそのイメージを追おい払はらおうとする。


　──だいたい、あの線が本当に柱かどうかわからない。


　そんな長ちよう大だいな柱が存在するはずないし、そもそもこんな荒野が現実にあるわけないし、つまりこれは夢でしかなく、だから──


　──柱の根もとに、少女が縛しばりつけられている、などということがあるはずもない。


　たとえあったとしても、これは夢、現実ではなく、だから自分とは関係ない──





　──どこまでも広がる荒野のなかに、


　──天を二分する柱があり、


　──その根もとに、『お姫さま』が縛りつけられている──





　トカゲ男は視線を落とし、雨など降ったことのないような地面をにらんだ。


　そして考える。どうしておれは、こんな夢を見ているのだろう。そもそも自分は夢を見る代わりに『シフト』するようになったのではなかったか？　ならばこれは『フラッシュバック』か？　しかしフラッシュバックというにはあまりにもリアルで、まるで──


　──いいや、違う、これは、夢だ。ただの、夢。


『お姫さま』なんて言葉、どこから引ひっ張ぱり出したのだろう、どちらにせよ、ただの夢、自分には、関係ない。


　トカゲ男は腰を下ろすと、ひざを引き寄せ、体育座りになった。


　もはや一歩も進むまい、とうろこに覆おおわれたひざの間に頭を落とし、首をかしげて片目で自分の股こ間かんを見やる。生せい殖しよく器きのしまわれた、つるんとした股間をながめて心を落ち着けようとする。それは癖くせ。もちろん『現実世界の自分』にはない、半はん人じん半トカゲであるときの癖。『こちらの世界』と『あちらの世界』を『シフト』するようになって生まれた、同じ自分でありながら、現実の自分にはない癖──


（──これはどちらの夢だろう──？）


　──一いつ瞬しゆんなにかを考えかけ、ぶんと強く首を振ふり、打ち消す。


　深く、深く首を沈しずめて、なにも考えまいとする。


　が、思考を白紙にしようとすればするほど、まぶたの裏に柱がそびえ立ってくる。想そう像ぞう上のものでありながら、あたかも目で見ているかのような現実感をともなって。


　どこまでも広がる赤い『荒こう野や』と。


　天へと消えて果てない『柱』。


　その根もとに縛しばりつけられた『姫』。


　──はるか彼方かなたに立つ柱の根もとなど、ただでさえ悪いトカゲの視力で見えるはずがない。


　見たことのあるはずがない。


　にもかかわらず、わかる。


　少女が一人、そこに縛られているのが。


　まぶたの裏に浮かんでくる。一人の少女のイメージが。それは『姫』──王おう冠かんをかぶっているわけでもなく、豪ごう奢しやなドレスで着飾っているわけでもない。それどころか左右に伸のばされた両手には鎖くさりが巻まかれ、柱を通して拘こう束そくされ、座ることさえ許されず、その姿ははりつけにされた罪ざい人にん以外の何者でもない。


　──にもかかわらず、少女が『姫』であることがわかる。


　顔は、はっきりわからない。


（──いまだ定まってはいない）


　が、表情がゆがんでいるのはわかる。


　少女は、苦しんでいる。


　苦しんで、そして声を上げている。長い髪かみを振り乱みだし、大きく口を開けている。が、その声はまったく聞こえない。声だけではない。そこでは風が渦うず巻まいている。柱を中心に、すさまじい風が吹ふき荒あれている。少女の激はげしく舞まい荒れる髪で、はためく衣服の様子でそれがわかる。にもかかわらず風音もなにも聞こえてこない。まるで無声映画のように。そしてトカゲ男はそれを不ふ思し議ぎに思わない。なぜなら心のどこかで知っているから。その場所にはまだ、音が生まれていないということを。生まれるのは、これからなのだということを。


　そのため、風になぶられる少女がなにを叫さけんでいるのかわからない。


　ゆがんでいるその表情は、


　助けを求めているようにも、


　来るな、と伝えているようにも取れて──


（──違う）


　すべては単なるイメージ、現実ではない──トカゲ男は頭を大地に打ちつけた。


　気がつくと、四つんばいになっていた。


　地に這はって、自分の頭で地面をたたく。


　鈍にぶい音を響ひびかせて、どんな恵みも感じられない死んだ大地にハンマーのように顔面を落とす。地べたに黒い染しみが広がり、たちまち吸いこまれて消えるのを、他ひ人と事ごとのようにながめて思う。どうして痛いたみを感じない──当然だろう、夢なのだから。ほおをつねって痛くないなら夢、なんて、使い古された表現手段が正しいのなら痛みを感じるはずがない。知らず笑ってトカゲ男は大地に顔を打ちつける。もう一度、もう一度。もう一度──


　わかっている。


　怖こわいのだ。


　ここから先に進むのが。いつか柱の根もとにたどり着き、『それ』と邂かい逅こうすることが。


　そのときなにが起こるか、心のどこかで知っているから──


（──いやだ、いやだ、いやだ、いやだ──）


　──なにかにとりつかれたように、トカゲ男は地面に頭をたたきつける。


　緑のうろこが地面に飛とび散ちり、赤茶の土に染みが生まれてすぐ消える。何度も何度もひたいをぶつける。目の奥で光がはじけ、赤色づいたしぶきが上がる。そうしたすべてを乾いた大地は際さい限げんなく、呑のみこんでいく。声も、音も、なにもかも。


「──いやだ、いやだ、いやだ、いやだ──」


　痛みがほしくて、──この世界から消えたくて、トカゲ男は地面に頭を打ちつけ続ける。


　自分の耳にすら届かぬ言葉を呪じゆ詛そのように繰くり返かえしつつ──


「これは、夢だ。……おれは、ここを、動かない。なにがあっても、動かない。だから、覚めろ、覚めろ、覚めろ、覚めろ──」


　この夢を見るのは何度目だろう。いったいいつまで続くのだろう。


　起きては忘れ、またいつか、夢に見る。


　おれはどこにも行きたくないのに。


　柱の根もとに、なんて、絶対に、たどり着きたくないのに──





（──『お姫さま』を助ける、なんて、そんなの『勇ゆう者しや』の役目だろうが！）





　どこまでも続く果てなき『荒こう野や』。


　その中心に、空を二分してそびえる『柱』。


　その根もとには『お姫さま』がいる。両手を縛しばられ、はりつけにされ、届かぬことを知りながらそれでもなお声を上げ続けている『姫』が──








　　　　◆








　──叫さけび声ごえを聞いた気がして、目が覚めた。





　ゆっくりと身体からだを起こし、赤あか松まつ祐ゆう樹きは耳をそばだてた。


　が、祐樹を起こした悲鳴は──それが実際あったとするなら、の話だが──すでに収おさまったのか、聞こえない。


　もちろん、気のせいだった可か能のう性せいもある。


　どちらにせよ、目は覚めた。


　祐樹はため息をつき、枕まくらもとに置いていた携けい帯たいを取り、時間を確たしかめた。


　一九時半過ぎ。起きようとしていた時間より早い。


　が、寝ねなおす気にならず、身体を起こし、立ち上がる。


　床に敷しいていたタオルケットをおおざっぱに畳たたんで放ほうり、再度耳を澄すましてみるが、やはり、だれかが起きだすような気配はない。


　しばらく迷まよい、決心し、祐樹はリビングを出、自分の部屋へと続くドアを遠えん慮りよがちにノックした。


　返事がないのを確かめて、室内に入る。


　部屋は引ひっ越こしてきた当初のまま、ベッドとタンスと机とパソコン、そしてダンボールの箱がいくつかだけという殺さつ風ぷう景けいなものだったが、今日きようは壁かべに見み慣なれぬ存在があって、それが祐樹を狼ろう狽ばいさせた。


　壁にかけられていたのは、女子用のスクールブレザー。


　脱ぬいでいるということは、パジャマ持じ参さん？　それともまさか下着だけとか？　──いやいやいくらなんでもそれはないか──自問自答しつつ、ベッドに寝ているブレザーの主ぬしを見やる。もう夏も近いというのにあごまで布ふ団とんをかぶって祐樹のベッドを占せん領りようしている少女は、静かに寝息を立てている。何事もなかったかのように。


　少女のひたいに汗が浮いていなかったら、先の悲鳴は気のせいだったと思ったかもしれない。


　……いいや、実際そうかもしれないぞ？


　なんか変な寝起きだったし、ひたいの汗だって、ただ熱あついってだけかもしれないし──


　少女の寝顔に気が抜けて、うなされていなかったことに安心し、ふと、疑ぎ問もんがよぎる。


　目が覚める前、おれはどこにいた？　なにをしていた？


『シフト』していた──向こうの世界で『トカゲ男ラケル』をやっていた、のは間違いないが──ああ、そうだ。思い出した。一日中セラの修しゆ行ぎように付き合って、（精神的に）疲つかれ果はてて眠ねむりに落ち『シフト』、現実世界で目が覚めた。ただそれだけ。覚えている。なにもおかしいことはない。が──


　どこか、違い和わ感がある。


　いつもの起き抜けとは違う感覚。


『シフト』したてのころによく似た倦けん怠たい感。疲つかれているのに寝ねつかれず、眠れずに暗くら闇やみのなかで目を開けているような焦しよう燥そう感。妙な不安が心の内をざわめかせており、そのせいで寝起きとは思えないほど思考が明めい瞭りようになっている。


「……悲鳴、で起きたせいかな」


　頭を振ふり、いい聞かせるようにつぶやいて、もう一度、寝ている少女に視線をもどし──





　少女が、うめいた。





　祐ゆう樹きは固まり、少女の寝顔をながめた。


　いまや見間違えようもなく少女の顔は苦く悶もんにゆがみ、身み悶もだえているのか布ふ団とんが揺ゆれる。


　唇くちびるが動き、なにかいっているようだが聞き取れない。


　視線を外はずせず、なすすべもなく、祐樹はただただ少女の顔を見つめ続ける。髪かみのかかった眉まゆは寄よせられ、かすかに震ふるえ、ぶつぶつというつぶやきはやがてうめき声へと変わり、ついに──


　叫さけび声ごえ。


　悲鳴。


　かつてないほど大きい──きっと外にも聞こえただろう。


　もうしばらくしたら、だれかがドアをたたいてくるだろう。


　だいじょうぶですか、いまの悲鳴はなんですか、と。


　もしかしたら、警察に連絡されたかもしれない。万が一の場合にそなえて用意していた理由も言いい訳わけも頭のなかから消え去って、身体からだをかちかちに緊きん張ちようさせつつ祐樹は耳をそばだてた。外の気配に五感を集中させつつ、やがて聞こえてくるであろう喧けん騒そうを待った。


　が。


　……すう、すう、という静かな寝息以外の音は聞こえてこない。


　外には聞こえなかったのか、聞こえたが無視されたのか？　──あんなに大きかったのに？


　静かに緊張を解ときつつ（それでも外の音に注意しつつ）、祐樹はあらためて、少女の様子をうかがった。


　少女はやはり、眠っている。


　悲鳴とは結びつかない静けさのなかで、安らかに──無表情に。寸すん刻こく前など知らぬげに。自分の悲鳴で目が覚める、という話を聞いたことがあるが、まったくそういう気配も見せず、少女はただ、眠ねむっている。


　それでも祐ゆう樹きはしばらく動けず、立たち尽つくしていた。


　近くで聞いたのは初めてだけれど、いつもこんなに大きな声で叫さけんでいるのか。


　今日きようはもう、終わりだろうか。


　それともまた、うめき出すのか──


（……おれには、関係ない）


　少女が起きる、といっていた時間まで、まだ二時間ほどある。


　迷まよったが、結局起こさず、メモを残して祐樹は部屋を出た。


　さて、今日は見つけられるだろうか──ともすればベッドの少女に向きかける思考を、無理やり自分のやるべきことにもどす。──そうだ、おれだって自分のことで精いっぱい、他人を思いやる余よ裕ゆうはない。彼女がなにに悩まされていようとも、彼女自身でどうにかしてもらうしかない。もちろん、できることはしよう。ベッドくらいは提てい供きようするし、アリバイをつくれるのなら泊とまっていってもかまわない（とメモには書いた。泊まらない、というのが寝ね場ば所しよを提供する条件のひとつだったが、しかしあんな悲鳴を聞いてしまうと、……まぁ、彼女の判断にまかせよう）。だが、それ以上のことはしてやれない。


　だいたい、彼女自身も助けは望んでいないのだ。


　……少なくとも表面的には。


　彼女がなににうなされているにしろ、それで死ぬことはない。


　助けられるような余裕はない。だれだって自分の身がかわいい。


　寝るための場所を提供すること、おれにできるのは、ただそれだけ──


「……おれの正体は、トカゲ、なんだよ。冷れい血けつ動どう物ぶつ」


　だれにともなくつぶやくと、祐樹は玄関に置いていたバッグを取り、中身を確たしかめ、外に出た。


　雨が降っていたらしく、空気に湿しめった名残なごりがある。


　初夏であるにもかかわらず、外はもう夜の暗さになっている。


　ちょっと早い時間だが、この暗さなら、あいつも動き出しているかもしれない。


　バッグに手を入れ、大きめのナイフの柄えを握にぎり、その感かん触しよくを確かめると、赤あか松まつ祐樹──『シフト』した異世界においてはトカゲの怪かい物ぶつ『ラケル』──は夜の街へと踏ふみ出だした。


　まとわりついてくる未み練れんにも似た感情を、力ずくでねじ伏せながら。


（そうだ、おれにはなにもできない）


（彼女を助けることなんて──）








　──部屋の周囲はしんとして。


　たとえ叫さけんでいたのだとしても、少女の悲鳴は部屋から聞こえてこなかった。
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　其そは真しんにして真にして真。


　白より赤のいずるときには、


　上なるものは下に似て、下なるものは上のごとくに。





　恐おそれることはない。


　黒はやがて打うち払はらわれる。





　火から土を、粗そ雑ざつなものから精せい妙みようなものを、


　ゆっくり、巧たくみに分ぶん離りせよ。


　それは地から天へと昇り、再び大地に下降して、


　上なるものと下なるものから力を得る。


　そうして汝なんじは世界の輝かがやきを収おさめ、


　全すべての闇やみは消え去るだろう。





　ここに、あらゆる力の最さい奥おうがある。





　それは、全ての精妙に打ち勝ち、


　全ての固体に浸しん透とうするからである。





　かくして世界は黄金となる。


　其は真にして真にして真。


　故ゆえに三さん真しんの句と呼ばれるものである。










　　　　１．








「──ちょっと、聞いてる？」


「──え？」


　自分に向けられた言葉に、──実はまったく話を聞いていなかったあたしはあわてて意い識しきをそちらに向けた。ちょうどそのとき考えていたのはとある『呪じゆ文もん』のことで、突然、それを暗あん唱しようできるか確たしかめたくなったのだ。そのせいで、話がまったく耳に入っていなかった。とはいえそれを正直にいうのもはばかられ、思わず視線をさまよわせ、ひなたちゃんのお弁当箱に『ぶり大根』が入っているのを見つけて適当なことを口にする。


「…………根こんを詰つめるの根って、大根のことかな」


　ちょうど大根を割わろうとしていたひなたちゃんは箸はしを止め、わずかに考えこみ、答えた。


「そうね、きっと根こん菜さいの出荷作業が大変なことからそういう言葉ができたのかもね、ってんなわけあるか！　どうでもいいわ！」


「おおー。それってノリツッコミ？　さすが。パチパチ」


「パチパチって口でいうな！　横おう着ちやくしないで手をたたけ！　いや別に拍手なんかいらなくて、ていうかノリツッコミなんかさせるな！　ていうかなによいまの話！　なにかオチでもあるわけ！」


「わ、つばとんだ」


　横から手が伸のび、隣となりで弁当を広げていた頼たよ莉りちゃんがティッシュであたしのほおをぬぐう。たぶんほとんど無意識で。うちのクラスの総そう務むもしている頼莉ちゃんは、世話好きで、母ぼ性せい本ほん能のう旺おう盛せいで、あたしのことをまるで子供のように扱あつかう。子供のころからずっとそう──いやもちろん、高校生にもなっていまだそういう『隙すき』のあるあたしも悪いのだろうけど。


　顔をそむけてむう、とにらむと、頼莉ちゃんはばつが悪そうな顔をして、あたしにティッシュを差し出してくる。


　ちなみにその『ばつ』というのはオチを意味する言葉だと、前にひなたちゃんが教えてくれた。本当かどうかわからないけど。ひなたちゃんは物事に、意味やら価値やらオチを求めるタイプの人で、あと『ボケとツッコミ』も大好きで、そのためか大阪に生まれたかったとたまにつぶやく。なんでも大阪の人は話に必ずオチをつけ、マッハで歩き、ラメ入りの服を着るらしい──というのはいいすぎだとしても、少なくともボケには必ずつっこんでくれるらしい。そうひなたちゃんが嘆たん息そくするたび、あたしと頼莉ちゃんは反省し、ひなたちゃんがボケたときには今度こそつっこむぞと誓ちかう。次こそは流さないぞと。でも、それが簡単にできることではないからこそ芸人という職業が成り立っているのではないのだろうかと思う気持ちもわかってほしい。


「あのねぇ、聞いてなかったんなら素す直なおにそういいなさい？　あんたのボケは別に今日きようはじまったことじゃないんだから。いまさら取りつくろわなくてもいいって」


　なにかひどいことをいいながら、ひなたちゃんは最後に残った煮にこみ大根を半分に分けて口へと運ぶ。……半分割を、豪ごう快かいに。あたしでは、せいぜい四分割が精いっぱい。──もちろん、いくらひなたちゃんでも半分割を一口で食べてしまえるわけではなく、あたしだって四分割にしたからって一口で食べられるわけでもなく、結局一度に食べる量は同じくらいのはずなのだが、──半分割と四分割──そうかとうなずく。


「……だから、あたし食べるの遅いんだ」


「よくわからないけど、わかっているなら人の食べるとこ見ていないで急いだら？」


　そこでぼそっと、頼たよ莉りちゃん。


「……急がなくていい。自分のペースで食べないと消化に悪い」


「だよねぇ。頼莉ちゃんやさしい」


　でもそういう頼莉ちゃんはとっくに弁当箱をしまっているし、ひなたちゃんももう食べ終えていて、結局あたしだけが残る。うう、本当にやさしいのならもう少しあたしに合わせてくれてもいいのに、なんて思いつつ（甘えなのかもしれないが、遅いほうが早いほうに合わせることは無理なわけだし）、あたしも箸はしの動きを速める。こころもち、少しだけ。目の隅すみに、頼莉ちゃんが水筒からお茶を注そそいでいるのが見える。あたしがのどを詰まらせることを見み越こしているのだろう。意地でも詰まらせたりなどするものか、とちょっと慎しん重ちようにごはんを運ぶけど、やっぱり水分がほしくなり、素直に甘えてコップを受け取る。


　昼の学校、校庭の隅、木こ陰かげに広げたお弁当。一緒に食べる昼ごはん。


　もう寒くなくまだ暑くない季節。空も快晴、木陰も快かい適てき、校庭から丸見えなのは恥はずかしいけれど、でも、とても楽しい時間。終わらせるのはもったいないと熱ねつ弁べんしたくなるのを抑おさえてお箸を運ぶ。ただでさえ、「最近感動屋になった」「もう年なんじゃない？」と揶や揄ゆされている身なのだから。


　とにかく、話の続きだけど、とひなたちゃんがいった。


「お願いだから、まじめに聞いて？　ほら、朝、先生がいっていたでしょ？　最近、学校近くを『不ふ審しん者しや』がうろついてるみたいだから注意するようにって」


「ああ、いってたね。最近そういうの多いよね」


「……でさ、……たぶん、昨日きのう、あたし、その『不審者』を、見たみたい。きっと、あれのことだと思う」


　えっ？　と向き直ったあたしと頼莉ちゃんに、ひなたちゃんは話を続けた。


「昨日の夜ね、うちの近くのコンビニで、雑誌立ち読みしていたのよ。そしたらさ、……なんていうか、あれって本当にあるのね？　いわゆる『視線を感じた』わけよ。『ぞぞっ』と。それで顔を上げたらさ、店の外からこっちを見ているの。男が。こう、凝じっと」


「うわ、こわ」


　思わずつぶやいたあたしに、ひなたちゃんはうなずいた。


「うん。あたしだってびっくりしたよ。私服だったけど、──あれ、きっと、高校生ね。やつれてて、ほおとかげっそりしてて、そのくせなんか凄すごい目つきで……なんていうか、本物見たことはないけど、『ドラッグ常用者』って感じ？　そんなやつがこっちを見ててさ。もう、びっくりしちゃって、思わずあたし、にらみ返して」


「──ええ？」


「いや、それが、気がついたらにらんじゃっててさ。あたしも、すぐにやばいって思って、夜だったし、なんだぁ？　外がよく見えないなぁ？　みたいな演技を入れてごまかしたんだけど、……いま考えると情けないなぁ、むかつくなぁ……」


「そこは逃にげるのが正解だって。変な意地は危険だよ」


　あたしの言葉に、まぁね、とひなたちゃんは同意して、頼たよ莉りちゃんからお茶を受け取り一口飲む。ちなみに中身は頼莉ちゃん製アイスティー。頼莉ちゃん家ちは喫きつ茶さ店てんで、専門店ではないけれど本格的な『紅茶』──砂糖を入れるとがっかりされちゃうような──を売りにしている。


　あたしもようやく弁当箱を空にし終えて、お茶を楽しむ態たい勢せいをとった。


　でさ、とひなたちゃんは言葉を続けた。


「怖こわかったのはここからよ。とにかく、そうやってにらみ返して、でもすぐごまかして、なんか意地になってさ、あたし、そのまま立ち読み続けて──気がついたら、その男、いなくなっていたわけ。で、ちょっとほっとしてたら……自動ドアが開く音が聞こえて」


「ええ？　まさか？」


「そう。その男、コンビニに入ってきたの！　……ぞっとした。で、あたし、これはやばいかな、って思って、携けい帯たい握にぎって身構えていたんだけど──そいつ、あたしに目もくれないでおにぎりのあるコーナーに歩いていった。おにぎりを何個か取って、持っていた袋に入れて、そんで次は、ペットボトルを手に取って──」


　話の展開に安あん堵どして、あたしはちゃちゃを入れてみる。


「なんだぁ。結局、ただの買い物客だった、ってオチ？」


　が、ひなたちゃんは首を振ふった。


「それが違うの。そいつ、そのままレジの前を通り過ぎて、出て行ったのよ。お金払はらわないで。店員が声かけたんだけど、無視してさ、そのまま外へ──その場にいた人、みんな啞あ然ぜんとしちゃって、店員さんも追いかけられなくて──あの店員さん、あとで怒られたかもしれないけれど、あれはしかたないよ。あれはちょっと、追いかけられないって。あんなの、警察にまかせるのが正解。……あたしだって固まっちゃって、動けなかったし──」


「うわぁ……」


　ひなたちゃんなら角つのを生やして追いかけてったと思う──素す直なおな感想を胸の奥にしまいこみ、うなずく。なのにひなたちゃんはあたしをにらみ、お見通しだといわんばかりに不ふ敵てきな表情をしてみせる。どうしてこうも読まれてしまうのか。付き合いの長いせいなのか。


「とにかく、びっくりしたわよ。なんかさ、現実に起きていることとは思えなかった。……なんていうの？　無理が通れば道理が引っこむってやつ？　そういうのがまかり通っている場面って、けっこうショックよね。それもこんな身近で。朝に『不ふ審しん者しや』の話が出たとき、あれだ！　って思わず叫さけびそうになったぐらい……とにかく、あれが『不審者』だと思う。先生に聞いたんだけど、他ほかにもけっこう目もく撃げき情報があるみたいで、警察からも注意が来てるんだって」


「へぇ。けっこうおおごとなんだ」


「……へぇ、じゃないわよ。とにかく、あたしがいいたいのは、近所のコンビニで見かけるくらい、すごく身近にいるってこと。テレビの向こうだけの話じゃないっていうこと。──本当に、びっくりしたんだから──だから注意しなさいよ？　とくにあんたは。あんたみたいなの、変質者には格好の獲え物ものなんだから。ああいうの、本当にやばいから、気をつけて、そのボケッとしたの直して、しっかりしていないと」


「別に、……あたしちゃんとしっかりしてるよ！　……ね、頼たよ莉りちゃん」


　頼莉ちゃんに同意を求めてみるが、返ってきたのは玉虫色の言葉。


「………………とにかく、気をつけるべきだと思う」


「そうよ、いい？　これはまじめな話なんだから、お願いだから、頼むわよ？」


　──まじめな話、か。


　くどくいってくるひなたちゃんに、もう、バカにして、と反射的に返事をしながらも、心が冷めていくのに気づく。──頼莉ちゃんとひなたちゃんを、遠くから、透明の壁かべを隔へだてた別の世界から見ているような感覚。周囲から音が消え去って、自分ひとりがこの場に取り残されたような気分になり、そうした思いを抱いだいたこと自体になぜか罪ざい悪あく感を覚えてしまい、ごめんね、と心のなかでつぶやいてみる。


　本当に、ごめんね、二人とも。


　あたしはボケているかもしれないけれど、でも、もう、そんな心配がいるほど純じゆん粋すいじゃない。


　二人が心配してくれているのはわかる。でも、あたしは知っている。二人よりはるかに真剣シリアスに。そういう世界を知っている。


　三み島しま陽ひなた子こ。大おお槻つき頼莉。二人とは幼おさな馴な染じみで、長い時間を共有してきた。


　だから二人が自分のことを、どういう目で見ているのか知っている。きっと二人はあたしのことをこう思っている。純じゆん真しんで、純粋で、『悪』のことなどほとんど知らない、保ほ護ごの必要な存在。たとえていうならお姫さま？（高校生、にもなって！）クラスに一人はいるような、いわばマスコット的存在──自分でいうのもなんだけど、確たしかにあたしは小さくて、外見的にもそういう雰ふん囲い気きがあって、だから二人はあたしを『そう』思い、やさしく大事にしてくれる。心配し、守ろうとしてくれる。『白い』あたしが汚けがされぬよう。


　それは勝手なイメージだけど、でも、ごめん。


　そんなあたしはもう、いない。


　あたしはすでに知っている。世界には闇やみがあることを。それはテレビの向こうの存在ではなく、どれほど身近なものなのか──あたしはもう、知っている。たとえばいまひなたちゃんが話したような、お店に入ってお金を払はらわず商品を持ち出す世界を知っている。それが珍めずらしいことではなく、むしろ普通な世界を知っている。


『向こう』では、それが当たり前。


　なぜ、お金を払ってもらえると思う？


　なぜ、ルールを守ってもらえると思う？


　どうしてそんな『平和』なことを、無条件に信じられるのか？


『向こうの世界』では、自分は自分で守るしかない。お金を払わせたいのなら、ルールを守らせたいのなら、そうさせるための『力』が必要──


　先生はいった。テストが終わったからと浮かれるな、と。


　不ふ審しん者しやの姿が見かけられるから、しばらくはなるべく集団で行動するよう、夜は外に出ないよう──だがそれを真剣シリアスに受け止めた生徒がいったいどれだけいるだろう。わずかな油断と日常への盲もう信しんが命取りになることを、どれだけの生徒が理解できているだろう。


　こちらがどれだけルールを守っても、相手もそうしてくれるとは限らない。


　そもそもルールを守らないからこその犯はん罪ざい者しや。


　──『向こうの世界』に、宿やど屋やがあった。


　あたしは──あたしを含む犠ぎ牲せい者しやたちは、なんの疑ぎ問もんも持たずにそこに泊とまった。


　いわれるままに武器を預けて、出されるままに夕食を食べた。


　薬入り、なんてかけらも思わず。


　気づいたときにはもう遅かった。犠牲者たちは、男は男だという理由で殺された。女の子たちは、……ひどいことをされ、そしてそれをだれも止められなかった。


　その宿は『ダイスの六人』、ダイス１ワン～６シツクスとそれぞれ名乗る六人組の強ごう盗とう団だんが、獲え物ものをつかまえるための『罠わな』だった。


　強盗団は、そこを宿屋に見せかけて、客に薬入りの食事を出し、餌え食じきにしていた。


　男は、なぶったあとに殺した。逆らう者への見せしめとして。


　女には、サイコロを振ふらせてその運命を選ばせた。一の目は運がよく、六がもっとも運の悪い目──彼らにとって、それはゲームに過ぎなかった。生きるためでもなんでもなく、ただ楽しむための遊びで、いくつもの生命が失われ、いくつもの尊そん厳げんが破は壊かいされた。そこには善ぜんなる存在の助けなどなく、あたしやだれかがそれを免まぬかれ、他ほかのだれかが助からなかったのは、サイコロの目、ただそれだけの違いだった。


　すべてはサイコロの出で目め次第──結局はそれが世界の真実──そのことを、いまのあたしは知っている。


　そしてなにより恐おそろしいのは、そのサイコロを振ふらせたのが怪かい物ぶつではなく普通の人間だったということ。


『ダイス６シツクス』たちは悪人だったが、それはあくまで『向こうの世界』でのこと。


　こちらの世界では、彼らだってあたしと同じ、『普通』の人間──中学生か高校生。『向こう』では人を『殺して』ひどいことをしても、こちらの世界では普通に学校に通っている子供。──そう、彼らは、きっと『こちらの世界』ではだれも殺さず、『普通』の人生を歩んでいくのだろう。だれも彼らを悪人だとは思わないだろう。しかし、『向こうの世界』、ルールと罰ばつのない世界では、『普通』であるはずの彼らはあんなにもひどいことを平然と──


　……人はだれでも、ルールがなければ殺人者たりえる。


　あたしだって『向こう』では、状況さえそろえば、きっと『そう』なるだろう。──少なくとも、もしもあの時間にもどれるのなら、そしてあたしに力があったら、あたしはきっと、絶対に、あいつらに対し『そう』することをためらわない──


　──そう思えてしまうのだから、


　……本当に、ごめんなさい。昔のあたしはもう、いない。


「……こら？　どうした？」


　ひなたちゃんの言葉に、あたしはわれに返って首を振り、笑った。


「……ちょっと、酔よっちゃったみたい」


「酔った？　……って、なにに？」


　……自分に、……あるいは、『シフト』してしまうこの境きよう遇ぐうに？


　──質問に、口には出さず心のなかでだけ、答え、ひなたちゃんにだらっともたれかかり、身体からだを返して抱だきついてみる。ひなたちゃんはこういうのをうっとうしがるけれど（自分がするのは好きなくせに）、突つき放はなしたりはしない。本当には拒きよ絶ぜつしない。腕のなかに体温がある、ただそれだけでうれしくなって、顔をおなかにこすりつける。われながら情じよう緒ちよが不安定になっているなと思うけど、切なさとか、うれしさ、いとおしさみたいなものが止まらずに、頼たよ莉りちゃんにも手を伸のばす。強くこちらに抱き寄せる。


　頼莉ちゃんとひなたちゃん。あたしの大事な友だち。


　かけがえのない存在。


　二人の体温を感じながら、思い返してみる。


　去年の冬ごろ、『シフト』するようになってしまったとき、あたしの状態は最悪だった。


　周囲には、あたしが、いきなり人が変わったように思えただろう。突然ヒステリックになり、周囲に当たり散らすようになった。二人にもひどいことをいって傷つけた。──死んで終わらせるようなことも、考えた。わかってもらえるだろうか、眠ねむると夢を見る代わりに異世界に渡ってしまうストレスを。そこは魔ま法ほうがあり怪かい物ぶつがいて、しかも人が人を殺すような世界で、そういう知らない世界をえんえんとさまよい歩き、いつまでも現実世界に帰れず、かと思えば目を覚ますと現実世界にもどっていて、それまで自分がしてきたことがすべて一夜の夢に過ぎないことを知る、あの怖こわさと虚きよ無む感を。寝ねればまた『向こうの世界』にシフトしてしまうだろう絶望、もうもどれないかもという不安、自分の正気を疑うたがわずにはいられないような状態を、わかってもらえるだろうか──


　なによりも恐おそろしいのは、それが『夢』だということだ。


　どれほどさいなまれ、だれかに助けを求めても、『夢』である以上はどうしようもない。他人に話したところでわかってはもらえず、「わぁそれは怖い夢を見たね」で終わってしまい、どれほど必死に訴うつたえてみたところで病院に入れられるのがオチとなる。だって実際にそれは『夢』なのだから。身体からだごと異世界に移るわけではなく、向こうでどれだけ傷を負ってもこちらの身体に影えい響きようはなく──心の傷は別だが──あくまで頭のなか（心？　精神？　魂たましい？）だけの話、『夢』でしかない話なのだから。


　本当に、あのころの自分はひどかった。


　眠ると異世界に『シフト』してしまうという状態、精神病のような、だれにもいえない、伝えられないもどかしさ、ストレスを、ほとんど二人にぶつけてしまった。


　にもかかわらず二人は友だちをやめず、あたしが立ち直るのを待っていてくれた。


　いまもこうしてそばにいてくれる。


　頼たよ莉りちゃんの声が聞こえる。


「……またなにか、感動している？」


　ひなたちゃんが応こたえる声も。


「……みたいね。どうも、スイッチがわからないなぁ」


　……二人にはきっと、伝わらない。この気持ち。


　あたしがどれほど二人を想おもっているか。友だちと呼べる人がいることを、そんな人たちとこうしてごはんを食べてお茶が飲めるということを、どれほどうれしく思っているか。心配してもらえることをどれだけ感かん謝しやしているか──


　別に感動屋になったわけでも、年取って涙もろくなってしまったわけでもない。


　ただ、『シフト』するようになってしまっただけ。


「ひなたちゃん、頼莉ちゃん」


「え？」


「……あたし、ちゃんと、気をつけるから」


「え、あ、うん」


「二人とも大好き」


「……わ、本当に酔よってるわ。そんな素面しらふじゃいえないセリフ」


『向こう』について考えるとき、どうしてもあたしは情じよう緒ちよが不安定になる。


　なぜなら『向こう』が大嫌いで、大好きだから。


　憎にくらしくて、いとおしいから。醜みにくくて、素す晴ばらしいから。冷たくて、とても熱あついから──相反する気持ちは矛む盾じゆんせずに存在し、好きになったり嫌いになったり──両極の間で揺ゆれ動うごく針のように感情はいつまでも、行ったり来たりを繰くり返かえす。


『向こう』にはいまだにルールがなく、ルールを守らせるものがなく、だからひどいことを平然とするやつがいる。


　でも、だからこそわかることもある。


『輝かがやくもの』は、確たしかにある。


『ダイス６シツクス』は、ひどいやつだった。


　でも、おかげで知ることができた。


　──恋人のために最後まで、苦く難なんに耐たえる人がいた。


　だれかのために生命を懸かけて、戦っている姿を見た。


　もちろん、その逆だって見せられた。誇ほこりのもろさを知らされた。人はあっさりだれかを裏切れることを教えられた。だが、その一方で、確かに見た。屈くつ辱じよくに克かち意思を貫つらぬく姿を。人がだれかをこんなにも強く想おもえるということを、だれかのために本気で怒り、大事な人を守るために、これほど強くがんばれるのだということを、その鮮せん烈れつな感情を、肌で感じることができた。


　あたしも初めて、生命を懸け。


　戦うことの、価値を、知った。


　──二人には、『シフト』してほしくないと思う。


　あんなひどい世界に連れていかれるようになるなんてこと、起こらなければいい。


　戦わなければ生きてはいけない世界では、だれもきれいではいられないから。


　こんなあたしでさえも『殺人』を肯こう定ていするようになる世界なんて、きっと、ないほうがいい。


　でもやっぱり、正直にいえば、二人とあの世界を共有できたらと思う。


　そうなれば、もっと仲良くなれるだろう。お互いのことを知り、信じられるようになるだろう。いまよりもずっと。二人と一緒に『向こう』にシフトし、あの世界を一緒に体験できたら、一緒に戦うことができたら、きっと──


「……ほら、いいかげんもう……あ」


　ひなたちゃんが気の抜けた声を出し、


　──同時に強い視線を感じ、あたしは背後を振ふり返かえった。


　下校中だろうか、校庭を横切る影かげが二つ。


　女生徒が、男子生徒の前に立って歩いている。


　距きよ離りは離はなれているけれど、二人の歩く速度が──逃にげるような足早さが──同じであることが、一緒の下校であることを教えてくれている。


　二人とも、校門のほうを向いていて、こちらのほうは見ていない。


　けれどひなたちゃんはきまり悪げにあたしの身体からだを突つき放はなし、いった。


「もう。思いっきり見られたじゃない。変なふうに思われたらどうすんのよ」


　ということは、やはり、視線を感じたのは気のせいではなかったか──


「……変なふうって？」


「……いいから、せめて、人前でくっついてくるのはやめて」


「冷たいなぁ」


「冷たくない。常じよう識しきをわきまえてるの。……ところで、頼たよ莉り、どうかした？」


「……いまの、あれ、赤あか松まつとかいう先輩だ」


　頼莉ちゃんの答えに、あたしは声を上げた。


「……ええ？　うそ！」


　視線を向け、腰を浮かしかける。


　が、後ろ姿しか見えなかった二人は、追いかける間もなく、あっさりと、校門の向こうに消えていった。


　勢いきおいこんだあたしの動きに、ひなたちゃんがいぶかしげに、たずねる。


「赤松ユウキ、って、……だれだっけ？　……確たしかに、なんか聞き覚えのある名前だけれど」


「……ええとね、あたしも、名前しか知らないんだけど。うちの部じゃ有名人だよ？　ね、頼莉ちゃん」


　うん、と頼莉ちゃんが、うなずく。


「赤松ユウキという名前の、日ひ野の先輩の友人らしい」


　ああ、とひなたちゃんが脱力したような声を上げた。


「なんだ。あの赤松ね。日野先輩──我わが校の堕おちた英雄さまのお仲間の？」


「もう。そういういい方やめてよ。日野先輩はオチてなんかいません！」


「そう？　見事な転落じゃん。かつてはオリンピックを目指し、事故に遭あい挫ざ折せつ、いまじゃ学校一の問題児」


「そ、そんなことないよ」


　とはいえ、それが世間の評価だろう。


　──日野鷹たか生お。


　中学水泳界にいきなり現れ記録をつくった期待の新星は、事故に遭い、出現したときと同じく前まえ触ぶれなく消えた。


　オリンピックを目指せるほどの逸いつ材ざいだったらしく、当時の興こう奮ふんと落らく胆たんはすごいものだったそうだ（そのころのあたしはその手のことに興味がなかったのでよく知らないが）。先輩の入学に合わせて水泳部施し設せつが新設された、なんてうわさが生まれるほどに──もっともその施設はいまだ先輩を迎えたことはなく、でもその施設のあるこの学校に、日ひ野の先輩は通っている。七回に及んだという複ふく雑ざつな手術も問題なく、一年近いリハビリ生活も成功して、にもかかわらず水泳部には近寄らず、しかし転校することもなく。


　決してひなたちゃんがいうような、学校一の問題児、というわけではない。


　ただ、水泳はもうやめたのかそれともまだ迷まよっているのか、自分の立場を明めい確かくにしていないだけだ。そして、ただそれだけのことであるにもかかわらず学校全体に妙な緊きん張ちよう感をもたらしているのだから、日野先輩には確たしかにカリスマというものがあるのだろう。大半の人間にとってはだれかの水泳事情や世界記録などどうでもいいことであり、そうでない人たちだって、あれほどの大事故に遭あった以上、いまさらオリンピックは無理だろう、そもそも最初から無理だったのかもしれない、ただの夢だったのだ──とあきらめるのが普通だろう。にもかかわらず、いまだに先輩の復帰を待ち、期待を寄せている人たちがいる。中学時代がどれほどすごかったのか知らないが、そう思わせるだけの才能を持っていたということなのか。


　そしてそういう人たちにとって、泳ごうとしない、かといって水泳をやめたと明言もしない先輩の態度は、やきもきさせられるものなのだろう。


　だんだん夏も近づいてきて、水泳部の雰ふん囲い気きは本当に、ぴりぴりしている。


　それが学校全体に伝でん染せんしている。


　だが不ふ思し議ぎなことに、部長やコーチたちはただ日野先輩がもどってくるのを待っているだけで、静せい観かん、という態度を崩くずしていない。なにか事情があるのかもしれないが、積極的に連れもどそうとはしていない。


　──そういうときに、赤あか松まつユウキという生徒が転校してきて、孤こ高こうだったっぽい日野先輩とあっという間に仲良くなったのだ。


　しかもこの赤松ユウキ、どうやら始業式がはじまってすぐ、という中ちゆう途と半はん端ぱな、いってしまえば『不自然な』時期に転入してきたらしい。そのため水泳部では、彼こそ日野先輩を説得するための学校側の切り札なのではないか、なんてうわさがささやかれている。なにしろ生徒一人のために水泳施設を新設するような学校だ（あくまでうわさだけれども）、お金も相当かかっている、説得用の人材を転入させてきても不思議ではない、というわけだ。荒こう唐とう無む稽けいな考え方ではあるけれど、少しでも希望があるならそれにすがりつきたいのだろう。なんといっても日野先輩は答えを出す素そ振ぶりを見せず、しかし高二の夏はどんどん近づいてきて、たとえどれほどの才能があろうが大事故後のリハビリ明け、一年近く水泳から離はなれてしまっており、なまった身体からだをもどすには時間がかかるだろうから。


　……それでも期待されているところに、日野先輩のすごさがあるというべきか。


　ひなたちゃんが、たずねた。


「ふうん。あれが赤松とかいう先輩ねぇ。……じゃあ、一緒にいた女子は？」


　頼たよ莉りちゃんはそちらの顔は見えなかったと首を振ふり、問い返した。


「ひなたは、赤あか松まつユウキのこと知らなかったのか？」


　ひなたちゃんはまぁねとうなずき、そして二人は黙だまってあたしを見る。


　思わず身を引く。


「え？　なに？」


　ひなたちゃんが、いった。


「──あんたも、あの赤松とかいうのとは面めん識しきないのよね？」


「……うん。なんで？」


「いま、あの先輩、こちらを──」


　いいかけた頼莉ちゃんを制し、ひなたちゃんが立ち上がる。


「ううん。なんでもない。気にしなさんな。それより、そろそろ帰ろうか？　頼莉ん家ちに行くんでしょ？」


「うわ、なんでそのことを？」


　──すまなそうに頭を下げる頼莉ちゃん。


　代わりに、満面に笑みを浮かべてひなたちゃんが口を開いた。


「うわははは。隠かくし通せるとでも思ったの？　水くさい。料理を教わりに行くんでしょ？　あたしも教えてあげるから、初めての手料理、是ぜ非ひとも相しよう伴ばんに預からせてくださいな」


「……ちょっと、頼莉ちゃん？　……ひなたは絶対バカにするから、ケチつけるから秘密にしてっていったでしょ！」


「すまない。つい、ぽろっと。……その、『道具の少ないキャンプとかでつくれる料理』というリクエストが、なかなか難しくて、悩なやんでしまって、ついひなたに」


　すまなそうな表情を浮かべた頼莉ちゃんに代わって、ひなたちゃんが笑い声を上げた。


「だからあたしが光こう明みようを与えてあげるんだから感かん謝しやしなさい？　……でもあんた、料理はじめるのはいいけれど、いきなり妙なところから入るわね」


「うわもう早速ケチつける。そんなのあたしの勝手でしょ！　もう！」


「……本当に、ごめん。すまない」


　大おお槻つき頼莉という人はとてもまじめでいつもは頼れる存在なのだが、イレギュラーに弱く、そしてどちらかといえば消極的で、対して三み島しま陽ひなた子こは臨りん機き応おう変へんに長たけ、行動力にあふれており、あふれすぎててたまに常じよう識しきを逸いつ脱だつしてしまう。この二人は、本当にいいコンビだと思う。


　──敷しき物ものを片付け、忘れ物がないか確かく認にんしていたとき、唐とう突とつに、頼莉ちゃんがぼそり、といった。


「……ところで、あの、赤松ユウキの話なんだが、……あまりよくないうわさがある」


「え？」


「……夜遅く、出歩いているらしい。繁はん華か街がいで姿を見たとか、──本当かどうかは知らない、根こん拠きよのないうわさだけれど」


「……へぇ？　で？」


　それだけいって押おし黙だまった頼たよ莉りちゃんのあとを継ぎ、ひなたちゃんが続けた。


「要するに、無用心に近づくな、っていってるのよ。……さっきだって、どうせあんたのことだから、愛いとしの日ひ野の先輩のために話をしたいとか思ったんでしょ？」


「──な、せ、先輩のことはそんなんじゃないよ！　またひなたは！　前からいっているでしょう？　あたし別に日野先輩のこと、どうとも思ってないし、水泳部入ったのだって、身体からだを鍛きたえたいと思ったからで、頼莉ちゃんがいるから心強いと思っただけで──」


「はいはい」


　……うう、とうなり、うろたえてしまったことを自覚しつつ、もう何なん遍べん繰くり返かえしたかわからないやりとりに心のなかでため息をつく。


　誤ご解かいしないでほしいが──たぶんひなたちゃんはあたしが照れて素す直なおになれないだけだと思っているのだろうが、あたしは本当に、日野先輩に恋愛感情を持ってはいない。


　……少なくとも、いまのところは。


　正直な話、眠ねむると『シフト』してしまい、向こうでも結構大変なことになっているいまのあたしには恋愛なんて荷が重い。


　だいたいあたしは、中学時代の、かっこよかったという日野先輩の姿をまったく知らない。


　知っているのは病院で偶然見かけたリハビリしている姿だけで、そのリハビリがすごかったのを覚えていたから、部活を決めるときふと思い出し、ああいうがんばっている人が近くにいたら自分も部活がきつくてもがんばれるかもしれない、と思っただけなのだ（実際には日野先輩は水泳部に入部しておらず、高校の部活も文系の自分が想そう像ぞうしていたような恐おそろしいものではなかったが）。


　……確たしかに、リハビリ中の姿を知っているから、先輩はがんばっていたと思うから、なにか自分にできることがあるのなら、力になれればいいな、とは思うのだけれども。


「……だいたい、もしもあたしが説得するなら、赤あか松まつユウキとかじゃなくって日野先輩に直接いうよ。なにいえばいいかわからないけど、いうとしたら本人に、直じかに」


「そう？　たとえそうは思っていても、いざとなったらためらっちゃうんじゃない？　好きな人とけんかになるかもしれない、嫌われたくないって」


「だからぁ……」


「……でも、確かに、いまのあんただったら直接行くかもね。だいぶ変わったもんね。性格。……あれから……」


「……」


「……ま、まぁ、だから、あたしも頼莉も、ときどき心配になるのよ。あんたいきなり行動力ついたから、いままでがおとなしかった反動で、加減もわからず面倒事に飛びこんでいくんじゃないかって。……不ふ審しん者しやについても、先輩のことも、……だ、だからね、とにかく、その、気をつけるように！」


「…………うん。わかった。気をつける」


　うんうん、とうなずく二人──心配してくれている二人を見て、また目め頭がしらが熱あつくなる。


　なにかがこみ上げあふれそうになる。


　ああ、やっぱりあたしは、二人のことが大好きだ──


「ああこらまた、あんたは。抱だきつくのはやめてって。……ほら。行くよ？」


「……いじわる」


「買い出しが先か？」


「まず荷物置こう。で、頼たよ莉りのおばさんと相談」


　ハグしようと手を広げているあたしには目もくれず、早速歩き出すひなたちゃんに、気を取り直して続こうとして──


　ふと、校庭、そして校門に目をやった。


　当然ながら、赤あか松まつユウキと女子の姿はかけらもない。


　他ほかの生徒の姿も見えない。


　学校でお弁当を食べているあたしたちが例外で、せっかくのテスト明け、ほとんどの生徒は下校してしまったのだろう。だから、人ひと影かげがなくても不ふ思し議ぎはない。


　──なぜか突然、静かさが際きわ立だちはじめる。


　わけのわからぬ不安を覚え、ふと、先ほど視線を感じたことを思い出す。まさしく『ぞぞっ』という感覚の、強い視線、あれは赤松ユウキのものだったのか、それとも──


「ほら！　早く行くよ！」


「あ、待ってってば」


　なぜだろう、校庭にはだれもいないにもかかわらず、だれかに見られている気がして、あたしは、心のなかでお守りだという『呪じゆ文もん』を唱となえてみた。


　もう、すっかり、暗あん唱しようできる。


　そのことを確かく認にんすると、あたしは二人のもとへ走っていった。








　　　　２．








　真っ暗、いいや、ほのかに輝かがやく水すい槽そうがある──


（其そは真しんにして真にして真──）


　目の前に巨大なガラスの水槽があり、そのなかに、人の顔ほどもあるトカゲの生首が浮いていた。


　そうしなければ水面に浮かんでしまうのか、切断された首には鉤かぎがいくつも差しこまれ、底に沈んだ重石に鎖くさりでつながれている。だから水面には浮かび上がらず、トカゲの頭は水中を、ふわふわと、揺ゆれている。水すい槽そう内に水の流れはないのに、どうしてゆらゆら動くのか──


（──ああ、これは夢、いや、違う、『フラッシュバック』）


（──ラケルと初めて会ったときの──）


　首がぐるりと回って、生きた瞳ひとみと目が合った。


　悪あく魔まのような縦たて割われの瞳を、しかしセラは無感情にながめ返して、そのことで、むしろトカゲ頭のほうが驚おどろいたような様子を見せて、それにより、初めてこのとき、セラは──


（──そうだった、あのときは──）


『夢』のなかで『かつての自分』となり、『あのとき』と同じようにトカゲの生首と対面しつつ、セラは、『あのとき』の自分について思い出す。そうだ、この状況に陥おちいる前に起きたとある出来事のせいで、あのときのあたしはいわば無感情状態、心のどこかが壊こわれてしまっていた。だから、たまたま泊とまった宿やど屋やが強ごう盗とう団だんの巣そうくつで、食事に薬を盛られて身体からだの自由を奪うばわれても、裸にされてペルソナを取られても、なにも感じなかった──


　──目の前で、同じく囚とらわれた男たちが殺されるのを見ても。


　どうとも思わなかった。悲しみも怒りも、恐きよう怖ふすらなく、現実感が喪そう失しつしていた。


　でもそのあと、閉じ込められた部屋でトカゲの生首に出会ったことで──さらにその不気味な顔に逆に驚かれたことが少しおかしくて──むしろまったく現実味のない悪夢のような状況に遭そう遇ぐうしたことが、ようやく立ち直るきっかけとなって──


　──場面が変わる。


　水槽の前に、六つの影かげが現れて、セラに迫る。


　現実世界での名前をいえと。


　六人の内の一人が、うそをついたらスキルカードでわかる、もしもおまえがうそをついたら、この女の目玉をえぐる、と、人質の目の下にナイフをつきつけた。もっとも、そんなスキルカードが存在するのかどうかはともかく、脅おどしは必要なかった。そのときのセラはいわれるままに、自分の現実世界での名前──『真ま名な』を、告つげた。隠かくさなかった。脅きよう迫はくに屈くつしたわけでも人質の安全を考えたわけでもなく、ただ、このときの自分はどうでもよかったから。なにもかも。


　セラの『真名』を聞いたのち、六人は、セラにサイコロを振ふらせた。


　六の目が出て、それによりセラは、六人のリーダー格、『ダイス６シツクス』の所有物になることが決まった。他ほかの五人は去り、『ダイス６』は寸前までとはうって変わってやさしい声を出すようになった。セラをトカゲの生首の置かれた部屋から出さず、服も着せなかったが、態度的にはやさしく──少なくとも、うわべだけは──接してくるようになった。もっともセラはそれに対しても無反応で、抵抗せず、問われるままにいろいろ答えた。現実世界での名前、年齢、学校名、住所等──


　幸運だったことは、三つ。


　まず、サイコロの目。もっとも悪い目であるはずの『六の目』で、六人のリーダーとしてもっとも権力を持っていた『ダイス６シツクス』が選ばれたこと。


　次に、自分が処しよ女じよだったこと──『ダイス６』がそれに気づき、その事実に価値を見出したこと。


　──そして最後が、水すい槽そうに浮かんだトカゲの生首──『ラケル』との出会い。


　切断面も生々しい首だけの存在でありながら、生きて、揺ゆれ、瞳ひとみをぎょろりと動かして、ついには水槽のなかから《なぁ、あんたバカだろ？》と話しかけてきたトカゲの頭のおかげで、そのあまりにありえない状況に自分の正気に疑ぎ問もんを持って、セラの感情はようやく再起動を果たした。《バカでもなんでもいいんだが、あんた、なんか食い物持ってないか？　腹が減っているんだ、ていうかもう腹自体がなくなっちゃっているんだけれども》なんて話しかけてくる首のおかげで、セラはようやく唇くちびるを曲げ──正気を疑うたがう自じ嘲ちようであれ──笑えるようになり、そうした会話をしていくうちにだんだんと、現在の状況への怒りがわきあがってきて、その怒りを糧かてとしてついに長かった無気力状態から立ち直ることができた。


　どれが欠けても、『現在いま』の自分はなかっただろう。


　とくに三つ目の幸運には、感かん謝しやしてもしきれない。


（でも、どうして、いまさらあのときのことを──）


　──場面が変わる。


　やはり自分は水槽の前に立っている。


　ただし、裸ではなくシーツで身体からだを隠かくして。


　そして水槽は粉々に割われ、トカゲの首は見当たらない──それを見て、セラは──『現在』のセラは自分にいい聞かせる。


　だいじょうぶ、なにも不安に思うことはない。


　これもまた、あのときの再現──ラケルの身体を『分割』したのは『ダイス５フアイブ』の能力スキルであり、セラが助けに来たとき、ラケルは自分の身体を取りもどして水槽から出ていたのだから。おかげでトカゲの頭を抱かかえて逃走、なんてことをしないですんだ。これはあのときの追つい体たい験けん。フラッシュバックとはそういうもの。


　そうだ、と自分を納得させる。


（──なにも、恐おそれることはない──）


　あのとき、なにがあったのかは知らない。


　ラケルに聞いた話によると、何者かの襲しゆう撃げきがあったということだが──非道なことをやっていたのだから、敵も多かったのだろう──とにかくあのとき大混乱が起こり、『ダイスの六人』強ごう盗とう団だんのアジトは壊かい滅めつ状態になり、その機に乗じて囚とらわれていた自分たちは逃にげ出だすことができた。


　逃にげ出だしたのは総勢八人──全員女性──だったが、脱走の途中、セラだけは、『ダイスの六人』の拠きよ点てんへと引き返した。


　他ほかの七人には止められたが、どうしても、あきらめられなかった。逃げられたのは何者かの襲しゆう撃げきのおかげなのかもしれないが、いま、自分がこうして逃げようと思えているのは、あの水すい槽そうでさらしものにされていた『トカゲの頭』のおかげだったのだ。あの生首のおかげで、自分は立ち直ることができたのだ。それなのに、『彼』を見捨てて逃げていいものか？　いくら怪かい物ぶつ系とはいえ、文字どおり首だけの姿で、一人では逃げることもできないだろうに、それを見捨てて自分だけが逃げられたりなどするものか──


（──だからあたしは一人でもどり、──そしてラケルと合流し──）


　危険は覚かく悟ごしていたが、『ダイス６シツクス』たちは結局姿を見せなかった。


　あとで聞いた話になるが、このときすでに『ダイスの六人』は全員死んでいたらしい。


　襲撃者に殺されたのか隠かくれ家がの破壊に巻きこまれたのかはわからないが、ラケルが死体を確かく認にんしたといった。ラケル──トカゲの生首も襲撃のどさくさで自分の身体からだを取りもどせ、だからセラはラケルと一緒に逃げることができた。無事に、安全に、何事もなく──


『フラッシュバック』。


　頭の奥でなにかがはじけ、めまいを覚え、そして割われた水すい槽そうの前に立つかつての記き憶おくのなかのセラは、背後でガラスの踏ふみくだかれる音を聞く。


　そして、自分を呼ぶ声も。


　──そんなバカな、と、思う。


　あのとき後ろから現れたのは、──ラケルだ。


『ダイス６』は現れず、そもそも『ダイス６』はこの時点でもう動かぬ死体となっていたはずで、だからあたしたちは何事もなく『オーク横よこ町ちよう』にたどり着けた。


　だから、いまのあたしがいる。


　だから、後ろから声をかけてくる相手はラケル以外にありえない。


　──これは夢、ただのフラッシュバック、現実にもどればなんてことないいつもの風景が待っている──


　ガラスを踏み割り、足音が、近づいてくる。


　セラの名前を再び呼んで。


　声ではなぜか判別できないが、振ふり向むけば、わかるだろう。


　だれが近づいているのか──


　──もちろんラケルに決まっている。あのとき来たのはラケルだったし、そのラケルが確認してくれた、『ダイス６』の死を。だから後ろにいるのが『ダイス６』のはずがない。『ダイス６』が歩いてくるはずはなく、『ダイス６』が呼びかけてくるはずもなく、だいたいこれは現実ではなくフラッシュバック──あのときのことを一時的に追つい体たい験けんしているだけなのだ。だから振ふり向むいてしまえばいい。そうすれば、安心できる。なんだやっぱりと、笑うことができる──


　足音が、近づいてくる。


　ガラスのきしむ、不快さを感じさせる音。


　心臓が、やけに大きく高鳴り出す。


　──これは夢、ただのフラッシュバック、だから恐おそれることはない、たとえ後ろにいるのがラケルでなくても、たとえそれが、『ダイス６』であっても──


　高鳴り出した胸を抑おさえて、セラは、心のなかで呪じゆ文もんを唱となえる。


　ラケルに教えてもらった、お守りの呪文を──


（……そ、其そは真しんにして真にして真──）








　　　　◆








　──気がつくと、ベッドの上に身体からだを起こし、こぶしを握にぎり締しめていた。


　それを自覚した瞬しゆん間かん、見けん当とう識しきの喪そう失しつに襲おそわれる。──ここはどこ？　──どうしてあたしはここにいるの？　ひなたは？　頼莉ちゃんは？　いったいあたしはどうして──パニックに陥おちいりながらも手はほとんど条件反射で枕まくらの下に差しこまれ、敷しいてあったカードを取り出す。それを手首に当てたとたん、そこを起点に光の線が肌を走り、カードが体内へと吸いこまれて消える。武器のカード化／実体化──戦士系の固有スキル──で自分の相あい棒ぼうであるとげつき鉄球をカードから実体化させて手にすることでようやく、心が落ち着きはじめる。


　こちらをおもんぱかるように、生命を宿やどした鉄球のとげが動いて手のひらを刺し激げきするのが気持ちいい。


　だいじょうぶ、なにも怖こわがることはない。


　そうだ、いまのあたしは『セラ』で、いつものように『シフト』して、『こちらの世界』に来ているだけ。──そうだ、思い出してきた、学校が昼までだったから、頼莉ちゃんの家に行って、夜まで料理を習って、そして──


「……セラさん？」


　突然かけられた声に飛び上がり、ついで、セラは安あん堵どの息を漏もらした。


「……おはよう、店長さん。……ごめん。起こしちゃった？」


「いえ。……それより、なにか、ありましたか？」


　隣となりのベッドで身体を起こし、こちらの様子をうかがっているのは、セラの雇やとい主ぬしにして『オーク横よこ町ちよう』唯ゆい一いつの小こ間ま物もの屋や兼バー兼宿やど屋や『ミュージィの店』の店長、ミュージィ。


　包帯型のペルソナで常に自分の目を隠かくしているため表情はわかりにくいが、こちらを心配しているのは感じられ、セラは照れくささを覚える（ちなみに、セラのペルソナはアイパッチであり、就しゆう寝しんするときついつい外はずしてしまうのだが──だから何度もミュージィに素す顔がおを見られているだろう、別に気にしてはいないが──朝起きると外したはずのアイパッチは必ず顔の上にもどってきている。ペルソナとは装そう飾しよく品ひんではなく、それどころか正せい確かくには物体ですらなく、そういうものであるらしいから、お風呂だろうが寝ねるときだろうが、ミュージィのように常時つけたままにしておくのが正しいのだろう）。


　なお、ここはセラの部屋ではない。


　いちおうセラも自分の家を持っているのだが、ここ最近はずっとミュージィの宿屋、というかミュージィの部屋に寝ね泊とまりしている。ずっと一人暮らしをしていたのだが、近く、ラケル、ミュージィと一緒にこの『オーク横町』を旅立つことが決まったので、家を引ひき払はらいミュージィの世話になることにしたのだ。


　もっとも、それは表向きの理由に過ぎない。


　おそらく家を引き払っていなくても、同じようにしていただろう。


　セラがミュージィの部屋を借りるようになった本当の理由は、ウィンディ、という新しい友人ができたことでミュージィの部屋に泊まる機会が増えてしまったことだった。それまでは独ひとりで暮らしていたのに、いったん夜寝るときに心許せる他ほかのだれかがそばにいることの心強さに触ふれてしまうと、安心感を知ってしまうと、独りっきりで夜家にいることに耐たえられなくなった。夜の冷たさ、風の音、床のきしみ、家族のいない『シフト世界』に独りでいることの恐きよう怖ふ──それまでは無視していたことに気づいてしまい、こらえられなくなった。だから、人間の温あたたかさを覚えてしまった野の良ら犬いぬのように、ミュージィの厚意に甘え、同じ部屋で就寝し、ときどきは子供さながらに同じベッドに潜もぐりこんだりしてしまう。そうした自分の幼おさなさを自覚してはいるのだが、どうにも我が慢まんできないのだからしかたがない──


　いまだ胸から去らない不安を隠し、セラはミュージィに、なんでもない、自分は平気だという笑顔を浮かべてみせた。


「ううん。なにも。……ただ、夢見が、──夢、じゃなくって、『フラッシュバック』、っていうの？　アレを見ただけ。──『ダイス６シツクス』のこと、思い出しただけだから──」


　それだけだから、心配しないで、とセラは笑ったのだが、思いのほか真剣なまなざしで、ミュージィはセラの言葉を咀そ嚼しやくしている。


　緊きん張ちよう感のこもった沈ちん黙もくに耐たえ切きれなくなり、セラは問う。


「……え、と、なにかな？」


　ミュージィは、逆に、たずねた。


「……その『フラッシュバック』は、過去の出来事を追つい体たい験けんするようなものだったわけですね？」


「うん」


「……こういってはなんですが、そのときのあなたはつらい別れを経験したばかりで、ラケルと会うまでは無気力状態、『ダイスの六人』に襲おそわれたときもなにも現実味を感じなかった、だから『ダイス６シツクス』に対しても、それほど恐きよう怖ふは覚えなかった──そうですね？」


　うん、とセラはうなずいた。


　ラケルにもミュージィにも、『ダイス６』のことは話してある──その前に経験した別れのことも。「……それが？」


「そして、あなたは結局『ダイス６』に襲われることなくラケルと一緒に脱出できた──そのときのことを追つい体たい験けんしただけだというなら、なぜ、そんなに動どう揺ようしているのですか？　いったい、なにに怯おびえているのですか？」


　べ、別に、怯えてなんか、といいかけて、セラは初めて、とげつき鉄球を包んだ手のひらが力を失っていないことに、身体からだがいまだに緊張していることに、気がついた。


　必死に抑おさえようとするが、気を抜くと、身体が震ふるえ出だしてくる。


「……あ、い、や、別に、……なんで、だろう──」


　そうだ、やはり、ごまかせない。


　自分は、怯えている。


　不安になっている。


　あの『フラッシュバック』の、せいで──


「……おかしいね。ただの、昔の、記き憶おく、なのに。……ただ……」


「……ただ？」


「……ただ、最後だけ、ちょっと違っていて、だからかな、こんなに動揺しちゃったのは──


　あのときは、後ろから出てきたのはラケルだったけど、さっきのフラッシュバックは、……結局確たしかめられなかったんだけれども、だから自信ないけれど、まるで、あれは、まるで──近づいてきたのが……『ダイス６』、みたいで──」


　言葉にし、認みとめて、とげつき鉄球──『うーにゃん』を、ぎゅっと胸に抱だきしめる。


　主人を傷つけないよう、しかし存在をしっかり伝えるかのように伸しん縮しゆくしやさしく刺し激げきしてくる硬かたいとげの感かん触しよくに、心が慰なぐさめられていく。


　しばらくセラを見つめたのち、ミュージィは、いった。


「……こちらの世界にいる以上、わたしたちが絶対に、忘れてはいけないことがあります。それは、──どんなにリアルに感じられたとしても、こちらの世界は『夢の世界』だということ」


「え？」


「そして夢とは、わたしたちが生きていくうえで必要だからこそ見るものです。──もっとも、わたしたちは夢を見る代わりに『シフト』しているわけですから、そうした脳の恒こう常じよう作用は別の形で現れざるをえません。──そう、たとえば、『フラッシュバック』のような形で──そう考えれば、あなたが見たものにも説明はつくでしょう。つまり、あなたの身体からだはなにか、悪夢を見る必要があって、それが『恐おそろしいフラッシュバック』という形になった、と」


「なるほど。悪夢の代わり、か……」


　これまでに、悪夢を見たことがないわけではない。


　病院通いをしていたときは、悪夢を見ることなどざらだった。


　この世界に『シフト』するようになったため、夢の代わりにフラッシュバックが起こるというなら、悪夢の代わりに恐ろしいフラッシュバックが起きても不ふ思し議ぎはないだろう。ミュージィの話を聞くうちにようやく心も落ち着いて、ため息をつくと、セラはひと撫なでしたのち『うーにゃん』をカードにもどし、肌から抜き取った。


　大切そうにカードを見つめるセラを微笑ほほえんで見つめ、ミュージィが、聞く。


「そこで質問なのですが、セラさんには、なにか、『ダイス６シツクス』のことで気になることでもあるのですか？　……知っているんですよね？　『ダイス６』はもう──」


「……うん。わかってる。『ダイス６』が、もういないってことは。──自分の目で確かく認にんしたわけじゃないけど、ラケルが断言してくれたから、信じてる。現実世界のあいつは生きているんだろうけれど、こちらで死んじゃった以上もうこの世界のことは全部忘れているはずだから、いまさらあいつに襲おそわれる、なんて心配はしていないけど──」


　ならばどうしていまさら、『ダイス６』に襲われるような『悪夢』を見たのか？


　心当たりがないわけではない。


　きっと、昼──『シフト』する前の現実世界──ひなたちゃんたちと話したときに、久しぶりに『ダイス６』のことを思い出してしまったせいなのだろう。たったそれだけのことでこれほど動どう揺ようするような悪夢に襲われるとは思わなかったが。吹っ切れたつもりでいたのだが、やはり自分でも気づかないようなトラウマがあるということなのか。


「……まぁ、とにかく納得。安心できた。ありがとね？　店長さん。心配かけちゃったみたいで」


「……もう、平気ですか？」


「うん。もうだいじょうぶ。落ち着いた」


　ガッツポーズをつくってみせたセラに、では、とうなずくと、ミュージィはベッドから立ち上がり、タンスを開けた。


「それではセラさん。着替えてください。まだ朝早いですが、ラケルのところに向かいましょう」


　ぎょっとして、声がうわずる。


「え？　な、なんで？　修しゆ行ぎようはお昼からでしょう？」


　ミュージィは首を振ふった。


「脅おどかすつもりはありませんが、セラさん。こちらの世界が『夢の世界』であることを、決して忘れてはいけません。現実においてはただの夢でも、こちらの世界では、そう簡単に割わり切きっていいものではないんです」


「……どういうこと？　だいたい、ただのフラッシュバックで──」


「セラさんは覚えていませんか？　──以前、ラケルが突然、不安に襲おそわれたといったときのことを」


　セラは、口を閉ざした。


　──もちろん、忘れてはいない。


　あの日、セラとミュージィ、そしてウィンディと話をしている最中、急にラケルが動どう揺ようしだした。


　突然不安に襲われたといい、いやな予感がするといい、取るものも取りあえず出かけていった。懸け念ねんの原因となった仲間の安あん否ぴを確たしかめに。


　そこでラケルを待っていたのは、昔からの仲間との──家族との、別れ、だった。


　いきなりの『虫の知らせ』は『本物』であり、すぐ駆かけつけたにもかかわらず、ラケルは家族の危機に間に合わなかったのだ。


　──いや、大事な妹分の最さい期ごを看み取とることができたというべきか──


　ミュージィが、続けた。


「──ラケルの『それ』は別格ですが、『流る転てん』あふれる『夢の世界』では、たとえわたしたちのただの『勘かん』であっても決してバカにできません。とくに、『夢の世界』での『夢』は──そもそも『夢』は、夢判断という言葉があるくらいで、心や身体からだの異常を示すサインでもあるもの。そうである以上、あなたをそんなに動揺させるほどのフラッシュバックは決して無視していいものではないでしょう。もしかしたら、あなたの気づいていないなにかを、あなたの無む意い識しきが察さつ知ちして、警けい告こくを発しているのかも──


　もちろん、なんでもなかったならそれがいちばんですけれど、──おおげさかもしれませんが、やはりラケルに調べてもらうべきです」


「……そ、そ、そうだね……」


「脅かすつもりはないんです。ラケルならともかく、わたしたちの『勘』ですから。悪夢以上のものではない、という可か能のう性せいは大きいでしょう。それでも、いちおう、念のため──」


「…………うん、わかった。はは、ははは……」


　じゅうぶん脅おどかされたよう、とため息をつきつつ、セラは、ミュージィにしたがい服を着替えた。








　　　　３．








　ラケルの棲すみ処かは『オーク横よこ町ちよう』の外、『赤の樹じゆ海かい』の森のなか、小さくひらけた場所、水みず溜たまりのような小川がちょろちょろと流れる場所にあった。


　そこにどん、と置かれた大きな岩が、ラケルの家──というより、寝ね床どこ。


　前まではその巨岩に寄りかかるようにして小屋が建てられていたのだが、現在は取とり壊こわされており、家だとわかるものはなにもない。


『イーグルスアイ』と呼ばれる国が生まれたことで怪かい物ぶつ系である自身の身に危険が及ぶことを予測し、ラケルは近く『オーク横町』を旅立つ決心をした。


　そして、いつでも姿をくらませられるよう、そのとき痕こん跡せきを残さぬよう、自分の家を壊してしまった。


　いまや住居の痕跡はかけらも残っておらず、ただ大きな岩があるだけ。ラケルは現在大岩を使った野宿生活──いかに普通の住居を必要としない怪物系とはいえ思い切った徹てつ底ていぶりに、セラは嘆たん息そくを禁じえない。ラケルの思い切りのよさは、怪物系として生きてきた長い年月の激はげしさをうかがわせるものだから。


　現在のセラの、生存術の先生でもある怪物系・ラケル。


『こちらの世界』において、セラには恩人というべき相手が三人いる。


　一人は、初めて『シフト』したとき、セラを助けてくれた戦士職の男性。


　その戦士は自分のパーティーとともに怪物（怪物系ではなく、『ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクター』と呼ばれるこの世界が生み出した怪物）と戦せん闘とうしていた最さい中ちゆうだったのだが、にもかかわらずいきなり『シフト』してきたセラを面倒くさがりもせずに助けてくれた。


　クリエイターやハウスオーナー、魔ま法ほう使つかい系と違い、こちらの世界に初めて『生まれてくる』とき、戦士系はいきなり戦闘しなければならない局面に『シフト』させられることが多い。


　その際に自分に合った武器カードをつくりだし、戦いにおいて生き残ること、それが戦士系がクリアするべき最初のイベントとなる──多くの場合、ここで初めて戦士系は、相対するものの生命を奪うばう選せん択たくをする。それができないものは死ぬ。そして、『鉄球』の武器カードこそつくれたが戦うことのできなかったセラを助け、生き残らせ、暫ざん定てい的な呼び名として『セラ』と名づけてくれた──おそらく、セラの水兵セーラー服を思わせるような恰かつ好こうから──のが、その戦士職の男性だった。


　出会ったときに命を救われ、その後も荒あれるセラを見放さず、辛しん抱ぼう強く、こちらの世界で生きられるよう導いてくれた、いちばんの恩人。


　小さな誤ご解かいからほつれが生じ、その恩人に捨てられて、次に遭あったのが、『ダイス６シツクス』。


　反面的な意味ではあるが、『ダイス６』もまた、戦士としてのセラの恩人だった。


　ラケルと会わせてくれたこと、だけではなく、こちらの世界での心構えについて、『ダイス６』という存在は大事なことを教えてくれた。


　人を殺すのは悪いこと──少なくとも、現実世界ではそう教わったし、それに否いなやを唱となえるつもりもない。


　だが、『ダイス６』のような相手を前に、そんな理り屈くつをいえるだろうか。


　そんな道徳、守れるだろうか。


　大切な人を目の前で汚けがされて、殺されて、それを楽しむような相手に、それを見ることを強しいるような相手に『それ』が適用されるべきか？　向こうのほうがこちらを人間扱いしていないのに？　いいも悪いも関係なく、もしもあのときにもどれるのなら、そして自分に力があったなら、自分はためらわないだろうとセラは考える。もちろん、積極的に『そう』したいとは思わないけれど、それでも──現実世界にどんなルールがあろうとも、どう教えられていようと、若いからだと諭さとされようと考えが足りないとバカにされようと、『そう』考える自分をセラは間違っているとは思わない。少なくとも、あの時点で『ダイス』のやつらがいなければ、五人の人間が死なずにすんだのは確たしかだから。過去にさかのぼればもっとたくさんの人命を尊そん重ちようできただろうから。


　死んだ五人のうちの一人は、自殺だった。


　幸運にもセラはこの世界に『シフト』する戦士でありながら、まだ人の生命を奪うばわずにすんでいる──少なくとも自身の手では。そのことがラケルの不安のひとつになっているようだが（いざというとき、本当に相手を殺せるのか、と）、正直いえばそんなの無用な心配だ。確かにまだそういう経験こそないが、戦士系戦士職として、自分のこの手を血で汚すことに躊ちゆう躇ちよはない──少なくともその覚悟はしているつもりだ。他ほかならぬ『ダイス６』が身を以もつて教えてくれたから。世のなかにはどうしようもない相手だっているのだと──そういう意味で、『ダイス６』もまたセラの反面恩人？　だといえるだろう。


　そして三人目が、ラケル。


『ダイス６』の縁えんからはじまって、『オーク横よこ町ちよう』を紹介してくれた。店長さんと引き合わせ、職の世話もしてくれた。こちらの世界での生き方を教え、そして実力を隠かくさなくなった現在は、戦士の修しゆ行ぎようまで手伝ってくれる。長く──少なくとも百年以上──こちらの世界に生きているだけあって、いろいろなことを知っていて、カードこそ使用できないがいろいろな技に長たけている。外見は恐おそろしい半はん人じん半トカゲだが、本当はとても臆おく病びようで、でもやさしくて、とても頼りになる恩人にして、先生。


　背を預ける仲間としても、経験豊富な先せん達だつとしても、セラはラケルを信頼している。


　怪かい物ぶつ系ゆえに外見こそ近寄りがたいラケルだが、なによりも自分の仲間を大事にしていることを知っているから。


　だから、ラケルからためらいがちに、身体からだを診みたい、といわれたとき、躊ちゆう躇ちよなくセラは承しよう諾だくした。


　たずねてきたセラとミュージィの話を聞いて──ちなみにラケルに説明、補ほ足そくしたのち、ミュージィは、なぜかその場を立ち去ったため、現在は大岩の前でセラとラケルの二人きり──ラケルは、いった。


「……おれも、ミュージィの意見に賛成だ。脅おどかしたくはないけれど、──杞き憂ゆうかもしれないけれど、いちおう調べたほうがいい、と思う。──セラも聞いたことあるよね？　『シフト』するとき、聞こえる声──」


「ああ、──『世界はクリアを待っている』とかいうやつ？　うん」


　急な話の転てん換かんに戸と惑まどいつつも、セラはうなずいた。


　現実世界からこちらの世界に『シフト』するとき、ときどき声が聞こえてくることがある。


　──世界はクリアを待っている、と。


　だれの声かも、その意味も目的もわからない。


　が、セラはもちろん、だれもがシフトするときその声を聞いたことがあり、だからこそ、ささやかれている。この世界はいつか『クリア』されるのだと。それがなにを指しているかはわからないが、『クリア』されるためにこの世界は在あって、そして、やがて──


「──もうひとつ、『世界のうわさ』があるのを知っているよね？」


「うん。あれでしょ？　いつか『魔ま王おう』と『勇ゆう者しや』が現れて、『勇者』が『魔王』を倒したとき、この世界がクリアされる、とかいう──」


「そう、それ。だけど、不ふ思し議ぎに思ったことはない？　『クリアを待っている』っていう声はともかく、『勇者』が『魔王』を倒して云うん々ぬん、なんて言葉、『シフト』するとき聞いたことなんてないでしょ？　なのになぜ、こんなうわさがまことしやかに語られているか──」


「……そういえば、そうね。なんで？」


「『魔王』と『勇者』のうわさは、とある魔ま法ほう使つかいが『フラッシュバック』に襲おそわれたときからはじまったんだ。……うちの町には人間の魔法使い系がいないけど、聞いたことない？　魔法使いの『託たく宣せん』──『フラッシュバック』について」


「──ああ──」


　他ほかの系統以上に地水火風無、世界の気オドとのかかわりの深い魔法使い系は、ときおり特とく殊しゆな『夢フラツシユバツク』を見ることがある。


　通常のフラッシュバックが過去の追つい体たい験けんであるのと違い、魔法使いのフラッシュバックには知るはずのない情報が現れる。それはたとえばそれまでなかった場所に湖が現れる、という情報であったり、その湖の底に宝物が沈んでいることを知らせるものであったり、その宝物を怪かい物ぶつが守っていることを伝えるものであったり──そして実際に、『流転』がそのフラッシュバックを現実に変える。つまり、魔ま法ほう使つかいの『フラッシュバック』は過去だけではなく未来をも示す一種の予知であり、『宝探し』や『怪かい物ぶつ出現』等のイベントが起こることを知らせる『シフト世界』からのメッセージであるといえるのだ。──なお、そうした『フラッシュバック』の示すイベントは一般的には『クエスト』と呼ばれ、魔法使いは『クエスト』情報を『世界』から『受信』して世間に伝え、冒険中心の生活をしている者たちはその情報をもとにパーティーを組み、『クエスト』に挑いどむ。得られる宝や栄光や、あるいは冒険そのもののために。


　レベルや得意な属ぞく性せいなど、魔法使いの資し質しつによって得られるクエスト情報も違うため、酒場や宿やど屋や等情報交換の場にはさまざまな魔法使いが得たさまざまな『クエスト』が張りだされることになる。


　もっとも同じ『クエスト』を複数の魔法使いが『受信』することも珍めずらしくないため重ちよう複ふくもあり、よって混乱を防ぐために、大きな町では自主的に組織をつくり『クエスト』を管理しているところも多い。なにしろ『クエスト』によっては多くの冒険者が集まることになり、それを扱う町にとっても有ゆう益えきな財源となるから。実際に、ひとつの『クエスト』のおかげでたくさんの人間が集まり、そのまま村や町になってしまった例はいくらでもある──もっとも、ほとんどの場合『クエスト』は時間制限付きであり、クエスト消しよう滅めつとともに消えてしまった町もたくさんあるのだが。


　だが、過去に一度、そうしたものとは違う『フラッシュバック』があった。


　それは場所も時間も指定せず、ただ言葉だけを響ひびかせた。


　ある魔法使いがそれを聞いたのを皮切りに、たくさんの魔法使いが──なぜか人間系の魔法使いだけが──その『フラッシュバック』に襲おそわれるようになった。具体的なイメージはなく、『謎なぞ』の存在や『宝』の在あり処か、探たん索さくのための期限も告つげぬ、ただ言葉だけのメッセージ──ゆえにそれは他ほかの『クエスト情報』とは一線を画した『託たく宣せん』と呼ばれることになり、やがて、世界にひとつのうわさが流れるようになる。それこそ──


《──いつか魔ま王おうが現れる》


《勇ゆう者しやが魔王を倒したとき、この世界はクリアされる──》


「あのうわさって、魔法使いの『フラッシュバック』が出どころだったの？」


「うん。今度人間の魔法使いに会ったら聞いてみるといい。『託宣』と呼ばれる特とく殊しゆなフラッシュバック──いまもその声を聞く魔法使いは多くて、だからこそ、魔王と勇者、なんてゲームみたいなうわさなのに、無視できないっていうか、信じている人は多いんだ。実際にそういう存在が現れるのか、それともなにかの比ゆなのかは、わからないけれど──」


　かすかにラケルの顔が暗くなったように見えるのは、かつて、魔王候補といわれるほどの怪物だったという過去を思い出したからか。


　この世界では忌いまれる存在、怪物系であるのみならず、かつてのラケルは、『火の赤のサラマンデル』と呼ばれるとても強力かつ恐おそろしい存在であったという。


『不ふ俱ぐ戴たい天てん』という暴走族かなにかのような名前のチームをつくり──もっともはっきりその名を掲かかげていたわけではなく、単に『ファミリー』と呼ぶ場合のほうが多かったとか──かなり好き勝手やっていたようで、……現在はそんな過去を悔くい、やり直したいと考えているが、それでも過去をなかったことにはできない。だから『オーク横よこ町ちよう』を逃にげ出ださなければならなくなってしまったのであり、だからこそ、セラはがんばろうとしているラケルを助けたいと思う。自分の恩人でもあり、友だちであり、いまや師し匠しようのような存在でもあるラケルのことを。


　沈んでしまった雰ふん囲い気きに気づいたか、とにかく、と手を打って、ラケルはいった。


「とにかくそういう感じで、こちらの世界では『フラッシュバック』はとても重要なものなんだ。魔ま法ほう使つかい系に限らず、戦士でもクリエイターでも──とくに普通じゃない印象を与えるフラッシュバックはなにかの警けい告こくである可能性が高いから、気をつけたほうがいい」


「気をつけろって、いったいどうすればいいのよ」


「……そ、それは、原因を考えてみるとか、ええと……とにかく、その、そういうわけで、フラッシュバックは無視できないから、セラのこと、調べさせてほしいんだけど──」


「うん。だから、いいよっていってるでしょ？　最初から。そのためにあたしはここに来たんだから」


「……そ、そう？　それじゃあ、ええと……」


「うん？　いったいあたし、どうすればいい？」


「……それは、……その……」


　再びいいづらそうに口をつぐんだラケルに、セラはため息をつき、トカゲ男が言葉をまとめるのを待った。


　いったい、なにをためらっているんだろう。


　ていうか、調べるってどうするんだろう？


　気をつけろっていわれても、こんなの初めてなんだし、どうすればいいかわからないし、だいたい普通の手段でどうにかできるなら、店長さんが、わざわざラケルのところにあたしを連れてきたりはしないだろうし──


　──普通の手段では、ない？


　ふと、思い当たるものがあり、セラはいまだぐずぐずしているラケルに聞いた。


「……もしかして、魔法とか、使うの？」


「……ええ？　な、なんで？」


　目を見開き口を広げ、あきらかに仰ぎよう天てんした様子のラケルに、セラは微笑ほほえんで胸を張る。


「へへ、当たり？」


「……もしかして、ミュージィに聞いた？」


「ううん。ニケミケに。ラケルは怪かい物ぶつ系だけど、本当はすごい『魔ま術じゆつ師し』だって」


　ニケ／ミケというのは、『赤の樹じゆ海かい』の中継所、『赤のオアシス』で管理人をやっている二人の内の一人──『一組』で、『Ｄ系』と呼ばれる種族の魔ま法ほう使つかい職。


『Ｄ』とは『ドワーフ』の『Ｄ』であるといい（もっとも『ダブル』の『Ｄ』だという説もある）、『エルフ』と同じく非常に珍めずらしい種族であるのに加え、Ｄ系魔法使い職自体が希き少しようであるらしい、『オーク横よこ町ちよう』の影の守り。それゆえこれまでは『赤のオアシス』から出ることはなかったのだが、ラケルの旅立ちにそなえて最近は『オーク横町』にも顔を出すようになっており、セラもときどき話をして、『彼女ら』がかなり高レベルの魔法使い職であることを知っている。


　そしてそのことが、セラには少し悲しい。


　ラケルがいつか『オーク横町』を出ることになるのを見み越こしていて、自分がいなくなっても町を守れるように、強大な力を持った魔法使いを用意していたような気がして。


　頭かぶりを振ふって、セラは続けた。


「実はこの前、聞いちゃったんだ。ほら、あの二人──一人？　とにかくあの子たち、ラケルのこと『お師し匠しようさま』って呼ぶじゃない？　それが不ふ思し議ぎでさ、──あの子たち、あたしでもわかるくらいすごい魔法使いなのに──ラケルが自分の留守をまかせられるぐらいの実力があるのに、どうしてラケルをお師匠さまって呼ぶのかなって。……いや、別に、ラケルをバカにしているわけじゃないよ？　ただ、怪かい物ぶつ系のラケルが、戦士のあたしにならともかく、魔法使いにいったいなにを教えているのかなって。


　ニケもミケも、誇ほこらしそうに、いってたよ。


　この世界には自称『魔法使い』がたくさんいるけれど、本当の意味で『魔ま術じゆつ師し』と呼べるのは、ギャング・オブ・フォー、ラケルら四つ柱の『四大魔ま獣じゆう』だけで、そのなかでも実じつ践せんレベルで魔術を扱えるのはラケル師匠だけだって」


「……ああ、もう……」


「……でも、本当にラケル、魔術を使えるの？　怪物系なのに？」


　しばらくためらっていたが、ため息をつき、ラケルはうなずいた。


「……魔法には種類があるの、知っているよね？」


「うん。内ない力りよくを弾たまにして放はなつＢ系魔法と霧きりにして出すＦ系魔法」


「……あともうひとつ、Ｓ系魔法というのもあるんだ。内力を圧あつ縮しゆくし、それを『種』にして扱う魔法。でね、実はこのＳ系だけは、魔法使い職じゃなくても使える──というか、つくれるんだ。……理屈では」


「本当に？　あたしでも？」


「うん。……セラも、カードをつくったことはあるでしょ？　『内オ力ド』をこめたり、自分の習得したスキルをカードとして物質化する。この世界の住人なら──カードを使えない怪物系以外、だれでもできる。それと同じ要よう領りようで、スキルカードをつくる代わりに『概がい念ねん』をこめたより直接的な『種』を生み出す、それがＳ系魔法と呼ばれるもので──まぁ、実際にはカードほど簡単にはつくれないんだけど。おれたち怪かい物ぶつ系はそもそもカード自体をつくれないから、なにかをつくろうとすれば必然的にＳ系になっちゃうだけで、だから、怪物系に限定するならそれほどたいしたことじゃなくて──」


　なにか後ろめたいことでもあるのだろうか、セラの視線から逃のがれるように首を曲げ、急ぐようにしてラケルはマントの下からなにかを取り出した。


「……これが、そう」


　現れたのは、血のような赤。


　──目に染しみるような赤色の石。


　息を呑のみ、セラは石をながめる。


　光の加減だろうか、見ていると、だんだんと赤色が薄うすれていくような気がする。


　気がつくと、ほとんど白に近い桃色に──色だけではない、色が薄まっていくにつれまるで硬かたさまで失われていくかのような、だんだん溶とけて広がるような──しかし一いつ瞬しゆん呆ぼけた次の瞬間には硬こう質しつさを取りもどし、石はやはり変わらず毒々しいまでに赤く輝かがやいている。


　これは確たしかに、尋じん常じようの存在ではない。


　もっとも近い存在は『ペルソナ』だろうか、──実体と非実体の狭はざ間まにあるような、まさに魔ま法ほうを感じさせる石。


「燃えない石、アミアントス──これがまぁ、おれの、切り札、かな」


「……すごい……いや、……なんなのかよくわからないけど、でも、なんか、すごいのはわかる……あたしにもこれ、つくれるの？」


「……できないことはないけど、Ｓ系魔法は簡単じゃない。魔法使いにだってつくれるやつは少ないし、いまのセラのレベルじゃとても……でも戦士は武器が『アゾット化』するから、それがＳ系魔法のようなものかな」


「アゾット化？」


「アゾットウェポン──魔法の武器をつくり出せるってこと。……要するに、無理してＳ系魔法を使えるようにならなくても、自分に合った形でできるようになるから。おれだって、カードを使えないからこそＳ系魔法に目覚めたわけだし」


「ふうん」


「……ま、魔法についてはこれでいいよね？　で、じゃあ、ここからが本題なんだけど……」


　あからさまに話を打ち切り、そのくせ話しづらそうにしているラケルに、セラはため息をついた。


「……つまり、……まだよくわからないんだけど、とにかく、それを使ってあたしの身体からだを診しん察さつするわけね？　そういうことね？」


「…………う、えと」


「……もう。さっきからなに？　あたしはいいっていっているのに、なんでそんなに」


　いってから、あれ？　と考える。


　どちらかといえば決断の速いラケルがこんなにためらうなんて、いったいどういうことだろう？　どんな診しん察さつをする気だろう。


　知る限り、ラケルが苦手な話題といえば、──たとえば──


「……まさか、もしかして、調べるって──裸になれっていうこと？　だからそんなにいいづらそうなの？」


「違う！　そうじゃなくって！　……いや、確たしかに、違うんだけど……」


「……じゃあ、もしかして、すごく痛い、とか？　きついとか？　だからためらっているわけ？　だったらあたし、我が慢まんするわよ、それぐらい」


「いや、そうでもなくて、……というかむしろそうならよかったというか、……いや、痛いのだってよくないんだろうけど、……その、実は、その逆で、……だからやりにくいと、いうか……」


「──は？」


「いや、その、おれ、本当に、他意はないから！　セラのこと助けたいだけで、変な気持ちはないわけで、だから、その、なんていうか──」


　──ええと？


　いま、ラケルは、なんて？


　しどろもどろなラケルはほっといて、セラはいったん頭を整理してみる。


　その逆、というのはどういう意味だろうか。


　つまり、すごく痛く……なく、むしろ逆、ということは、──それもラケルがこれほどあわてふためくということは、つまり──


　……ええと？


「……あの、セラ、さん？」


　ふと、名前を呼ばれたのに気づき、同時にほおが熱あつくなるのを覚え、自分が赤面しているような気がしてセラはふん、と顔をそむけて隠かくそうとした。


　緊きん張ちようからか、ごくり、とのどが鳴り、その思った以上に大きな音に恥はずかしさがこみ上げてくるのを必死で押し隠し、平然としたふうをよそおい答える。


「──べ、別に、いいわよそれぐらい。──ええ、あたし、ラケルのことは信じているし、痛かったりつらかったりするよりは、その、逆なほうが、ずっとましだと思うし──っていうか、なにか変なことでも考えてるわけ？　バカじゃない？　意い識しきしすぎ！」


「……ご、ごめん」


「そ、そうよ、変な気回さないでよね！　だいたいこれは異常がないか調べるための、つまり診察なわけで、だったらしかたないでしょう！　問題あったら生命にかかわるかもしれないんだし！　照れてる余よ裕ゆうなんてないんだから！　もう！　変なこと、考えるな！」


　しゃべっている自分の声をかき消すかのように、心臓が、どくんどくんと高い音を立てる。


　これではラケルにも聞こえてしまうんじゃないだろうかと（ラケルはとくに耳がいいし）、セラは心音を打ち消すように大きく声を張り上げた。


「で！　いったい、どうすればいいの！　ほら、早くしてくれる！」


「う！　うん！　──じゃあ！　まず、これを呑のみこんで！」


　声の勢いきおいに押されたように差し出されたものを、セラはよく見もせずに受け取って、口に含み、呑みこんだ。


　嚥えん下かしたのちようやく、たったいま呑みこんだ大きなものが自分が先ほど見せられた石であることに気づき──もっとも呑んだ感かん触しよくはゼリーのように柔やわらかかったが──さすがに冷静さを取りもどす。


「え？　いまのって？　うわ、よかったの？」


「うん。このままじゃセラの内オ力ドが足りないからね」


　ラケルは遠えん慮りよがちに、しかし躊ちゆう躇ちよのない動きで、セラの腹部に手を押し当てた。


　大きな手のひらの感触に、再びセラの心臓が、躍おどりだす。かなり速いリズムに乗って──


「──じゃあ、ごめん。いやだろうけど、しばらくの間、我が慢まんして」


「──え、きゃ？」


　ラケルはひょい、と座りこみ、胡坐あぐらをつくり、そのままセラを抱だき寄よせた。


　大きな腕の強い力に引かれるままに翻ほん弄ろうされて、気がつくと、


「ラ、ラケル？」


　セラは、足の間にラケルの胴を挟はさむように向き合って、ラケルのひざに座りこんでいた。


　ひなたや頼たよ莉りは否定するかもしれないが、セラだって現実世界ではもう高校生、子供ではない。


　その手のことに興味がないわけではないし、パソコンだって自由に使える。だから、自分の体たい勢せいがヤバいものだということぐらいはわかる。親と子供ならばともかく、若い男女が簡単に取っていい状態ではないだろう。ちょっとしたパニックの発作に襲おそわれて、思わず涙目になって見上げるが、トカゲ男は取り合わず、そのままセラの背中に手を回す。照れていてははじまらない、そう判断したのだろう、修しゆ羅ら場ばをくぐっているだけあってさすがに一度決めると躊躇がないラケルの行動の大胆さが逆にセラの心を落ち着かせ、むしろ反発心を呼び起こし、セラはなんとか平静をよそおい、あたかも挑戦するかのようにラケルの背中に腕を回した。


　ラケルの手よりも力強く。


　ラケルの背が高いせいか、なんというか、……甘えやすい。


　一いつ瞬しゆんそんなことを思い、ぶんぶん、と首を振ふり、平へい坦たんな声をつくってたずねる。


「──で？　次は？　どうすればいいの？」


「……なにもしなくていい。あとはおれがやるから、それに素す直なおに合わせていてくれれば、──そうだね、カードをつくるような感じを考えていてくれればいいかな。──『三さん真しん句く』は、もう覚えた？」


「ええ。まかせて！　だいじょうぶ！　当然でしょう！　完かん璧ぺき！」


「そ、そう。よかった。んじゃ、心のなかでいいから、『三真句』を唱となえているように。つまりリラックスしていてくれればいいから。……ああ、あと、もうひとつ──」


「なに！」


　ラケルはじっと、セラの瞳ひとみをのぞきこんだ。


　そらさず見つめ返したセラに、静かに、告つげた。


「──おれは、これから、セラを、『観み』る」


「……うん」


「だから、逆に、もしかしたら、セラもおれを観ることになるかもしれない。──それ自体はかまわない。しかたない、一方通行にはできないから──ただし、もしも観る気だったら、覚かく悟ごはしておいてほしい。ショックを受けるかもしれないから──おれとしては、無理しないほうがいい、といちおう忠ちゆう告こくしておく」


　え、と戸と惑まどうセラに答えを返す暇ひまを与えず、ラケルは、いった。


「それじゃあ、いくよ。目を閉じて、集中して、おれに続いて──ほら──『其そは真しんにして真にして真』──」


（そ、其は真にして真にして真──）


　ラケルの言葉に心のなかで唱しよう和わして──


　──セラは、突然、腹部が熱あつくなるのを感じた。


　最初は、ラケルのおなかだと思った。触ふれ合あっている部分で熱ねつを感じているのだと。


　そのときは、そうだったのかもしれない。


　だがいまや、間違いなく、熱はセラの腹部から生まれていた。


　ほとんど痛みのような熱。


　熱いお風呂に入ったときのような、むしろ手足に寒さを感じ震ふるえるような──


　どくん、と身体からだが脈みやくを打つ。


　まるで一個の心臓になってしまったみたいに。


　心臓が血液を送り出すように、腹部から全身に、熱が供給されていく。


（そ、そ、ソは真にして真にして、真──うわ？）


　あまりの熱さに、あえぐ。


　最初から『三真句』を唱えなおそうとして、腹に、胸に、触ふれているラケルの身体の内になにかが動くのを感じて思考が再び止まる。


　さらさらとしたラケルのうろこの下で、確たしかになにかが蠢うごめいている──


　──それは、ラケルの『気』。


　衣服もうろこも隔へだてとならず、はっきりと、ラケルの体内の『気』が、その蛇へびを思わせる動きが伝わってくる。


　そして。


　ラケルの『気』に呼応して、セラの内でも腹部からあふれる熱ねつ──内ない力りよくが、動き出した。


　まるで磁石に引かれるように、おなかの熱が、『力』へと変わり、ラケルの導みちびく軌き跡せきにしたがいセラの小さな全身に、廻まわりはじめる。腹部よりはじまり頭頂へ、頭頂部から全身へ──


（──これは──）


　いつもなら『なんとなく』でしかない内力の動きが、今日きようははっきりと、わかる。


　腹部の熱から供給される内力の『桁けた』が違うのと、ラケルの導きのおかげで。


　手足の先が、冷たくなる──熱あつくなる。


　手足の先に『気』が行き渡り、やがて中心へともどる。背骨から上下に分かれ、左右に伸のびて、再び手足に満ちていく──


　唐とう突とつに、一本の糸を思い浮かべた。


　全身の内力が、一本の糸になっているさまを──引ひっ張ぱれば一気に抜けていくさまを。


　イメージは、身体からだをめぐる長ちよう大だいな蛇。


　蛇の一周こそ『気』の循じゆん環かん。


　腹部の熱は均等に広がり、熱く、温ぬるく、全身を脈みやく動どうさせる。


　皮ひ膚ふの向こうでラケルの内力に引かれるままに、全身に『気』が満ちていく。途切れることなく『気』が循環し、『蛇』が身体を一周するごとに、全身がひとつにまとまるのがわかる。心臓を抜け、手足をめぐって身体にもどり、『蛇』はおのれの『尾お』を求め、食らいつき、輪となり一個の回路と化していく──


（──其そは真しんにして真にして真──）


　セラは、もう何度目になるかわからない、呪じゆ文もんの唱となえなおしを行った。


　どうしても心を保たもてず、『三さん真しん句く』を最後まで唱えられない。またはじめから、を繰くり返かえす。だがそれも、気にならない。全身がぽかぽかとして、満ちているから。


　──あふれている。


　あふれだす。


　確たしかにこれは気持ちがいいけどなにかどこかが落ち着かない。力が有り余っている感かん触しよく。全力で走り出したくなるようなまだるっこしさを感じて、セラは物足りなさとともに思う。──ラケルは遠えん慮りよしているのだろうか、もっと速くてもいいのに。もっと強くても、もっと激はげしくても──


　思わず手に力をこめる。


　大きな身体を、抱だきしめる。


　挟はさまれて押しつぶされた胸から走った細かな波が網あみ目めに広がり全身をぴくりと跳はねさせる。甘い痛みを否定したくて、さらに、強く、しがみつく。お互いの内ない力りよく同士が共鳴し、こだまのように反はん響きようし、互いに相手を震ふるわせる。


　自分とラケルの間で行き交う内ない力りよくの波動。


　それは一本の糸と化し。


　二人をつなげる──つながっていく──


　唐とう突とつに、『三さん真しん句く』の一説が思い出された。


（──白より赤のいずるときには）


（──上なるものは下に似て、下なるものは上のごとくに──）


『三真句』──それは実は意味などない、リラックスをするための、ただリズムを取るためだけのものなのだとか。


　適当な文句を現実世界のネットであさり、細部を変えてパクっただけのもの、そう、ラケルは説明した。ゴルフでスイングするとき、チャーシューメン、といいながら打つのと同じことなのだと（セラはゴルフのことはよく知らないが、そういいながら打つとリズムよくきれいに打てるらしい。みんながそれをいい合うのなら、なんかおなかが減りそうな競技だ）。それでも店長さんやウィンディも『利用』していてちゃんと実じつ績せきのあるラケルの『魔ま術じゆつ』のお題だい目もく、ということで、暗記するようにいわれた。寝ねる前に必ず唱となえることで、リラックスと条件づけられるよう──この言葉を唱えるだけでリラックスできるようになれば、ラケルや店長さんやウィンディのように、いずれはこの『呪じゆ文もん』を思い出しながら寝るだけで『シフト』できるようになるといわれて、だからいっしょうけんめい覚えようとしていて──


（……『魔術』？　『魔法』じゃなく『魔術』？）


　──言い回しが違うだけ？


　腰の奥で白光がはじけ、セラは思わず声を漏もらして、それていた意い識しきを内へともどす。


　ラケルの導みちびきは強引だ。


　強引で、そのくせ妙に大人しい。


　もっと強く、激しくしてもだいじょうぶなのに──物足りず、ペースを上げてほしくて、セラはラケルに自分の身体からだをこすりつける。せかしたい気持ちを示す。しかしラケルのペースは変わらない。とはいえセラ一人ではこれほどの内力の循じゆん環かんは無理であり、結局はラケルにしたがうしかなくて──


　──本当に、そうだろうか？


　したがうことしかできないのか？


（……上なるものは下に似て、下なるものは上のごとくに──）


　そうだ、ラケルは確たしかいっていた、カードをつくる要よう領りようなのだと。きっとそのとおりなのだろう、それは、つまり──


　唐とう突とつに、セラは悟さとる。


　これは『つくる』行こう程ていなのだと。


　あたしはいま、『なにか』を『つくって』いるのだと──


　集めろ、身体からだのなかの気を。


　思い出せ、カードをつくるときのことを。


　ふと、セラはミュージィの『におい』を思い出す。


　所有している全部のカードがそうではないが、──たとえば『キノコ食い』カード、『カードサーチ』カード、『カードイジェクト』カード──ミュージィの店で用よう心じん棒ぼうをやることが決まったとき、助けになるように、とミュージィからもらったカードには、他ほかの『カード』と違う『におい』が確たしかに存在した。


　具体的になにかがにおうわけではないが、それらのカードを使うとわかる。


　それらが、クリエイター・ミュージィがつくったカードであることを。


　おそらくそれらはミュージィが『なじみ』覚えてきたスキル、それをみずからカード化したものだったのだろう。きっとセラに与えるために、使いやすいよう調ちよう整せいして──だからこそ、他のカードとは違いそれらのカードには創作者、ミュージィの『におい』が残っていて──それはもちろん、実際にミュージィのことを知っているからわかるというだけなのだろうけど──だからそうしたカードを発動させたとき、セラはミュージィを思い出せる。においを感じ、至し近きんで抱だきしめられているような気持ちになって安心できる。


　考えての行動ではなく、本能で、セラはミュージィを思い浮かべた。


　ああそうだ、あのカードを使うとき、いつもあたしのなかには店長さんがいた。


　だからカードを信頼できた。よく知らないだれかのつくったカードより、店長さんのカードのほうが安心できた。でもそれは店長さんのことを知っているからで、どのカードだって結局は、他のだれかがつくったもので、それをあたしは使用し、なじませ、いずれ自分のスキルに変える。そしてあたしのカードをつくる。そうして生まれたカードはやがて、他のだれかの手に渡り、再び新たなカードとなって──


　めぐり、回る。世界を。


　大事なのはそれ。


　あたしのなかにだれかがいること。だれかのなかにあたしがいること。


　つながって、独ひとりじゃないと思えること。


　だれかを助け、そして力を借りること。すべてを循じゆん環かんさせること。


　地水火風、寒熱乾湿、すべてはその『流る転てん』のなかに──


（──ああ、そうか）


　大事なのは、カードではない。


　あたしはただ、店長さんを思い出せばよかったんだ。


　──それは思考ではなく、無む意い識しきに、セラはミュージィを、想おもう。


　そしてラケルの、ことを。


　店長さん、だけじゃない、ここにはラケルだっている。


　たとえカードはつくれなくても、こうして助けてくれている。


　あたしはただ、そこに思おもい至いたればいい──


（循じゆん環かん、させるんじゃない──しているんだ、もうすでに、あたしたちは、つながって──）


　──もう、ラケルの先せん導どうは必要ない。


　自分で循環させられる。


　自分を循転させられる。


　ただ、それに気づけばいいだけのことだから──


（──上なるものは下に似て、下なるものは上のごとくに──）


　ラケルに引ひっ張ぱられるのをやめて、みずからラケルの『気』にしたがう。


　皮ひ膚ふを挟はさんで平へい衡こうしていた二つの『気』は、その瞬しゆん間かん、共鳴を果たし、自分とラケル、内ない力りよくの『蛇へび』はついにお互いの尾おをとらえ、完全に、二匹はひとつの輪をつくる。


（──ラケルのなかにあたしの『気』があり、あたしのなかに『ラケル』が在ある──）


　互いに互いの気を動かす。


　もうペースに惑まどうこともない。


　相手に合わせ、相手を導みちびき、自分の意思で回路を廻まわす。


　一いつ瞬しゆん感じたラケルの驚おどろきもたちまちに消え、セラはラケルとひとつの円の循環に消える。


　穏おだやかな波。


　激はげしい陶とう酔すい。


　全身から歓かん喜きの声が集まり増ぞう幅ふくされ還かえる。薄うすれることなきこだまは繰くり返かえすほどに強く、響ひびき、セラという存在を一個の白に塗ぬりつぶす。


　それはもはや無視できない、明らかな快楽。


　言いい訳わけのしようもない愉ゆ悦えつ。


（……やだ、これって、まるで……）


　わずかに残る意い識しきが生み出す羞しゆう恥ちの心を消し去りたくて、セラはラケルにしがみつき、おのがうちにてさらに激しく内力を廻す。強く、速く、大きく──一人なら受け止めきれずにとっくに身体からだが爆発しているだろう。しかしいまは、『相方』がいる。自分の力をラケルが受け止めて、さらに廻してくれている。──そう、上なるものは下に似て、下なるものは上のごとくに──それは、『つくり』『至る』ための『行こう程てい』。──なにかを生み出すための行こう為い。そのために、『相方』はいる。この世になにかを生み出すために──


（──ここに、あらゆる力の最さい奥おうがある──）


　──唐とう突とつに、セラは悟さとる。


　やだ、ラケルったら、なにを覚えさせるんだろう。


　なにが魔ま術じゆつの言葉だ、『三さん真しん句く』だ、これってただのエッチの心得じゃない。なんてもの暗記させるのよ！　ていうかいまあたしたちがやっているの、これって、そう、まぎれもなく『行こう為い』。具体的なことはなくても確たしかに二人が一つになる『行為』、つまり、これは、そういうことで──


　──ラケルがあんなにためらうはずだ。肉体的なものではないのだとしても。


　チャーシューメンと同じだなんて、ただのこじつけだったんだ。


　いいにくかったのかもしれない。


　だが間違いない。


　いまやっていること──『三真句』はそのための、『言葉』。


　そしていま、あたしたちがやっているのは、生み出すための『行為』で、完成させるための『行為』で、この言葉の先にあるのは、きっと──


（──それは地から天へと昇り、再び大地に下降して）


　目の奥に、光がまたたきはじめる。頭の奥から、全身から、感覚が集まり合わさって、


（上なるものと下なるものから力を得る）


　セラは、終わりが近いことを知る。


　──いや違う。


　もうすぐはじまる。


　もはや理性もほとんど残っていないなか、超ちよう然ぜん的な『なにか』により悟さとる。


　これは偶然ではない。


　これは『運命』で、自分はここに来なければならなかった。


　そして、あたしは見なければならない。知らなければならない。


　世界の仕組みを。


　その先に、あるものを。


　これはチャンス──そのためにいま、ここにいる。


　息が漏もれる。あふれる。されど認にん識しきされずに消える。


　荒い呼吸と心臓の鼓こ動どうが重なり一つのリズムをつくる。


　リズムは世界をシンプルに、ただ一色のものに変え、目の前が闇やみに消えていき──


　──ここにはもう、自分しかいない。


　いいや自分すらいない。


　ただ鼓こ動どうのリズムだけがある。


　目を開けてもなにも見えない暗くら闇やみのなか、セラは待つ。そのときがくるのを。闇が消え、世界に光が満ちるのを。


　──これは決して、偶然ではない。


　計り知れない因いん果がによって、自分はいまここにいる。そして見る。知ることになる。柱の根もとにあるものを──





（──来る！）





　──次の瞬しゆん間かん。


　頭のなかに火花が走り、闇やみは光にくつがえされて、セラの意い識しきは真っ白に、塗ぬりつぶされた。








　　　　４．








　──目を開けた、そこにはまだ、世界はなかった。


（──ここは──）


　それはまさしく形のない、『夢』だった。


『夢見る者』が思うとおりに姿を変えて定まらない、ただただ『流る転てん』する世界。


　そんな世界にまともな人間が耐たえられるわけもなく、『シフト』してきた者たちは、生まれたとたんに発狂した。世界に形がない以上、『シフト』してきた者たちにも身体からだが存在しなかった。ただ意識のみの精神体はそんな自己と世界に耐えられず、生まれるやいなや『流転』に同化して、消えた。


（──原初の時代──）


　だがやがて、『世界を定める』能力を持つ者たちが生まれだす。


　ハウスオーナー・スキルの出現。


　彼らが消えてもその能力が固めた土地だけは残り、広がり、──少しずつ、世界ができあがってくる。無形のものが有形になり、やがて大地となっていく。


　世界が固まっていくにつれ、やがて精神体たちも肉体を持って生まれるようになる。


　世界がどんどん定まっていき、ついに、形を持った世界の上に最初から肉体を持つ者たちが現れだす──


　──彼らこそ、発狂した悪夢の世界にふさわしい異い形ぎようの存在、最初の住人、怪かい物ぶつ系。


　生まれてきた怪物系たちは『シフト』するなり発狂したが、肉体があるため世界に同化することもできず、狂気に冒おかされたままただただ互いに殺し合った。本能の命じるままにハウスオーナー・スキルを展開し、世界を固め、その空間を縄なわ張ばりとして奪うばい合あった。


　勝者のスキルで世界はさらに固まっていき、敗者の死体は大地を広げる礎いしずえとなる。


　何千何万の怪物系が殺し合い、世界をつくり、世界を固定し、世界に埋まる。世界の土台となるために──


　──セラは思った。


　これだけの数の人間が、一時代からの『シフト』で足りるはずがない。


　ならここは、きっと時間がない世界。


　あらゆる時間とつながっており、あらゆる時代から子供たちが『シフト』してここにやってくる。ただ戦い、殺し殺される、そのために。


　──そう、すべて、自分と同じくらいの、子供。


　──正確には、二次性徴を迎えた子供──


（……これは、過去？　あたしはあの世界の過去に、来たの？）


　──いや違う。


（……ここは、きっと──）


　どんどんと、『シフト』してくる異い形ぎようたち。


　来るなり発狂し、ただただ殺し合い、奪うばい合あい、世界の土台となっていく──


　──そのなかに、その小さなトカゲは存在していた。


（──ラケル、いや、サラマンデルの、記き憶おく──）


　ラケルが自分を観みているように、自分はいま、ラケルの『内』を観ている。


　時間の存在しない世界で、ほとんど永遠のような瞬しゆん間かんを、怪かい物ぶつ系たちは殺し合いつつ、生きていく。──生まれてくる。最初のころはみんな似たような存在だったのが、だんだん違いができていく。世界が育っていくにつれ、多様化し、戦いの様よう相そうが変わっていく。ただただ狂っていたのが手を組み、裏切り、生存の本能はやがて知恵を生み、感情をつくり、おのれを制せい御ぎよする理性となる。のちに『蠱こ毒どくの時代』と呼ばれることになる果てない時を怪物たちは殺し合い、死んだ者は世界を定める大地となり、生き残った者たちは、少しずつ理性と知性を育はぐくんで、殺し合いを続けつつ──『人間』へと成なっていく。


　やがて異形のなかに、人間の形をとるものたちが現れ、人と異形の両方の姿をとれる存在が『シフト』してくるようになる。そして。


（──『ウェア系』。怪物系と人間系の間の存在、そして──）


　ハウスオーナー以外の『職しよく能のう』を持つものたちが現れる。


（──怪物系たちと同じく世界を定める『ハウスオーナー』、世界を拓ひらく『クリエイター』、世界を進める『魔ま法ほう使つかい』、そして世界を行う『戦士』──）


　そして、ついに、蠱毒の時代が終わる。


　蠱毒の時代を勝ち抜いて、世界を構成する元素『地水火風無』を司つかさどる『魔ま』が定まったことで。


　──必要な『配役』と、『舞台』となる『時代』が決定され、あたかもその役目を果たしたといわんばかりに、怪物系は生まれなくなり、『ウェア系』、『Ｄ系』、『エルフ系』、そしてついに──人間系が現れはじめる。


　やがて、とある魔ま法ほう使つかい職が夢なき世界で『夢』を見たのを皮切りに、人間系の魔法使い職だけが次々に同じ夢を見るようになり、ついには世界にひとつのうわさが流れはじめる。


　いわく、





　──いつか『魔ま王おう』が現れる。


『勇ゆう者しや』が『魔王』を倒したとき、この世界はクリアされる──





（──これは、ラケルの過去──違う、ラケル自身の世界の認にん識しき）


（……あたしはいま、ラケルを観みている。視点だけの存在になって）


　あくまでこちらの世界のラケル──がんばれば現実世界のラケルを見られるかもしれなかったが、セラはそれをしなかった。


　興味はあったが、自分がしなければならないことがあるのを理解していた。


　時間は、あまりない。


　これはラケルの『魔ま術じゆつ』であり、あくまで主しゆ導どうはラケルにあり、自分はそれについていっているだけだから。


　だからおとなしくチャンスを待たなければならない。


　自分がなにを待っているのか理解しないまま、セラは待つ。


　──と思う間もなくすぐに視点が動きはじめる。周囲の景色が流れていく。


　目的のものを見つけたのだろう、ラケルが動き出したのだ。


　風になって、ラケルに同化したままのセラの意い識しきもまた、移動をはじめる──





　──音が、消えた。





　存在しない耳もとでびょうびょうと鳴っていた音が消え、視界がひらけた。


　周囲には、なにもない。


　ただ赤茶けた大地が果てなく広がっているだけ。


　乾いた大地を下に見て、抜けるような青空を、音もなくセラは飛んでいる。渦うず巻まく風の一いち陣じんとなったラケルとともに──


　奇妙なことに、一緒に飛んでいるラケルは周囲の様子に気づいていないように感じる。


　この果てのない大地を、ただ風として飛んでいる。まっすぐに、脇わき目めも振ふらず、ただただ移動シフトするために、まるで世界になにも存在していないかのように──


　これは、気づいていないというより、……周囲を見ようとしていない？


　ここはいったいどこだろう、ラケルがどこかで見た景色か、さっきと同じく過去の光景か、これからはじまる未来か──自分がなにを求めているかもわからずに、風のまにまにラケルに乗って飛びつつセラは待つ。


　──『柱』が姿を見せるのを。


　なぜだろう、セラはこの先に『柱』があるのを知っていた。


　遠すぎて見えていないだけで、空を割わるようにそびえる『柱』があることを。


　ラケルはきっと、立ち止まってはくれないだろう。『柱』に気づきもしないだろう。


　だからあたしが見なければならない。そして知らなければならない。


　なぜかはわからないけれど、そのために、あたしはここに来たのだから。


　激はげしい轟ごう風ふう。


　しかし音は聞こえない。


　ラケルとともに空を行きつつ、風に負けずにしっかりと、セラは存在しない目を見開く。


　やがて、一本の線が見えてくる。


『柱』がぐんぐん近づいてくる。


　──やはり、ラケルにはそれが見えていない──


　もしかしてラケルの視点は別の世界にあるのだろうか、などと思いつつ、セラは待つ。天までそびえて先の見えない『柱』の到来を。


　その根もとには──『姫』がいる。


『柱』に鎖くさりで縛しばりつけられ、座ることも許されない『姫』が。


　だんだんと、冥くらい『柱』のその根もとに、少女の姿が見えてくる。近づいてくる。音のない世界でそれでも『彼女』が叫さけんでいるのがわかる。その顔は判別できないが──


（──なぜなら、いまだ定まってはいないから──）


　表情がゆがんでいるのはわかる。


　苦しんでいる。


　怯おびえている。


『絶望』している。


『変質』した『永遠』に苦しめられつつ、それでもなにかを叫んでいる。


　すべての力を振りしぼり、音の、いいや、なにも生まれていない世界のなかで。


　気がつくと、セラは涙を流していた。


　──『姫』は、助けを望んでいるか？


　助けてほしいと思っているか？


　わからない、ただ、なにを叫んでいるかは、わかる。


　彼女は音のない世界で、それでも声を張り上げている。


　──だれもここには来るなと。


　ここに来てはいけないと──


（──ああ、あたしはこれを見るために、ここに来た）


（なぜだかは、わからない。けれど、あたしはこれを見なければならなかった。なぜなら──）





（あたしはいつか、選ぶから）





　柱がどんどん迫ってくる。


　すれ違うと思ったときには、もう後ろに消えているだろう。


　だから、セラは、叫さけぶ。


　声なき世界に問いの言葉を張り上げる。──自分は『答え』を知るために、ここを訪おとずれたのだから。


　音にならない言葉で、セラは、問う──





　──『姫君』と、目が、合った。





『姫』の顔は、わからなかった。が──


（──まだ、選せん択たくしていないから──）


　──『彼女』が後こう悔かいしていないことを、知った。





　移動の速度が一気に増して、やがて、無限に伸のびる柱も赤茶けて果てない大地も消えていく。


　突き抜け出たのは雲の上。


　夜空には星がちりばめられていて、その星空の現実感にセラは悟さとる。


　旅はもう、終わる。


　あたしは出会い、ラケルは目的を果たし、いつもの自分に、もどる。


　──でも忘れるな。


　無む意い識しきの底に刻みこめ。いま見たものを、聞いた、声を。たとえ思い出せなくなったとしても、本当に忘れてはいけない。たとえラケルがどんな魔ま術じゆつをかけていようとも、決して忘れてはいけない。そのために、自分はここに来たのだから。


　絶対に、忘れるな。いつか思い出すために──


（──選んだなら、そのときは、あの顔を思い出せるように──）


　視点が急降下していく。たちまち雲を突き抜ける。


　眼下に広がるのは、見知った町並み。


　──現実世界の、自分が住んでいる、風景。


　視界がどんどん下がっていく。ひとつの場所を目指して。


　雲が速くめぐって消えて、太陽が信じられない速さで昇り、夕日となって月に居場所を明け渡す。夜が来て、──そして世界が早送りから普通の歩みにもどっていくなか、はるか下方、知った風景が広がるなかに、セラはとうとう、自分の姿をとらえた。


　それは現実世界の、帰宅しようとしている自分。


　頼たよ莉りちゃんの家を出て、ひなたちゃんと一緒に帰っている自分。


　そうだ、と思い出す。──このあとＴ字路で、あたしはひなたちゃんと別れの挨あい拶さつをする。夜も遅くなっていて、不ふ審しん者しやのことを警けい戒かいしているひなたちゃんはあたしを家まで送ろうとするが、それじゃあひなたちゃんの帰りが心配だからと断って、あたしは結局、一人で帰る。薄うす暗ぐらい路地を楽しげに歩いているのはひなたちゃんに教わった料理がうまくいったからで、だからあたしは楽しい気分で浮かれて歩き──


　後ろから不審な男が尾び行こうしてきていることに気がつかない。


　人目がないのを確認し、男は──『不審者』は足早に、音を立てずにあたしの背中に近づいてくる。──それにあたしは気づいておらず、そんなあたし目がけて『あたし』は真っ逆さまに落ちていく。早送り、早送り、男がどんどんあたしに近づき、上空にいる『あたし』もどんどんあたしに迫り、そして男があたしの背中になにかを押し当てるのを視る。──その瞬間まで、歩いていたあたしは気づかない──


　──頭の奥で閃せん光こうがはじけ、


（──うわっ！）


『あたし』はあたしに吸いこまれた。


　真っ白な光に呑のみこまれつつ、声を聞く。


『シフト』するとき聞こえるあの声を。





　──世界はクリアを待っている──





　でも、あたしはもう知っている。その先にある、答えを。


（──世界がクリアされたとき）


『彼女』が答えてくれたから。


（──すべては『金色』に、染そまる──）





　──世界のすべてが黄金になる──





　あたしは絶対に、それを忘れてはいけない。








　　　　５．








『シフト』から覚めたあたしが目を開けて、最初に見たのは、見知らぬ『不ふ審しん者しや』の顔ではなかった。


　それはどこかで見たような、知っている顔──


（……え？）


　……赤あか松まつ、ユウキ？


　日ひ野の先輩といつも一緒にいるあの謎なぞの先輩が、覆おおいかぶさるようにしてあたしの顔をのぞきこんでいる。


　──でも、なんで？　どうして？　──寸前に見ていたものが記き憶おくのなかによみがえる。……そうだ、あたし、確たしか、後ろからいきなり『不審者』に、襲おそわれて、気絶させられ、でも目の前にいるのは不審者ではなく赤松ユウキとかいう先輩で──なにがなんだかわけもわからず、目を開けて、先輩と視線を合わせ、ついで心臓が動どう悸きを速めだし──





「──待て！　落ち着け！」





　声が出そうになった瞬しゆん間かん、先輩に抱だきしめられた。


　ぎゅっと。


　まごうことなき熱あつい抱ほう擁よう。


　まるで子供にするように、頭を胸にかき抱いだかれ、首と肩を覆った温あたたかい感かん触しよくに、出そうになっていた声が引っこむ。胸からなにかがのし上がり、呼吸を圧あつ迫ぱくしていき、不自由な息のぶんまで心臓がうなりを上げはじめ──自分はいったい不安なのか怖こわがっているのか、叫さけびたいのか息したいのか──どうすればいいのかわからないけど、混乱に陥おちいっているのは間違いない。


　なに、これ？


　これはなに？


　いったいどういう状況で、どうしてあたしはこの人に抱きしめられてるの？　──ああだめ、息しなきゃ──違う、助けを叫ばなきゃ。そうだ、思い出してきた、あたしは『不審者』に襲われたんだ。スタンガンみたいなもので、ばちっ、と──でもここにいるのは赤松ユウキとかいう先輩？　なんで？　ああだめ、違う、とにかく、逃にげなきゃ、いやそれよりも、救急車。やばい、やばい、心臓がヤバイ、鼓動がやばい、こんな音、もしかしてあたし心臓発ほつ作さで倒れるのかも──


（──あれ？）


　……いや、違う。


　これは、あたしの心臓の音じゃない。


　確たしかにあたしの心臓も、月でも目指しているかのように強く激はげしく飛とび跳はねているけれど、でもこの音はそれより大きい。とても速い。なによりも胸からではなく自分の耳もとから聞こえてきていて──


　そこでやっと、気がついた。


　その心音が、自分のものではないことに。


　これは、いま、あたしをぎゅっと抱だきしめている、赤あか松まつユウキの心臓の音──


　ようやく、声が聞こえた。


「……待て、とにかく、わかる、わかる、よくわかる！　だけどとにかく、落ち着いて！　ほんとになにもしていないから！　きみはぜんぜんだいじょうぶだから、落ち着こう？　な？　とにかく、まず、誤ご解かいを、その、落ち着いて、話を、そう、本当にきみは無事だから──」


　……赤松ユウキが、パニクっている。


　これ以上ないというほどあわくって、あたしを胸にかき抱いだいている。


　落ち着かせようと思っての行こう為いなのかもしれないが、もしかしてあたしを抱きしめていることにすら気づいていないかもしれない。あたしのパニックを静めようと、どちらかといえば無む我が夢む中ちゆうでしがみついている感じ──


　よく知らぬ人間に抱きしめられているのに、なぜだろう、相手の動どう揺ようっぷりに逆に心が落ち着いていく。状況もよくわからないのに、なんだか安心してしまう──


（──なんだか、これって、ラケル、みたい……）


　そう思ってしまうのは、つい寸前までラケルと抱き合っていたからなのか。


　ラケルのことを思い出し、あたしはようやく、心が落ち着くのを感じた。


　笑いそうになるのを押おし隠かくし、赤松ユウキに声をかける。


「……あたしはだいじょうぶですから、落ち着いてください、先輩」


　赤松ユウキはぎょっとした顔であたしを見、次いで、いきなり身体からだを放はなした。


　……ありゃ、とちょっと心が残るのは、正直気持ちよかったからか。確かにあたしはスキンシップに弱いらしい。相手による、と信じているが。


　赤松ユウキはきまり悪げに頭をかきつつ、いった。


「……ええと、あー、悪い」


「いいえ。……で、落ち着きましたか？　だったら状況を説明してください」


　しれっといってのけてやりつつ、自分でも、状況を整理してみる。そうだ、あたしは『向こうの世界』で、ラケルに『診しん察さつ』してもらって、それで──


　赤松ユウキがむすっとした顔になり、いった。


「なんか変な物音がした。だから来てみたら、あんたがここに倒れていたんだ」


「……ここに、倒れて？　あたしだけ？」


　──ようやく、周囲を確かく認にんすることを思いつく。


　薄うす暗ぐらい──どこかのビルの、屋おく内ない──階段場？


　どうも『シフト』する寸前に見た光景、あの不ふ審しん者しやに気絶させられた場所とは違う気がするが──確たしか屋外だったはず──あそこからここに連れこまれたのか？


　──あれからどれだけ時間が経たっているのか？


　そうだ、あたしは襲おそわれていたんだ。きっと。そして気絶させられたショックで『シフト』して──普通なら気絶では『シフト』できないはずだが運がよかったということか、それとも暗記していた『三さん真しん句く』の効果があったのか、とにかくあたしは『シフト』して、変な『フラッシュバック』に襲われて、それをラケルに調べてもらってまた『シフト』、現実世界にもどってきて──


　思わず立ち上がり、自分の衣服を確かめてみる。


　汚よごれてはいるが、乱れてはいない。


「……いや、実はもう一人いたけど、おれを見て一いち目もく散さんに逃にげてったよ。だから安心しろ、あんたはなにもされていない、と思う。……つうか、わかるか？　つまり、あんたがここに倒れていたのはそいつのせいで、おれはただ、偶然通りかかったってだけだぞ？　だから頼むから、叫さけび声ごえとかやめてくれ」


「……」


「……ほ、本当だからな？　うそじゃないぞ？　おれはただ偶然通りかかっただけで、本当に、ここにはもう一人逃げたやつがいて、そいつがあんたを襲った犯人で──ていうか、だいたいな、よく考えれば、『偶然通りかかった』とはいえおれはあんたの恩人だぞ？　おれがわざわざ様子を見に来たから、あんたは無事だったのかもしれないんだぞ？　そんな顔していないで、もっと感かん謝しやしてくれたっていいんじゃないか？」


「……はいはい。わかりました。信じます。……どうもありがとうございました！」


『シフト』する寸前に『不審者』の姿は見たわけで、だから別に疑うたがっていたわけではないのだけれど、赤あか松まつユウキの口調が癇しやくに障さわって、これ見よがしな礼をしてやる。


　赤松ユウキはさらに仏ぶつ頂ちよう面づらになって、次いで、ため息をついた。


「ほら、カバンはそこ。行こうぜ」


「え？」


「明るいとこまで送ってやるよ。……ついてこい。歩けるならな。……それともなにか？　もしかしておれ間に合ってなくて足腰立たなかったりするか？」


「うわ最低。襲われていた人間にそういうこといいます？　普通」


「はいはい。いいから動け。おれだって暇ひまじゃないんだ。明るいとこまで行ったら電話を借りて、友だちなり親を呼ぶなりすればいい。それからなら好きにしていい。くっちゃべってて、悲劇のヒロイン気取ってもいい。だからとにかくいまは、動け」


「……本当に親切な人ですね！」


　どうやら廃はいビルのなかだったらしい。


　非常口の扉とびらを通り、壊こわれた玄関の隙すき間まを通り、外に出る。


　町まち外はずれだろうか、周囲の景色に見覚えはない──もっとも、そう感じるのは日が暮れてしまっているせいかもしれない。朝と夜では、日の光と月光とでは、知っている景色でもまるで違って見えるものだから。


　どこにでも、闇やみはある。


　携けい帯たいを出して、時間が二十時前なのを確かく認にん──あと、ひなたちゃんからの着信二件を確認。


　いったい何時ごろ頼たよ莉りちゃんの家を出たのだったか、いつごろ襲おそわれたのか、どれくらい気絶していたのだろうか──


「街はこっち。そこまででいいよな？　……って、なんだ、携帯持ってんのか。なら、それで迎むかえに来てもらえばいいな。うん。実はおれ、急いでいたから携帯忘れて──」


「……」


　赤あか松まつユウキの言葉に答えずに、とりあえずひなたちゃんを安心させようとメールを打ちかけて、ふと、気づく。


「あ、あの、先輩」


「なに？　ていうかそういえばさっきから、なんで先輩？　おれとあんた、面めん識しきないよな？　名乗る気もないし、聞く気もないし」


「…………警察って、一一〇番、ですよね？　こういう場合も」


「……なんで？」


「だって、警察に行かなきゃ。襲われたんだから」


　あー、と赤松ユウキは頭をかいた。


「……やめとけよ。……悪いけど、おれは勘かん弁べん。面倒くさい」


　あたしは思わず、声を上げた。


「め、面倒くさい？　あたし襲われたんですよ？　『不ふ審しん者しや』に。最近よく見るっていうし、ちゃんと警察に知らせなきゃ、今度は別の人が襲われるかもしれないんですよ？」


「うん。そんなのどうでもいい。行くなら一人で行ってくれ。おれのことは出すなよ？　たとえ出されても知らないふりをするからな？」


「ちょ、あ、あんた、本気で──」


　──うわ、こいつ、最低だ。


　そう思った気持ちが顔に出たのか、赤松ユウキは唇くちびるをななめにゆがませて、バカにしたような笑みを浮かべた。


「いや、あんたは立派だと思うよ？　他ほかの人に累るいが及ばないよう警察に行く、うん、それはとってもいいことだ。でもな？　こっちにはこっちの事情がある」


「事情って？」


「……正直にいうと、これ以上巻きこまれたくない。あんたとは他人のままでいたい」


「……」


「……だいたい、さっきのやつは、まぁまず間違いなく、確かく実じつに、偶然見つけたあんたを襲おそって、つまりだれでもよかったんだろうから、これ以上の危険はないだろうけど、考えてみろ？　あんたが警察にチクったりしたら、あいつ、本格的にあんたを逆さか恨うらみして、標的にしてくるかもしれないぜ？　そんとき警察はあんたを守ってくれると思うか？　そう信じられるのか？　そんなのおれは勘かん弁べんだなぁ」


「で、でも、このままほうっておいたら……別の人が、被害を」


「他人は他人」


「……」


　ばっさりと拒きよ絶ぜつされたことに、なんだか涙が出そうになって、でも絶対に泣きたくなくて、あたしは赤あか松まつユウキをにらみつけた。


　心のなかで、吐はき捨すてる。


　この人が、日ひ野の先輩の友だちなんて、うそだ。


　日野先輩につきまとっているだけの、頼たよ莉りちゃんのいうとおり、夜遊びなんかしているような不良の人だ。


　そりゃ、この人のいうことにも一理あるかもしれないけれど（とくに向こうの世界的には正しくて──それがなにより腹が立つ）、でも絶対に、間違っている。面倒くさいからやりたくないなんて──認めちゃいけない。たとえ助けられたんだとしても。


　だからあたしは赤松ユウキを精いっぱい、にらみつけ、宣言した。


「……あたしは、警察、行きますから」


「…………ご勝手に」


「そ、そりゃ、逆恨みされるかもしれないけど、意味ないかもしれないけど、だからってなにもしないって、絶対間違っているから！」


　いうなり、背中を向けて歩き出す。


　日野先輩の友だちだから、仲がいいって聞いたから、いい人だろうと思ってたのに──


　こんな人、もう顔も見たくない。


　さっきまで抱だきしめられていたことを、思い出し、──突然シャワーが浴びたくなり、一度思い立ってしまうとどうにも我が慢まんができなくなる。


　早く、早く、シャワーを浴びたい。


　早く熱あついお湯を浴びて、身体からだの汚れを落としたい。


　まさか、本当に、今日きようひなたちゃんに注意されたばっかりなのに、いきなり『不ふ審しん者しや』に襲おそわれるなんて、──気絶させられ、廃はいビルなんかに連れこまれ、下へ手たしたら危なかった、なんて──うわ、なんだろう、無事だったのに、もうだいじょうぶのはずなのに、あたし、なんだか、動どう揺ようしてる──


「……もしもし？　街はこっちだぞ？　……たぶん警察署も」


「うるさい！　かまわないで！　ほっといて！　バカ！」


「バカって、……怒らせちゃった？」


　その口調にあまりにもむかついて振ふり返かえりかけたが必死でこらえ、無視して歩き続ける。前も見られずに。うつむいたままで。泣き出してしまわないように──


　──と。


　後ろから声が聞こえた。


「ひとつ、忠告──」


　かまわず歩き続けるが、声は止まらず追いかけてきた。


「もしも本気で警察に行くなら、その前にだれかに話せよ。親でも友だちでも、信用できる人に話してそれから決めろ。んで、先生に話すにしろ警察に行くにしろ、できるならだれかに付つき添そってもらえ。付き添いがいれば、いろいろ助かることもあるから」


「……」


「たとえば、駆かけこんだ警察官が女子高生好きの変へん態たいだったとしても、相談した先生が他人の弱み大好きなやつだったりしても、付き添いがいればなんとかなるかもしれないから。ルールを盲もう信しんするのもいいが、少しは頭を使えよ？」


「……」


「いろいろ聞かれるかもしれないけど、間違いなく、あんたはなにもされていない。あんたはなにも悪くない。そのことは保証するからな！」


　少しためらい、あたしはようやく、振り返った。


　が、つい先刻まで声が聞こえていたにもかかわらず、赤あか松まつユウキの姿はすでに消えていた。


　──って、どこに？


　思わず、出てきたばかりのビルを見上げる。


　まさしく廃ビル、人ひと気けのない、がらんと空くう虚きよな建物を──


「……先輩？」


　周囲を見渡してみる。


　人気のない、寂さびれた路地。そしてお化けでも出そうな廃はい棄きビル。


　寸前まで赤松ユウキがいたはずなのに、いまやまったく気配がない。赤松ユウキ、という高校生が実在することを知らなかったら、あれは幽ゆう霊れいだったのだ、とでも思いこんでしまいそうな──


　あの人、どこに消えたのだろう。


　その前に、赤あか松まつユウキはどうして、こんなところにいたんだろう。こんなヘンピなところに？


　もしかして、あいつだってなにか悪い、危ないことをやっていたのでは？


「……そうだよ。そうに決まっている」


　──もう一度、ビルを見上げる。


　荒あれて寂さびれた、しかし圧倒的な無む機き物ぶつの巨体。


　……変な物音がしたから──そんな理由で、こんな入り口もわからないような荒れたビルに入ってこられるものなのか？　危険があるかもしれないのに？　なにが起こるかわからないのに？　あんな現実的な考え方をする人が？


（あたしを抱だきしめたとき、あんなに、あわてていた──）


　確たしかにいやな態度の人だったけれども、──それでも、あたしを助けてくれた。


　こんな薄うす暗ぐらいところまで様子を見に来て、そして、どれくらいの時間気絶していたかわからないけれど、少なくともあたしが起きるまでそばにいてくれた。不ふ審しん者しやがもどってこないよう、いつ目を覚ますかもわからないのに、ずっと、そばに──まぁ、普通なら救急車とか呼びそうなものだけれども、……そうだ、携けい帯たいを忘れたとかいっていたし、下へ手たに動かすのも怖こわいだろうし、だからあたしをひとりにできず、そばについていてくれたと思えば──なんていうのは考えすぎか？　いいふうにとらえすぎだろうか？


（──でも、あの人がいった、言葉──）


　──本当に、こちらを心配してくれているようで──





　マナーモードだった携帯の突然の振しん動どうを受け、あたしは思わず飛び上がる。


　連絡してきたのはひなたちゃん。


　なにしてたのよ！　と怒られて、なぜかほっとして、かなり心配していたらしいひなたちゃんの態度にほろりとし、あたしは素す直なおに、助けを頼むことにした。


　あわてながらも怒鳴りつけてくるひなたちゃんの大声は、──やっぱり、やさしかった。
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「にしても、あんだけ注意したその夜に襲おそわれるってどういうことよ。本当にボケッとしているんだから……ったく。やっぱり送るべきだった」


「でも、そしたら襲われてたのひなたちゃんだったかもしれないよ？　いわば、あたしの犠ぎ牲せいのおかげでひなたちゃんは助かったわけで」


「あのねぇ。あたしこれでも演劇部よ？　伊だ達てで演劇してんじゃないのよ？　夜くらいたやすく切きり裂さくこの大声があれば、『不ふ審しん者しや』なんて逃にげていくわよ。あんたは声も上げられないでしょ？　……いや、最近はそうでもないか、……とにかく、もう、まったく……」


　そこでぽつりと、頼たよ莉りちゃん。


「……何事もなくてよかった」


「だよね？　襲おそわれた人にいうべき言葉はまずそれだよね！　うう。頼莉ちゃんはやっぱりやさしい」


　その朝の登校は、ひなたちゃんにケチつけられながらのものとなった。


　朝からずっといわれ続け、こうして教室に着いたあとでもそれは終わらず……それだけ心配かけてしまったということだろうけど（そしていまは安心しているということなのだろうけど）、しつこいったらありゃしない。とはいえ落ち度は確たしかにこちらにあって──まさか注意されたその日に襲われるとは──なんの反論もできないけれど。


　からまれつつの朝だったけれども、気分はいい。


　それは、昨夜『向こうの世界』でラケル相手に憂うさを晴らせたおかげもあるだろう。


　あのあと眠ねむってまた『シフト』して、起きたことを報告したあと、ラケルをたっぷりからかった。


　なにしろ、いくら異常がないか確かめるためとはいえ『あんなこと』を女の子にしたのだから、自じ業ごう自じ得とくというものだろう。いじめられて当然だろう。いい思いをしたわけだし（そうだとあたしは信じている。してないといったらぶっ飛ばす）。ああ、ダメだ。ひなたちゃんにどれだけ怒られようとも、ラケルの恥はずかしがりっぷりを思い出すと自然に笑みがこぼれてしまう。それがよけいにひなたちゃんを刺し激げきすることはわかっているのだけれど、それでもやっぱり止まらない。しばらくはこのネタで楽しめるだろう──今度ウィンディが来たときがとても楽しみだ。


『ダイス６シツクス』の『フラッシュバック』を見たのはきっと、現実世界で襲われたという状況が生み出したものだったのだろう、という結論になった。襲われているという状況を、『フラッシュバック』は伝えようとしていたのだと。そのために、危険の象しよう徴ちようとして『ダイス６』の姿を使ったのだろうと。なるほど、と納得できた。──襲われていた話をしたときにはさすがにみんなびっくりしていたけれど。ラケルはもちろん、いつも平静な店長さんまで。


　正直ショックはあるけれど、まだ動どう揺ようはあるけれど──


　……笑って話せてよかった。


　──『不審者』のことについてはやはりそのままにしておけず、ひなたちゃんと相談した結果、先生に話してみることにした。


　まずは生徒の話を真剣に聞いてくれるということで評判のいい、保健室の先生に。


　その次に、担任の先生。


　警察に行く必要があるときは、付つき添そおうといってくれた。


「あ」


「……頼たよ莉りちゃん？　どうしたの？」


　突然の声に、あたしは頼莉ちゃんの視線を追った。


　視線の先は、窓の外、向かいの校舎の二階。二年生の教室のあるところ。


　窓から、だれかがこっちを見ている。


「……赤あか松まつ先輩？」


　あたしの視線に気づいて、目が合うと思っていなかったのか、赤松ユウキはばっと顔をそむけた。その動作のあわてっぷりに、昨日きのうの先輩──あたしを抱だきしめていた先輩──を思い出し、あたしは思わず吹き出した。


　そんなあたしに、ひなたちゃんが怪け訝げんの目を向ける。


「……あいつ、またこっちを見てたけど、本当に、面めん識しきないわけ？」


「……昨日まではね」


「……昨日まで？」


「昨日、抱きしめられちゃった」


「……昨日ナニシメられたって？」


　驚おどろいたのか、ひなたちゃんの声が裏返り、あたしはできうる限り婉えん然ぜんと、微笑ほほえんでみせ、あとはもう取り合わないで窓の外へと視線をもどす。そんなあたしに詰きつ問もんを開始しようとして、でもいいところで先生登場、ホームルームがはじまるためにしかたなく、ひなたちゃんは納得できない状態のまま、不ふ承しよう不ぶ承しよう、自分の席にもどっていく──これでささやかな復ふく讐しゆう完了。あたしだっていつまでもやられっぱなしではいないのだ。あとがけっこう怖こわいけど──


　──窓の向こう、もはや姿の見えない場所をながめつつ、あの先輩のことを考える。


　赤松ユウキ。


　日ひ野の先輩と仲のいい、始業式のすぐあとという不ふ可か思し議ぎな時期に転入してきた謎なぞの人。


　──もちろん単なる家庭の事情で、間違っても日野先輩の説得のため、なんてドラマチックな理由じゃないだろうけど。


　昨日、偶然廃はいビルの近くを通りかかってあたしを助けてくれた人。


　性格悪そうだったけど、でも──きっと、あたしが目を覚ますまで、ずっとそばにいてくれて──


（そういえば、ちゃんとお礼、してないな）


　まだ、名前を聞いても、名乗ってもいない。


（なんていってたっけ？　名乗る気もないし聞く気もない？　あいにくこっちはとっくに知ってますけどね！　赤松ユウキって！）


　──ちゃんと名乗って、名前を聞いて、しっかりお礼をいわないと──


（……あ、やばい。なんか楽しい──）





　──確たしかに世界は輝かがやいている。金色に。





　それは、きっと、いろいろな犠ぎ牲せいの上に成なり立たっているものなのだろうけど、でも、──だからこそ──





　ポケットで携けい帯たいが震ふるえ、メールの着信を知らせる。


　きっとひなたちゃんからだろう。


　あたしは笑ってそれを見る──








　今日きようもまた、新たな一日がはじまった。
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『赤のオアシス』に入ったとたん『流る転てん』の振しん動どうを感じ、ミュージィは、人前ではめったにゆがむことのない顔をしかめた。


　いつも以上に、強い。


　朝からこんな感じなら、今夜にはピークを迎むかえるだろう。


　高くなったり低くなったり、どこか生理的な不快感を催もよおさせる『流転』の振動音。


　たとえるならば蚊かの羽は音おと、あれを耳だけでなく全身で聞き取っているような感覚に思わず身体からだを震ふるわせて周囲を見渡す。現実世界のそれとは比べ物にならないほど高い木々の生おい茂しげった『赤の樹じゆ海かい』、その内にぽっかり空あいた、無む機き質しつな看板やら機械的な標ひよう識しきが雑ざつ多たに立ち並ぶ休きゆう憩けい所じよ『赤のオアシス』の入り口は、もともと寂さびれた感じだったのがいまではさらに廃はい墟きよらしい様よう相そうを呈ていしている。


　おそらく、ここの管理人であるＤ系魔ま法ほう使つかいのニケ／ミケが、ラケルの許しを得て森に放はなった『ゾンビ』のハウスオーナー・スキルが『流転』によって増ぞう幅ふくされているのだろう。


『ゾンビ』──きちんと扱われなかった死体たちの成なれの果はてで、『生きていたとき』の職業とは関係なく怪かい物ぶつ系に分類される──の持つハウスオーナー・スキルは、棲すみ処かと定めた場所を自分の思い出の景色で埋める。こちらの世界のものだけではなく、ときには現実世界の風景までをも使って。


　おそらくゾンビが生んだものだろう、地面に突き立った『自動車』の残ざん骸がいをよけて歩きつつ、ミュージィは、心のなかに詞を遊ばせる。──この自動車の残骸は、廃はい棄きされたものではなく、自動車として使われていたこともなく、もともとこういうものとしてスキルによってつくり出された存在、ただこの場所を飾るため──


「──おやミュージティカ。久しぶりじゃのう」


　いきなり声をかけられて、ミュージィは心音を高く跳はね上あがらせた。


　まったくの不ふ意い打うちに心が乱れ、歌詞に成りかけていた言葉があっという間に消えていくのを身み悶もだえする思いで見送りつつ、それをおくびにも出さず、ミュージィはスカートをつまみ、声をかけてきたものに上品に挨あい拶さつを返した。


「お久しぶりですね。おじいさま。……セラさんはこちらに来ていますか？」


「おお。セラフィートなら奥におるよ。ずずいと進みなさい。この辺は景色が悪い」そういって、人面のような幹を持った巨木は忌いま々いましそうに咳せき払ばらいした。「──まったくゾンビのやつばらめ、おとなしく森の奥に引っこんでおればいいものを、人の血を求めてやってきおる。まぁ、わしがおる限り『オアシス』に進入などはさせんがな。……覚えておるか？　ミュージティカ。おまえがほんの子供のころ、この辺にはゾンビなどおらず、代わりに見るも美しいテンテンランが咲き歩いておったものだ。……ああ、二人とも、立派に育って──おまえたちのどちらでも、きっと立派な姫君に──」


「ごめんなさいおじいさま。急いでいるので、これで」


　昔の記き憶おくをとうとうと語りはじめた巨大な老木を背に、ミュージィは歩き出す。


　先刻失われた霊れい感かんを呼びもどそうと試こころみて、すぐにあきらめて、老木の『おじいさん』について考えつつ。


（──覚えているか、か）


　もちろん、覚えているはずがない。


　この言葉を話す老人、の顔を持つ巨大な老木は、三日前までは存在すらしていなかったのだから。


　さらにいうなら自分もセラも、この世界で子供だったことなどない。こちらの世界に『シフト』してくる者はみな、成長した姿のままで『誕生』してくるし、そもそもこちらでは子供をつくることができない。少なくともそういう話は聞いたことがない。だから現実世界のほうならともかく、こちらの世界で子供のころの思い出などあるはずもなく、この老木が自分とセラの子供のころを覚えているのだとしても、その記憶が本物であるはずはなかった。


　ただそういう『記き憶おく』を『持たされて』生まれてきたというだけのこと。


　自分たちが服装や『ペルソナ』を最初から身につけて『シフト』してくるように、この巨木には偽にせ物ものの記憶が持たされているだけ。最近この近くでセラと一緒に修しゆ行ぎようをしたりしているので、それに刺し激げきされた『流る転てん』が生んだ風変わりなノンプレイヤーキャラクターＮＰＣ──『シフト』ではなくこの世界によってつくりだされた存在──というだけのことだろう。珍めずらしいのは認めるが──それなりに長くこちらの世界を生きているミュージィだが、こうしたキャラには会ったことがなかった──決してありえないことではない。


　城や塔をつくったり、自然の地形を変えたりするだけでなく、『流転』はときに、そういう『クエスト』や『キャラクター』までをもつくりだす。


　どれほどリアルに思えても、こちらは『夢の世界』──もともとは形のない世界なのだという。


　たとえるならば陸地や生命を生み出すための素材がたっぷり溶とけている、不安定な原始の『海』。


　それが世界の土台であり、そのところどころにハウスオーナー・スキルで固定された『土地』がある。たとえば『オーク横よこ町ちよう』のある『赤の樹じゆ海かい』も、もともとは『イフリータ』という強大な力を誇ほこった怪かい物ぶつ系のハウスオーナー能力が生み出したものであり、その隣となりにある『吹雪ふぶき野の』もまた『イタカート』と呼ばれる怪物がつくったものであり、『赤の樹海』のなかにある『オーク横町』だって町長のスキルによって固定されているものであり──このように『形』の定まっていない『海』のところどころにぽつりぽつりとハウスオーナーによって固定された『土地』がある、それが現在の『シフト世界』なのである。


　こちらの世界は基本的に、スキルで固定されていない『箇か所しよ』は、目に見えてたとえ触ふれられるものだとしても、決して確たしかなものではない。


　スキルで固定されているからこそ『土地』は『土地』であり続けるが、固定されていない、いわば『海』の部分は日々姿を変えている。昨日きのうまでは森だったのが次の日には湖になったり、かと思えば大きな城ができていたりと、こちらの世界は目を離はなしていると次の瞬しゆん間かんにはまったく違ったものに変化していることがある。


　この変化、あるいは変化させる力を『流転』という。


　そして『流転』は土地だけではなく、『生物』をつくりだしたり、あるいはそこにいた存在までをも巻きこみ変えてしまう。


　小さな変質から根本的なつくりかえまで、さまざまに。


　だからこちらの世界の住人は、『流転』に侵おかされないようハウスオーナーのもとに集まり暮らし、夜を越こえて旅をするときはハウスオーナーを連れていくことが、必ひつ須す。


『流転』が起こるのは、たいていの場合、夜。


　だれにも見られていないとき。


　不ふ思し議ぎなことに、注意して『観かん測そく』している限り、そこに『流る転てん』が起きることはない。


　とはいえ世界のすべてを永遠に観測し続けることなどできるはずもなく、だから『流転』は止められない。


『流転』が起こりそうなときは、音がする。


　高かったり低くなったり、わけもなく不安を煽あおる揺ゆらぐ音。


　ゆえに『流転』は『音立つ揺らぎ』とも呼ばれ、強いときには陽炎かげろうのように風景までをも揺らめかせる。ときに『流転』は、海の波のようにハウスオーナーに固定されている『土地』まで侵しん食しよくすることがあり、だから『流転』の揺らぎが強いときには（そして避ひ難なん場所が見つからないときは）、こちらの世界の住人たちは同じ部屋に集まり、お通夜のように徹てつ夜やで互いを『見張って』過ごす。『流転』につくりかえられないように。これをこちらでは『講こう』といい──見張って、というほど緊きん張ちようしたものではなく、飲み会のようなものだが──『オーク横よこ町ちよう』でも年中行事となっている。


　とくにこの森のような、固定されているとはいえ持ち主がすでに死んでいる土地は『流転』に侵おかされやすい。


　──もっともこの土地には、他ほかにも起こりやすい原因があったりするのだが──


　ミュージィは、ふと足を止め、かすかに首をかたむけて、巨木について思った。


　三日前までは存在していなかった、自分とセラを奇妙な名で呼び（セラフィート？　ミュージティカ？）、子供のころを知っているなんて話し出す翁おきなの木──


（──もしかしてあの『巨木』は、わたしかセラの願いが生んだものだろうか？）


　なにかを変えるという性質は、変えたい、変わりたい、と願う強い意思と相性がいいのか、『流転』はときに、まれに、人の願いをかなえたかのような変化を起こすことがある。


　もしかして、あの木もそうした『変化』だろうか。


　包ほう帯たい型ペルソナに覆おおわれたまぶたを閉じて、ミュージィは、思考をめぐらせる。


　自分のなかには確たしかに、こちらの世界を過ごした思い出がある。


　とはいえ、記き憶おくを持って生まれてくるキャラがいるのなら、どうして自分の記憶がそうではないと断言できる？　この記憶さえ、もしかしたら実際に経験したことではなく、最初から持たされていたものなのかもしれない。この世界にもう長くいるつもりでいるが、それは記憶でそう感じるだけで、三日前に生まれた老木のように本当は今日きよう初めて『シフト』してきたばかりなのかもしれない。この世界には確かなものなどなにもなく、これほどリアルな木や草も、固い大地も、自分のものだと信じている記憶すら──現実世界でのことすら、結局のところすべては自分の見ている妄もう想そう、一いつ炊すいの夢かもしれなくて──


　もしかしたら、とミュージィは夢想する。


　あの老木に話を聞くことで、自分の記憶を上書きできたりするのかもしれない。


　たとえば夜に、あの巨木のそばで『流転』に包まれ、願うことで、わたしは記憶を、過去を、自分自身をつくりかえられるかもしれない。──悲ひ惨さんな過去よさようなら、そしてこんにちは、子供時代の輝かがやかしい思い出たち。この文字どおり夢のような世界では、過去の改ざんすら実じつ現げん可か能のうかもしれなくて、ならば『流る転てん』の性質を利用して力を得ることを目的とする『流転ハンター』たちのように、自分を捨てる覚悟とともに『流転』に飛びこんでいけるなら──


　──はぁ、とため息をつき、ミュージィは、だれにともなく、告つげた。


「……歌には、なりませんね」


　少しばかり自己愛色が強いようで。


　作詞をあきらめ、しかし自分の心が揺ゆれないことに、ミュージィは満足感とも不安感ともつかないものにとらわれる。


　この世界の不安定さも、わたしを揺るがすことはできない。


　他人に自じ慢まんできない過去も、いまさら取り替えたいとは思わない。


　ならばどうしてわたしは、こんならちもないことを、考えたりしたのか──？


　胸に浮かんだ問いを払はらい落おとすと、自動車の残ざん骸がいやらアパート的な残骸やら妙に現実世界的な看板や標ひよう識しきの林を越こえ、話しかけてくる『捨てられ人形』を無視し、ミュージィはオアシスを先に進んだ。


　だんだんと寂さびれた風景に緑が混じりだし、人工物（に見える物）がなくなるとともに空気が爽さわやかになっていく。


　それに比例して、『流転』の音も強くなる。


　昼間はめったに影えい響きようを受けることはない、ということは理解しているのだが、それでもやはり落ち着かず、早足になった。


　が、すぐに、その足取りはゆっくりとなる。


『流転』の振しん動どう音にまぎれて、いい争うような声が聞こえてきたから。


　丈の高い茂みを越えると、目当ての姿が見えた。


　広場にぽつんと生えている、青々と葉を繁しげらせた木（主ぬしの木、と呼ばれている）のそばに、人ひと影かげが二つ。


　片方はセラ。


　もう片方は、この『赤のオアシス』のもう一人の管理人、セピアカラード。


　いちおうニケ／ミケと共同で管理人をしているが、『赤のオアシス』自体はハウスオーナーであるセピアカラードの能力によって固定されている。この土地では最さい古こ参さんであり、そのレベルはセラの五倍に達しているのだが（それでもミュージィの半分程度だが）、見たところいい争いというよりもセピアカラードが一方的に責せめ立たてられているようで、ある意味仲なか睦むつまじいその光景にミュージィはため息をついた。


　──ラケルの奮ふん闘とう空むなしく、二人は仲良くなってしまった。


　というか、ラケルの介かい入にゆうは逆効果だった。


　あれだけしつこく「セピアカラードには近づくな」なんて繰くり返かえされればセラのこと、むしろ反はん抗こう心しんがわくだろう。かえって興味も出るだろう。力だけを頼りにしてきた弊へい害がいか、その辺の機き微びをラケルはちっともわかっていない。


　広場を見渡し、適当なアズマヤモドキの木を探す。


　広場の端にイッポンアズマヤモドキを見つけ、まるで椅い子すのようなこぶの浮かんだ根もとに腰こし掛かける。とたんに木の枝が四方に広がり屋根となり、清せい涼りような青葉のにおいが満ちるとともに耳を騒さわがせていた『流る転てん』の音量が下がり、目の前に、りんご大のくるみのような実のついた枝が降りてくる。


　赤、青、緑、白、黄色──青い木の実に手を伸のばしかけ、わずかに迷まよい、ミュージィは、結局赤い実を選んだ（といっても、色と中身は関係なかったりするのだが）。


　ぼとん、と目の前に、黒い木の実──先ほどのものとは異なる小さく枯かれたような種──が落ちた。


　それを手に取り、スカートのポケットにしまう。


　木の実のジュースを得る代わりにどこかに種を蒔まいてくる、これはそういう取り決めであり、ついでにいうならこの種子自体がいい売り物になる。『赤のオアシス』は優良なアズマヤモドキが多種類自生しており、その種子は『オーク横よこ町ちよう』の収入源の一つになっていて、ときどきうわさを聞きつけて、まだ能力の定まっていないハウスオーナーやクリエイターがこの木を能力スキルにできないものかと『修しゆ行ぎよう』に来たりすることもある（もっとも、オアシス内まで平然と侵しん入にゆうしてくる『流転』に押されて三日ともたずに帰っていくのが大半だが）。


　ポケットからナイフを取り出し実のへたを取り、ミュージィは、穴を開けた木の実に口をつけた。


　舌を湿しめらせ果汁を味わい（この実はすぅっとする味だった）、そこで突然実感がわく。


　自分たちはもうすぐ、ここから旅立つのだということを。


　慣なれ親したしんだこの味とももうすぐお別れだということを。


　建てた家やできた知り合い、穏おだやかに変わらぬ生活風景、そういうものをすべて残して、旅に出る──そうか、これは感かん傷しようか──


「……おはよう、店長さん」


　いつの間にか前に立っていたセラに、ミュージィは、穏やかに挨あい拶さつを返した。


「おはようございます。セラさん。今日きようは早かったのですね。……目が覚めたとき一人だったから、わたし、ちょっと、動どう揺ようしました」


　いちおう釘くぎを刺さしておく。居場所の確かく認にんは、どこの世界でも重要だ。


「ああ、ごめん。書き置き残すの忘れてた──もしかして、探しに来てくれたの？」


　セラのアイパッチ型ペルソナに『謝』と読める模様が浮かんで、ミュージィは思わず感心した。


　ペルソナは完全な物質、というわけではなく──たとえば失なくなることがなく、どこかに捨ててももどってくる──模様や色をある程度変えることなら自分にだって可能だが、セラのようにこれだけ速く字を『描かく』ことはさすがにできない。……もっとも、セラにしても努力してできるようになったわけではなく、気がついたらできるようになっていただけで、ときには意い図としていないのに勝手に言葉をつくってしまったりするというから、それほど使える特技、というわけでもないのかもしれない。


『謝』の文字はすぐに消え、セラも木こ陰かげに入ると、ミュージィの前のこぶに座った。


　早速色とりどりの木の実をつけた枝が降りてきて、セラはしばらく迷まよっていたが、白色の実を選ぶ。肝心なのは一個で満足することで、二個以上採とろうとするとアズマヤモドキは対象を敵てきだと見なして攻こう撃げきしてくる。


　ミュージィと同じようにナイフを使い（この世界ではナイフは生活必ひつ需じゆ品）、木の実に口をつけると、セラは歓かん声せいを上げた。


「わ！　これ、みかん味だ！」


「レアものですね。おめでとうございます」


「へへ。こっちで飲むのはまた違うね。甘いものって貴重だよね！　……いる？」


「そうですね。では」


　お互いの実を交換し、一口味見。そしてもどして。


　ミュージィは、たずねた。


「……セピアと、なにかありましたか？」


「…………ええと、その、ちょっと、『流る転てん』のことで──」


　いいづらそうに口ごもり、そうだ、とセラは口を開いた。


「店長さん、──たとえば、『競馬で必ず勝てる方法』って、知ってる？」


「ええ、もちろん」


「ありゃ？　知ってた？」


「それはもう、『シフト』するようになってから、だれでも一度は考えてしまうことでしょうし、──なんならいつか試してみます？」


「え？　いや、でも、そういうのって、『流転』を刺し激げきするからよくないんでしょう？」


　その前に、未成年は競馬をしてはいけないんですけどね？　と笑って、ミュージィは続けた。


「ええそうです。それは『流転』を活発化させてしまう、非常に危険な行こう為いです。──でも、それでも行う『流転ハンター』のような人たちがいるくらいですから、やってみる価値はあるかもしれません。──まぁ、どちらにせよ、あなたが『三さん真しん句く』を使いこなし、確かく実じつに自分の意思で『シフト』できるようになるまではとても無理な話ですけれど」


「わかってるって。まぁ、見てて。あたしも店長さんやラケルみたいに、必ず絶対自分の意思で、『シフト』できるようになるんだから！　……そのときは──」


「──ええ。約束です」


　実はミュージィは、ラケルに内ない緒しよでセラとひとつの約束をしていた。


　セラが自分の意思で『シフト』をコントロールできるようになったら、『現実世界』で会おうというもの。


　セラが非常にそれに乗り気で、すでにお互い名字は名乗り合っている。さらにいうなら、セラは一度信用した相手に対しては信じられないほど警けい戒かい心しんがなく、寝ねるときなど、ミュージィがいるにもかかわらず平気でペルソナを外はずそうとする。そのおかげで何度か『素す顔がお』を目にしているため、セラの顔なら現実世界でも覚えていられる自信があった。


　その気になれば、きっと、セラに見つからないように、現実世界のセラを見つけ出すこともできるだろう。


　そしておそらく、現実世界のセラの近くには──


「……でもさ、どうしてただ会うだけで『流る転てん』を刺し激げきしちゃうんだろう」


「これはラケルの解かい釈しやくですが、『流転』は『ありえないこと』に反応して活発化することがあるようなのです。とくに現実世界における、『ありえないこと』に」


「……『ありえないこと』？」


　はい、とミュージィはうなずいた。


「……そうですね、さっきの話ですけれど、わたしたちは、お互いに『シフト』する時間をずらすことで、うまくやれば未来の情報をつかむことができます。たとえばあなたは現実世界の『朝』に、わたしは同じ日の『夜』にシフトすることにする。でも、こちらの世界で『同じ時間』に目を覚ませれば、夜に『シフト』したわたしは、朝『シフト』したあなたよりも半日分、未来の時間から来ていることになります。そのとき、わたしが夕方のニュースを見て『当たり馬券』の番号を覚えておいて、それを『朝』から来たあなたに伝えることができれば、あなたは向こうの『昼』に目を覚まし、レースの結果が出る前に、『当たり馬券』を買いに行くことができる──これが、まぁ極きよく端たんな例ですが、『シフト』を利用した──『競馬で必ず勝てる方法』ですね」


　そう、『シフト』の時間をずらすことで、こちらの世界では未来の情報を知ることができる。


　万馬券を知ることや、当たりくじの番号を知ることや、だれかが危険な目に遭っていることを知り、助けに行くことだって──


「……でも、こんな方法、現実世界だけで考えれば『ありえないこと』であり、『ありえないこと』を願い、それをかなえることは、世界にゆがみを生み出す──それが『流転』を活発化させるのではないか？　むしろ『流転』の発生源なのではないか？　──そう、ラケルは考えているようです。『ありえない』を『ありうる』形に修正しようとする『世界の恒こう常じよう性せい』、それこそが『流転』の正体なのではないか、と。そして、そういう観点からいえば、現実世界でわたしとあなたが会うことも、『ありえない』に近いんです。そうでしょう？　わたしたちが知り合ったのは『シフト世界』なのですから。現実にはまだ会ったことのないわたしたち二人が、いきなり、旧知のように待ち合わせをするなんてこと、現実世界ではありえない。だからこそわたしたちがこちらで約束して現実世界で会うことは、『流る転てん』を反応させてしまう」


「……なるほど」


「もっとも、現実に会える可能性がある以上、偶然出会って知り合う、ということもないではなく、まったく『ありえない』わけではありません。そういう場合は『流転』への影えい響きようも軽けい微びなものになるようです。が、それに対して『未来予知』のようなものは、現実にはまず『ありえない』わけですから、それを行うと当然世界のゆがみも大きくなり、強い『流転』を引き寄せる、と──


　──すべてはラケルの憶おく測そくではありますが、こんなところでしょうか」


　そうか、とセラはため息をついた。


「……そうやって、あらためて考えてみると、完全に切り離されているってわけじゃないんだよね、『こちら』と『向こう』──」


　そうだ、とミュージィは、心のなかでうなずく。


『向こう』は『こちら』に、『こちら』は『向こう』に反応し、影響を及ぼす。


　もしもそれを、自分の意思で行うことができるなら、──そういうことが可能な者は、いったいなんと呼ばれるべきか──


「……じゃあ、最近こんなに『流転』が強いのは、だれかがそういうことをしたせいなのかもしれないの？」


「………………まぁ、『流転』には時期的なものもありますから。とくに『赤の樹じゆ海かい』は、定期的に、こうした『流転』の嵐あらしに襲おそわれますし」


「でででででもさ、最近のはちょっとすごいと思わない？　なんていうか、いつもとどこか違うというか、本当にものすごいのがきそうというか──」


「…………ええ、まぁ、……確たしかに……」


　問いの真意がわからず、探さぐるように答えたミュージィに、セラは勢いきおいこんで続けた。


　アイパッチには、──なんだろう？　『願』の文字。


「だよね！　やっぱりそう思うよね！　ていうか、いつものことだってセピアさんはいうんだけど、それって油断だと思うの！　少なくとも、以前はあんなおじいさんの木ができたり、雨アマ蜘グ蛛モが大量発生したりはしなかったんでしょう？　確かにあたしは新入りだし、『赤の樹海』のことはよく知らないけれど、とにかく、今回のは、いつもより危ないんだと思う」


「……そうですね。もしかして、わたしたちが修しゆ行ぎように来ることで活発化させてしまったのかもしれません。あの木にしても、違う名前でわたしたちのことを呼んだりしますし、わたしたちと無関係とはとても──」


「うん、まぁ、そういうのはわからないけど、でも、あたしたちのせいだったらよけいに、だよ！　今回のはなんかすごいみたいだし、セピアさんも今回だけは、オーク横よこ町ちように避ひ難なんしたほうがいいと思うんだけど……」


　ああ、とミュージィは、納得した。


　先刻、セピアとセラがなにをいい争っていたのか、理解して。


　──そういうことですか。


「……セピアは、なんといっているのですか？」


「……それが、セピアさん、ここを離はなれることはできないって。ここで待つって約束した以上、ずっとここで、待っているって──」


　──セピアカラードには、恋人がいた。


　旅の途中に強ごう盗とう団だんに襲おそわれ、『赤の樹じゆ海かい』で落ち合うことを約束し、二人は別れた。


　それから今日きようまでずっと、セピアカラードは待っている。


　自分の能力で『赤のオアシス』を生み出し、そこの管理人となって。


　オーク横町ができる前からここにいる彼の名前を知るものはなく、ただい続ける目的だけが知られて、いつしか、過去の記き憶おくを思わせる暗褐色セピアカラーがあだ名になった。


　そして、本人すら自分の名前を忘れてしまうほどの時間を、セピアカラードは待っている。


　ずっと。この寂さびしい樹海のなかで。恋人が約束を果たし、帰ってくることを。


　それは確たしかにセラの好きそうな話だと、いまさらながらミュージィは気づき、嘆たん息そくした。


　それをどうとらえたか、同じくため息をつき、セラが続ける。


「……セピアさん。ラケルに遠えん慮りよしているんじゃないかな。ほら、ラケル、セピアさんのこと嫌っているでしょ？」


「いえ、それはないでしょう。そう見えるかもしれませんが、セピアとラケルは決して仲が悪いわけではありません。……ただ、セピアは、約束を守るためにここにいるわけで、なにしろこれまでずっとこの場にい続けているわけで、その信念は筋金入りです。たとえなにをいわれたって、恋人がもどってこない限り──セピアはこの地を離れたりはしません」


「……やっぱり、そうだよね。じゃあ、……どうしても、セピアさんがここを離れられないっていうんなら……」一いつ瞬しゆんいいよどみ、セラはいった。「……あ、あたしたちが、ここに来るっていうのはどうかな？　ここでみんなで見張り合う──『講こう』するの」


　ミュージィは、絶句した。


　いくら『流る転てん』が起こるのはだれも見ていないときとはいえ、この『流転』の嵐あらしが吹ふき荒あれるなかで『講』を開く、だと？


　いくらなんでも限度がある。危険すぎる──


　この人は本気でいっているのだろうか？　そんなミュージィの動どう揺ようが珍めずらしく顔に出たのだろうか、アイパッチの紋もん様ように水みな面ものようなさざ波を立てつつ、セラは表情をくもらせ、続けた。


「……やっぱり、ダメかな。ラケルも、横町のみんなも、……みんなセピアさんのこと……嫌っているみたいで、頼れる人、いないんだけど……」


「それは……でも、あなたがどうしてもというのなら、……ラケルも、わたしも」


「──でもなんで？　なんでみんな、セピアさんのこと嫌っているの？　セピアさん、ただ、ここで恋人を待っているだけでしょう？　なのに、なんで？　なんでみんなそんなに冷たいの？　……店長さんも、セピアさんのこと、嫌い？」


「……それは……」


　再び、言葉に詰まる。


　言葉を口に出せなくなるなんて、こんなの自分らしくない──どこかで自分を冷笑し、客きやつ観かん視ししつつ、それでも動どう揺ようは収おさまらない。答えることができない。


　──なぜなら自分の答えは、セラを傷つけるものだろうから。


　そう考えて愕がく然ぜんとし、新たな自分の発見がますます平静を失わせていく。


　自分は、セラを傷つけたくないと思っている？


　セラに嫌われたくないと思っている？　そんなバカな、このわたしが？　だれに対しても達観している『ミュージィ・ザ・プレイヤー』が？　──いや違う、たんに、セラの機き嫌げんを損そこねたくないだけだ、セラは現実世界のラケルに通じる重要な鍵かぎだ、だから仲たがいをしたくないだけで、だれかを傷つけたくない、なんてこと、このわたしが──


「……やっぱり、嫌っているんだ、店長さんも」


「……いえ、嫌っているわけではありません。ただ、あまり……」


「いいよ。嫌いってのはしかたないと思うから。でも、できれば理由を教えて？　なんでみんな、そんなにセピアさんを嫌うの？　ラケルも、店長さんも、一緒にいるはずのニケミケまで、ほとんど無視しているような感じだし──なんでなの？」


「それは、たんに、この時期が……」


　ミュージィが言葉を継つぐ前に、その声は聞こえてきた。


「それは、ぼくが、この『流る転てん』を呼び寄せているからですよ」


「……セピア？」「セピアさん？」


　二人はまず、足もとに現れた影かげを見る。


　次いで逆光のなかに見る。吟ぎん遊ゆう詩し人じんを思わせる、とんがり帽子にマントのシルエット。


　帽子はそのままペルソナでもあり、セピアカラードはそれをいつも目ま深ぶかにかぶっている。


「あう、あ、わ、その、……聞いてたの？」


　顔を真っ赤にしているセラに、微笑ほほえみかける少年。


　現実世界では何歳なのだろうか、子供のような顔だとミュージィは思う。


　恋人をずっと待っている、なんて境きよう遇ぐうのわりに苦労を知らないような顔だと。


　嫌いではないが、『合わない』ことは間違いない──


　注目を集め、少年は照れたように頭をかいた。


「まぁ、あの、少し。ごめんなさい、聞いちゃって。……とにかく、しかたないんですよ。セラさん。ぼくが嫌われるのは。ここの『流る転てん』の大半は、ぼくが起こしているようなものですから」


「ええ？」


「聞いたことありませんか？　『流転』は、人の意思にも反応する。そして、まれに、その人間の願いをあたかもかなえるかのような変化を起こすことがあり、とにかくそういう性質があるため、強い願いに引き寄せられる──」


「強い、願い……」


　セピアカラードは、恋人を、待っている。


　ここで。独ひとりで。ずっと、ずっと、長い時間をいつまでも──


「……ありえない願いをありうるものへと変えてしまう、その性質を利用して願いをかなえようとするのがいわゆる『流転ハンター』たちで、まぁ成功率はとても低くてほとんど自殺行こう為いなわけですが……


　最初はね、ぼくが『流転』を呼び寄せているなんて思いもしませんでした。


　それで、セラさんみたいにいってくれる人もいたんですよ。『流転』に侵おかされないよう一緒に『講こう』をしようって。でも、そういって付き合ってくれた人たちはみんな『流転』に変換させられて、木になったり塩になったり消えちゃって、でもぼくだけがなんともなくて……


　そういうことが二回ほどあって、ようやく気がついたんです。


　ここの『流転』は、ぼくの願いが呼び寄せているものだって。


　だからこそ、普通なら入ってこられないはずのハウスオーナーに固定された土地に、こんなに『流転』の音があふれかえっているんです。……なにしろ、土地を固定している当の本人が呼び寄せているわけですから、どれほど固定しようと『流転』を防げるはずがない。


　ぼく、レベルだけは高いですからね。強力に『流転』を引き寄せちゃうようです。だから、ぼくが嫌われるのはしかたないんです。『流転』って、基本的に制せい御ぎよできないものですから」


「……」


「とにかく、そういうわけですから、セラさん、気持ちだけ受け取っておきますよ。本当にありがとうございます。じゃあ……ミュージィさん。あとはよろしくお願いします」


「……はい。わかりました」


　マントがひるがえり、とんがり帽子をかぶった人ひと影かげが、離はなれていく。


　光のなか、特とく徴ちよう的なシルエットをかたちづくり──オアシスから出る方向へ。


　セラは一いつ瞬しゆん腰を浮かしかけ、──問いかけるようにミュージィを見た。


　ミュージィは、首を振ふった。


「……いつものことです。ピークが近づいてくると、セピアは他人に迷めい惑わくをかけないように、森の奥にこもるんです。……今日きようはちょっと、時間が早いようですけど」


　──いつもより時間が早いのは、セラに遠えん慮りよしたのだろう。


　つまりそれだけ、あまり接点のないはずのセピアもセラを気に入っているということか。


「……いまの話、本当なの？」


「……『流る転てん』を呼び寄せている、という話のことなら、本当です。彼の、恋人をここで待ち続けたいという思いは確たしかに『流転』を呼び寄せている」


　だからこそこの森は変化にあふれ、外がい敵てきからオーク横よこ町ちようを守るいい障しよう壁へきになっている。


　たまにおろかな『流転ハンター』たちもやってくるが、成功することはめったにない。


「……でも、じゃあ、なんで？　あの人の願いって……」


「……『流転』は制せい御ぎよできない、ということなのでしょうね」


　話すかどうか、一いつ瞬しゆんためらい、そんな自分をあざ笑い、ミュージィはいった。


「……セラさんは、恋人をずっと待ち続けている彼のことを、どう思いますか？　──いえ、質問を変えましょう。セラさんは彼のそういう行動を、想おもいを正常だと思いますか？」


「どういう意味？　恋人を待ち続けることが異常だっていうの？」


「では、それが普通だと思うのですか？　……現実に実行できると思いますか？」


　視線を外はずし、考えこんだセラに、答えを待つことなく続ける。


「いいえ。セラさんがどう考えていようと、現実には『ありえない』──不ふ可か能のうなことです。


　人は環境に慣なれる生き物ですし、精神は磨ま耗もうする──まぁ、『時が癒いやしてくれる』なんていいかえてもかまいませんが。現実には……どこかで、疲れます。待つことはできても、たとえ実際に待ち続けたとしても、──どんなに愛していたとしても、その人の誠せい実じつさにかかわらず、『永遠』の前では『想い』が変質することは止められないでしょう。


　でもそれは、悪いことではないはずです。


　だからこそ、わたしたちは立ち直り、新しい一歩を踏み出せるのですから。違いますか？」


　──だれかを思い続けるのはいい。


　だがそれに囚とらわれて、ついには立ち上がることすら放ほう棄きしてしまうのは、──敗北でしかない。


　少なくとも、人の身体からだは、そういうふうにはできていない。


「……」


「でも、それはあくまで現実での話。肉体から離はなれられない普通の人間世界の話です。


　こちらでは、話が違う。


　なぜならこちらのわたしたちは、事実上『不老不死』だから。こちらの世界では、肉体も精神もそう簡単に磨耗せず、この身体は老いることなく、内オ力ドさえじゅうぶんであれば大たい抵ていのダメージは回復し、どれだけの時を重ねても、肉体も精神も現実の自分の年齢のまま在あり続けられる。その気になれば、いつまでも、同じ状態でいられる──


　──だからこそ、セピアは恋人を待ち続けることが、できる。


　振ふり返かえらずに、惑まどわずに、──新しい一歩を踏み出そうなどと迷まようこともなく。現実世界では不ふ可か能のうでも、こちらの世界は『永遠』を、『ありえないこと』を、可能にする──


　……そんなのが、正常だと思いますか？」


　ためらって、それでもセラはいい返した。


「……でも、もしも、本当に、すごく、すっごく、好きなんだったら……」


「……すごく好きなら、その思いを貫つらぬくべきだと？　他ほかの人を好きになったりするべきではないと？」


「そうじゃなくて！　ただ──待ちたいと思うのは、悪くないって」


「ではセラさんは、セピアの恋人が生きていると、いつか約束を果たしてくれると思うのですか？　セピアはオーク横よこ町ちようよりも、『赤のオアシス』ができるよりもずっと前からここで待っているんですよ？　それなのに、いまさらもどってくるなんて──」


　押おし黙だまってしまったセラに、ミュージィは妙に冷静になり、思う。


　まさかセラは、いつかセピアカラードの恋人が帰ってくると、本気で信じているのか？


　実は恋人が生きていて、約束を果たし、帰ってきて、二人は幸せになれると──ロマンチックなハッピーエンドが起こりうると、本当に信じているのか──


　いや、彼女ならそんなバカげたタワゴトも信じられるのかもしれない──ミュージィは心の乾いた側面で思う。……たとえば先日、現実世界でタイミングよく助けられたことを、本当に「運がよかった」としか考えないような、幸運だったと信じてまったく疑うたがわないような、よくいえば純じゆん粋すい、悪くいうなら単純な、彼女なら──


（──あのラケルが、現実世界での正体を知られる危険を冒おかしてまで助けたいと願うような、彼女なら──）


　──だとしたら、いったいどこまでおめでたいのか。


　心中の思いを表情にはまったく出さず、ミュージィは、言葉を続けた。


「……たぶん、セピアも本当は、わかっているんです。恋人がもう死んでいることを。いくら待っても恋人が姿を現すことはなく、約束が果たされる日のこないことを──


　──だから心が折れそうになる。


　だから『流る転てん』を呼び寄せ、すがる。心が折れませんように、と。


　今日きようは少し弱気になっても、この一夜が明けたら次の日からは再び約束を守り続けられますように、と。


　そして『流転』はその望みをかなえ、『ありえない』はありえないでなくなり、彼は──セピアはここで恋人を待つ約束を守り続ける。……恋に殉じゆんじているわけですから、本人はそれでしあわせなのかもしれませんが、……それははたして、本当に、正常だといえるのでしょうか？」


　そう、それはこちらの世界だからこそできること。


　夢の世界、だからこそ、可か能のうなこと。


　そんなのが、正常であるはずがない。


　泣きそうな顔をして、セラは、セピアにそれをいってみたら、といった。


　いっても聞かないからこそ、『恋』なのです──


　言葉を返しつつ、ミュージィは、ようやく、なるほど、と思う。


　ラケルがセラとセピアカラードを、会わせたがらなかったわけだ。


　もしかしたら、自分も必要以上にきついいい方をしてしまったかもしれないが──われながら珍めずらしいことに、なんだかいらいらしてしまって──それにしたってセラの消しよう沈ちんぶりはひどい。


　それほどショックを受けたのか。いったいどこまで夢見ていたのか。


　ぼそっと、セラが、つぶやいた。


「……だから、みんなあの人のこと、嫌っているのかな。……異常なことを、続けているから」


「……まぁ、そう思ってもらっても、間違いではないかもしれません」


「じゃあ、さっきの、変えられる前の質問だけど、そちらは？　……どう思う？」


「……………………え？」


「……恋人を、たった一人の大好きな人を、ずっと待ち続けるのは──異常？」


「……」


「あたしは、……あたしは、──それって、とても、いいと、思うし、……たとえ無理かもしれなくても、そういう人がいたら、できる限り、応援したいと思うし、……ううん？　……わかっているんだけどね？　こういうこというのが、乙女おとめだって思われるのは。現実を知らない子供だって、笑われるってことは……でも、──あたしは、そういうあの人を、笑いたくない──」


「……」


　あはは、とセラが、笑う。


「──なんの話をしているんだろうね。……まったく。ごめん、忘れて？」


「……ええ」


　言葉が、止まった。


　居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくに、ミュージィはそっと木の実に口をつけ、ふと、自分がセラの質問に答えていないことに気がついた。


（「……恋人を、たった一人の大好きな人を、ずっと待ち続けるのは──異常？」）


　そして、答えずにすんでほっとしている自分にも。


　──いったい、自分はなんと答えるつもりだったのか？


　自分はそれを、どう考えているのか？


　なんでこの程度のことで、わたしはこんなに動どう揺ようしているのか──


　沈ちん黙もくをどう受け止めたのか、乾いた笑い声を上げ、セラが冗談っぽくいった。


「……ま、まぁあたしもさ、そんな夢ばかり見ているわけじゃなくって、ちゃんと現実もわかってて、普通に彼氏がほしいなぁとか思っているんだけどね？　そんな永遠の愛とかじゃなくても、ただただ普通にお付き合いってしてみたい、って」


「……あなたの場合は、慎しん重ちようになったほうがいいですよ？　あなたはたぶん、恋愛にはまるタイプです。……スキンシップに弱いですし。ロックさんのときだって──」


「またそれをいう。もういいかげん忘れてよう。……まぁでも、確たしかにそうかも。店長さんが隣となりにいないと、夜眠れなくなっちゃったし」


「それぐらいなら普通ですよ。わたしにも、この世界の夜を一人で過ごす不安はわかりますから」


「ええ？　そうなの？　店長さんにもそういうときがあったりするの？」


「もちろんです。もう、わたしをなんだと思っているのですか？」


　冗談めかして答えつつ。


　──思い出す。


　だれもいない家。独ひとりきりの部屋。


　頼れぬ扉とびらに鍵かぎに壁かべ。


　わずかな音さえ大きく聞こえる異世界の夜の、見るのが怖こわくて目を開けられない深い闇やみ。突然心臓の音が大きく聞こえ出し、胸から生まれる圧迫感に声も出せなくなる恐きよう怖ふ。いっそこのまま呑のまれて消えてしまいたいとさえ思う、独りっきりでいることの、つらさ──


　そういうものから逃のがれるために、わたしは考えることを、やめた。


　簡単な選せん択たくに、身を委ゆだねた。


　抵抗することをやめ、進んで自分を差し出し、『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』の愛玩動物ペツトを務めた。彼らの望んだとおりの音を出す、『ミュージィ・ザ・プレイヤー』として。そしてわたしは強さを得た。生き残った。現在もっとも高レベルのクリエイターとして、いまも生き続けている。そう、わたしは強い。揺ゆるがない。自分の過去にも恥はじはない。──なのに──


（──おもしろい。わたしは動揺している、限りなく、──うろたえている。……歌にできそう──）


　……セラの言葉が、耳に入った。


「……店長さんはそういうときってどうするの？　どうやって切り抜けるの？　乗のり越こえるの？　そういう夜に独りでいるとき──」


　──どうやって乗り越えるかって？


　──独り、で？


（──どうしてわたしがそういうものを、乗り越えられると思うのか──？）


　唇くちびるが、勝手に動いた。


「……本当に、聞きたいですか？」


「うん、お願い。あたし、知りたい」


　考える前に口にしていた。


「そういうときは、ラケルのところに行きます」


「………………え？」


　セラの左の瞳ひとみが、大きく見開かれ、右の目を覆おおうアイパッチが、石を落とされた水みな面ものような波は紋もんをつくった。


　文字のまとまらないままに、波を生んでは互いにぶつかり消えていく、そんなペルソナの様子をながめ、遅まきながら、ミュージィは自分がなにをいったか、それがなにを想起させるか、気がついた。


　とはいえそこに動どう揺ようはない。


　ちょっとだけ、ラケルに悪いと思ったけれど、それ以上のものはない。


　配はい慮りよは欠けていたかもしれないが、伝えたことは真実だ。


　無感動な自分の心を意い識しきしつつ、ミュージィはぼんやりと、セラが立ち上がるのを見る。


　立ち上がり、こちらを見下ろし、え、ええと、となにかをいいたげな様子のセラに、こちらから水を向けてやる。


「なんです？　他ほかに聞きたいことでもありますか？」


「……あ、いや、その……」


「なんですか？　なんでも聞いてくださってけっこうですよ？　質問してください。わたしはあなたが好きですから、できるだけ正直に答えたいと思いますから。あなたはいつも真まっ向こうから聞くのが好きなようですし」


「……」


「……ああ、もしかして、……勘かん違ちがいはしないでくださいよ？　床とこをともにすることはあっても、わたしとラケルは恋人同士というわけではありませんから。……というか、前に話したと思いますけれど、恋人同士だったことなど一度もないですし、それはこれからも変わりませんから」


　セラは口をつぐんで、青ざめた顔で、ただただこちらを見ている。


　その視線をミュージィはそらさず受け止める。


　自分の目は包ほう帯たい型のペルソナで覆われているからどんな目をしているのかわからないだろうが、むしろこちらの目を見ないですむぶん向こうのほうが有利なのではないか、なんて思いつつ──いいや、いざというとき泣きそうになっても気づかれないのはむしろアドバンテージかもしれない。泣きそうになったことなど久しくないけれど。


　どれほどの時間が経たったのか──





「──セラ？　いる？」





　遠くから聞こえてきたよく知る声に、セラがはっと顔を上げ、声の聞こえた方向に目をやった。


　が、すぐにこちらに視線をもどす。


　唇くちびるは固く結んだままで、どこか泣きそうな表情になって──


　しかしそれも刹せつ那なのことで、セラはミュージィに背を向けると、声が聞こえてきたのとは反対方向へと走っていった。


　やがて、セラと入れ替わるようにして、声の主ぬしがやってくる。


「あ、ミュージィ。セラ見なかった？　ちょっと話があるんだけど」


「……セラなら、向こうに走っていきました」方向を顔で示しながら、なんでもないことのように付け足す。「……なんの話か知りませんが、こじらせたくないのなら、早く追いかけたほうがいいかもしれません」


「…………なんか、あった？」


　なにか異常を感じたのだろうか、恐おそる恐る、といった感じの、フードつきマントで顔を隠かくした長身の異い形ぎよう──ラケルの言葉に、ミュージィは笑った。


「すみません。わたし、ちょっと、……彼女のこと、いじめてしまった、かも、しれません」


「……珍めずらしいね。ミュージィが、だれかとぶつかるなんてこと」


「そうですね。……空気を読むのは得意なつもりだったんですが、彼女相手だと、どうもときどき、調子を狂くるわされるというか──伝えてもらえますか？　……今夜、きちんと、話しましょう、と」


「………………ミュージィ？」


　じっと見つめてくる、縦たて長ながの、爬は虫ちゆう類るいの瞳どう孔こう。


　動くものへの反応はよいが視力自体は弱い瞳ひとみが、じっとこちらをうかがっている。


　なんでそう、見るのだろう。


　いったいいま自分の顔は、どういうふうに見えているのだろう。


　ふと、セラの大きな目を思い出す。


　長いまつげの下にある、きれいなまなざし──


　セラはミュージィを美人さんだとほめてくれるが、そりゃ顔の半分を包ほう帯たいなんかで隠していれば、だれだって美人に見えるだろう。


　ミュージィにしてみれば、セラのほうがよっぽどかわいいと思う。


　そして今日きよう、あの大きく澄すんだ瞳に自分はどういうふうに映うつったのだろうか。


　恋人をずっと待ち続けたいというセラの理想の恋愛と遠く離はなれた過去を持つ、こんな自分の姿は──


「……どうしたんです？　セラさんを追いかけないんですか？」


　いるんでしょう？　あなたは？　彼女の近くに。彼女の安全を守るために。


　現実世界の彼女のそばに。正体を知られる危険を冒おかして。


　……事情にはうすうす気がついているから、その行動は理解できる。


　もしも自分が危険に陥おちいっても、やはりラケルは同じように助けてくれるだろう。


　なによりも仲間──『家族』を大切にしているラケルのことだから。


　──それでも。


　セラとラケルが恋仲になるのは別にかまわない。


　そういう感情は自分にはない。と思う。


　でも、──かつての『家族』でさえ触ふれることを許されなかった『現実世界』のラケルに、すでにセラが会っている、と考えるのは、なぜだろう、とても、とても──


「……あの、ミュージィ」


　そっと、ラケルの腕が頭に回された。


　撫なでられ、そして抱だき寄よせられる。まるで子供をあやすように。


　抱きしめられる──


「……なにをして、いるんです？」


「いや、ただ、なんとなく……ミュージィってわかりにくいからさ」


「そうさせたのはあなたでしょう？」


「それは本当に面めん目ぼくない」


　笑い合う。


　笑い合えるのはお互いに、卑ひ屈くつにならないと約束したから。


　抱きしめられる。ぎゅうっと。力強く。息苦しくなるほどに。


　まぁ、久しぶりだし、たまにはいいかなと、ミュージィもそっと手を回し、ラケルの、さらさらのうろこに覆おおわれた胸を抱きしめた。


　ほおに当たる懐なつかしいうろこの感かん触しよくと、嗅かぎ慣なれたにおい。


　よみがえるのは在ありし日の夜、ともに過ごしてきた日々の感覚。


　つらいことばかりではなかった。楽しいことだってあった。


　なによりも、──だれよりも、ラケルとつながることができた。


　ゆっくりと力を抜いていき、全身をラケルの胸に預けていく。


　──わたしたちの関係は、かつての被害者と、加害者。


　でもそれは一方的なものではなく、傷つけられたし、傷つけてきた。ともに汚れ、立ち直った。ときにしあわせを願い、ときに破は滅めつを望んだ。頼り、頼られ、それは信頼ともまた違う、敵てきとも味方ともいえない関係──そういう過去を共有してきた。


　それは決して、ラケルとセラの間では築きずかれえぬもの。


　自分とラケル、だけのもの──


「…………ほら、わたしはもう、平気ですから、行ってください」


「…………うん。……じゃあ、またあとで」


　去っていくマント姿を見送って。


　ミュージィは、ふう、と息を吐はいた。


　──気がつくと、先日のセラのフラッシュバックの件から、ずっと胸にわだかまっていた重石のようななにかが、感じられなくなっていた。


　──そうだ、と自分にうなずいてみせる。


　セラはセラ、……わたしは、わたし──








　　　　◇








「……セラ」


「あ、ラケル。どうかした？」


　セラは『オアシス』の外はずれにある、境界を示す大きな丸石の上に座りこんでいた。


　ラケルの呼びかけに立ち上がり、振ふり向むいた笑顔はどこか痛々しく、寸前まで泣いていたようにも見えて──もっともセラが人前で泣いたことなど記き憶おくにないが──どうすればいいかわからずに、ラケルは地面を転がりまわりたくなる。


　こっそりセラのペルソナをのぞきこんでみるが、まるで普通のアイパッチのように、そこにはなんの字も動きもない。


　ああ、なにがあったか知らないが、これはけっこう根が深そう──


　なによりも大事な二人が、こんなに、傍はた目めにもわかるほどのダメージを負っているなんて。


　最近は一緒に寝ね泊とまりもして、かなり仲良くなっていたというのに、いったいなにがあったのだろうか──どうすればいいのかわからない。二人には絶対仲良くしていてほしいし、けんかしたなら仲直りをしてほしいけれど──


　考えてみれば、セラはミュージィにとっても、唯ゆい一いつ対等な人間系の友だちだった。


　単なる知り合いではなく、損得利害を超こえた友人。


　そしてミュージィも、泰たい然ぜんとして見えてもその正体は普通の高校生。


「どうしたの？　ラケル。なにか話があったんじゃないの？」


「……ああ、うん。セピアカラードのことで、話したかったんだけど……」


「ん？　なに？」


　力のない笑顔が悲しい。


　せめて笑顔でなければ、泣くか、それとも怒っていてくれれば、わかりやすかったのだろうけど、このなにかをあきらめたような表情は、雰ふん囲い気きは──いったいなにがあったのか。もうどうすればいいかわからない。強い力を振ふるうばかりで人間関係に対する経験の少ない自分の過去を苦にが々にがしく思う。この世界に永ながく存在しているわりに、自分には、経験というものが足りない（戦せん闘とう関係は別として）。セラのこの表情は、ミュージィとけんかしたせいだろうか。それとも今日きようの学校で起きた事件のせい？　たぶんその両方だろうと嘆たん息そくする。悪いときには悪いことが重なるものだから。


　ラケルは思い返してみる。ここに『シフト』してくる前、今日学校であった事件を──








　　　　２．








　その日の放課後。


　赤あか松まつ祐ゆう樹きが図書室に逃にげこんだのは偶然であり、意い図としたものではなかった。


　最初は保健室に隠かくれようかとも思ったのだが、それはすぐに選せん択たく肢しから除外した。なにしろ自分は保健室の常連であり、昼休みに放課後にアレなときには授業中まで『シフト』するために入いり浸びたっている。そして祐樹を追いかけている日ひ野の鷹たか生おもまたそのことを知っている。だから当然、保健室はマークされているだろうから。


　ちなみにこの学校には、『シフト』を知っている者が祐樹の知る限り三人いて、一人は『セラ』、ラケルがもっとも正体を知られたくないと思っている下級生だが、先日『縁えん』をつくってしまったせいで最近やけにつきまとわれていて胃が痛い。もう一人は現在の追つい跡せき者しやたる日野鷹生で、こちらは祐樹が『ラケル』であることこそ知らないが『シフト』することは知っており、そのせいかやけに馴なれ馴れしくこちらの事情につっこんでくる。本当にいい加減にしてもらいたい。そして、最後の一人が保健室の主ぬし、養よう護ご教きよう諭ゆの間ま藤とう杏あん里り──祐樹の『シフト』を知っていていろいろ便べん宜ぎを図はかってくれるありがたい『大人』であり、この学校に転入できたのも彼女が手を回してくれたおかげだったりする。


　──いったいどういう手を使ったのか、まさか先回りして保健室の先生なんかに納おさまっているとは思わなかったが。


　さまざまに助けられてはいるのだがどうも彼女には祐樹にも計り知れないところがあって、なるべく借りをつくりたくない。いまさらだけど。


　とにかくそういうわけで保健室に逃げこむことはあきらめ、そうなると、鍵かぎが開いていて隠れられそうな場所といえば祐樹は図書室しか思いつかなかった。


　図書室なら、最悪、見つかっても机や本棚を使って逃げ回ることが可か能のうだから、悪くない選択だろう。


　というか高校生にもなってなんでこんな、鬼ごっこのようなことをしているのだろうとちょっと自己嫌けん悪おに陥おちいりながら、そっと図書室の扉とびらを開き、なかへと入り、何気なくカウンターの前を通り過ぎようとして──


「……赤あか松まつ？」


　思いがけず声をかけられ、驚おどろき身構える。


「わ、委員長？」


「……そう呼ぶなっていわなかったっけ？」


「わかった。……高たか嶋しまサン。その本を降ろせ。……こんなところでなにしてるんだ？」


　両手を挙げた祐ゆう樹きの姿に女生徒は振ふりかぶっていた書籍を降ろし、鷹おう揚ように、かけていためがねを右手中指で押し上げた。


「押しつけられた」


「……ああ。なるほど。胸がでかいと大変だな。……うわ！　まさか本当に投げるとは──」


　自分の後方、扉のほうを気にしつつ（ちなみに扉はわずかに開けてある。廊下の音が聞こえるよう）、祐樹はカウンターへと向かい、投げつけられた本を返した。


「あんたもさぁ、いろいろ頼りにされてるみたいだけど、いやな仕事は断れよ？」


「こちらも助けられてるし。別に嫌いな仕事じゃないし」


「なるほど。さすが。胸がでかいな。いや違うんだ、ふところが深いといいたかったんだ。あんた握力いくらあるんだあざになったらどうするんだああもうごめんなさいやめてやーめーて」


「……あんた、本当に、小学生レベルよね……」


　鷹たか生おと気が合うわけだ、なんて聞き捨てならない言葉に文句をつけようとして、あらためて自分にはそう時間がないことに気づく。


　そうだ、早く、隠かくれなければ。


　周囲を物色しつつ、何気なく、たずねる。


「……なぁ、あんた。……今日きようは、どうする？」


　一いつ瞬しゆん固まり。


　開かれたページに視線を落としつつ（ちなみに読んでいた本は小説ではなく心理学関係のものだった）、めがねをかけて髪かみはストレートに下ろし、いかにも文学好きそうな──でも中身はそうでもないことを祐樹はすでに知っている──祐樹のクラスメイト、高嶋空そらは、答えた。


「……………………できれば、今日も」


　──まぁ、確たしかに、女の口からあっけらかんといえることではないよなぁ──


「そうか。じゃあ、あんたはおれに助けられているわけだから、当然、おれを助けてくれるよな？」


「……なんの話？」


「いいか？　おれはここには来ていない。あんたもおれを見ていない。ＯＫ？」


「…………もしかして、鷹たか生お？」


「当たり。あんたの幼おさな馴な染じみに追い回されてる。だから責任取ってごまかしてくれ。おれは隠かくれているから」


　そろそろ時間がない──いうなり書棚の並んだ奥へと歩き出した祐ゆう樹きを、待って、と空そらが呼び止めた。


「なんだよ。マジで急いでるんだけど？」


「別にほっといてもいいんだけど、いちおう忠告。──いま書棚のほう、──『彼女』、いるわよ？」


「……彼女？」


　なにをいわれているかわからず、きょとん、と空の顔をながめて、そこに浮かんだおもしろがるような表情になんのことだか思い当たって、祐樹は愕がく然ぜんとした。


「……マジ？」


「そう。あんたのかわいい後輩さん。照れるな照れるな。ひゅーひゅー」


「だあああ！　やめろ！　うわ、マジかよ、な、ちくしょう、間の悪い……」


　──きゅ、と廊下のほうで、ゴムのこすれる音が聞こえた。


　緊きん張ちよう感に身を引き締めて、祐樹は周囲を見回す。いったいどこに隠れるか──書棚の向こうで『彼女』に出会うのは避さけたい。隠れているのを見られてはまずい。なによりも、日ひ野のと『彼女』と自分、『シフト』している三人に面めん識しきができてしまうのはやばい。


　もはや聞き間違えようもない足音が、どんどんと、近づいてくる。


　急がなければ、──でも書棚の奥には行けない。『彼女』に見つかるわけにはいかない。


　ではどうするか──


「悪い！」


「──ちょっと？」


　カウンターに手をついて、祐樹はひょい、と机を飛とび越こえた。


　突然の大きな動作に度ど肝ぎもを抜かれたか、呆ぼう然ぜんとしている空を押しのけカウンターの下部へと潜もぐり、さらに空の座っていた椅い子すを強引に手前に引き寄せて──


「ちょっ、あんた──」





「あれ？　空。なにやってんだ？」





「……図書委員の代理。挨あい拶さつがまず先じゃない？　久しぶり。鷹生」


　間かん一いつ髪ぱつのあとだというのにまったくあわてた様子もなく受け答えをしている高たか嶋しま空に内心驚きよう嘆たんしつつ、祐ゆう樹きは潜もぐりこんだ机の下から頭上を見上げた。


　さすがに密着は避さけたいのだろう、空そらは机に対して椅い子すを斜ななめに（平行、ではないところがわざとらしくなくていい）、なんとなくえらそうなポーズで本を読んでいて、それがいい感じに祐樹を隠かくしてくれている。


　これなら、カウンターのなかまで入ってこない限り見つかることはないだろう。


　頭上から、日ひ野の鷹たか生おの声が聞こえてくる。


「……おまえもお人好しだよな。あんまいいように使われるなよ？」


「……似たようなことをいうわよね」


「へ？」


「なんでもない。……ちゃんと報ほう酬しゆうもらっているから。それより、珍めずらしいじゃない？　あんたが図書室に来るなんて。どういう風の吹き回し？」


「ああ。……それなんだけどさ。──ここに、赤あか松まつ来なかった？」


「赤松？　さぁ、気がつかなかったけど」


「……あれ？　おかしいなぁ。確たしかにここに入った気がしたんだが──」


「疑うたがうんなら勝手に探して？　ただし、静かにね。他ほかの利用者もいるんだから」


　ほいほい、という返事。


　ついで、離はなれていく気配。


　が、鷹生はすぐにもどってくる。


　真剣な声。


「なぁ、空。ちょっと聞くけどさ、……赤松、あいつ、最近どう？　なんか変わったところはないか？」


「変わったところ？　……相も変わらずクラスでは猫ねこをかぶっているけど？」


「いや、そういうんじゃなくてさ、なんていうか……切せつ羽ぱ詰つまった、みたいな……」


　わずかに、空の口調が変わる。


「……なんか、あったの？」


「それがわからないから、こうやって探しているんだよ。あいつ、なんていうか最近余よ裕ゆうがないような顔しててさ、夜に出歩いている、なんてうわさも聞くし。ちょっと気になって……まぁ、ただの勘かんなんだけどな。なんかトラブってる気がして」


「……」


「でさ。明日あしたあさっては休みだし、なにか動くんじゃないかと思って、とにかく今日きよう中じゆうに問い詰めようと思っているんだが、……空は、なんか知らない？」


「……だから知らないってば。だいたいなんであたしに聞くのよ、学級委員だからって、クラス全員の内情を把は握あくしているわけじゃないわよ？　あたしなんかより適当な男子に……なによその顔」


　いったいどんな顔をしたのか。


　祐ゆう樹きの位置からでは見えないが、憮ぶ然ぜんとした空そらの声に重なって、ふっふっふ、という不ふ敵てきな笑いが聞こえた。


「おいおい、隠かくすな、隠すなよ。幼おさな馴な染じみだろ？　水くさい。聞いているぞー」


「……な、なにを？」


「最近、あいつと仲がいいんだって？」


「──な？」


「なんか密みつ談だんしてたり、一緒に帰ったりしているそうじゃん！　いやぁ、タカシマさんも女の子、とうとう、恋に興味が出ましたかー」


「──な？　あ？　あ？」


　高たか嶋しま空の、絶句した顔がどんどんと赤く染そまっていくのを机の下から他ひ人と事ごとのようにながめ、祐樹は内心ため息をつく。


　うわ、鷹たか生おのやつ、──委員長もかわいそうに。よりにもよって鷹生にそんなこといわれるなんて。──というかさすがは鷹生だ幼馴染のわりに委員長の気持ちにぜんぜん気づいてないらしい。転校生の自分すら、見当がつくというのに──


「なぁ！　あ、あんたね、か、勘かん違ちがいしないで！　あたしとあいつはなんでもないから！　ぜんぜんなんとも思ってないから！　あいつとなんて路ろ傍ぼうの石ころほどにもない！」


　そのちょい文学的な表現はいったいどういう意味だろう、石ころにすら負けているっていうことか？　──別に想おもってほしいわけじゃないけどはたして委員長はその『あいつ』がここにいることをわかっているのだろうかとちょっとだけへコみ、


「なんだよ。そんなに照れなくても。あいつ根はいいやつだぜ？　おれが保証する」


「──だぁっ！　あんたはっ！　妙な誤ご解かいをするなぁ！」


　おまえなんかに保証されてもうれしくねぇやと憮然とし、ある意味血も涙もない鷹生の言葉に空の内面をおもんぱかって涙する。


「ま、とにかくそういうわけだから、空もさ、ちょっと注意しといてくれよ。なんなら委員長権限使ってさ」


「どんな権限でなにをしろっていうのよ。……わかった。注意しとくから」


　んじゃ、という声とともに、今度こそ、ようやく気配が離はなれていった。


　足音から察するに──やはり探たん索さくすることにしたのか──扉とびらのほうではなく奥の書棚に向かっているらしい。


　じっと黙だまっていることができず、祐樹は小さな声で話しかける。


「……ご愁しゆう傷しようさま」


「……なにがよ。別に、……あんたも変な誤解しないでよね」


「おれはしないけど、日ひ野のの思いこみを解とくのはかなり難むずかしいだろうなぁ」


　沈ちん黙もく。


　しばらくして。


　空そらがぽつりと、いった。


「……そういえば、あんた、確たしかに夜、いないよね」


「……」


「……もしかして、……あたしのせい？　あたしが部屋を借りているから？」


「まさか？　──なんで自分の家なのにあんたに遠えん慮りよするんだよ。そっちこそ変な誤ご解かいをするな。気持ち悪い」声が大きくならないよう注意して、できる限りそっけなく、告つげる。「……ていうかさ、詮せん索さくするなよ」


「……」


「おれも、あんたがなんで他人の家に眠ねむりに来るのか詮索しない。だからあんたもおれの事情を知ろうとするな。……心配なんかしないでいい。よけいなお世話だ。そういう約束だっただろ？　どれほどあんたがうなされようとおれはだれにも連絡しない。ほうっておく。代わりにあんたもおれの行動にかかわらない。おれたちは他人。それでおしまい」


「…………わかっているわよ」


「……」


　どうかな、と心のなかで反論する。


　それほど長い付き合いではないが、この委員長の人柄はそれなりにわかってきている。


　セラや日ひ野のの同類。知り合ってしまった相手はどうにもほうっておけないタイプ。


　日野にもいわれてしまったし、いいかげん決着をつけないと、踏ふみこんでくるのは時間の問題だろう。


「──そろそろ潮しお時どきかもな。委員長も、これ以上日野に変な誤解はされたくないだろ？」


「別に、鷹たか生おは関係な──」


　いきなり読書にもどった空に、祐ゆう樹きも息を潜ひそめて周囲の気配をうかがった。


　……空の表情に、ちょっと驚おどろく。


　空は、目を丸くして、唇くちびるをかすかに開いて、本を読むふりをしながらも明らかに動どう揺ようして、書棚のほうを見つめている。


　いったいなにを見ているのか──


「待ってください！」


「……しつこいな、一年」


　知っている声が、二つ、近づいてくる。


　一つは鷹生、もう一つの高い女の子の声は──


（……まさか？）





「──どうして泳がないんですか！」





　空気がぴん、と、張り詰める。


　緊きん張ちようからか、空そらの顔が青ざめている。


　立ち止まったのか、二人の足音は聞こえない。


　いったいなにが起きているのか。息を潜ひそめて、ただ、待つ──


「……あんたになんか関係あるか？　それともだれかに頼まれたか？」


「あの、あたし、水泳部の──」


「知るか。あんたがだれでも、どこ所属でも関係ない。おれはいま水泳部じゃないし」


　日ごろの鷹たか生おからは想そう像ぞうもできないような、冷たい口調。


　空も顔面を蒼そう白はくにして、唇くちびるを嚙かみ締しめている。


　たかが水泳の話でここまで緊張しなくても、そう思いつつ、場の雰囲気に呑のまれたか、祐ゆう樹きも自身の身体からだが固まってしまっていることを否ひ定ていできない。


　──日ひ野の鷹生は、中学生のころ、水泳部のエースだったという。


　しかし高校に上がったころ事故に遭あって、それ以降水泳はやめており、部内どころか学内ですらその話題は禁句らしい。


　祐樹は転入生であり、なぜそうなっているのかという学校事情は知らないのだが──


　よく知った、女子生徒の声。


「リハビリは終わったんでしょう？　もう身体はだいじょうぶなんでしょう？　なのに、なんで泳がないんですか？」


「だから、しつこい。水泳部だろうがなんだろうが、事情も知らないくせに首をつっこむな」


　つっけんどんな物言いに、意外と冷静な答えが返る。


「……確たしかに、あたしは事情を知りません。だから教えてください。なんで泳がないんですか。そして、なんでみんなそんなに、先輩のことを怖こわがっているんですか？」


「……怖がって？　って、おれを？」


「気づいていないんですか？　先輩方もコーチも、先生たちまで、みんな先輩に遠えん慮りよしているじゃないですか！　水泳部にもどるのかどうかすごい気にしてて、そのくせなにもいわないで、ずっと興味ないふりしてて──」


「……それはつまりさ、おれのこと、もうあきらめているってことだろ？　あんたが深読みしすぎなんだよ」


「違います！　みんながまだあきらめてないってぐらい、その場にいればわかります！　──だから先輩、もしもあきらめられていると思っているんだったらそれは誤ご解かいで──」


「いいからほっとけ！　ていうかあんた、マジでなんなんだ。会ったことないよな？　これが初対面だよな？　そんなやつにいきなりいわれて素す直なおに話ができると思うか？　事情も知らないくせに──あんた、おかしいよ」


「……それは、そうかも、しれないけれど、関係って、ないかもしれないけど……でもあたし、いちおう、水泳部で後輩だから。そして水泳部員は、みんな心配していますから！」


　自分のほうが理り不ふ尽じんなのはわかっているのだろうが、あくまで一歩も退ひかない少女。


　机の下に隠かくれていては、鷹たか生おがどういう顔をしているかわからない。『少女』がどんな感じで立っているのかわからない。声と、そして空そらの表情から状況を推おし量はかるしかない──全身を固めて聞き耳を立てつつ、祐ゆう樹きはもどかしさを覚える。


　……たかが水泳くらいのことで、女の子をそんな脅おどかすなよ、日ひ野の。


　おまえは普通に話しているつもりでも、男が怒鳴ったりするのは女にとって、けっこう怖こわいもんらしいぞ──


　もういい、という声とともに、歩き出す足音。


　それを否ひ定ていするように、強い口調の声が飛ぶ。


「逃にげるんですか！」


「……なんだと？」


「先輩、本当に気づいてないんですか？　みんなが気にしていること。みんなを不安がらせていること。みんな心配しているのに──」


「知ったことかよ！　そんなの、頼みもしないのに勝手に──」


「そういうこというな！」


　突然、少女の声が跳はね上あがった。


「そりゃ、みんな勝手に心配しているのかもしれないけれど、先輩の夢は先輩の勝手なのかもしれないけれど──頼たよ莉りちゃんにもいわれたけど、こういうのって、自己満足を押しつけているかもしれないけれど──それでも、周まわりにいる人たちの気持ちを、心配してくれる想おもいを、勝手なこととか、いうな！」


　沈ちん黙もく。


　それは短い間だったのか、けっこう時間が経たったのか。


　少し落ち着いた、少女の声が聞こえてきた。


「……あたし、その、最近……ちょっと、変わったところで友だちできて、その人、ひねくれたところもあるけど、でも、本当はとても、いい人で──」


「……で？」


「……その人、昔、すごく悪いことをして、それで、いま、いっしょうけんめいがんばって……いたんです。昔やってきたことのせいで、……他人と触ふれ合あうのを怖がって、敵てき、以外の人の顔をまともに見られなくて、でも本当は寂さびしがり屋で、友だち、っていうか、そういうののある暮らしを望んでいて、だからいっしょうけんめいがんばろうとしていて、なのに最近、その、なんか、昔やってたことのせいで、ようやく手に入れた生活、全部捨てなきゃいけないことになっちゃって……だから……ごめんなさい、なにいっているのかわかりにくいかもしれないけれど、周まわりに心配してくれる人がいるって、とてもしあわせなことだと思うんです。そしてそういうのって、いつなくなるかわからないから、だからそういうの、大事にしなきゃいけないんだと思うんです。なのに先輩、みんな心配しているのに、そういう気持ちとか、無視しているように見えて……」


「……別に……おれは……」


「無視しているわけじゃないんだったら、少しでも、お互いに、話したほうがいいと思うんです！　復帰するとかどうとかじゃなくて、結論なくてもただ話してみるだけで、それでもけっこう安心させられると思います！　先輩だって、そのほうがすっきりすると思います！　──だから、お願いします、先輩。きちんと話をしてください！」


「……あ、頭下げるな」


「……なんで、泳ごうとしないんですか？　リハビリしていたときは、ずっとプールにいたじゃないですか。療りよう法ほう士しさんに、絶対に泳げるようになってみせるって笑ってたじゃないですか。リハビリも成功したって」


「……うわ、よく知ってるな。なんだよあんた、おれの熱ねつ狂きよう的ファン？　ストーカー？」


「違います！　あたしも前まであそこに通っていたんです！　ちゃかさないでください！」


「……前みたいな記録が出せなくなったんだ」


　──いきなりつぶやかれた言葉に、のどの鳴る音が重なった。


　出で所どころであるところの空そらが、見ているのがかわいそうになるくらいに狼ろう狽ばいして読書のふりでごまかそうとしている。


　が、沈ちん黙もくが際きわ立だったのは一いつ瞬しゆんだけで、二人の会話は止まらず続く。


「そ、それってどういう意味ですか？」


「どういう意味って。そこはあんた、推おし量はかろうよ」


「……みんなをがっかりさせたくなくて、いえなかったってことですか？　だったらそれって、逃にげてるだけじゃないですか！　そりゃ、プレッシャーかもしれないけれど、そこで逃げてたらいつまでたっても解決しないです！　だいたい」


「あー待て待て！　いまのはアレだ、あんたをヘコませようと思っていってみただけだ。……ていうかあんた、初対面の人間相手にけっこう血も涙もないな。いっていることは正しいけれど、まぁおれは平気だけど──それってけっこうきっついぞ？」


「……すいません。不器用で」


「なるほど」


　鷹たか生おの声には、揶や揄ゆするような響ひびきはあるが、険けんはない。


　そこだけ切り取ったかのように、ぽつり、と言葉が宙に置かれる。


「……気が乗らないんだ」


「……え？」


「おれさ、……まぁ、知っているかもしれないけど、親が、なんかオリンピックにこだわり──っていうかアレはもうトラウマかな──がある人たちで、隣となりの家の人たち──コーチなんだけど──もそんな感じで、子供のころからずっと、泳ぐのが当たり前だった。好きとか嫌いとかの前にもう泳いでて、ああ、でも泳ぐの嫌いじゃなかったし、親とか周まわりの人たちが喜んでくれるの普通にうれしかったし。まぁ、なにがいいたいかっていうと、子供のころからやっててほめられてきたんだから、泳ぐっていうのはおれの自信やらなんやらの源みなもとで、なんの疑ぎ問もんも持ってなかった。だから事故に遭あっても、こんな程度で泳ぐのやめたりしないぞって、……思ってたんだけどなぁ。


　気がついたら、……なんか冷めてた」


「……冷めて？」


　確かく認にんするような少女の問いに、本当にそれだけなんだ、とどこかやさしい口調で、鷹たか生おは続ける。


「……気がつくと、──なんていうか、気が乗らなくなっていた。


　なんでかはわからないんだけど、泳ごうと思ってみても、前みたいな気持ちになれなくて……でもさ、おれ、ずっと水泳やってて、なんていうか、これだけは、みたいなもんがあるから、半はん端ぱな気持ちで泳ぎたくない、ていうか怖こわいんだ。気が乗らないまま泳いでみて、本当になにも感じなかったら、って思うと、いままであったものが、ずっと続けていたものが、なくなってしまっていたら……そう思うと、泳げない。だから、たぶん気分の問題だろうから、泳ぐ気になるまで待とうって──


　……ああ、確たしかに逃にげだな、甘えているよな。


　もともと練習ってやつは楽しんでやるもんじゃないそうだし。でもおれはいつも楽しんでたし──


　わかってもらえるとは思わない。


　とにかく、気が乗らないのに泳ぐことはできなくて、かといってもしもまた泳げるようになったらやっぱりだれかと泳ぎたいし、オリンピックとかも目指してみたいし……そう思うと、恥はずかしながらやめる、ともいえなかったってとこ。ようするに、気が乗らないから泳げない、ただそれだけ。んで、たぶん自分でも、そういうの甘えたわがままだってわかっているから、だから話せなかったんだろうな。……なんか意地になっちゃってたんだろうな──


　こんな感じで、いいか？」


　おずおずとした少女の声。


「……た、試しに、泳いでみたら……？」


「だからぁ、それができたらこんなに引ひっ張ぱってないって。別に、わかれとはいわないけどな。……だいたい、やっぱり、甘えだよな。そんなのは。わがままだよな。たくさんの人間に迷めい惑わくをかけているんだろうし──わかっているんだ。そろそろはっきりさせないといけないことは。……水泳に復帰するのか、すっぱりやめるか」


「……べ、別に、そこまでおおごとに考えなくても、ただ、泳ぐってだけでも……」


「いいや。さすがにそうはいかない。おれだって、自分がどれだけ期待されていたかは知っている。それこそ意地だ。ハンパはやらない。やるならオリンピック目指すし、やめるならすっぱりやめる。くだらない意地だと笑われようがけじめはつける」


　──いま、『少女』はどういう顔をしているのだろう。


　意い図としてかどうか知らないが、鷹たか生おはなかなかきついことをいっているなと祐ゆう樹きはぼんやり、思う。


　鷹生の言葉は、ある意味宣告している。


　おまえの質問が、こちらの人生を決めることになったのだ、と。


　もちろん、最終的には鷹生の責任なのだが、運命が動くきっかけとなったことに変わりはないし、だれかの人生を変えたという事実、それは人によっては重い『荷物』となるだろう。


　とはいえそれは、踏ふみこんだ質問をしようというなら当然しておくべき覚かく悟ご。


「──とにかく、そういうことでいいかな？　一年。……納得したなら、いまの話は忘れてくれ。近々結論出して、部長には自分で話すから──」


　しばらくして。


　はい、という返事。


　……すいませんでした、という小さな声が聞こえた。


　気配がひとつ離はなれていき。


　ドアの閉まる音が響ひびく。


　微び妙みように後味の悪い間まが生まれ、とってつけたように、鷹生がしゃべりだす。


「……なんかすごい一年だったな。……ああ、びっくりした」


「……そ、そうね」かすれた声を出し、あわてたように、空そらはいいなおした。「……そうね。ちょっと、……びっくりした」


「ああ。……てか、よりにもよっておまえの前で、とはなぁ。……とにかくそういうわけだから。──いい機会だし、そろそろ結論を出すよ」


「……」


「……とりあえず、今日きようのことは内ない緒しよにな？　騒さわがれたり、あの子がいじめられたりしてもかわいそうだし。オフレコだぞ？　おれの親にも、おじさんたちにも」


「……だれにもいったりしないわよ。あたしはもう水泳に興味はないし」


「……………………そう、だったな」


　しかしまぁすごい一年……、とつぶやくような声が聞こえて、しばらく沈ちん黙もくが続く。


　やがて。


　じゃあ、という声とともに足音が離はなれていくのを、祐ゆう樹きはぼんやり聞いていた。


　ドアの閉まる音に驚おどろき、われに返り、そっと頭上を見上げる。


　高たか嶋しま空そらは、じっと、扉とびらを見つめていた。


　鷹たか生おの背中の消えた向こうを。


　ただ、じっと──


　その横顔をながめて、祐樹はふと、思う。


　自分も、こんな顔をしているときがあるのだろうか──
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　どうしたの、と問われ。


　自分がセラを見つめていたことに気づいて、ラケルは首を振ふり、回想を払はらい、フードを深くかぶりなおした。


　──自分のトカゲの顔にどんな表情が乗っていたとしても、そんなものは見せたくなかった。


　わかっている、自分の無力さは。


　現実世界のセラを助けることも、こちらの世界のセラとミュージィを仲直りさせることも、できない。


　それでも、こんな自分にだってできることはある。


　ええとね、と何事もなかったかのように、先の言葉を繰くり返かえす。


「……セピアカラードのことで、話そうと思ったんだけど──」


「セピアさんが『流る転てん』を呼び寄せているってこと？　それなら、店長さんから聞いたけど？」


「……そう？　ああ、そうなんだ。ならいいんだけど、……じゃ、じゃあ、セラのほうから、聞きたいこととかない？」


　ううん、とセラは考えこんだ。


　困ったような笑顔を浮かべ、独ひとり言ごとのようにいう。


「あるっていえばあるんだけど、なんか、聞くのって、怖こわいな……」


　それは、現実での、鷹生とのことがあるからだろうか。


　それとも、ミュージィと気まずくなったせいか。


　セピアの話は聞いたという。ならばそのことで衝しよう突とつしたのかもしれない。セピアのことでセラがショックを受けるのは予想できていた。だから、セピアカラードとは知り合ってほしくなかったのに。


　黙だまって考えこんでいるセラ。


　前まえ髪がみをきれいに切りそろえ、後ろに三つ編みを二本下ろしている姿は実際の年齢よりも子供っぽく、そういう少女の力ない様子にラケルは切なさを覚えて泣きたくなる。


　きっと、セラは、──結局は、突き進んでくるだろう。傷つけられることもかまわず。


　彼女はそういうヒトだから。


　しばらくして。


　あのさ、とセラが話し出した。


「……聞くの怖こわいけど……でもやっぱり、聞かないといけないと思うから、聞くけど、正直に、答えてね」


「う、うん」


「あの、ラケルって、セピアさんのこと嫌いだよね？」


「……まぁ、ね」


「それって、セピアさんがここに『流る転てん』を呼び寄せているから？　それとも……『流転』を呼び寄せるほど強い気持ちで、ずっと恋人を待っているから？」


「……ミュージィが、そういったの？」


「……店長さんは、そんなの異常だって。……だから、セピアさんのこと嫌っているみたいで、……だから、ラケルもそうなのかな、って……」


　ラケルは首を振ふった。少しだけ安心しつつ。


「いや、それは違うよ、セラ。おれもミュージィもそんな理由であいつを嫌っているわけじゃない。それは誤ご解かいで、もしもミュージィがそういったなら、きっと言葉が足りなかっただけ。どちらかといえばミュージィは、……一見リアリストだけど中身は相当ロマンティストで、うん、だから逆に、そういうの口に出せないヒトなんだよ」


　ミュージィは現実世界でシンガーソングライターを目指していて（ちなみにミュージィはラケルがそれを知っていることは知らない）、言葉、というものにこだわるところがある。そのせいか、往おう々おうにして皮肉っぽかったりあえて言葉を惜おしんだりする。……まぁ性格的なところも大きいだろうけど。


「……まずね、セラ。『流転』を呼び寄せるのは『強い気持ち』なんかじゃない。確たしかに『流転』は人の意思に反応するけど、『流転』を呼び寄せるのは、強い意思なんかじゃない。


　……『流転』を呼び寄せるのは、強い『行き場のない気持ち』なんだ」


「……行き場のない、気持ち？」


「本気の思いは、行動になる。強くなりたいと思えば、修しゆ行ぎようする。頭がよくなりたい、と思えば勉強する。夢をかなえたい、と本気で思っているのなら、それは自然に行動となる。でも、どんなに強く思っても、行き場のないものもある。……たとえば時間をもどしたい、とか、死者を生き返らせたい、みたいな、後ろ向きな、現実から逃とう避ひしている……どうにもならない物事を、『ありえない』、とわかっているようなことを、それでもどうにかしたいと思う気持ち。それは、……こういいかえてもいい。──『流る転てん』を呼ぶのは、『絶望』からはじまる思い、なんだ」


「……セピアさんが、絶望しているっていうの？」


「……こちらの世界では、意思は『内ない力りよく』に深く結びついていて、強い思いは内力を増ぞう幅ふくさせる。そして、行き場のない内力は身体からだの内から外に飛び出し、世界を揺ゆらし、ゆがめ、『流転』をつくり、呼び寄せる──だから、いまの状況こそ、セピアが絶望──ちょっと語ご弊へいがあるかもしれないけど、とにかく、現在の状況に絶望している証しよう拠こになる」


「……で、でも、だからなに？　絶望しているっていうのがよくわからないけど、でもセピアさん、ああして恋人をずっと待ち続けて、それは異常なのかもしれないけれど、それはあの人を嫌う理由になるの？　それって悪いことなの？」


　ラケルは首を振ふった。


「……おれたちは、セピアが恋人をずっと待ち続けていることを嫌っているわけじゃない。……それほど一人の人間に惚ほれこめるって、うらやましいとさえ、思う。ミュージィはとくにそうだと思う。──でもおれたちには、それが不ふ可か能のうだとしか思えないから、……同情、っていうと聞こえが悪いけど、あいつのことを哀あわれにも思う。……でもそれだけで、決して嫌っているわけじゃない。


　──ただ。


　あいつは、『変質』してしまってるんだ」


　変質？　とセラが怪け訝げんそうにこちらを見る。


　話をはじめる前に比べてその目に宿やどる光は強く、ペルソナの模も様ようもなにやら動き出していて、それがラケルを安心させて、頭上の木々に視線を向けつつ──ふと思う。


　たぶん、セラは『絶望』という言葉からもっとも遠いところにいるのだろう。


　一見世間知らずの子供風だが、その実セラには雑草もかくやの性しようがある。


　衝しよう突とつを恐おそれず前に出て、踏ふまれてへこみ身体を痛みにさいなまれてもなお立ち上がる意思がある。


　砕くだかれることを恐れつつも必要ならばと前へ出る力、それは勇気と呼べるもの。


『絶望』と遠く隔へだたったもの。


　鷹たか生おだろうがミュージィだろうが、だれ相手でも正面からぶつかっていく──そんなセラだからこそ、相手もそれに応こたえざるをえないのだろう。


　それはとても好ましい資質。


　──だからこそ、セラには理解できないだろう。


「……誤ご解かいしないでほしいんだけど、おれたちに、セピアの最初の気持ちを笑うつもりはない。セピアは本当に、恋人を好きだったんだと思う。この樹じゆ海かいに『赤のオアシス』をつくったときは、本当に、恋人を待ち続ける気でいたんだと思う。


　でもあいつは、──いつのまにか、絶望してしまっていた」


　それはきっと、とてもゆるやかな、もの。


　熱ねつ湯とうに投げ入れられた魚は、熱あつさに水を跳はね上あげてそこから出ようとするだろう。


　だが、適てき温おんからはじまって、だんだんと熱ねつせられていったなら、きっと最後まで──煮に立たってしまうまで、気がつかない。


　気づいたときにはゆだってしまい、もう跳ねることすらできなくなる。


　本当の絶望とは、きっと、そうしたゆるやかな、手遅れになるまで気づけないもの。


「──そしてね、どんな純じゆん粋すいな思いも、『絶望』したとききっと『変質』してしまう」


「……なにをいっているのか、わからないよ。もっと、わかりやすく話して」


「つまりね、……最初の気持ちはどうであれ、あいつはもう、恋人を待っているわけじゃないんだ。なのに待っているふりをしていて、ふりっていうか自分もだましているんだろうけど──それが『変質』ってことなんだ」


　あからさまにショックを受けた表情でセラはこちらを見ていて、かすかに青ざめたその表情に、ラケルは内心セピアカラードを呪のろう。


　ああ、こういう顔をさせちゃうことがわかっていたから、二人を会わせたくなかったのに。


　修しゆ行ぎようする必要なんかがなければ、ずっと会わせずにすんだのに──


「……どうして、そんなこと、断言できるの？　そんなのラケルの勝手な」


「明日あしたになったら、きっと、セラにもわかる。……だから、自分の目で確たしかめてみて」


「……見たら、わかる？」


「うん。たぶん。だからわかってほしい。別におれもミュージィも、恋人を待ち続けたいと願う気持ちを否ひ定ていしているわけじゃないんだ。……むしろ好ましく思う──


　……ただ、知っているから。


　どんな純粋な思いも、『永遠』の前では『変質』してしまう。


　純粋さも、真剣さも、誠せい実じつさも関係なく、ただ、変わる。


　だってこの世に滅ほろびないものなんて、ないわけで、だったら『思い』もきっとそうだから。たとえどんなに純粋だろうと、確かつ固ことしていようと、『永遠』を願ってしまえば、──勝てないことに、絶望するしかないから──」


「……」


「だから、決して、おれも、──ミュージィも、セピアやセラの『そういう気持ち』をバカにしたり、否定したりしているわけじゃなくって、──それだけは、わかってほしい。……その、なんていうか、もしも、そのことで、ミュージィとけんかになったんだったら──」


「……ううん。それは、別に──」


　言葉は中途で立ち消えて、沈ちん黙もくが、場に降りる。


　セラはしばらく、さっきまで腰こし掛かけていた大きな丸石に視線を落としていたが、やがて、いった。


「……ねぇ、ラケル。ちょっと座って？」


「え？」


　硬かたい丸石の上に引ひっ張ぱられ、なに？　と聞こうとして、ラケルは、背中になにかが当たるのを感じた。


「ちょっとこうしていてくれる？　あたしのほう、見えないように」


「……うん」


　樹林のなか、丸石の上に、背中合わせに、座る。


　顔は見えず、ただ、マント越しの温あたたかさだけがある。


　セラがこちらに寄りかかってくるのを感じ、ラケルも相手になるべく体重をかけないよう、寄より添そった。


　そうしてしばしの時間を過ごし──


　ほとんどつぶやくような感じで、唐とう突とつに、セラが、いった。


「……店長さんのこと、好き？」


「……え？　ああ、もちろん。大切な──」


「──友だちね。前にも、こんな会話をしたよね。覚えてる？」


「うん」


「店長さんとラケルって、なんていうか……複ふく雑ざつだ」


「……最初を、間違っちゃったからね」


　セラは、自分たちの過去を知っている。すべてとまではいわなくとも、おおよそのことを。


　そのことについてどう思われているか、たずねたことはないけれど──


「……掛け違えたボタンは、最初っから掛け直さないといけなくて、でも現実はそう簡単にはいかない。またはじめっからなんて、不ふ可か能のうだから──きっと、ずっと、このまま、かな」


　──過去をなかったことにはできない。


　──『流る転てん』を使えばもしかして、可能なのかもしれないけれど──


「……もしなれるなら、恋人同士になりたい？」


「……ううん。たぶん、おれも、そしてミュージィもそれは望まない」


「……そう？　本当に？　店長さんも？　断言できる？」


「うん。だって、それじゃあ『変質』しちゃうから」


「……わからないなぁ。……それってかっこつけてない？」


「……さぁ。いうとおり、かっこつけているだけかも。どうしたらいいかわからないだけかも。ただ、……きっとミュージィは、おれのしあわせを祈ってくれていて、でも、ときどきはきっと同じくらい、不幸を望んじゃったりして、それはおれのほうも同じで、それはぜんぜん矛む盾じゆんしていなくて、つまりおれたちはお互いに、そういう過去を積み上げてきたわけだから、──まぁおれのほうは加害者だから、筋違いっちゃあそうなんだけど──


　でもそれは、確たしかに──おれとミュージィがつながっているってことなんだ。


　それはやっぱり、おれたちにとって、否ひ定ていしたくない、大切なもの、だと思うから──」


　ふと、『流る転てん』の音を意い識しきした。


　ずっと聞こえていたのだろうが、それまではぜんぜん意識していなかった。


『流転』の揺ゆらぎが周囲の小さな音を消し、だから黙だまっていると一人っきりでいるような気にさせられる。


　あの図書室での、机の陰かげに隠かくれていたときのような──


　でもあのときとは違い、背中に当たる感かん触しよくが一人でないのを教えてくれる。心強さを感じて、少し申もうし訳わけなく思う。セラと違って変へん温おん動物部分の割合が高い自分の背中はまったく温あたたかくないだろうから。


　自分が恒こう温おん動物だったら、きっと、セラを温められるのに──


　セラがぼそっと、いった。


「……ちょっとだけ、うらやましい」


「え？」


「……なんでもない」


　ぐぐ、と背中に体重がかけられる。


　逆らわず身体からだをかがめると、ついで腕が回されて、──ラケルはセラが身体の向きを変えたことを知る。


「……セラ？」


「……朝早かったから、ちょっと、このまま、眠ねむらせて？」


「──ええ？　こ、ここで？」


　──このままで？


　問いかけてみるが、返事はない。


　まさか本当に寝ねるつもりだろうか──こんなところで？　こんな体たい勢せいで眠れるのか？


　ラケルはため息をつき、セラが抱だきつくように寄りかかってくるのにまかせた。


　セラの本意はわからないまでも、せめて眠りやすいように、と集中し、体内の『内オ力ド』を循じゆん環かんさせる──


「──じゃあ、おやすみ──」








　──完全に眠ってしまったのを確かく認にんし（そしてそのことに少し驚おどろきつつ）、ラケルは静かに、首を回した。


　自分に寄りかかるようにして、眠っている少女。


　寸前まであった憂うれいは感じられない、安らかな寝ね顔がお。


　いとおしさが立ちのぼってくるのを覚え、ラケルは、──触ふれかけた自分の手を止める。


　こんな鉤かぎ爪づめで撫なでてやっても、悪夢を見せるだけだろう。


　ふと、図書室でのことを思い出す。『セラ』が鷹たか生おに訴うつたえていたことを。


　彼女がいっていた、『変わったところの友だち』のことを──


　──ありがとう。とても、うれしかった。


　だから、セラには笑っていてほしい──セピアと会ってほしくはなかった。


　ミュージィとけんかしないでほしい──二人とも大事な人たちだから。


　そして、できればいつまでもだれかを殺さずに、きれいで、しあわせでいてほしい──


　──この爪じゃ、撫でられたって鳥肌が立つだけだろうけど、──適てき材ざい適てき所しよ、自分にも、こんな自分だからこそやれることがある。


　寝ているセラに、ラケルはそっと、話しかけた。


「ねぇ、セラ。……セラにはわかるかな？　……おれはさ、あのとき、……本当に、うれしかったんだ」


『ダイス６シツクス』たちの隠かくれ家がで、セラに会ったこと。


　生首にされていた自分を、怖こわがらずに、普通の人間のように接してくれたこと。


　そして、こんな怪かい物ぶつの自分を、生命の危険もかえりみず、たった一人で助けに来てくれたこと。


　なんの『義ぎ理り』も『借り』もなかったにもかかわらず、ただ知り合ったというだけで、怪物のおれを心配し、セラは助けに来てくれた──


「あのとき、おれは、本当に、うれしかったんだ──」


　だから、今度は、おれが助けると、決めた。


　命を懸かけて自分を助けてくれた彼女を、今度は自分が助けると。


　セラが命を懸けてくれたように、自分のすべてを懸けてでも。


　そっと、立ち上がり、起こさぬよう細心の注意を払はらいつつ、ラケルはセラの身体からだを抱だき上あげた。


　これから自分が守るもの。


　そう、先日の『事件』のおかげで、とうとう見つけることができた。


　あとはもう、実行するだけ。


　あの学校に、転校した目的を。


　──今日こそ決着を、つける──


「──『ダイス６』のことは、おれが、かたをつけるから」


　だから、きみは、なにも心配しないで──なにも知らなくて、いい。


　心こころ穏おだやかに、しあわせでさえいてくれれば。





　寝ねているセラを『オアシス』の管理人宅にあずけ、ニケ／ミケにまかせると──セピアはすでに森に向かったのか、いなかった──ラケルは『オアシス』から外へ出た。


『流る転てん』を刺し激げきしてしまうことを考えれば、周囲に人がいないほうがいい。


　うっそうと木の茂った森の奥へと進み、あらかじめ掘ってあった穴あな倉ぐらへと潜もぐる。


　日の温あたたかさのない冷たい地面に、マントを敷しいて、そっと身体からだを横たえて。


　ラケルは『現実世界』へと──


『赤あか松まつ祐ゆう樹き』に、『シフト』した。








　　　　◇








　アラームが鳴るのと同時に目を覚まし。


　窓から外を見て、日が暮れているのを確かく認にんすると。


　祐樹は行動を開始した。








　　　　４．








　闇やみは、祐樹にとっては敵てきでしかなかった。


　それは不ふ思し議ぎな感覚で、──いつもと勝手の違うことが、逆に祐樹を落ち着かせていた。


　向こうの『ラケル』にとって、闇は仲間だ。


　視力のよくないラケルは、代わりに他ほかの感覚が発達しており、人じん外がいの感覚器さえ持っているから。対して祐樹は鼻で相手を観みたりはできない。舌でにおいは嗅かげないし、振しん動どうを感知したり、熱ねつをとらえるなんてさらに論外──だから目に頼るしかないが、夜、というのは当然ながら光源が少なく、視界が利きかない。『ラケル』にとって暗闇は自分を隠かくし相手の視界を奪うばってくれる味方だったが、目にしか頼れぬ『祐樹』にとっては枷かせでしかない。


　思わず舌打ちする。


　ものがよく見えないということが、舌が働かないということが、こんなにも厄やつ介かいなものだったとは。


　あと、『ラケル』のときには平気だった──むしろかぐわしかった──においが、祐樹にはどうにも慣なれない。吐はき気けがする。


　しかたないか、とのどにこみ上げてきたものを飲のみ下くだし、祐ゆう樹きは廃はいビル──先日、『セラ』が襲おそわれ連れこまれた場所──の、かびとほこりともうひとつの真ま新あたらしい『におい』を嗅かぎつつ、くず布でナイフをぬぐった。


　赤い汚れのついたそれを、ジャケットのポケットにしまう。


　──不ふ手て際ぎわは、しかたがない。なんといってもこちらの身体からだで戦せん闘とうするのは初めてなのだから。


　けんかすらしたことないのにいわんや殺し合いをや──そのわりに冷静に血ち糊のりをぬぐったり──汚れを気にしたのではなく切れ味を保たもつため──妙な部分で慣れていて、そうした事実が『祐樹』と『ラケル』が同一存在であることを自覚させてくれる。


　そうだ、身体がトカゲでないにせよ、おれが『ラケル』であるのに変わりはない。


　ならば、やれる。問題なく──


「お、おまえいったいなんなんだ」


　切りつけられた肩を押さえて、かつて『セラ』を襲った『不ふ審しん者しや』は、震ふるえる声を発した。


　名前は本ほん郷ごう晋しん待じ、高校生のようながたいをしているが、まだ中学生らしい。


　もっとも中学生だろうがなんだろうが、本郷なんたらを名乗ろうが、祐樹が『ラケル』であるのと同じくこいつが『ダイス６シツクス』であることに変わりはない。だから祐樹は問いに答えず、尻しりもちをついた『ダイス６』に近づいていく。


『ラケル』は理性が生まれたとき、自分に誓ちかった。


　残ざん酷こくではあっても残ざん虐ぎやくにはならないと。


　守れてきたかは定かでないが──それを当然祐樹も守る。だから意味なく怖こわがらせたりはしないし、いまはよけいな会話をする余よ裕ゆうもない。ただただ早く終わらせることを考えて、こみ上げてくる吐き気を抑おさえて男に詰め寄る。


　こいつを──それですべてにかたがつく──


　唐とう突とつに、『ダイス６』がいった。


「……エロ本を、買ったんだ」


　興味を覚え、相手の胴ではなく唇くちびるを見る。


　目は見られないから口を見る。さっきはその下部にあるのどを狙ねらって、失敗して肩に当ててしまった。だから今度は贅ぜい沢たくはいわない、胴を狙う。一いち撃げきでは終わらせられないだろうが相手がよけるのだからしかたない。この肉体では『ラケル』ほどには動けない以上、次じ善ぜんの策で満足するしかない。


　少年が、続けた。


「……エロ本を、買ったんだ。そしてさ、ほら、隠かくそうとしたんだ。親に見つかると困るから──机の引き出しの、隙すき間まに──そこに、カードと通帳があった。……通帳には、七十万も入ってた。……なんなんだ、これ！」


　それはな、おまえが脅きよう迫はくで得た金だ。


　心のなかで答えて、一歩、踏ふみ出だす。


　それに合わせて『ダイス６シツクス』も尻しりをついたまま後ずさる。


　もしかして、すぐ後ろが壁かべであることに気づいていないのか。戦いは実力差以上に冷静かどうかがものをいう。そしておれは冷静だ──


　空あいている手で口を押さえて前に出る。


　少年は、ついに壁に行ゆき当あたった。


「……パソコンに、おれの知らないフォルダがあるんだ。おれがつくった、おれの知らない、パスワードのわからない、開けないフォルダが──」


　それはおまえの『顧こ客きやくリスト』だ。


　向こうの世界で拷ごう問もんし、真ま名なを調べてこちらの世界で脅迫するという、『向こう』ではありふれている悪あく党とうの手口。『向こうの世界』で苦しめられたくなければこちらの世界で金を出せ、いいなりになって服ふく従じゆうしろ──なにしろ脅迫手段が夢の世界でのことだから、罪つみには問えず、どんな優ゆう秀しゆうな警察にだって助けられない。逃のがれるためには向こうの世界で逃にげおおせるか、それとも狂ってしまうしかない──なかでもこいつらは、拷問手段がユニークだった。こいつの仲間に生きたまま五体をばらばらにされたときはきつかった。なにしろ自分四体分と戦わなければならなかったのだから。しかしそれ以上に、こいつのサイコロを使った拷問法はひどかった。相手にサイコロを振ふらせ精神を削けずるあのやり口、あれをセラが受けていたらと思うとぞっとする。この現実世界でまで、脅迫なんてされていたらと思うとぞっとする。


　されるかと思うとぞっとする。


　だから、させない。絶対に。


「……き、聞いてくれ、なにがなんだかわからないんだ。ただ、なにか忘れてしまっていて、胸に穴が開いている気がするんだ。怖こわいんだ。不安なんだ。知りたいんだ、──ただ、知りたかっただけなんだ──」


　ポケットを探さぐり、折り目のついたメモ用紙を取り出して、『ダイス６』は叫さけんだ。


「──これはおれの字、おれが知らない間に書いた──なんなんだよ！　おれはなにを忘れているんだ？　どうしておれは、会ったこともない女の名前と住所をメモしたんだ！　どうやって？　こいつ実在するんだぞ？　妄もう想そうじゃないんだぞ？　どうして？　どうやって──この女は、いったいおれのなんなんだよ！」


　──そう、そのメモを書けたかもしれないという疑ぎ問もん、可か能のう性せいがあったからこそ、おれはこの町に転校してきた。


　かつておれを助けにもどってきてくれた、セラを、今度はおれが助けるために。


　それが終われば、──もうこの土地に用はない。


　すべては今日きよう、このときのために──


　だからやり遂とげなければならない。


　終わらせなければならない。


　壁かべの端はしに『ダイス６シツクス』を追い詰めて、祐ゆう樹きはそっと呼吸を整ととのえる。


　血の臭しゆう気きが鼻に満ち、口がべとつき嘔おう吐と感が増す。心臓が早はや鐘がねを打つのを感じ、自分に向かっていい聞かせる。緊きん張ちようするな、冷静になれ、ただ世界が違うだけ、『ラケル』は決して初めてではない。慣なれているからだいじょうぶ──


　自分を正当化するわけではないが、これだけはいっておかないと──


「助かったよ。彼女を襲おそいに来てくれて。そうでなければ、おまえを見つけられなかった」


「なに？」


「……おまえが襲いに来なかったら、住所はおろか、おまえの真ま名なすらわからなかったんだからな」


　というかそもそも、危険があるのかどうかさえ──


　文字どおり、自じ業ごう自じ得とくというやつだ。


　口を開き、ふと、不ふ俱ぐ戴たい天てん、といいかけている自分に気づき、唇くちびるをゆがめる。


　どうにも昔の癖くせってやつはなくならない。


　それは『ラケル』の戦うときの癖であり、すなわち祐ゆう樹きの癖でもある。


「──もう、あきらめろ。おまえのその胸の穴は、気づいた以上なくならない。気づいてしまった以上、その穴のうずきを止める方法は、ひとつしかない」


　ここで終わらせなければ、こいつは永遠に『セラ』につきまとう。


　こちらの声に、『ダイス６』は固まっている。


　今度こそ、失敗しない。──終わらせる──！


　行動を決めたら速攻。それもまた『ラケル』の長所。決断を下した瞬しゆん間かんナイフを逆さか手てに持もち替かえて、気合とともに『ダイス６』に跳とびかかり──





「──よせぇ！」





　──声とともに、祐樹は横から飛びついてきた日ひ野の鷹たか生おにはじき飛ばされた。








　　　　５．








　鼻を襲ったアンモニア臭しゆうに、目を凝こらし、祐樹は『ダイス６』が小便を漏もらしているのを確たしかめた。


　くさい。


　なにかの病気を疑うたがうような濃い臭においに、身体からだを起こしかけていた祐ゆう樹きはついに吐はく。嘔おう吐とする。もっとも胃液以外に吐き出されてくるものはない。


「……あか……、なにやっているんだよ、おまえは！」


　名前を呼びかけて、やめた──どうやら鷹たか生おも『向こうの世界』でそれなりにもまれているらしい。


　祐樹は思わず唇くちびるをななめにし、自分と『ダイス６シツクス』の間に立った鷹生に笑いかけた。


「おまえこそ、どうしてここがわかった？　偶然通りがかれる場所じゃないぞ？」


「おまえが見つからなかったから、おまえがよく行く保健室の、間ま藤とう先生に聞いてみた。そしたら、最近うろついているとかいう『不ふ審しん者しや』のことを教えてくれた。ここで襲われた生徒がいるって、場所まで」


「……うわ、マジ……そうくるか。そうまわったか。まさに因いん果ががめぐったな」


「……『不審者』ってこいつのことだな？　……ていうか、おまえ、なにやってんだよ。こんなところで、──いったいなにをやってんだよ！」


　祐樹は口もとをぬぐい、『ダイス６』の様子をうかがいつつ、立ち上がった。


　壁かべにもたれた少年は、放心し、弛し緩かんし、漏もらしている──気絶している？


　しばらく観かん察さつを続けるが、ぴくりともしない。好都合。


　いちおう『マーカー』はつけてあるとはいえ、鷹生に見られてしまった以上、今日きよう逃にがすわけにはいかない。


　祐樹は鷹生に視線を移し、笑う。


「そいつ、どう？　気絶している？」


「あ？　……ああ」


「そうか。よかった。じゃあ話をする時間はあるな。……気づいているとは思うが、……そいつは『向こうの世界』の関係だ」


「！」


「簡単に事情を説明する。おれとそいつは『向こうの世界』で敵てきだった。おれたちは殺し合い、おれが勝った。そいつは『向こう』で、死んで、『向こうの記き憶おく』を全部失った、はずだったんだが──記憶が完全になくなる前に、おれの名前と住所をメモしていたようだ。向こうの世界で、暗記しようとしていた痕こん跡せきを見つけた」


「暗記、して」


「あとはわかるな？　聞いたことぐらいあるだろ？　向こうの世界で死んでしまうと、夢を見ることができなくなる。精神が不安定になる。人間っていうのはよくしたもんで、そういう状態ですら、しばらくすれば脳が適てき応おうして安定を取りもどせるみたいだが──ときに、死体が残って『ゾンビ』化してしまうような納得できない死に方をして、そいつみたいに中ちゆう途と半はん端ぱに記き憶おくが残ってしまうと、いつまでも不安定なまま、残った記憶に固こ執しつするようになり、ついにはこうして襲おそってくるんだ。胸の穴、を埋めるためにな」


「……そんな……」


　ちらり、ちらり、と少年に視線を送りながらもこちらを警けい戒かいしている鷹たか生おに、祐ゆう樹きは部屋の隅すみにあったカバンを目で示した。


「調べてみろよ、そのカバンはそいつのだ。スタンガンやらガムテープやら、物ぶつ騒そうなものが入ってっから。刃物だって隠かくしてるだろう──わかるな？　そいつは不安定になって、かすかな記憶に従って、自分を殺したおれを殺しに来たんだ。──だから邪じや魔ま、するな」


「……どうするつもりだよ」


「……決まっているだろ。自衛する」


　教えてやったにもかかわらず、鷹生に隙すきを見せるような──カバンを見に行く様子はない。


　こちらの言葉を信じているのか──向こうの世界で鍛きたえられたか。


　間断なくこちらをうかがっている鷹生の姿にイラつくものを覚えて、祐樹は隠すように後ろに回していたナイフを見せた。


「もう一度いう。邪魔、するな」


　向けられたナイフになんの反応も見せず、鷹生はいった。


「ふざけるな。なにをする気だよ」


「わからないのか？　そいつをほうっておいたら、おれはいつまでも命を狙ねらわれることになるんだぞ？　いつ襲われるかわからないんだぞ？　そいつは敵てきなんだから！」


「……警察、に──」


「それこそバカか。おまえ、アホか？　警察になんていう気だ？　夢のなかで殺したから逆さか恨うらみをされてます？　だから命を狙われてます？　賭かけてもいいぜ？　警察はなにもしてくれず、ひょっとしたらおれのほうにはいい病院を紹介してくれるかもしれないが、ただそれだけで、そいつは捕つかまることなく、代わりにおれの正体は広く『向こう』に知れ渡ることになるかもしれない。まぁ不ふ徳とくの致いたすところなんだが、おれには敵が多くてな、だから正マ体ナを知られるわけにはいかないし、そいつをほっとくわけにもいかない」


「……は、話せば、ちゃんと話せば、もしかして……」


「……そうだな。しばらくの間は大人しくしてくれているかもしれないな。だがな、だんだんと胸の穴がうずきだす。信用してくれていい。そいつは再び不安定になり、おれを殺せば胸の穴が埋まると信じこみ、襲ってくる。……おまえは知らないだろうがな、そういう事件がもう何件も起こっている。──ああ、こんなのはよくあることだ。おれも、こっちで人を殺すのだって、初めてじゃない」


「……それは、うそだ」


「……なぜそう思う？」


「こんなことに慣なれていたら、あんなに挙きよ動どう不ふ審しんになるかよ。ここ数日、おまえは本当におかしかったからな。思いつめているのはすぐにわかった。……それに、おれだって向こうに『シフト』してるんだ。なんとなく、だが、相手が殺しをしたことがあるかどうかくらい、わかる」


「……へぇ」


　いまの言葉は、鷹たか生おが（人間系の戦士職なら）少なくともレベル15に達していることを示している。


　つい最近まで新人ルーキーだったことを考えると、ちょっと信じられない成長率だ。


　もっとも、『ラケル』には遠く及ばないが。


　ナイフをちらつかせ、祐ゆう樹きはせせら笑った。


「まぁな。正直、こちらでは初めてだ。おれも別に殺人が好きってわけでもないし。……だがな、向こうではたくさん殺している。ああ、殺している。殺人者だ。おれも、そしておまえも──そうだろう？　向こうの世界じゃそれが当たり前。向こうの世界に『シフト』している人間はほぼ全員が殺人者──違うか？」


「……」


「……おまえもそうだしおれもそうだ。こっちでどんなに学生らしくふるまってようとその事実は変わらない。……言いい訳わけをするなら、まぁ、自分の身を守るため。だれも助けてくれないなら、自分は自分で守るしかない。それは当然のことだし、それを止める権利はだれにもない。──おれがいまからやろうとしているのは、そういうことだ。わかったか？


　わかったなら、邪じや魔まするな。もう一度いう。おまえにおれを止める権利はない」


　鷹生は沈ちん黙もくしたまま、祐樹の顔を見つめていた。


　じれったくなって、一歩、踏ふみ出だす。


「どけよ」


「どくかよ」


「ふざけるな？」


　ナイフを構かまえ、


　──叫さけびたくなるのをこらえて、深呼吸を繰くり返かえすと、祐樹は子供に対してするように、鷹生に向かい穏おだやかに、語りかけた。


「……なぁ、おまえの気持ちもわからんでもねぇよ、だがな、おれの気持ちもわかってくれ。ここでそいつを見過ごしたら、次はいつチャンスが来るかわからない。油断しているところを襲おそわれたら、こっちはどうしようもないんだぞ？」


「……襲ってこないかもしれない」


「ふざけるな！　──本当に、ふざけるな！　襲われたらもう遅いんだ！　いいか？　そいつは三日後襲おそってくるかもしれない。五年後襲ってくるかもしれない。──いいや、おれを襲うならまだいい、もしかしたら、そいつが襲うのはおれの友だちかもしれない。大事な恋人、家族だったり、周囲の人間だったりするかもしれないんだ。そのときおまえは、いまここでおれを止めた責任取れるのか！」


　たとえ鷹たか生おに見られていようと、『ダイス６シツクス』はここで殺さなければならない。


　そうでなければ、──また『セラ』が襲われる。


　こいつが『セラ』の真ま名なを覚えている限り、そしてこいつが胸に穴を感じている限り──


（セラは、あのとき、おれを助けにもどってくれた）


（だから今度は、おれがセラを助ける。絶対に、なにをしてでも──セラは、守る！）


　こみ上げてくる吐はき気けを必死で抑おさえ、祐ゆう樹きは鷹生をにらみつけた。


「邪じや魔まをするな。怪け我がするぞ。これで三度目──おまえにはおれを止める権利はない」


「友だちを止めるのに権利なんかいるもんか。……なぁ、まずは話し合おう？」


　いいながら。


　鷹生は背中から、竹刀しないを取り出した。


　──その瞬しゆん間かんまで、祐樹は鷹生が竹刀を持っていることに気づかなかった。


　目の前で竹刀を構かまえられ、思わずほおをゆるめてしまう。


　次いで怒りがこみ上げる。


　……こいつ、レベル15風ふ情ぜいが『ラケル』と戦う気でいるのか？


　話が通じないのなら戦ってでも止める、と？　ふざけるな？　最近『シフト』しだしたばかりのルーキーが──


　竹刀を胸の前に構え、鷹生がたずねた。


「……こいつを殺して、そのあとどうするつもりなんだ」


　意い識しきせず、口調が辛しんらつなものになる。


「ああ？　証しよう拠こを隠いん滅めつしておもしろおかしく暮らすさ？」


「……すごいな。完全犯罪宣言か」


「当然その気でいるけどな？　まぁ、見つかったらしかたない、そのときは大人しくこちらのルールに従うよ。……だがな、それまでは──こいつを『こちら』のルールで裁さばけない以上、『向こう』のルールでやらせてもらう。……マジメな話、絶対に見つかることはない。じゃなきゃこんなことはしない。人間なんて、みなそうだ。ばれなきゃなんだってできる。それは『向こう』でおまえも知っているはず」


　いわゆる正せい眼がんの構え、『向こう』では剣が得え物ものだというだけのことはあり、自然な鷹生の姿には、なかなかの雰ふん囲い気きがある。


　対してこちらはナイフ一本、リーチで圧倒的に不利。


　ここに至いたって祐樹はようやく状況に気づく。


　もしも鷹たか生おに頭を打たれ気絶させられでもしたら、もはやどうしようもない。


　そしておそらく鷹生の竹し刀ないはそれができる。


　そしてなにより、おれは、『祐ゆう樹き』は、『ラケル』ではない。


　これは、やばい──


　祐樹は静かに、息を吐はく。


「……マジに、おまえに怪け我がさせたくないんだけど？」


「おれもおまえに人殺しなんかさせたくないな」


「あいにくだけど、おれはもう人殺しだよ。『シフト』するようになってから、数え切れないほど殺している。それともなにか？　向こうでの殺しは殺しでない、とでもおっしゃるつもりか？　勇ゆう者しやを目指す戦士さまは」


　鷹生は、笑った。


　そして、いった。


「──ああ、誤ご解かいを恐おそれずいってやる。


　向こうは向こう、こっちはこっち、だ」


　頭のなかが真っ白になる──


　──鷹生の言葉の、なにに怒りを覚えたのかはわからない。


　が、次の瞬しゆん間かん、祐樹は本ほん郷ごうのことも、鷹生のことも忘れた。


　逆上し、相手や自分の安全を忘れ、かつての『ラケル』──理性を持たず同胞の怪かい物ぶつ系を殺しまくった『サラマンデル』──に意思のすべてを委ゆだねる。理性を捨て、ナイフすら捨て、鷹生に向かって飛びかかる──


　のどからほとばしった叫さけびは間違いなく、『火の赤』と呼ばれた魔ま獣じゆうのものだった。








　　　　◇








　──真っ白に感じる、光の奔ほん流りゆう──





　ただ、ただ、白いなか、遠くから、かすかな声が聞こえていた。


　その声に耳をかたむけ、祐樹はふと、思い出す。『蠱こ毒どくの時代』と呼ばれたあのころ、理性もなく知性もなく、怪物同士で殺し合っていた時代の記き憶おくを。


　なにもわからず、考えられず、ただただ叫んでいた時代。


　──いつからか、耳をつんざく怒ど号ごうの合間に、かすかな声が聞こえてくるようになった。


　それは、悲鳴。


　ただただ世界を固めるために、ただただ地水火風無五大元素を定めるために、


（そして、『魔ま王おう』を生むために）


　この世に『シフト』させられた、怪かい物ぶつ系という存在そのものの悲鳴。


　気がつくと、おびただしい死体のなかに立っていた。


　それをつくったのは自分だった。


　理性ができはじめていた。


　知性が生まれかけていた。


　はじまりは罪つみの認にん識しきから──それは自分がしてきたことの認識。


　これからもしていくだろうことの認識。


　なにも考えられなかった頭が、だんだん記き憶おくを蓄たくわえていく。


　それは殺さつ戮りくの記憶。


　意味のない殺し合いの記憶とともに、かすかな声をとらえていく。


　それは、悲鳴──踏ふみつけられた者たちの声。


　ただ踏み固められるためだけに『シフト』してきた者たちの声。


　その声をつくったのは自分。


　それを踏み固めたのは自分。


　はじまりは罪の認識から──


　──遠くで声が、聞こえる──あの声は──





「──そいつはひどいやつなんだ！　最低のやつだったんだ！　殺されて当然のことをしてきているんだ！」





「それは向こうの話だろ！　こっちの世界に持ちこむな！」





「ふざけるな！　向こうだろうとこっちだろうとやったことに変わりはない！　過去は消せない──おまえは知らない！　そいつはサイコロを振ふらせて、出た目で運命を選ばせた。恋人に恋人を殺させて、恋人の前で恋人を殺し、恋人に自分と恋人の命を選せん択たくさせた。生きるためじゃない、守るためじゃない、ただ楽しむためだけに──そういうやつだ！　殺されたって当然のやつだ！　そいつは覚かく悟ごしておくべきだ！　いつか裁さばかれることを、いつか断だん罪ざいされることを──たとえ向こうの世界の話だろうと、そのままでいいはずがない──


　──殺すな、だと？


　おまえのそれは、偽ぎ善ぜんなんだよ！」





「──おまえこそ！　《悪》に甘えるな！」





（──なに？）





　……声が、聞こえる。


　──泣いている、声。


　祐ゆう樹きはそっと顔を上げ、周囲を見渡した。


　ここはどこだ？


　──廃はいビルの一室。


　なぜこんなとこに？


　──『ダイス６シツクス』とかたをつけるため。


　……そうだ、鷹たか生おのバカがなにかいって、おれ、なんか、キレてしまって──


「……落ち着いたか？」


　横からの声にぎょっとして、見上げる。


　とたんに身体からだ中じゆうから痛みが走る。鈍にぶい痛み。じんじんくる熱ねつ。なかでも指先が痛い。見ると割われた爪つめがある。爪のはがれた指もある。爪と指の間に真まっ赤かなものが詰つまっている──


　鷹生も顔面を血で汚し、鼻にティッシュを詰めていた。


　着ていたシャツも血にまみれてびりびりに──


「おまえ、強いなぁ。剣、──いくら竹刀しないとはいえ、素す手でのやつにここまで押されるとは思わなかった」


「……ちょっと待て。おれ、負けたのか？　おまえに？」


「得え物ものの差が大きかったな。同じ条件なら、認めよう、腕力とか背とか関係なく、おまえに勝てる気がしない。てか怖こわかった。……おれだって、結構鍛きたえていたつもりだったんだけどなぁ……」


「……うそだろ、レベル15程度の戦士に、おれが？」


「……なに勘かん違ちがいしているのか知らないが、ここは現実世界だぞ。それにおれのレベルは17だ」


　そんなの、といいかけて、祐樹は視界の隅すみに、光るものをとらえた。


　それをナイフと認にん識しきした瞬しゆん間かん、思考のスイッチが切り替わり、祐樹は鷹生を突き飛ばし、ナイフを取って周囲を見渡す。


『ダイス６』の姿を見つけ、痛みも忘れて立ち上がり、そちらに向かって突進し──





　──『ダイス６』が、泣いていることに、気づく。





　意識のどこかで聞いていた、かすかに聞こえたあの声は──


「……ごめん、なさい」


　祐ゆう樹きの姿を認めて、『ダイス６シツクス』が頭を地面に落とした。


　ごん、と。


　廃はい棄きされた一室の、汚れた床にひたいをすりつけて、何度も何度も繰くり返かえす。


「ごめん、なさい。ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい──」


　さっきの会話を、聞いていたのか──


（……ふざけるな）


　こいつがしてきたことは、決して許されることではないはずだ。


　たとえ覚えてないにせよ。謝あやまったくらいで、その罪つみが許されるはずもない。


　──むしろ、謝るべきではないのだ。


　断だん罪ざいされるそのときに、罰ばつを受け入れるために──


（いや、違う。そういうのは、関係ないんだ。おれは、『セラ』のために、そう、『セラ』を守るために、いまここで、こいつを──）


　少年は、泣いて頭をすりつけている。


　その床に、先ほど小便を漏もらしたことすら気づいていないのかもしれない。


　泣いて頭を下げている。


　ごめんなさい、ごめんなさいと、何度も何度も繰り返し──


「……落ち着いた、みたいだな」


　声をかけてきた鷹たか生おをにらみ、祐樹は、いった。


「……許せ、っていうのか？　こいつを？」


「いいや？　おれはただ、おまえに人殺しをしてほしくないだけだ」


「こいつは、ここで殺されてもしかたないだけのことをしてるんだ」


「ああ。そうかもな。……だがな、もしも『それ』が許される人がいるとしたら、それは、こいつの直接の被害者だけだ。──もしもおれの恋人がそういう目に遭あわされたなら、おれはためらいなく殺すよ？　こいつを。……だけど、おれもおまえもそうじゃないだろ？」


「おれだって命を狙ねらわれて……」


「だからって殺し返すこたぁないだろ？　未み遂すいだし、おまえぴんぴん……はしてないけれど、それはおれのせいだし。……簡単に、考えるなよな。汚れるのは、おまえの手だ」


「だったら、おれの好きにさせろ。おれは別に、かまわな──」


　祐樹の言葉を中途で制し、鷹生は、笑った。


「……ああ、楽だよな。自分が悪だと思うのは」


「なに？」


「だってそうだろ？　いろいろ楽になれるよな。どうせ自分はと思ってしまえば、簡単に手を汚せるようになる。簡単に殺し、自分の命も捨てられる、悪なんだからしかたがないって思えばな。そういうやつが向こうにはいっぱいいるよ。自称偽ぎ悪あく者しや、その正体は偽悪ですらない甘えん坊。考えることをあきらめて、簡単な手にすがるやつらは最低だ。そういうやつらはどんどんと、考えることをやめていく。雑ざ魚こパターンに陥おちいっていく。……やめようぜ、そんなのいちばんかっこ悪い。……なぁ、赤あか松まつ。おまえは本当に、考えたのか？」


「……」


「……殺すのは、最後の手段じゃ、ダメか？　おれだってそれは否ひ定ていしない。なにしろ『シフト』しているんだ、それでしか解決できないこともある、と思う。ああ、おれだって向こうじゃ、……おまえのいうとおり、殺人者だから──


　でもそれは、せめて最後の手段だろ？


　そりゃ、危険は危険かもしれないけれど、考えようぜ？　……もしかしたら、その……胸の穴？　とやらを消すことができるかもしれない。こちらにはカウンセリングって技術もある。きちんと話せば、不安定さを取り除けるかもしれない。だれかを襲おそったりしないようにできるかもしれない。……いろいろなこと、償つぐなえるかもしれない。──だって、こいつ、謝あやまっているだろ？」


「……それで、被害者がすむと思うのか？」


「ああもちろん。まずはその、脅きよう迫はくしていた人たちに謝ることから、だな」


　──違う。


　そんなのは、偽ぎ善ぜんだ。


　絵に描かいた理想だ。


　本来、夢を見られなくなるというのはすさまじいストレスのはずなのだ。──むしろ生きていけないほどの。しっかりと思い出せているか、あるいは忘れているならともかくも、中ちゆう途と半はん端ぱに記き憶おくが残って脳が適てき応おうできなかったら、その精神が安定することなんて、ありえない──


（──本当に、そうか？）


　こいつは、殺されてもしかたのないことをしている。


　そして、これから先も危険な存在──現に『セラ』を襲っている。


　だから、ここで、殺しておくべきだ。


　でなければ、危ないのは自分ではなく『セラ』だ。自分が危ないのならともかく、『セラ』の身を危険にさらすことなどできるはずがない。いつまでも守り続けることなどできるはずもなく、だから、そうだ、ここはたとえ殺人者になってでも──





（「──《悪》に甘えるな！」）





　頭のなかで、声が響ひびく。


　違う、おれは甘えてなどいない。ただ覚悟している、それだけだ。


　──それとも、こういう考え方自体が甘えなのだろうか──


「……日ひ野の。ひとつ、聞いていいか？」


「なんだ？」


「……おまえ、本気で、──向こうは向こう、こっちはこっち、って思っているのか？　向こうでの殺しは『殺し』じゃない、と？　こちらでは罪つみにはならないと？」


「……あー、それは、ちょっと、なんていうかなぁ……」


　しばらく考えこんで、鷹たか生おは鼻からティッシュを抜き取りつつ、いった。


「あのさ、向こうには、なんていうか、『殺人』について一いつ家か言げん持っているやつって多いよな？」


「……まぁ」


「それは、やっぱり、向こうみたいな世界でも、みんな本当は、『人殺し』はいやで、でもどうしようもないから、だからみんななにかしら、自分を正当化するための理り屈くつを持っている──そういうことだと思う。納得できる理論で自分の心を守り、武装して、そうやって自分の行こう為いを正当化して──おまえがさっきいっていた、ルールがないから自分の身を守るため、っていうのもそうだし、戦国時代だから、っていわれたらなるほど、とも思うし、生き物だから、っていわれたら当然だとも思うし、原げん罪ざいっていうのもあったな。──だいたい、おれがいま生きているのだって、おれのご先祖さまが人を殺してくれたおかげだし、──結局さ、いくらでも理由はつけられるんだ。──正当化はできるんだ。問題は、納得できるかどうか、だけ、で。


　それってさ、逆にいえば、『納得』できるなら理由だって要いらないんだと思う」


「……」


「んで、おれはやっぱり、おまえの言葉を聞いているとさ、なるほど、とも思うんだけど、やっぱり『納得』できないんだ。都合のいい、っていわれちゃったらそれまでだけど、向こうの殺人とこちらの殺人を同列にすることには、納得できない。理由をいえ、といわれたら困るけど、それでもやっぱり納得できない。──向こうはともかくこちらでは、人を殺しちゃいけないと思う。本当は向こうでもいけないんだと思うけど──だから。


　向こうは向こう、こっちはこっち、だ。


　──おれには理由は要らない。納得できればそれでいい」


「……なんつぅ理論だ。いや、理論ですらねぇよ」


「そうだな。……でも、価か値ち観かんなんていくらでもあり、時代によって移り変わる。だからおれは、理屈じゃなくて、『納得』できるかどうかで決める。正しいとか間違っているとかじゃなくて、自分が『納得』できるかどうか──そうじゃないと、自分を信じられなくなるから。ワンパターンな雑ざ魚こ野や郎ろうにはなりたくないからな。


　それで、赤あか松まつ、──おまえは納得できるのか？


　こうするべき、とかこうしなければ、とかじゃなくって『納得』できるのか？」


　鷹たか生おの視線に、祐ゆう樹きは『ダイス６シツクス』をにらんだ。


　ああ、納得できるとも。


　こいつはここで殺すべきだ。『セラ』のことを思うなら。


　悪に甘えているわけでもなく、簡単な選せん択たく肢しを選んでいるわけでもなくて──


　ナイフを手に取り、『ダイス６』に、向ける。


　鷹生は、動かない。


『ダイス６』は、震ふるえている。小刻みに、ほおを涙で汚して、小さな声で謝あやまりながら。


　罪つみは断だん罪ざいされるべき。


　なによりも、こいつは自分でこの地に来たのだ。スタンガンを手に持って、『セラ』を襲おそうため。


　ナイフを持つ手に、力をこめる。


　しゃくり上げて泣く声を聞く。


　小さな、かすかな、声を──





　祐樹は、ナイフを、引いた。





「──ちくしょう、思いっきりしらけてしまったじゃねぇか。なるほどこれが『しらける』か」


『ダイス６』のほおに赤い線をつくると、祐樹は立ち上がり、肩をすくめた。


　冷たい目を『ダイス６』に向けたまま、告つげる。


「あー。ちくしょう。気分が乗らねぇから今日きようは勘かん弁べんしてやる。こいつに感かん謝しやするんだな。──次見たときには、容よう赦しやはしない」


　自分でも驚おどろくほどに、平静な声が出た。


　いや、頭は納得していない。


　胸はむかつき、よくわからない感情のもやもやが大きく渦うずを巻いている。とても納得できそうにない。


　──気がつくと、『ダイス６』の腹を、思い切り、蹴け飛とばしていた。


　とたんに身体からだ中じゆうがきしむ。身体の各部が悲鳴を上げる。早くも筋肉痛の兆ちよう候こう──うわ、ちくしょう、汗かいたけど、今日は風呂には入らないほうがいいだろう。明日あしたにはきっと熱が出る。というかおれは日ひ野のに負けたのか？　レベルが20にも満たないやつに？　んなバカな。


「おい、おまえ、だいじょうぶか？」


『ダイス６』に駆かけ寄よっていく鷹生。


　それをなんとはなしにぼんやりと見る。


　鷹生は『ダイス６』を抱だき起おこし、その身体を支えながら、手のなかに紙片を落とした。


「……これはおれの携けい帯たいの、番号と、アドレスだ。……いまはともかく、いったん、帰れ。落ち着いたら、連絡してこい。……いいな？」


　いいながらこちらを見てくる鷹たか生おの視線を受け止めて、祐ゆう樹きは笑う。


　なるほど、賭かけでもするつもりか。それで見極めるってわけか。


　勇ゆう者しやを目指しているだけあって、ただのバカでもないらしい。それなりに判断できるらしい。


　──電話なんてくるものか。あの涙も、謝しや罪ざいだってニセモノだ。


　もしも電話がこなかったなら、そのときは、そのときこそは──もう文句はいわせない。


　必ず殺してやる。この手で。
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　鷹生と別れ（鷹生は『ダイス６シツクス』を送っていった）、廃はいビルとは比べものにならないオートロックのマンションに帰り着いたときには午前零れい時じを過ぎていた。


　家に着くなり祐樹はトイレへと駆かけこみ、吐はいた。


　胃液を吐き出した。


　何度うがいを繰くり返かえしても、口のなかのにちゃっとした感かん触しよくは消えてくれず、歯を磨みがいてもう一度吐いたところであきらめて、自分の部屋へと向かう。


　玄関の靴で高たか嶋しま空そらが来ていることは確かく認にんできていたので、音を立てないよう扉とびらを開き、明かりの消えた部屋へと入り、ダンボール箱から着替えを取り出す。


　そして、部屋を出ようとして──


「……赤あか松まつ？」


「わっ？」


　いきなり声をかけられて、祐樹は飛び上がった。


　とたんに身体からだ中じゆうがきしんで、持っていた着替えを取り落とす。──明日あしたは発熱プラス筋肉痛のフルコースとなることだろう。休みでよかった。本当に。


「な、なんだよおまえ。起きてたのかよ。脅おどかすな」


「……お、おかえり……」


「いや、おかえりとかいうなキショイから。……ほっといてくれ。なにも聞くなよ。おれも聞かない、おまえも聞かない、なべて世はこともなし、と」


「……」


　……まさか、おれを待っていたのだろうか。昼の鷹生の話が気になって。


「ていうかおまえ、今日きようも泊とまりなのな。家のほうはだいじょうぶか？」


「……アリバイは、頼んであるから」


「その友だちは泊とめてくれないの？」


「……親もいるし、心配かけたくない」


　ああ、そうですか、おれは一人暮らしだしそもそもあんたの心配してないもんねと空から返へん事じしつつ、服を脱げるか試してみて、不ふ可か能のう、と判断する。


　身体からだ中じゆうの痛みに加え、疲労が急きゆう激げきに押し寄せてくる。


　肉体的な疲労はもちろん、精神的なものも大きい。


　緊きん張ちようの糸が切れたのだろう、突然、身体が震ふるえはじめる。ぶるぶると。


「……赤あか松まつ？」


「……委員長、悪い。ちょっと、疲れた」


「──え？　うわ？」


　目の前にあったベッドに倒れこむ。


　あわてて身体をよけた空そらに、うっとうしそうに、祐ゆう樹きは宣言した。


「……悪いが、今日きようはおれがこっちで眠らせてもらう」


　這はいずるようにして、なんとかベッドに身体を乗せた。


　空は身体を起こして、こちらのほうをながめている。──暗くてよくわからないが、ジャージを着ているっぽい。どうでもいいけど。


　空に背中を向けて、身体を丸める。おなかを抱だくようにして。


　──震えが、止まらない。


（……もしも日ひ野のが来なかったら、おれはいまごろ、あいつを──）


　おさまっていた吐はき気けがぶり返し、祐樹はこぶしをつくり、嚙かんだ。


　──ちくしょう日野め、手加減ぜんぜんしやがらなかったな？


　おかげで身体中が痛い、発熱の兆きざしだろうか、こんなに寒気が止まらない──でもなにより怖こわいのは、──恐おそろしいのは──


　あれほど、『ダイス６シツクス』は殺すしかないと思いこんでいた気持ちが、いまや完全に霧む散さんしてしまっていることだ。


　こうして横になってしまうと、心が折れたか、あれでよかったのだと思えてくる──


　──あれほど、殺すしかないと思っていたのに。


　自分は向こうでたくさん殺しているのだから、こちらで一人増えるぐらいどうでもないと思っていたのに。セラのためならなんでもできると、殺すしかないと思っていたのに──


　証しよう拠こは隠かくせる。ルールはごまかせる。おれなら。


　だから殺せるから／殺すべきだから／殺さないといけないから／殺すしかないと思っていたのに──


（──そう、おれはあっさり決断した）


（……もしも日ひ野のが来なかったら、あいつがおれを探していなかったら、止めなかったら、きっと──）


　身体からだが震ふるえる。


　吐はき気けがする。


　目め尻じりになにかがにじんでくる。こぶしを嚙かむ。歯を立てる。口のなかに鉄さびた味が広がっていく──


　背後で、動く気配がした。


　高たか嶋しま空そらだろう。


　まだここにいたのかとっととリビングに行きやがれ、なんて胸の内に毒づいて。


　──次の瞬しゆん間かん、息をするのを忘れた。


　心臓が早はや鐘がねを打ち出す。


　空の行動に驚おどろいて。


　空は、ベッドから降りなかった。


　降りてリビングに行くどころか、そのまま、逆向きに、祐ゆう樹きの隣となりに横たわり、背中に背中をつけてくる。なにが起きているのかわからないまま、背中に、熱ねつを感じる。温あたたかい──むしろ熱あつい感かん触しよく──


　どうやらいま、自分は、数学に使う小文字のｘのように、ひとつのベッドに女の子と横たわり、背中をくっつけ合っているらしい。


　女の子と──？


『ラケル』はともかく祐樹はこういう状況に免めん疫えきなんてぜんぜんなくて、心臓が、飛とび跳はねだす。


　落ち着こうと深呼吸して、鼻び腔こうが枕まくらのにおいをとらえる。


　空の髪かみから移ったのだろう、柑かん橘きつ系のシャンプーの香り。


　自分のものではないにおい──そうだ、初めて委員長が来た日、無理やりベッドを使わせてあとでかなりへこんでしまった。なぜなら知らないにおいがシーツに残っていたから。ということは、つまりその前は自分の体たい臭しゆうがついていたのだろうから──あわててシーツを三枚買った。そして空に、寝ねるときはシーツを取り替えるよう、帰るときも取り替えておくよう厳げん命めいした。突然それを思い出し、落ち着かない気分になる。今日きようはたっぷり汗もかいたし、血やらなんやらでムチャクチャ汚れているだろうし──


　……やっぱりリビングに行けばよかったか。


　でもいまさらもう立てない。


　ああどうしよう、でも温かい、こうしているのって気持ちがいい……


　心配してくれているのだろうか。……それともベッドを譲ゆずりたくないだけか。


（……おれはあんたには、……なにも、してやって、いないのに……）


　むしろ見殺しにしようとしているのに──


　背中の温あたたかさに癒いやされて、いつしか震ふるえも止まって──


（……ごめんなさい。……委員長。……本当に、ありがとう……）


　胸の内で感かん謝しやの言葉をつぶやきつつ、いつしか、祐ゆう樹きは眠ねむりに落ちていった。


　背中に感じる温かさに、ふと、『シフト』する前のセラとのことを思い出しつつ──
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　穴あな倉ぐらのなかで目を覚ました『ラケル』が最初に思い当たったのは、


「しまった！　伝言を伝えていない！」ことだった。


　思わず口に出してしまい、血の気が引くのを覚える。


　そうだ、確たしかにミュージィに、「今夜、きちんと、話しましょう」、と伝えてくれと頼まれた。


　あわてて暗い穴倉から飛び出すが、太陽の日差しが一いち縷るの望みを打うち砕くだく。


　世界は朝、もう『今夜』は終わっている。


　セラとミュージィは、話をできたのか。


　伝言を伝えなかったせいで、話ができず、ミュージィがそれを誤ご解かいしていたら──二人の仲がよけいこじれてしまっていたら、どうしよう？　ああちくしょう、どうしよう──


　ふと、思う。


　昨夜、──『シフト』する前、おれは現実世界で、『殺人』を犯おかすところだった。


　なのにいったい、なにを悩なやんでいるんだ？　伝言を伝え忘れたことのほうが、おれにとっては大問題だとでもいうのか？　さすがはトカゲ、まるで他ひ人と事ごとのように──


　もっとも、たとえトカゲでなくても、他人事のように感じてもしかたのないところはある。


　確かに『ラケル』と『祐樹』は同じ人物ではあるが、こちらに『シフト』しているときは、『こちらの世界』の記き憶おくのほうが優先されるから。その場合、現実世界の記憶はどこか、写真に写った懐なつかしい風景を見ているような感じとなる。現実世界ではその逆──もちろん記憶に変わりはないが、向こうの世界の『殺人未み遂すい』よりこちらの世界の『セラとミュージィのけんか』のほうが緊きん急きゆうに感じる度合いは高い。


　それにしたって、と思う。


　あのときは本当に、ただもう殺すしか手がない、と思っていたのだが、こうして『シフト』して、他人事のように冷静に考えてみると、これでよかったような気がしてくる。


　──いいや、認めたくはないが、こちらのほうがよかったのかもしれない。たとえ殺してしまっても、世間から隠かくしとおせる自信はあったが、その結果引き起こしてしまったかもしれない面倒ごとを考えると、──もしも本当に、鷹たか生おのいうとおり、あの『本ほん郷ごうなんたら』へのカウンセリングに効果があるというなら──


　モラルではなく、合理性で、ラケルは自分を納得させた。


　……良心なんて、どうでもいい。ただ、望む結果が出さえすれば。


　もちろんまだ結果は出ていないから、もうしばらくはあの学校にいて、『セラ』が本当に安全かどうか様子を見なければならないだろうが──


「──って、そうだよ、セラだ」


　当面の要よう事じを思い出し、穴あな倉ぐらからフードつきマントを取り出し頭からかぶると、ラケルは走り出した。
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「あれ？　ラケル？　早いね！　おはよ！」


「！　セセセラ？　おはよ？」


　セラに会う前にまずセピアカラードに会っておこうと考え、『赤のオアシス』を訪おとずれたラケルは、そこにいるとは思わなかったセラの姿を見つけて思いっきり動どう揺ようしつつ、朝の挨あい拶さつを返した。


　どうしようどうしよう、となかばパニックに陥おちいりながら、オアシス内へと入る。


『つい最近生まれたばかりの老巨木』との話を終えて、セラもこちらに向かってくる。


　オアシス内は、静けさに包まれていた。


　昨日きのうまでのノイズがうそのように、『流る転てん』の音は聞こえない。


　──それは、『流転』を呼ぶものがなくなったことを示している。


　考えのまとまらないうちに、セラがラケルの前に立つ。ペルソナに『迎』の字を描えがき。


「ラケルも来たんだ！　ということは、そろそろセピアさんももどる？」


「……ああ、……うん。もう、もどってもおかしくないころだけど、……セラは？　セラはここに、いつ来たの？　……まさか、昨日からずっと？」


　ということは、やはりミュージィとは話をしていないのか──


「ううん？　ちゃんと避ひ難なんしてたから。ていうかラケル、あたしを置いて勝手にどっかに行くんだもん。ひどくない？」


「……昨夜はどこに？」


「……別に？　いつもどおり、ミュ、ミュージィ、のところに泊とまってたけど？」


「……ミュージィの？　じゃあ、その、話、とか、──仲直り、は？」


「仲直りって、別にけんか……してたのかな？　うん。そうかも。だからかな、昨日きのうの夜はいろいろ話ができたよ。ちょっとうれしかった。てん、……ミュウ、ジィ、と、もっと仲良くなれた気がする」


　セラの言葉に、はぁ、とラケルは胸を撫なで下おろした。


　──よかった。


　というか、さすがはセラ、おれが伝え忘れていても、自分から話しに行ったんだ──


　そうだよな、とひとりごちる。


　鷹たか生おだろうとミュージィだろうと、トカゲの怪かい物ぶつだろうと、相手がだれだろうと恐おそれずに、良くも悪くも猪ちよ突とつ猛もう進しん、それがセラというヒトだ。


「そうなんだ。……よかった。本当に……」


「そう？　よかったの？　いろいろな話、聞かせてもらっちゃったんだけど？　……ラケルのこと、とかも」


「……たとえばなにを？」


　へへへ、と笑い、上うわ目め遣づかいに、セラがうかがうようにして、ラケルの顔を見上げた。


　身長差があるために、どうしてもフードをのぞきこまれるような感じになって、見通されているような気がして、いったいなにを聞かされたのかとラケルは落ち着かなくなる。もっとも落ち着こうなんて努力は次の言葉でぶっとぶが。


　セラはあっけらかんと、いった。


「ラケル、ちんちん二つあるって？」


「ちょおいっいきなりなにをいいだしますか！　朝ですよ！　あなたセラさんですよ！」


「なによ。あたしがいったらおかしい？」


「……いや、あの、セラが、って限定するわけじゃなくってですね、女の子がね、女性全般がですね、どうかと思いましてね、いえ別に蔑べつ視しとかではなくて公平な目で見てつまり……ああ、ミュージィ──」


　ミュージィのやつ、なにを教えているんだ？


　ミュージィは基本的にラケルをからかうことが好きで、困らせては悦えつに入いり、しかもラケルのいちばんの相談相手であるためネタに困ることがない。いったいミュージィになにを仕こまれたのか──あるいは伝言を忘れたことへの罰ばつか、単にいわせたかっただけかもしれないが──あははいい反応、なんてセラはけたけた笑っている。ペルソナに『当』の言葉を浮き上がらせて。


　……とはいえ、今日きようはやけにテンションが高い。


　セラはときどき果てしなくテンションの高まるときがあるのだが、今日のそれは、そういう感じのものではない。


　こんなに機き嫌げんがいいのは、ミュージィと仲直りしたからだろうか、なんて考え、いや違う、と首を振ふる。


　思い当たることは、ひとつ。


　やはり、緊きん張ちようしているのか。セピアカラードに会うことを。


　ならばこれは、虚きよ勢せいか──このまま会わせていいものだろうか。


　──傷つけてしまうのではないか？


　やはり自分だけ先に会って、ショックを緩かん和わするような方法を見つけるべきでは──そのためにまずここに来たわけだし──いやわれながら過か保ほ護ごなことはわかっているのだが──


「それでね、ラケル！　あたし、ミュージィと話したんだけど──」


　まだネタの続きがあるのだろう、ペルソナに『次』という字を描えがきつつ、それでねそれでね、と続けようとしたセラが。


　次の瞬しゆん間かん、固まった。


　間違いなくチャームポイントであろう、大きな瞳ひとみが見開かれる。


　唇くちびるも開くが、声は出ていない──驚おどろきにあふれたその顔は、笑顔になる寸前のもの。


　セラの視線を追って、ラケルも振ふり返かえった。


『赤のオアシス』の、入り口に立つ影かげを見る。


「ラ、ラケル！　あの人──」


　──それは、女性の影だった。


　逆光に包まれて、シルエットしか見えないが、それは間違いなく女性のもの──


　ラケルの背中をばん、とたたき。


　はじかれたように、セラが、影に向かって走り出す。


　後ろ姿からでもわかる、きっと早朝の光に負けないくらい、笑みを輝かがやかせているのだろう──それが容よう易いに想そう像ぞうできて、だから走っていくセラに、ラケルはなにもいえない。


　図書室で机の陰かげに隠かくれていたときのように、息を潜ひそめることしかできない。


　歩いてくる人影は、とんがり帽子を目ま深ぶかにかぶっていた。


　しかし、その下からは艶つややかな髪かみが広がっている。


　帽子や服装こそセピアカラードとそっくりだが、ひさしの下にのぞいた顔も、マントをまとった肩幅の狭いシルエットも、長い手足も──見まごうことなく女性のもので、だからこそ、セラは喜びにその身を震ふるわせ走っていく。


　奇き跡せきが起きたのだと思い。


　報むくわれたのだと、思い。


　恋人たちの約束が、果たされる日が来たのだと、信じ──


「──あ、あの！　あなた──」





「──おはようございます。セラさん。ご無事でしたか？」





　走っていた姿のまま固まってしまったセラに、とんがり帽子をかぶった少女はほら、と両手を広げていった。


「ほら、あたしは無事ですよ？　心配することなかったでしょう？」


　ラケルはそっと、セラの後ろまで歩を進めた。


　立ちすくんでいるセラの肩に手を乗せ、いった。


「おはよう、……セピアカラード。今回も、無事なようだね」


「ええ。悪運だけは強いんですよ。あたしって」


　軽く会え釈しやくして、セラの横を抜け、少女は、歩いていく。


『赤のオアシス』の管理人事務所のある方角へ、足取りを迷まよわせることなく。


　──いつものように──


「……あの、ヒト、……エ、『エルフ』、だったの？」


　いまにも消え入りそうなセラの問いかけに、違うよ、とラケルは首を振ふった。


「……現実と逆の性別で『シフト』するのが『エルフ系』、ひょいひょい性転換したりはしない」


「……じゃ、じゃあ、怪かい物ぶつ系？　ウィンディみたいな──」


「いいや。セピアは普通の人間。……ただ──あいつは恋人がここに来ることを、約束を守ることを望み、『流転』がその願いをかなえた。それだけ」


　そう、『流転』は『彼』の願いをかなえるために、『彼』を『彼女』に変えた。そして。


　約束を守ってここにやってきた『彼女』は、今度は『彼』を待ち続ける。


　心が磨ま耗もうし、次の『流転』に再び『願い』を『望む』まで。


　そうやって、セピアカラードは、えんえんと、『永遠』に──


「……そ、んな」


「……最初は、純じゆん粋すいに、ただ恋人を待っていたんだと思う。


　……でも、いつの間にか、その思いは『変質』してた。


　いまのあいつの頭にあるのは、……約束を守る、ただそれだけ。


　そしてね、セラ。約束を守ろうとするってことは、約束を守らせようとすることでもあるんだ」


「……守らせる」


「どんなにいい人でも、純粋でも、誠せい実じつでも──守れない約束がある。絶対に守りたいと思っても、願っても、──守れないことが、ある。


　でも、セピアはそれを許せなかった。


　だからああして、約束を守り続けている。──守らせ続けている。──代わりばんこに、ずっと──」


　セピアは許せなかったのだろう。


　約束を守らない恋人も、……約束を守れそうもない、自分も。


　だから互いに約束を守り続けることを、願った。


　そして、現実世界では不ふ可か能のうな願いも、この世界では、『流る転てん』がそれを可能とする──


「──強い願いが、行き場のない、『ありえないこと』を願う気持ちが『流転』を呼んで、あいつの『永遠』を可能にする。約束を守り続けることを、『ありうること』に、変える。


　そうやって、あいつは恋人を待つ日々を続ける。


　約束を守り、守らせるため。限界がきたら『流転』して、『交代』して、えんえんとその繰くり返かえし──


　最初はどちらだったかさえわからない。


　あいつはもう、幽ゆう霊れいなんだ。ただここで、代わりばんこに相手を待ち続ける幽霊。好きだから、待っているんじゃない。いまはもう、ただ、ただ、約束を守り守らせるため──」


　この世界が続く限り、永久に──


「……どう、……にも、できないの？」


「……永遠は、変わらないから永遠なんだ。──あいつが『永遠』を望む限り、──相手を、自分を、許せない限り──」


「……許せない、から？」


「……本当に、好きだから──」


　好きだからこそ、許せずに、だからこそ、いつまでも約束を守り続ける恋人同士。


　想おもい合あうがゆえに、永遠に終わらない絆きずな。そして出会うことのない関係。


　──それを望めるこの世界。


　もしもこれが現実なら、こんなことは起こりえない。


　もしも起こったとしても、いつかは終わることだろう。現実の世界では、純じゆん粋すいな願いは保たもてないから。永遠なんてありえないから。


　どんなに強い想いも、やがて磨ま耗もうしていく。


　でもだからこそ、相手を理解し、許すことだって、できる。


　でもこちらの世界では、望みさえすれば、『永遠』だって手に入るから──


「……だからこそ、あいつの世界に『クリア』は訪おとずれない。


　──ようこそ魔ま法ほうの世界へ。セラ。


　こここそ遠い昔から、魔術師たちが追い求めてきた奥おう儀ぎの世界。卑ひ金きんを貴き金きんに変える力で以もつて顕けん現げんされた、永遠という真理を体現できる世界──」


　セピアは永遠に恋人のことを、想い、だからこそ忘れられず、許せず、永遠に約束を守り続ける。そして守らせ続ける。きっと、この世界が終わるそのときまで。永遠に。


「……この世界では、もしもきみが望むんだったら、永遠に、恋人を想うことができる。一いち途ずに、きみが望んだとおりに──でもおれは、おれたちは、それが理想とはもう思えない。いいなぁ、とは思っても。それはいつか『永遠』に負け、きっと『変質』してしまうから──そのことを、おれたちは知っているから──」


　──でももしも、『永遠』に負けないものがあるとするなら、それは──


「……セピアさんは、……許せないの？　どうしても？」


「……じゃあ、セラは許せるの？　理り屈くつじゃなくて、感情で、──たとえば『ダイス６シツクス』のことを？　あんなひどいことをしていたやつを、セラは本当に許せる？」


「……」


　そうだ、とラケルは思う。


　許せるはずがない。


　そう簡単に許せるようなら、──罰ばつなど、必要ない──


　ラケルはそっと、セラの肩から手を離はなした。


　静かに、去る。


　立ちすくんだままのセラを残して。


　突然、自分のような存在が彼女のそばにいることがいたたまれなくなり、超人的聴ちよう覚かくでミュージィと老木の会話をとらえ、あとはミュージィにまかせることにして。本当に、自分はかつての被害者であるミュージィに甘えすぎだと思いつつ。


　そう。


　許せるはずがない。


　だからセピアはいつまでも、恋人を待ち──約束を守り続ける。


　だってセピアは本当に、恋人のことが好きなのだから。そして許すということは、恋人の死を認めることでもあるから。──どうしてそれに耐たえられる？　だからセピアは自分を許さずに、いつまでも、約束を守り続ける。


　──『こちら』ではそれが可か能のうだから──


　すれ違いざま、ラケルはミュージィに頼んだ。


「……セラのこと、よろしく」


　ええ、とうなずき、ミュージィは、いった。


「……ああ、そうだ、ラケル」


「なに？」


「わたし、セラに謝あやまりましたから。……仲直り、できました。むしろ前よりもうまく付き合えそうです」


「…………そうみたい、だね」


「……うわべだけではありませんから、ですからもう、よけいな心配はいりませんからね？」


「ありがとう。そんな心配、してないよ」


「……………………ならいいんです。では」


「……」


「…………あとで」








　　　　７．








　空は高く晴れ、風も心地ここちよく、まさに絶好の日和ひよりだった。


　これが最後になるだろう、『オアシス』の風景を見渡して、ミュージィは、森の空気を深呼吸した。


　今日きようはいよいよ、旅立ちの日。


　自分と、ラケル、そしてセラ──わたしたち三人は、今日、この地を旅立つ。


　たとえもどってこられたとしても、『流る転てん』の影えい響きようを考えれば、この風景を見ることはもうないだろう。


　見送りは、『赤のオアシス』の管理人であるニケ／ミケとセピアカラード、そして口を利きく老木だけだった。


　ウィンディも来るはずだったが、なにしろ新しん進しん気き鋭えいの女社長、予定が合わなかったらしい。


　あと、『オーク横よこ町ちよう』の町長にも出発は伝えてあったのだが、そちらはラケルが見送りを断った。他ほかの住人たちはラケルが口止めしたために、旅立つことすら知らない。


　そのほうがいい、とラケルはいった。


　自分たちは獅し進しんに、イーグルスアイの軍勢に追われる立場なのだから、夜よ逃にげ同然に逃げ出すべきだ、下へ手たに事情を伝えたら面倒なことに巻きこみかねないと。


　それにうなずくその一方で、ミュージィはラケルの本当の気持ちにも、気づいている。


　ただ単純に、別れを嫌いやがる気持ち。


　怖こわがる気持ち。


　だからなぁなぁで覆おおい隠かくしてしまおうという弱さ。


　そういうものに気づいてしまうと、ミュージィはラケルを抱だきしめたくなる。


　抱きしめて、そのまま抱きつぶし、口から内臓を吐はき出ださせてやりたいと心の底から、思う。


　背中にぱんと張り手をかまして、しゃきっとしろ！　と怒鳴りつけてやりでもすればすっきりするのだろうけど、あいにくそれは自分のキャラではないからあとでセラを焚たきつけよう。


　元気が出ればそれでいい。


　ミュージィ自身には、この町にも樹じゆ海かいにも、未み練れんはない。


　おのれの記き憶おくに在あればいい。ときどき思い出せさえすれば。


「ニケ、ミケ。頼んだよ」


　ラケルの言葉に、Ｄ系魔ま法ほう使つかい職、二体の身体からだに分かれた一人の少女が口々に答えた。


「はい」


「おまかせください」


「「お師し匠しようさま」」


「獅し進しんの軍勢なんか」


「物の数ではありませんから」


「「そちらこそお気をつけください。──とくにそこのイノシシ娘に──」」


「……次会うときは覚えてなさいよ。ニケもミケも。レベルアップして思い知らせてあげるから」


　ラケル、セラとニケ／ミケの会話を聞きつつ、ぼんやり四人をながめていて。


　ふと、ミュージィは、セピアカラードと目が合った。


　会え釈しやくされたので、やり返す。


　いまのセピアは女性だ。


　もともとはどちらだったのか知らないが、もとから子供っぽい顔立ちだったため性が変わっても違い和わ感はない。


　これからも交互に、代わりばんこに、男のときには女の、女のときには男の恋人を待ち続けるのだろう。


　この世界の続く限り、永遠に──


　ニケ／ミケが、『Ｄ系』に会った際の注意事項をセラに教えている。


　なんだかんだいってセピアカラードと同じように、ニケ／ミケもセラを気に入っている。


　ときどきいらいらさせられることもあるが、セラには確たしかに不ふ思し議ぎな魅み力りよくがある。


　ラケルに対する有用な駒こま、という以上に、この自分にとっても──


（──まさか、ラケル以外の相手に、わたしが、こんなに惑まどわされてしまうとは……）


　そういう自分の、しばらくなかった心の動きに創そう作さく意い欲よくをかき立てられるが、形になるまでにはいかず、もどかしい。


　まぁ、焦あせる必要はないだろう。


　これから一緒に旅するのだから。歌をつくる機会などいくらもあるだろうから──


「行くあてについては、聞きません。『イーグルスアイ』に見つからないよう、旅の安全を祈っています。セラさん。ミュージィさん。そして、ラケル」


「セピアも、元気で。ニケミケと一緒に、『オーク横よこ町ちよう』をよろしく」


　ここを出た後は、ウィンディの用意してくれたつてを頼りつつ、しばらく情報収集をしながら辺へん境きようを回る予定となっている。


　イーグルスアイ、そしてかつての仲間の近況について調べ、最終的には、『エルフィンラント』か『Ｄ－ＣＡＶＥ』──それぞれ『エルフ系』と『Ｄ系』のコミュニティー、この世界における『隠かくれ里ざと』的な存在──に向かう。


　イーグルスアイも簡単には手出しできないであろうそこを拠きよ点てんに、昔の仲間──とくに地の魔ま獣じゆう『グノムス』と連絡を取れないか、なんてことをラケルは考えているようだが──


「……じゃあ、そろそろ、行こうか。……セラ。ミュージィ」


「はい」


　ラケルについて、歩き出す。


　久しぶりの、──やはり逃とう避ひ行こうの、旅。


　はたして、いつかもどってこられるのか──


「……セラ？　どうかしましたか？」


「……ごめん。ちょっと待ってて。すぐにすむから──」


　突然、セラがきびすを返し、走り出した。


　まだこちらを見送っていた、セピアカラードたちのもとへ。


　その後ろ姿を見て、ああそうか、と、ラケルがポンと手を打った。


「やっとわかった！　ミュージィとセラ、いつの間にか、『さん』つけないで呼び合っているんだ！　そうか！　なんか違い和わ感があると思ったんだよね！　…………あれ？　でもいつから？」


「……気がつかなかったのですか？　一週間前の夕食後からです」


「そんな前から？　……な、なにがあったんだっけ？　ん？」


　ありもしない記き憶おくを探し求めてうなっているラケルを尻しり目めに、ミュージィはセラのほうへと注意を向けた。


　いったん別れたセピアカラードのもとへともどり、セラが、なにか話している。


　その真剣な表情が少し気になって、セラのほうへと足を進める。


　それほど近づかないうちに、声が聞こえてきた。


「……これで、……その、しばらくお別れだけど……」


「はい。気をつけてくださいね。セラさん。また会える日を楽しみに──」


　セラが、セピアカラードの手をつかんだ。


　いまにも涙のこぼれ出しそうな表情で、でも視線をそらすことはせず、手を握にぎり、しっかりセピアカラードと向き合い、いった。


「あたし、また、ここに、もどってくるから！」


「……え？　ええ──」


「──あたし、何年かかっても、また、ここにもどってくるから。久しぶりって、セピアさんに会うために、きっと──約束はできないけれど、あたし、がんばるから。きっとまた、会えるように、がんばるから。……約束は、できないけれど、──でも、あたし、きっと、──だから──」


　泣き出さんばかりの表情で、訴うつたえるセラ。


　何度も、何度も、繰くり返かえす。自分はきっともどってくると。握にぎった手に力をこめて。


　自分はきっともどってくると。がんばると。


　でも約束はできないからと。


　セピアの前で絶対など、約束など、いえるはずもないから。


　どんなにがんばったところで守れない約束もあるから、──それでも──


「あたし、あたし、きっと、また──約束はできないけれど──」


「……いいんですよ。セラさん」


　そっと、セピアカラードがセラの手を、両の手でやさしく包みこんだ。


　微笑ほほえみを浮かべて、いう。


「……あなたがそういう人なのは、わかっていますから。いいんです。セラさん」


「……」


「……たとえ会えなかったとしても、わかりますから。わかってますから。きっと、あなたは本当に、いっしょうけんめいがんばってくれたのだろうということは──」





　──かすかに、セピアの瞳ひとみが揺ゆれた。


　なにかを思い出したかのように、言葉を切り。


　しばらくして、続ける。


「──がんばってくれたということは、──本当に、わかりますから」


「……セピア、さん」


「……ええ、たとえ守れなかったとしても、セラさんが守ろうとしてくれたって、きっと最さい期ごまでがんばってくれたんだって、信じられますから。


　……だから、──ほら、指きり、です。


　あたしも、また会えるのを、きっと待っていますから──」


　そっと、指が広げられ。


　セピアカラードとセラの、小指が、からまる。


　それは取り決めではなく、お互いの心を伝える、儀ぎ式しき。


　──いつかまた会おう、会いたい、という、心を伝えるためのもの。


　たとえ守られなくても、この気持ちだけは、本物。


　──約束したいと思った、その気持ちだけは信じられるから。


　そっと、セピアカラードがセラを抱きしめて、セラもハグを返して、名残なごり惜おしそうに身体からだを離はなした。


　別れを、告つげる。


　──約束は、道を別れるときにするもの。


　互いを信じ、いつかまた、会うために。


　だから指きりは、儀ぎ式しき。


　ひとときにせよ永遠にせよ、未み練れんを切って別れるための──








　ミュージィは、黙だまって手を伸のばした。


　セラがそっと、その手を握にぎる。


　手をつなぎ、セピアカラードに──『赤のオアシス』に背を向けて、二人は歩き出す。


　自分たちを待っている、ラケルのところに向かって。


　セラが、つぶやくように、いった。


「……よけいなことを、しちゃったかな」


　ミュージィは首を振ふり、答えた。


「……そんなこと、ないです。……きっと」


　一いつ瞬しゆんだけ見たセピアカラードの顔は、微笑ほほえんでいた。


　とても、寂さびしそうに、──世の悲しみをすべて知らされたような顔をして、それでも笑みを浮かべていた。


　あの笑みは、なにを意味しているものだったのだろう。


　──もう一度確たしかめたくなる誘ゆう惑わくを、押し殺し、セラの手を引きミュージィは進む。


　やがてラケルも合流し、もはや振り返ることはせず──








　　　　◆








　その日。


　いつかのための『指きり』を残し。


　セラ、ラケル、そしてミュージィの三人は、住すみ慣なれた『赤の樹じゆ海かい』をあとにした。
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　　　　１．








　ぽちゃん、と水のはねる音が、やけに響ひびいて聞こえた。





　──照明はついておらず、光といえば窓から差す月明かりだけ。


　夜のプールは幻げん想そう的だと柄がらにもないことを思いつつ、祐ゆう樹きは身体からだを水に浮かべて天井を見上げる。よくある普通の天井なのだが、夜は夜だというだけでいろいろなものを非現実的に見せる。だだっ広いプールなんかは、とくに。


　水みな面もにはねた光が壁かべに天井に映はえて、ゆらゆらと、奇き妙みようなあやをつくっている。


　夜だからか、人工の光がないからか、ぬるいくらいの水温が、身動きすると冷たく感じる。


　だからいつしか祐樹は泳ぐことをやめ、二十五×十二メートルの空間に一人浮いていた。


　月の光は青白く、暗い水面にちらりちらりとまたたいては消えていく。


　月光を吸いこんでいくにつれ、水は冷たくなっていく、などと、らちもない想そう像ぞうをしつつ漂ただよう。


　このまま水温が下がっていけば、『ラケル』の身体からだは鈍にぶくなる。


　動かなくなる。


　意い識しきがだんだん緩かん慢まんになり、白い眠ねむりに落ちていく──





　──ぽちゃん、と水のはねる音が、やけに響ひびいて聞こえた。





　ふと意識を取りもどし、とたんに身体が水に沈しずんで、祐ゆう樹きはばたばた水を飲んだ。


　水のまにまに浮いているうちにプールの中央、深い部分に来ていたらしい。


　足が立たずにぎょっとして、体たい勢せいを立て直そうとして派手にしぶきを飛とび散ちらせる。


「……ちょっと。だいじょうぶ？」


　突然他人の声を聞き、狼ろう狽ばいして首をめぐらす。


　一いつ瞬しゆん視界に人ひと影かげをとらえるが、次の瞬間頭はごぼっと水面下。息のタイミングを間違えて鼻から水を吸いこんで、つんという痛みが鼻から目へと駆かけ抜ぬける。思わず口を開いてしまい、周囲の水がこれぞチャンスといわんばかりに口こう腔こう内へと押し寄せてくる──


　欲しいのは空気なのだが、求めているものに限って手に入らない。


　すぐそこにあるはずなのに。どれだけ強く望んでも。


　背中になにかが当たった。


　反射的に腕を振ふる。


　と、二の腕になにかが触ふれる。


　沈みこむような柔やわらかさ──


　なんだ？　と思うと同時、背中から腕が回され抱だきしめられる。水面へと押し上げられて、どうやら救助されているらしい感覚に抵抗を覚える。別に溺おぼれていたわけじゃないのに──離はなれようともがいてみるが、腕に続いて背中に感じた柔じゆう弾だん性せいの正体に思い当たった瞬間祐樹の身体は硬かたくなり、動けなくなり、抵抗もできず水のなかを運ばれていく。


「だいじょうぶ？　ほら、つかまって」


　声とともに、手が持ち上げられプールのへりへと乗せられた。


　そこでようやくわれに返って、


「──おまえなっ！」


　だああああっ！　と文句をつけようとするが顔を回した瞬間プールから上がりかけていた少女の闇やみにも白い太ももとすねが目に入り、それがあまりに不意打ちすぎて祐樹はすごい勢いきおいで視線をそらした。首ごとそらした。ごきっという音が耳の奥ではじけて響き、思わずうめいて首を押さえる。


「……なにやってんの？」


　プールから出た少女が振り返り、いった。


「なにやってんのじゃねぇよ。……ったく、よけいなことするな！」


「ご挨あい拶さつねぇ。むかつく」


「ていうかなんで、……ああまぁありがとな。さすが委員長。でもあんたに驚おどろいたんだぞ？　そのせいだぞ？　なんでここに？」


「なんでって、ここはあたしの家だし、……あのねぇ、いくらなんでも一人っきりで泳がせられるわけないでしょう？　一人では泳がない、泳がせない、そんなの常じよう識しき。うちのプールで水すい難なん事故なんて冗談でもやめてほしいわけ」


「……それにしたってなぁ、……もう」


　意い識しきしている、と思われるのがいやで、視線を無理やり少女に向けつつ祐ゆう樹きはひとりごちた。


　監視だというのならそのへんに座っていればいいものを、なんで一緒に泳いでいるんだ？　スクール水着に大きめのＴシャツという格好はそれほど露ろ出しゆつ度が高いわけでもないが、女性の足が出ているだけでも年とし頃ごろの男には目に毒だ──正しくは目の保養なのかもしれないが、だからといってじっと見ていられるほどの度ど胸きようは祐樹にはない。


　生足なんぞ『ラケル』でそれこそ何百本も見み慣なれているはずなのに、なぜか『祐樹』には免めん疫えきがない。


　どきどきする。


　背中と腕にまだ感かん触しよくが残っていて、緊きん張ちようその他の理由で身体からだが固まることをいかんともしがたいがそれを気づかれたくなくて、プールの端はしにつかまったまま自作の呪じゆ文もんを唱となえつつ（其そは真しんにして真にして真──）、祐樹は水のなかから少女を見上げてぶっきらぼうにいった。


「おまえさ、……前から思ってたんだけど、危き機き感ってやつが足りないよな？　一人暮らしの男の部屋にあがりこんだり、男と二人っきりで泳いだり──」


　救助とはいえ抱だきついたり。


「は。これでも護ご身しんの術は心得ています。修道部ですから」


「その修道部ってやつは教えてくれなかったのか？　最大の護身は危地に飛びこまないことだって」


「ええ。だから危地には飛びこんでないし？」


　ふふん、とやけに挑ちよう発はつ的な目でこちらを見下ろしてくる少女に、ほほう、よかろう、そこまでいうならそのでっかい乳の一つや二つ揉もまれても文句はいわないな？　と心のなかで吐はき捨すてる。もちろんそんなことできるはずもないが。無む敵てきの力を持っているのは『向こうの世界』の『ラケル』であって、ここでの祐樹は日ひ野の鷹たか生おクンに負けちゃうような実に無力な存在だ。


　なにもいえずにうなっている祐樹をふん、と鼻で笑うと、少女は歩き出した。


　スタート台のほうへと。


　長い髪かみをまとめた頭にキャップをかぶりなおすと、スタート台に立つ。


　身体からだを曲げて、飛びこむ姿し勢せい。


　次の瞬しゆん間かん、屈かがめた身体が打ち出される。


　きれいに伸のびて。弧こを描えがき。信じられないほどに穏おだやかに。


　わずかにぽちゃん、と音を立て、ほとんどしぶきを上げることなく、水のなかへと吸いこまれていく──


　夜だからか月の光のせいなのか、それはとても幻げん想そう的な光景だった。


　緊きん張ちようも忘れ、呼吸も忘れ、祐ゆう樹きはただただ、少女の動きに見とれていた。


　──高たか嶋しま空そらを、とてもきれいだと思った。





　高嶋空。


　祐樹のクラスの学級委員──それも、『面倒だからあいつに押しつけよう』ではなくて『高嶋さんしか考えられない！』という理由で選ばれた優ゆう等とう生せいタイプ。今年の生徒会長選の最有力候補。文武両道の才さい媛えんであり、大人っぽく、一七〇センチ近い──実は祐樹より高い──身長と長い黒くろ髪かみをさらりと下ろした姿は一見近寄りがたげだが、外見とは裏腹にガードの甘いところがあって、それこそ一人暮らしの男の部屋に平気で来て眠ねむったり、二人っきりのプールで平然と泳いだりする。おそらくは無自覚だろう天然の甘さ、つけこみどころ──それが雰ふん囲い気きにも表われているのか、高たか嶺ねの花な感じのわりに人を惹ひきつけよく頼られる。仕事を押しつけられたりしている。もっとも、いいように使われず必ず自分のプラスになるようにしているところはさすがというか、ちゃっかりというか。視力が弱く、縁ふちなしめがねをかけている。コンタクトレンズにしないのはめがねにこだわりがあるからではなく目のなかに異物を入れるのが怖こわいかららしい。普段かけているものは度の弱い近距離用のもので、スポーツや行楽等の運動をするときはめがねを替える。


　いまはかけていない。


　当然ながら、寝ねているときも外はずしている。


「……どうしたの？」


　首を振ふり、祐樹は脳裏に浮かんだものをかき消した。


「……別に。……泳ぎうまいなと思って」


「……まぁね、なにしろうち、スイミングスクールなんてやってるし。……開店休業中だけど。その娘が下へ手ただったらまずいでしょ。……水泳部だったしね」


「……へぇ」


「……まじめな話、あたし、邪じや魔ま？」


「いや別に、そういうこともないけどさ。……むしろ眼がん福ぷく？」


　さっき見とれていたうちに心に余よ裕ゆうもできていて、軽口をたたいて祐樹は空に向き直り、濡ぬれ張はりついたＴシャツによって強調された豊かな胸に手を合わせた。


　が、空そらは露ろ骨こつな視線にもびくともしない。


「はいはい。……でもどうしたの？　いきなり泳いでみたい、なんて」


「ん？　別に、深い意味はないけどさ。日ひ野の関係でやたら水泳の話が飛び交うから、水泳ってそんなたいしたもんだっけかな、と。……単純に、ストレス解消に運動したかっただけ」


　実際のところ、まだ暑い季節というわけでもないのに、なぜいきなり泳いでみたくなったのか、自分でもわかっていない。


　──あるいはわかっているのかもしれない。心のどこかでは。


　それに気づきたくないだけかもしれない──胸の底に澱よどんでいるもやもやについて考えようとするのをやめて、祐ゆう樹きは逆にたずね返した。


「そっちこそ、よかったのか？　いくら自分の家とはいえ、わざわざこんな時間に開けてくれて。おれは別に、泳げるところ教えてもらえるだけでよかったんだけど？」


「いいって別に。だいたい、市営のプールはまだ開いてないし、それにうち、いつ、たか……だれが泳ぎに来てもいいように、こうして水張ってあるんだから。使わないと損でしょ？」


「……ええと、許可は取ってあるんだよな？」


「だいじょうぶだって」


　空がしぶきを上げて、器用にその場でジャンプ？　して、水に潜もぐる。


　祐樹から離はなれ中央のほうに泳いでいく。


　祐樹もプールのへりを蹴けり、空の後に続いた。


「おい、まさか、許可取ってないのか？　……おれ、あんたの親おや御ごさんに『こんな遅くに娘と半裸でなにやっている！』なんて怒鳴りこまれるのは勘かん弁べんしてほしいんだけど？」


「しつこいなぁ。平気だって。あたし、信用あるから」


「……まぁ、そうなんだろうけど」


　高たか嶋しま空が祐樹の家を訪おとずれて、「寝ねる場所を貸してほしい」といってきてからもうひと月近く経たつ。


　最初のころは二、三時間ほど眠ねむっては起きて帰っていたのだが、最近は泊とまり前ぜん提てい。


　それも週の半分以上。


　それだけ外泊が許されているというのなら、確たしかに信用されているのだろう。──あるいは友だちとやらのアリバイ工作がよほどうまいのか。


　もうひと月近くになるというのに、いまだ空は悲鳴を上げ続けている。


　苦く悶もんに身をよじり、うめいている。眠りながら。夢のなかで。


　さすがにこれは尋じん常じようではない。


　いったい『向こう』でなにが起きているのか──


（──いいや、まだ、彼女が『シフト』していると決まったわけじゃない）


　そうだ、と自分にいい聞かせる。


　夜中に悲鳴を上げるなど、決して珍めずらしいことではない。──たぶん。


　むしろ、『セラ』、鷹たか生お、そしてこの少女と立て続けに『シフト』している人間に出会うことのほうが珍しいのだ。『セラ』については自分が会いに来たのだからともかくも、偶然知り合った鷹生が『シフト』していて（しかも、勇ゆう者しやを目指すようなやつで）その幼おさな馴な染じみまでもが『シフト』していたりすることなど、さらに彼女が避ひ難なん場所に、よりにもよって祐ゆう樹きの家を選ぶことなど──


　もちろん、ありえない、とは断言できない。


　たとえばギネスブックには七回も雷かみなりに打たれた男の記録があるぐらいで、可か能のう性せいがある限り、絶対ない、とはいい切れない。でもそれはかなり起きる確かく率りつが低いからこそギネスに載っているわけで、つまりそういうことはめったに起こりえないわけで──


　いくらなんでも彼女まで『シフト』しているなんてこと、あるはずが──


　見つめられていることに気づき、祐樹は顔を上げた。


「……なに？」


　黙だまりこんでいた祐樹が親のことを気にしていたと思ったのか、空そらは視線をそらしていった。


「……あたしの親のことだったらさ、本当に、気にしないでいいよ？　……向こうもあたしのこと、そんなに気にしていないから。……気にしてない、っていうのは言葉が悪いかな。なんていうか、気にしたくない、って感じだから」


「……気に、したくない？　よけい言葉が悪いような」


　そうかな、と空は首を振ふり、続けた。


「……鷹生のことは、知っているよね。あのときあそこにいたんだし、仲いいみたいだし、鷹生がすごい水泳選手だったってことは。で、……知ってる？　一流のアスリートって、ほとんどが子供のころから英才教育受けているってこと。だからこそ金メダルとか取れるわけで、ある意味生まれたころから運命が定められていて、──鷹生も、──そしてあたしも、そういう子供のひとり、だった」


「……委員長も？」


「まぁね。でも、たとえそういう子供だろうと、だれもが才能あるわけじゃなくて、──よくあること、だろうけど、あたしには、才能が、足りなかった。


　だからあたしは、……水泳を、やめることにした。


　親の期待を裏切っちゃったわけだけど、でも二人とも、しょうがないか、って感じだった。なにしろ二人とも、鷹生、っていう、本物の才能を見ていたわけだから。二人にもわかっていたのよ。あたしじゃダメだ、って。とっくにあきらめがついていたみたい。だからあたしがやめるといったとき、二人とも、──許してくれた。引き止めようとはしなかった。……で、それからずっと、二人の期待は鷹生のほうに向けられていて──


　でも鷹生は、事故に遭あった。


　怪け我がは完治したみたいだけれど、それ以来泳ごうとしていない。


　だから二人とも、怖こわがっている。自分たちの夢──ずっと昔からの夢、それも、確たしかにつかみかけていた夢が、また消えてしまうかもしれないことを」


「……」


「その気持ちはわかるのよ。──鷹たか生おは本当にすごかったから、期待が大きかったぶん反動も大きくて、だからあたしの親も鷹生の親も、期待していた人みんな、それが消えてなくなることを認められなくて、だからうちではだれもそのことを話そうとしない。話さないでいれば、なかったことにできるって信じているみたいに。事故なんてなかったみたいに生活していて、時が来れば鷹生はまた泳ぎだすって、根こん拠きよもないのに信じていて──


　そういう人たちにとって、あたしはよくない前例なんだ。


　二人の夢を、期待を、裏切った──裏切るということがありうることを示した、悪い前例。


　あたしを見ると、どうしてもそれを思い出してしまうから、……二人とも、あたしのことをなるべく気にしないようにしているわけ。……なんていうかな、ジンクス？　みたいな感じ。あたしがいなければ、あたしのことに気がつかなければ、また裏切られるなんてことない、みたいな──アスリートってジンクスをかつぐ人が多いから」


「……要するに、現実に直面するのが怖くて、だから現実を思い出させるあんたをまともに見られない、ってことね」


「そうそう、すごい。なるほど、そうまとめればよかったか。……とにかくそういうわけだから、あたしの親についてはそんなに心配しなくていいから」


　笑った空そらに、祐ゆう樹きも笑って応こたえる。


「うん。わかった。じゃあ遠えん慮りよなく使わせてもらおう」


「そうして？　あたしもさ、最近ちょっと泳ぎたかったし。でも一人で泳ぐのもアレだし、友だち誘さそうのも気使うし、赤あか松まつがいってきたの、ちょうどよくて──それに、あんたには、けっこう迷めい惑わくかけているし──」


　祐樹は背を下に、ぷかり、と水面に浮かんだ。


　光と影かげがゆらゆらと揺ゆれる天井を見る。


　月の冷たい光がつむいだ文もん様ようは、本当に、幻げん想そう的で──


「……赤松？　あの……」


　──気がつくと、祐樹は口を開いていた。


「──おれのほうもさ、だいじょうぶだから。変に遠慮しないでいいから。……迷惑とか、気ぃ使うなよ？」


「……うん。ありがと」


　ありがと、か。


　自分の偽ぎ善ぜんに、祐樹は唇くちびるをゆがめて思う。


　──なにが、気を使うな、だ。おれはなにもしてやっていないのに。


　ただ、寝ねるための場所を用意しているだけで、それだっておれ自身はなんの努力もしていないのに──


　これが鷹たか生おだったら、『セラ』だったら、たとえ他人だろうときっと、彼女を助けるためになんでもするのだろう。ただ知り合ってしまったというだけの理由で。


　それなのに、おれは、自分の正体を知られる危険を冒おかしたくないからと、彼女のことを見殺しにしている。


　もちろん、言いい訳わけはある。


　正体を知られることだけが、『ラケル』の唯ゆい一いつの弱点だから。


　敵てきは──『イーグルスアイ』は必ず、そこを狙ねらってくるから。


　──だからおれは、絶対に、自分を守るためにも、正体を知られるわけにはいかない──


（──それでも、鷹生なら、──セラなら、きっと、そんな危険を承知で──）


　もしかして、おれなら彼女を助けられるのかもしれないのに。


　これ以上『シフト』している知り合いを増やしたくない、正体の知られる可か能のう性せいを増やしたくない、それだけの理由で、実際に生命の危険にさらされているわけではないにもかかわらず、彼女を苦しむがままにさせている──


「……あのさ、赤あか松まつ」


「ん？　なに？」


　背泳ぎの姿勢のままで答えた祐ゆう樹きに、空そらが、いった。


「……ありがとう」


「だから、気を使うなって──」


「うん、ええと、そうじゃなくて──赤松も、気づいているよね？　あたしが寝ながら叫さけぶこと。うなされたり、悲鳴上げたり、もうずっと、その、止まらないこと──変だと思っているよね？　でもなにもいわないで、あたしに部屋、貸してくれて。……遠えん慮りよするなっていってくれて。──あたし、本当に、おかげですごく、助かってるから」


「……」


「……いま考えるとさ、あたしも相当むちゃだったよね？　ろくに話したこともないのにいきなり押しかけて、部屋を貸せ、眠ねむらせてくれ、なんて。──でもあたし、他ほかに頼れる人いなくて。友だちはみんな親といるから、叫び声とか出したら迷めい惑わくかけるし、病院とかに連れて行かれそうだし、おおごとにはしたくないし、でも安全に眠れるところなんてどこにもなくて、一人暮らしの知り合いなんて、赤松しか知らなくて、そのころはあまり寝てなくて、寝るのが怖こわくて、もうどうすればいいかわからなくて……


　──だから本当に、ありがとう──」


　──祐樹はぐるりと回転し、顔面を水に沈しずめた。


「赤あか松まつ？」


　目をつぶり、歯を食いしばり、表情を見られないよう水のなかへと潜もぐりこむ。


　自分の腕を白くなるまで握にぎり締しめ。ちくしょう、と繰くり返かえしつつ。


　ちくしょう、どうしておれは、こうなんだろう。


　どうしておれは、鷹たか生おや──『セラ』のようになれないんだろう。


　祐ゆう樹きが殺人しそうなのを、止めに来てくれた、鷹生。


　──平然と殺人を決意できる自分。


『ラケル』を助けるために、わざわざもどってきてくれた、『セラ』──


　──殺人は決意できるくせに、いざ自分の命が懸かかるとなると、躊ちゆう躇ちよしてしまう、自分。


　正体を知られる危険を恐おそれ、助けられるかもしれない相手を見殺しにして、──そのくせに、ありがとう、なんて平気でいわせている自分──


　水のなかで身をよじり、祐樹は自分に向かって問いかける。


　──どうしておれは、こうなんだろう。


　卑ひ怯きようで、小心で、臆おく病びよう者もので、自分のことばかり考えて。


　どうしておれは、──鷹生のように、セラのようになれないんだろう。


　どうして、どうしてと繰り返す。


　──どうしておれは、二人のようになれないんだろう──





　高たか嶋しま空そら。めがねの似合う委員長。


　祐樹とはただのクラスメイト──接点は、それだけだった。


　だが気がつくと、いろいろなことを知ってしまった。──めがねのこと。性格のこと。悩なやんでいること。両親のこと、コンプレックス、そして好きな人──まぁこれは鷹生以外にはけっこうばればれなのかもしれないが。転校生の祐樹すらすぐに気づいたぐらいだから、ほとんど公然の秘密になっているのだろう。それはともかく、いまや祐樹は彼女の友だち以上に彼女のことを知っている、かもしれない。高嶋空という少女はクラスメイトによく頼られ、好かれ慕したわれているわりに深く付き合っている友人がいないように思われる。彼女はかなり手前に境界線を引いていて、だれでもその線ぎりぎりまでは近づけるのだが、その線より先にはだれも入れない。入らせない。おそらく幼おさな馴な染じみの鷹生さえ、その線の先に入ったことはないように思う。ある種の人間は、自分に近い関係であればあるほど遠ざける。面倒をかけないように。嫌われないように。傷つけないように、そして傷つけられないように──そういう人間にとっては赤の他人のほうが一緒にいるのに気が楽だろう。枯れ木も山の賑にぎやかし。知らない人間は危険だが、話し相手はいたほうがいい。寂さびしさがまぎれればいい。どれだけ自分のことを知られても、お互いの線が交わらなければ知られていないのと同じこと。だから線の交わる親しい友より平行線の他人がいい──そういうところは自分に似ていると思う。もっとも、すべては想そう像ぞうに過ぎないけれど。本当にわかることなどありえない。


　ふと思う。


　自分が彼女についてそれなりのことを知ってしまったように、空そらにも『赤あか松まつ祐ゆう樹き』のことを知られているのだろうか。──いったいなにがわかるだろう？　たとえば部屋のこと。ベッドと机、パソコン、教科書やノート、必要最小限のものしかない寝室。そもそもなにも置かれていないリビングに料理道具はレンジしかない台所。テレビもなく、ベッドの下のエロ本どころかマンガや小説自体がない。こまごまとした生活用雑貨はぞんざいにダンボール箱につっこまれ、しわをつけてはいけない制服だけがかろうじてハンガーにかけられている──そこからなにがわかるだろう？


　きっと、空は気づいているだろう。祐樹の家に、家族の影かげがないことを。


　他ほかにも、空は、しばらく前まで祐樹が夜に出歩いていたのを知っている。


　全身打ち身で帰ってきて、ベッドのなかで震ふるえていたのも見られてしまった。


　いまだに身体からだが覚えている。あのとき全身を襲おそった震え。


　そして背中に感じた温あたたかさ。その温かさにすべてを委ゆだねて眠ねむることのできた時間。


　現在祐樹にもっとも近しい友人は（認めたくはないが）日ひ野の鷹たか生おだが、空はきっと鷹生以上に祐樹のことを知ってしまっているだろう。そして自分もまた、空についていろいろなことを、ある点においてはきっと鷹生以上に知っている。


　だから──


　……なにかをいわれたような気がして、水のまにまに身体をぷかぷか浮かせていた祐樹は仰あお向むけの体たい勢せいのまま、プールのへりに腰こし掛かけている空にたずねた。


「……え？　なんかいった？　委員長？」


「だから、委員長はやめてって。……前から聞きたくてさ。で、いい機会だから──ほら、なんていったっけ？　あの一年生……赤松とどういう関係なの？」


　……は？


　虚きよをつかれ、動いた拍ひよう子しにばちゃんと水に沈しずみこみ、プールのへりに寄りかかって体勢を整ととのえたのち、祐樹は憮ぶ然ぜんとした表情で、答えた。


「あほか。どういう関係もあるか。知らない他人だよ他人。名前だって知らない」


「へえ？　知らない他人にあんなに慕したわれているわけ？」


「慕われてない！　つきまとわれているだけだ！　こっちは迷めい惑わくしてるってぇの！」


「……そのわりに、たまにやさしい目で見てたりするよねぇ？　赤松って。彼女のことを。最初の出会いも、あの子を助けたとかなんとか──」


「…………助けたことなんてない。やさしい目とかもみんなあんたの気のせいっていうかこれだから女の目ってやつはやーめーて？　なんでもかんでもそういうところに結びつけるのは。……ああでも、子供だなって思うときは確たしかにあるから、それと勘かん違ちがいしているんだな、うん。きっと」


「……まぁね。確たしかにあの子、子供だよね。ちょっと前まで中学生だったにしても、あれは本当に子供だわ。……あんたにつっかかるさまといい、……鷹たか生おに対しても……」


　鷹生、という名前が出たことに、祐ゆう樹きはにやりと笑ってみせる。


「……ああ、なるほどね。確かにあんたからしてみれば、おれとあの子にくっついてもらいたいよなぁ？　いまの感じじゃアレだもんなぁ？」


　今度は空そらが不ふ機き嫌げんな表情。


「……なんの話よ。変な誤ご解かいはやめてよね」


「誤解って、なにが？　そりゃあ幼おさな馴な染じみとしては気になるよなぁ？　いきなり現れた後輩があんなに迫っているのを見せられて、しかも日ひ野のがけっこうその気になってたら」


「バカじゃない？　勝手に決めつけないでくれる？　気にしてなんてぜんぜんないわよ！」


「へぇ？　そうなん？　日野が水泳部にもどるかどうかは、あの学校じゃおれ以外のだれもがみんな気にしているって思ってたけど？」


「……」


「……」


「……」


「……やめよう。お互い」


「……うん」


　これで終了、といわんばかりに立ち上がり、空はプールに飛びこんだ。


　きれいな着水からの潜せん水すい。近くにいた祐樹にも水はほとんどかかっていない。


　泳いでいる空をぼんやりながめ、元気だなぁと祐樹は思う。


　こういうところを見ていると、とても夜にうなされているとは思えない。


『シフト』したての人間は、多くの場合神経質になるものだが空にはそういう変化が見られない──少なくとも見た感じでは。そもそもひと月近く経たつのにいまだ順応していないのもおかしい。通常の場合、心理学でいうところの『乖かい離り』に近いことが起こり、向こうとこちらを切きり離はなして考えるようになるはずなのだが、それが起こらずいまだ悲鳴を上げているのは、──もちろん個人差はあるが、この場合、いったいどういう状況が考えられるか──


　──単純に、『シフト』とは関係ない、ということなのだろう、と自分を納得させる。


　やはり彼女は、『シフト』に苦しめられているわけではないのだ。


　だったら自分にできることなどなにもない。だから考えなくていい。


　首を振ふり、頭を切り替えようと、もどってきた空にたずねる。


「……まじめな話、どう思う？　日野のやつ、水泳部にもどると思うか？」


「…………どう、だろ」


　空はゆっくりと、屋おく内ないを見渡した。


　いまは自分たち以外、だれもいないプール。


　しかし確たしかにどこかの時間、鷹たか生おはここで泳いでいたのだろう。空そらと一緒に。オリンピックやらを目指して──事故に遭あうまでは。


　図書室で「結論を出す」といってはいたが、今日きようまで、鷹生はとくに行動していない。


　最近は昼食時、あの下級生が屋上まで押しかけてきては「泳ぎませんか？」となんやかんやの理由をつけて誘さそいに来るがのらりくらりとかわしている。


　ちなみに今日、鷹生はいない。


　土日の休みを使って『ダイス６シツクス』──真ま名な／本ほん郷ごう晋しん待じの家をたずねている。あの助ける価値のないやつの手助けをするために、電話をしてきた本郷の家に。


　だから、今日祐ゆう樹きは泳ぎに来られた。


　もしも鷹生が在宅だったら──鷹生は空の隣家に住んでいるから──こんな目立つことはできない。ただでさえ委員長との関係を生なま温あたたかく見守られているようだから、これ以上誤ご解かいされるわけにはいかないから。……最近は、あの一年生にまで誤解されつつあるし。


　はぁ、とため息をつき、うまくいかないものだなぁ、と知らずつぶやく。


「……気になるの？」


「え？　なにが？」


「鷹生が水泳部にもどるかどうか」


「ああ……いやぜんぜん。ただ、早めに決めてほしいよな。あの一年がおれにつきまとうのもほとんど日ひ野ののせいだし、……なんていうかな、あいつの進退をおれに聞いてくるやつ多いんだよ。なんでか知らんが。おれにわかるか、本人に直接聞けっての。あんたのほうこそ、……いうまでもないか。気になるよな。そりゃ。幼おさな馴な染じみだし」ふと、空の家族の話を思い出し、何気なくたずねる。「──あんた的には、あいつにもどってほしいのか？　──それとも、逆？」


　空は、答えなかった。


　なかなか返ってこない返事に顔を上げ、祐樹は空を見た。


　そして愕がく然ぜんとする。


　空は青ざめた表情で、じっと水みな面もを見つめていた。


　いまにも涙のもれそうな目で、プールの水をにらんでいた。


　ただならないその表情に、心臓の鼓こ動どうが速まりだし、祐樹は雰ふん囲い気きが変わったことを知る。


　背中に冷たいなにかが走り、後ずさる。


　それまで話していたことなど脳のう裏りの向こうに消え去って、祐樹はただ、しまったと思う──


　やばい。


　こいつ、話すつもりだ。自分が『シフト』していることを。


　なぜいきなりその気になったかわからないが、こいつは、ついに、話し出す──


　高たか嶋しま空そらが、顔を上げた。


　その視線を受け止めて、祐ゆう樹きは思わず呼吸を止める。頭のなかで必死に考えをまとめつつ。


　ああ、ついに、こいつは告白をはじめる。


　なぜ、自分が寝ながら叫んでいるのか。話し出す。寝るたびに変な世界に移動させられひどい目に遭わされているんだと。そして世界と世界を移動する合間に、変な声を聞くんだと──


（──世界はクリアを待っている──）


　そうだ、条件は整ととのっている。


　おれがそろえてしまった。


　二人きりで、静かな、幻げん想そう的な夜。しかも彼女のホームグラウンド。奇き妙みような連帯感まであって──ちょっと複ふく雑ざつな家庭環境まで聞いてしまって。


　遠えん慮りよなんかするなと、はっきりいってしまった。


　話し出すための雰ふん囲い気きが、できてしまっている。


　だからこいつは話し出す。自分を悩なやませていることを。


　──だれだって、悩みはだれかに話したい。


　条件さえそろえば、だれだって、胸の裡うちを吐はき出だしたい。ただ話すだけでも楽になるのは本当だから。


　だから彼女は、告白する。いま自分を悩ませている問題を。


　──『シフト』していることを。


　そのときおれは、いったいどう動くだろう。知らないふりを通すのか、それとも応こたえてしまうのか──


（──どうする？　どうするべきか、おれはいったいどうすればいい──？）


　──空の唇くちびるが、開いていく。


　それをなすすべもなく見つめ、自分がどうするつもりなのか、どうしたいのかわからず混乱する一方で、──祐樹は確たしかに、深い安あん堵どを覚えていた。


　ようやく、という、ほっとしたような、気持ち。


　だから祐樹はじっと待つ。高嶋空がついに告白するのを──





「……あたしの、せいなの」





　──なにをいわれたのか、わからなかった。


　ただ、空が泣いているのは、見えた。


　ただ一ひと言ことをいって、うつむき、少女は水のなかで泣いていた。


　それを祐樹はぽかんと見ていた。彼女の言葉をまったく理解できずに。


　──なんの、話だ？


　ぽつり、ぽつりと、少女は言葉をつむいでいく。


「……あのとき、図書室で、赤あか松まつも聞いていたよね、あいつが泳がない、理由、──あれは、あたしのせいなの。あたしが裏切ったのは、親じゃない。あの人たちの夢なんかじゃない。あたしが裏切ったのは、鷹たか生お──」


「……は？」


「……あたし、知っていたのに。あいつ、みんなといるのが好きなんだって。速く泳ぐことじゃなくて、ほめられるのも好きだけど、それ以上に、みんなと泳ぐのが好きなんだって、タイムなんか関係ないって、知っていたのに……」


「……」


「みんな、みんなやめていった。だってあいつは天才だから。だれもあいつに追いつけない。どんなにがんばっても、絶対あいつにはかなわない。期待されるのはあいつだけで、だからみんなやめていった。練習時間をずらしても、もう遅かった。みんながやめるの、止められなかった。……あいつは、ただ泳ぐのが好きだったのに、みんなと泳ぐのが好きだったのに……あたしはそれを、知っていたのに──」


　青白いほおに涙を落とし、それを水でぬぐいながら、空そらはしぼり出すように言葉を吐はき出だし。


　なにもいえず、言葉を挟はさめず、祐ゆう樹きは黙だまってそれを聞いていた。


「……あいつはずっといっていたのに。やめないでって。目で、態度で、訴うつたえていたのに──


　……あたしだって、がんばろうと思った。


　最後の一人になっても、絶対に、鷹生と一緒にいてあげようって。……でも、どんなにがんばっても、あいつには追いつけなくて、だってあいつは天才で、みんな、あいつしか見てなくて、だれもあたしは見てくれなくて、……鷹生にそんなつもりがないのは知っていたのに、……鷹生の望みは、わかっていたのに。……結局、あたしは鷹生を裏切った。最後の最後で、あたしもやめて、ついにあいつを、一人っきりに──」


　空は自分の顔に、水を浴びせた。


　まるでほおにぶつけるように。


　月明かりしかない夜に、ただぱちゃぱちゃという音だけが、響ひびく──


「ごめん。泣いちゃった。……本当に、ごめんね？　最近、ちょっと、情じよう緒ちよ不安定でさ」


「いや、……その」


「……はは。……ごめん。うん。変な話をしちゃって。こんなこと話されたって、困るよね？　ごめん！　忘れて！　……ああもうあたし、なんだかなぁ」


「……あいつって、そんなにすごいのか？　校内はともかく世間的には、あまり有名じゃないみたいだけど？」


　ぱちゃぱちゃと水をはね散ちらす音が、止まり。


　空は祐樹の顔を見ないまま、いった。


「まだ身体からだのできあがってないころにもう、鷹たか生おは高校生級の成績を出していた。それでも、限界が感じられなかった。記録はぐんぐん伸のびていて、だから父さんたちも、舞まい上あがっちゃって、大事に大事に育てていて、──有名じゃないのも当然。──鷹生はずっと、大会にさえ出してもらえなかったんだから」


「へぇ？」


「よけいな敵てきが増えるのを、父さんたちがいやがったのよ。だから実じつ績せきをつくるため、ようやく出してもらえた最後の大会でも、目立たないようにって実力出すのを禁じられた。……それでもあっさり入賞しちゃったけどね。……わかる？　実力を出しちゃいけないなんて、そんなの楽しいと思う？　あいつは本当に、泳ぐの好きだったのに」


「……あんたの前でなんだけど、つくづくひどい親だな」


「それだけ、オリンピックへの思いが強かったのよ。……いろいろあったみたいで、なんていうか、見返してやる、みたいな思いがね。ほとんど復ふく讐しゆう──


　あたしが脱落してからも、一人になってもずっとあいつは泳いでいたけれど、きっと、もう楽しくなくなっていたんだと思う。もう、……たぶんずっと前からもう、あいつにとって水泳は、ぜんぜん楽しくなくなっていて、もしかしたら、自分ではわかっていなかったのかもしれないけれど、事故でしばらく離はなれたせいで、ついに、それに気づいてしまって──


　……だからね、さっきの質問の答えだけど」


　そこでようやく祐ゆう樹きは、なぜこんな話になったか思い出した。


　少女は笑って、いった。


「……あたしは、……正直、本当に、わからない。あいつはずっと泳いでいたから、もどればもしかして金メダルだって取れるかもだし、なによりも、あんなに泳ぐの好きだったから──でも、気づいてしまったことは、もうなしにはできないから。あいつはきっと、もう泳いでも楽しくないと思うから」


「世界には、あいつに並べるやつなんてごろごろいるだろ？」


「……でもそれはたぶん、友だちじゃない。あいつがほしいものじゃないから」


「そんなの甘えだ。トップってのはそういうもんだろ」


「……ま、もどるにしろもどらないにしろ、あたしが口出せることじゃないんだけどね」


　あたしには、そんな資格はないから。空そらの笑顔がそう告つげている。


　──それは可能性もしもの話だ。


　もしも彼女が水泳を続けていたら、鷹生はどうしていただろうか。


　事故に遭あったとしても、あっさり復帰していただろうか。


　いまみたいに、迷まよってなどいなかったのだろうか──


　祐樹は、押おし黙だまった。


　空に責任はない、と思う。


　が、たとえ考え違いを指し摘てきしたところで、結局のところ問題は、空そらがそう感じているということだ。ならば空が納得できない限り──自分を許せない限り、なにをいっても届かないだろう。


　──だったらいったい、どうすればいい？


「……まぁ、なんだな。とりあえず、吐はき出だしとけ」


　かろうじて、祐ゆう樹きはそれだけ、いえた。


　空は微笑ほほえみ、お礼をいった。


「……ありがとう」


　とたんに胸が圧迫される。


　自分自身をつぶしたくなる。


　──ありがとう？　おれはなにもしていない。結局なにもしてやっていない。だいたいなんだ？　あんたは？　この期ごに及んで悩なやんでいるのは鷹たか生おのことか？　あのタイミングで鷹生のことを持ち出すなんて──いや確たしかに話のつながり的にはおかしくないけれど、ていうかまったく自然でむしろ当然、おかしいのはおれのほうなのだろうけど、……でも、いまあんたには、もっと大変なことが起きているんじゃないのか？　いまの時間は、それを話すのに絶好の機会だったんじゃないのか？　おれは覚かく悟ごしていたのに──なのにあんたが心配するのは、涙と一緒に吐き出したのは、結局他人の心配なのか？　いまの自分の状態よりも──


（──ちくしょう！）


　理り不ふ尽じんだ。


　理不尽だ、と思う。


　なにが理不尽なのかもわからず、とにかく理不尽だと思う──


「──なぁ。勝負しようか」


「え？　……って、勝負？　もと──かなり前だけど、いちおう水泳部だったあたしと？」


「ん、じゃあ、そうだな。潜せん水すい勝負はどうだ？　距きよ離りじゃなくって、どちらが長く潜もぐっていられるか。水泳はともかく、おれ、息止めるのには自信あるぜ。どうだ？」


「……別に、いいけど、じゃあ──」


「それじゃあ、せぇの！」


「──わ、ちょっと！」


　聞く耳を持たず、掛かけ声ごえとともに水中に潜る。


　深く深く、プールの底へ。


　目を開くと、空も潜っているのが見える。


　ちらりとそれを一いち瞥べつして、目を閉じる。


　負けないぞ、と思いつつ──


　そうだ絶対、負けるものか。なぜこんなにムキになっているのか自分でも見当つかないけれど、でも絶対に、負けたりなんかするものか──


　やってやる。


　限界まで、息が続かなくなるまで──口から気き泡ほうが飛び出し、水を思い切り吸いこむまで。


　──自分がなにに憤いきどおっているのかわからず、……本当はわかっているのかもしれないが、わかりたくなく、どうすればいいか決められず、答えを出せず、だからこそ、この勝負に勝ちさえすれば答えが得られるとでもいうように、敵てきがなにかもわからない戦いに、挑いどむ──








　　　　◇








　危うく死にかけた、その日から数えて五日後。


　赤あか松まつ祐ゆう樹きは、日ひ野の鷹たか生おと水泳対決をすることを、決めた。








　　　　２．








　規則正しく鳴なり響ひびく、チャイムの音を聞いていた。


　日本の学校における始業終業の定番である四つの音色を意い識しきして、次の瞬しゆん間かん目を開き、祐樹はシーツをはねのけ身体からだを起こす。


　あわてて周囲を見渡して、しかし天井と部屋の様子が直前の記憶とつながらず、見けん当とう識しきが喪そう失しつし、めまいを起こす。


　鼻び腔こうに満ちる消毒液の特有のにおいが、ようやく現在の状況を認にん識しきさせる──


　──ここは保健室？　あれ？


　おれは、確たしか、『シフト』していて──


「……気がついたか？」


　カーテンが引かれ、光とともに白衣の女性が姿を見せた。


　間ま藤とう杏あん里り。


　祐樹の学校の養よう護ご教きよう諭ゆにして『シフト』のことを知る協力者。


　どうやったのかは知らないが、祐ゆう樹きのあとを追うように──正しくは祐樹より先に、新学期から──この学校に赴ふ任にんしてきた新任で、なかなかの美人、かつ若くてあまり先生らしくない態度が生徒に受けて人気が高い。ちなみに、書類の上では叔お父じ叔お母ばに次ぐ祐樹の代理保護者であり、杏あん里りを頼るため祐樹はこの学校に中ちゆう途と半はん端ぱな時期に転校することになった、ということになっている。──少なくとも学校側にはそう説明してあるのだが、いまだに祐樹の転校が日ひ野の鷹たか生おに関係あると誤ご解かいしている者は多い。


　ああ、そうか、と祐樹は、杏里の姿に思い出した。


　最近連日『シフト』していて、そのため『過労』を感じるようになり、だから自分の部屋ではなく、朝から学校に来て保健室で『シフト』したんだった。いざというとき、事情を知っている杏里にフォローを頼むために。


　水の入ったコップを手に、杏里がたずねた。


「……で？　うまくいったのか？」


　コップを受け取り、一口飲んで、祐樹はうなずく。


「──ああ。ようやく見つけたよ。リカルトを」


「そうか」


「──今日きよう、決着をつけようと思う。……今夜もサポート、頼める？」


「今夜？」


　驚おどろいたように目を見開いた杏里に、祐樹はあれ？　とあわてて記き憶おくをたどる。


　今夜、なにか予定があったっけ？


　毎日続けて──ときには同日二回以上──『シフト』しているために、ここのところ『向こう』と『こちら』の記憶が曖あい昧まいになってしまっている。


「なんか、用事でもあった？」


「……いや、私にはないが、おまえ、明日あしたは日野と対決するのだろう？」


「…………対決？　日野と？」


　ああ、そういえば、そういう約束をしたような──


　思い出すのは先日、高たか嶋しま空そらとプールで泳いだときの記憶。……はて？　あのときはどうして泳ごうと思ったんだっけ？　対決のため？　あのときすでに決めていたとか？　いや、約束したのは昨日きのうの夜で、それも向こうが勝手に決めてきて──じゃあ、なぜおれは泳ぎたいと思ったのか、どうしてあのときのことを思い出すのか──ダメだ、『シフト』したばかりのせいか記憶が混乱していて──


「──祐樹？」


「……いや、なんでもない。それより、そうだった。うん。明日は、日野と水泳対決──そっちのほうも頼んでいい？　そっちはただ泳ぐだけだけど、いちおう、なにが起こるかわからないから」


「ああ。喜んで見物させてもらおう」


　笑い、しかしすぐに真剣なまなざしになり、杏あん里りはたずねた。


「──まさかとは思うが、勝とうなどとは思っていないな？　わかっているとは思うが、おまえは目立つべきではない」


「……ガキなまねはしないって」


「ならいいが、だったらなぜ、有名人を相手に水泳対決なんかをすることになった？」


「──それは──」


　廊下から、軽快な足音が聞こえてきた。


　杏里は言葉を止め、机にもどり、祐ゆう樹きは時計を見、さっきのチャイムが昼休みのはじまりを告つげるものであったことを確たしかめる。


　足音は、保健室の扉とびらの前で止まった。


　さて、いったいだれだろう──


　一いつ拍ぱく置いて、ノックの音。


「……失礼します」


　祐樹はそっと、ため息をつく。


　優ゆう等とう生せいらしい落ち着いた声とともに入室してきたのは、高たか嶋しま空そらだった。


　杏里に一礼すると、つかつかと、祐樹のベッドにやってくる。


　ベッドの横に立ち、カーテンを引いて簡易の個室をつくると（それが杏里の目にどう映うつるのか考えの及ばないところが空らしい）、空は、祐樹をきっとにらみつけた。


「赤あか松まつ！」


「おう！　朝はダウンしちゃったけど、おれはもう、元気だぞ！　午後からは授業出られると思うから！　心配してくれてありがとう！」


「あっ、……あ、その、そうなの……ごめん、お大事に……ってそれより！　鷹たか生おと水泳対決って、なんの話よ！」


　昨日きのう決めたばかりなのに、もう空まで知っているのか。嘆たん息そくする。


「どういうことって、そういうこととしか」


「なに考えているのよ！　鷹生と水泳対決なんて！　バカじゃない！　いくら鷹生にブランクあるからって、勝てるわけないのに！　この前話したでしょ！　あいつは──」


　空は突然、口をつぐんだ。


　顔が少しく赤らみだし、そんな空につられて祐樹も赤面してしまう。


　実は、前にプールで話して以来、空とはほとんどまともに話していなかった。


　お互いに、なんか避さけてしまっていた──それでも空は泊とまりに来ていたが（そして変わらず悲鳴を上げていたが）。空からすれば、つまらないことを話してしまったと恥はずかしかったのだろうし、聞いた祐樹も話しづらかった。


　もっとも祐ゆう樹きの場合は、そのせいだけでもなかった。


　いろいろな事情を知ってしまったことに加え、『ダイス６シツクス』の事案が一いち段だん落らくついてしまったために、うなされる空そらを観かん察さつする余よ裕ゆうができてしまった。


　だから祐樹は、いまや確かく信しんしている。


　空が『シフト』し、そのせいで苦しめられていることを。


　にもかかわらず、自分はいまだになにもしようとしていない。


　当然だろう、かかわった結果、危険になるのは自分の生命なのだから。『ラケル』は正体を知られるわけにはいかず、結局空は他人であり、自分の身は自分で守るしかない──


「……とにかく、バカなまねはやめて。水泳対決なんてしないで」


「そうだな。あいつが負けを認めるなら不戦勝ってことでもいいか」


「なにいってるのよ。笑いものにされるのはあんたのほうよ？　絶対に勝てないんだから。さらし者になるだけ。ただでさえ目立っているのに──」


「そんなの、やってみなきゃわからないだろ？」


　だから！　といいかけて。


　空の声が沈しずんだ。


　視線を外はずし、ちらちらと祐樹を見つつ、おずおずと、いう。


「……もしかして、……あたしのせい？」


「は？」


「……あたしが、……あんな話、したから？　だから？」


「……バカ？　……あんた委員長のわりに、けっこう頭悪いよな？」


　空の言葉を一笑に付し、祐樹は大きくため息をつく。


「だいたい……正直いえばさ、あんたの話を聞く前から対決しようと思ってたんだ。だからわざわざプールを借りたんだよ。日ひ野のがいないときに。試しに泳いでみるために。ちょっと考えればわかるだろ？　それぐらい。変な想そう像ぞうする前に、考えいたれよ？　そこに」


「……じゃあ、なんでよ！　なんであいつと水泳なんか──」


「いやぁ、正直、水泳がどうのっていうのに嫌いや気けがさしててさ。どいつもこいつもあいつのことを、なぜかおれに聞きやがるし、なかには転校さえそのためなんじゃないかって──ふざけるなって話だよ。もうメンドい、かかわりたくない、だから、あいつがぐずぐずしていて泳げないんならおれが背中を押してやろうかな、と」


「……それは、でも」


「それに、考えると、……これってすごいチャンスじゃね？　もしもあいつが復帰したら、将来自慢できるだろ？　おれはメダリストに勝ったことがあるんだぞ、って。まぁあいつが本当にメダル取れるか知らんけど？　とにかく、いまなら勝てるかもしれないし──」


「勝てないわよ。あなたの泳ぎじゃ。……水泳じゃ。……どんなにブランクあっても、あいつは天才なんだから。……だからこんなの意味ないわよ。バカじゃない！」


　天才には勝てない、か。


　絶対に、かなわない、か──


「……わかった。じゃあ、正直なところを話そう」


　保健室の扉とびらが開いた音に気づいて、祐ゆう樹きは唇くちびるをななめにすると声を張り上げた。


「この前、おれが身体からだ中じゆう腫はらして帰ってきたの、覚えてる？　あれ、実は、日ひ野ののヤロウにやられてさ──だからまぁ、おれとしては、やり返さないと気がすまないわけ。んで、どうせなら相手のフィールドで徹てつ底てい的に、プライドごとぶっ倒さないと。恩も仇あだも、お返しは三倍返しが主義なんだ」


「……そんなの──」


「──気持ちはわからんでもないが、あいにく負けてやるつもりはないぜ？」


　言葉とともにカーテンが引かれ、新たな闖ちん入にゆう者しやの姿。


　まぶしい光のなかで不ふ敵てきに笑う鷹たか生おと、その後ろにはあの一年生の姿も見えて、空そらがごくりと言葉を呑のみこみ、祐樹は思わずにやりとする。


「よう日野。敵てき情じよう視察か？　なんだかんだで気になるか？　おれの眠ねむれる実力が」


「朝から倒れてたって聞いたけど、──その様子だと、予定に変更はなさそうだな。……でも、……悪い、赤あか松まつ」


「……なにが？」


　空の顔を見て、鷹生の表情がわずかにくもった。


　後ろに立っている一年をじろり、とねめつけ、言葉を続ける。


「こいつのせいで、何人かにばれた。……明日あしたの対決は、……だれにも邪じや魔まさせるつもりはないけど、対決することは……その結果も、秘密にしておくのは、もう無理っぽい」


　そんな、といいかけた空を制して、祐樹は笑った。


「おれは別にかまわないぞ？　どうせおまえをやっつけたら学校中に宣伝して回るつもりだったから。……ああ、あとこっちも間ま藤とう先生にいちおう救きゆう護ごを頼んだ。……明日は頼みますよ、先生！」


　わざとらしく大声を出すと、うーと眠たげな返事。


　うなずく鷹生。


「じゃあ明日の対決は、おれと、おまえと、先生と──」


「あたしもです」


　鷹生の後ろから手を上げた少女に、空が嚙かみつくような勢いきおいで問う。


「なんであなたが出てくるのよ！」


　少女は一いつ瞬しゆんたじろいだが、すぐに胸を張り、答えた。


「……だって、あたしには責任がありますから！　あたしが約束させたんだから、ちゃんと見届けないと──」


「……や、約束？」


　やれやれ、と鷹たか生おが肩をすくめる。


「事の発ほつ端たんは、こいつの電話なんだと。……よくわからんが、この一年が赤あか松まつに電話して、どういう流れか、おれと赤松が水泳対決することになったらしい」


　一年生をにらみ、なにかいいかけた空そらの機先を制し、祐ゆう樹きが続ける。


「そうそう！　そうだった！　約束忘れるなよ少女Ａ。おれが勝ったら日ひ野ののこと、負け犬先輩と呼んでカカカと高笑え？」


「……本当に、地味な、いやな……そっちこそ忘れないでよ！　先輩が勝ったらその『少女Ａ』はやめてちゃんと名前で呼ぶこと！」


「……いま気づいたが、おれにはなんの得もない？」鷹生の言葉に、


「バカじゃない！」ついに空が叫さけび声ごえを上げ。


「保健室で大声出すな！」


　それに続いた杏あん里りの一いつ喝かつで、場がしんとなる。


　まったく、とつぶやいて、杏里が机へともどり、おずおずと、鷹生が続けた。


「……とにかく、……まぁ、それでさ、おれもそろそろ本当に答え出さなきゃと思っていたし、対決っておもしろそうだし、ちょうどいいきっかけかな、って思って乗ったんだが、話が漏もれてしまったせいで、ちょっとおおごとになっていて──」


「見物人が増えるのか？」


「いや、それはだいじょうぶ。対決は内輪でやる。だれにも邪じや魔まはさせない。ただ、やること自体を秘ひ密みつにするのはもう無理で──」


　鷹生の言葉を最後まで聞かず、祐樹は空を見やった。


「……どうせなら、あんたも来いよ」


　空が怒りのこもった視線を返す。


「な、なんでよ！　あたしは関係ないでしょう！」


「まぁ、確たしかにないんだけどさ、そんだけ、最初からおれの負けを決めつけられると、是ぜが非ひでも勝つとこ見せたくなる。……まぁ、大切な幼おさな馴な染じみが負けるところなんて見たくないなら別だけど？」


「……」


「どうせ秘密にはできないんだし、だったらいいよな？　日野。それとも、……長年の幼馴染が見ているとやりにくかったりするか？」


「いや、別に……おれは、おまえが、その、いいなら別にいいけど、……おまえ、マジで負けるところ見られるのとか、考えてないのな。いいんだな？」


　目を丸くした鷹生に、祐樹は心中息を吐はく。


　動どう揺ようさせるつもりでいったのに、本当に気にならないらしい。


　それどころか、先ほどから鷹たか生おの歯切れが悪いのは、二の足を踏ふんでいるのは、たぶん、負けてしまうおれを心配しているからで──


　本当に、なめられたものだなぁ？


「じゃあ、決まり。明日あした、おれと日ひ野のは水泳対決。見物人はあん──間ま藤とう先生と、そこの後輩と委員長の三人だけ、と。いいな？」


　空そらの顔を見つめ、しばらくためらったのち、鷹生は、うなずいた。


「…………ああ。わかった」


「……勝手に、笑いものになればいいわよ」


　空は、祐ゆう樹きに吐はき捨すてると、保健室を出て行った。


　ため息をつき、祐樹は笑う。


「……おまえらも、もう行けよ。どうせ昼めしもまだだろ？　おれはもう少し休むから」


「……あ、じゃあ、あたしも失礼します。……日野先輩、明日はがんばってください。……赤あか松まつ先輩は、仮病を使って逃にげないように」


「なんだ？　名前も知らない少女Ａ的声が聞こえる？」


　舌を出し、一年生も帰っていく。


　鷹生だけが、その場に残る。


　ベッドに横たわり、黙だまって見上げていると、鷹生は視線をそらし、机に向かってなにかやっている杏あん里りの様子をうかがったあと、ベッドに近づいてきた。


　小声で祐樹に、問う。


「……なぁ、赤松」


「なんだ。日野」


「……本気で、やる気なのか？　もう秘ひ密みつにはしておけないし、やめにするならいまのうちだぞ？」


「は。よけいな心配だ。おまえこそ素人しろうとに負ける覚かく悟ごはできてるか？　結構きついもんだと思うぞ？　天才サンに挫ざ折せつってやつは」


「……おまえ、マジに勝てるつもりでいるのか？　おれに」


「うわ、たいしたセリフだな。日野。レベル17風ふ情ぜいのくせに。どうしてそんなに余よ裕ゆうなんだ？　ブランク長かったんだろ？　飛びこめるのか？　水のなかに。おまえがどんなに無ぶ様ざまなさまさらそうと、手加減してやるつもりはないぞ？」


「……本気で、おれとやるつもりなんだな。おまえは……」


　沈ちん黙もく。


　笑っているような怒っているような、なにかをあきらめたような、複ふく雑ざつな表情で鷹生は祐樹を見つめていた。


　その内心を想そう像ぞうしてみる。


　やはり怖こわいのかもしれない。久しぶりに泳ぐことが。リハビリ後の自分の実力を知ることが。


　だが、鷹たか生おが本当に恐おそれているのはきっと、この関係が壊こわれてしまうことではないかと祐ゆう樹きは思う。


　鷹生の才能こそが、鷹生から友だちを奪うばったものだから。


　……そう考えている人間が、少なくとも一人はいるわけだから。


　つまり、おれが鷹生に負けることで、これまでみたいな関係を続けられなくなるのでは、とか考えているのかもしれなくて、──天才だかなんだか知らないが、なんて傲ごう慢まんな、人を人とも思わぬ思考だろう。……ああ、こういうやつには負けたくないなぁ……


「赤あか松まつは、おれに、本気で勝つ気でいるんだな？」


「しつこい。おまえのことはよく知らないが、自分のことはよく知っている。勝てない勝負は挑いどまない」


　鷹生はちらり、と背後を見た。


　養よう護ご教きよう諭ゆの注意がこちらに向いていないことを確たしかめると、顔を近づけ、小声で告つげる。


「……『ザン』、って戦士を知っているか？」


　あまりにも唐とう突とつなその言葉に、祐樹はぎょっとして、身体からだを起こした。


　動転して鷹生を見る。


　──どういうことだ？　なぜ、なんでいまここで、その名前が出てくるんだ？


「な、なんで？」


「……その様子だと、知っているみたいだな。『火か竜りゆう将軍』あるいは『不ふ俱ぐ戴たい天てんのザン』。裏地の赤い真っ黒なマントを着ていて、そのマントには『不俱戴天』の縫ぬい取とりがあって、それを見せられた相手はもはや逃のがれられないという、常勝無敗の最強戦士。正義の勇ゆう者しやってわけじゃないけど、ダークヒーローっていうか、『都みやこ』じゃある意味リカルトさんより有名な人だ」


「……だからなんだよ」


「──そのザンさんに『不俱戴天』を見せられて、それでもおれは、まだ『向こう』で生きている」


　祐樹は息を呑のんだ。


　まじまじと鷹生を見つめる。


　きまり悪げに頭をかいて、鷹生は笑った。


「……その反応はうれしいな。……まぁ、生きているっていっても、見逃されたんだけどな。ここで殺すのは惜おしいって。ちくしょう、くやしいけどさ、かっこよかった。負けたんだけど、なんかもうすげぇうれしかった。涙出るほどくやしかったけど、でもうれしかった。こんな人に認めてもらえたんだって。だれかにきちんと認めてもらったのって、あれが初めてだった気がして、なんていうか、力を尽つくして戦うってのは、けっこういいなって、思って──


　とにかく、そういう人に認めてもらったのが、おれだ。


　おまえ、たまにレベルがどうのとかいうが、……侮あなどるなよ？　天才とまではいわないが、ザンさんにも認めてもらった才能だ、おまえのレベルがどれくらいかは知らないが、おれのレベルが低いのなんて単におまえが先に『シフト』してたってだけの話で、……見てろ。『向こう』でもすぐに追いついてやる。


　……おれを、甘く、見るなよ？」


　二人は、しばし、にらみ合う──


「……別に、甘く、見ているつもりはないけどな」


　かろうじてそれだけいって、祐ゆう樹きは視線をそらした。


　胸の鼓こ動どうを悟さとられないよう、平静をよそおい呼吸を整ととのえながら、口を開く。


「……ま、ここでごちゃごちゃいってもはじまらない。明日あしたを楽しみにしとけ。日ひ野の」


「……本当に、やるつもりなんだな。おれと、水泳で──」


「くどい。──これだけは約束してやるよ」


　祐樹は大きく深呼吸して、鷹たか生おの瞳ひとみを見つめた。


　今度は視線をそらさずに、はっきりと、告つげる。


「たとえおまえがどんなにすごくても、差が開いてみっともないことになっても、おれは最後まで、泳ぎきる」


「……」


「まぁ、そんなことにはならないと思うがな。おまえにどれだけ才能があっても、──たとえ『向こう』の話だろうと、おれのレベルはおれ自身がつちかったもの、おれの力に変わりはない。事故ってリハビリ明けで、ブランクの長いおまえなんかにあっさり負けてたまるか。──おまえこそ、おれを甘く見るなよ？」


「……」


　鷹生が笑い。


　つられて祐樹も笑った。


　養よう護ご教きよう諭ゆの、昼食の時間がなくなるぞ、という声に、鷹生はきびすを返して去りかける。


　が、途中で立ち止まり、振ふり返かえり、いった。


「……最初にさ、おまえに声をかけたときには、……単純に、転入生だから、おれのこと知らないだろうから、話しやすいかなって思っただけだったんだよな」


「……そんなとこだろうな」


「そのときは、こんなおもしろいことになるなんて、思ってもいなかった。……ああ。やばい。やばいよ赤あか松まつ。本当にやばい。おれはもう、いま、楽しすぎてしかたがない。──おまえに会えて、本当によかった」


「……明日には、違う意見になってるかもな？」


「ああ。明日あしたを楽しみにしている。マジで。……ゆっくり休めよ？」


　ようやく鷹たか生おは出て行った。


　ドアが閉まる音がして、代わりに杏あん里りがやってくる。顔にいやな笑いをくっつけて。


「──負けるつもりでいるわりには、やけにいれこんでいるな？」


「べ、別にあいつに合わせただけだよ！　なんだよ！」


　笑みを消し、真剣な顔になり、杏里はいった。


「……さっきも聞いたが、本当に勝つ気はないのだな？　おまえはこちらの世界では命を狙ねらわれている。──『ラケル』の最大の弱点として。──『骸がい我が意い王おう』を忘れるな？」


　祐ゆう樹きは一いつ瞬しゆん動きを止めた。


　そのままベッドに横たわり、天井をながめつつ、答える。


「わかってる」


「……日ひ野の鷹生は、オリンピックを目指していたほどの逸いつ材ざいと聞く。そんなやつに勝って、しかも日野が水泳部に復帰したりすれば、おまえの名前が世間に知られる可か能のう性せいが出てくる。もしもそういう事態になれば、だれかに見つかる確率も上がる。……もちろん、今夜リカルトを倒せれば、その危険は減るだろうが──そのことを考えているのかもしれないが──」


「……そんなことは考えてない。リカルト以外にも敵てきはいる」


　──確たしかにリカルトを倒せば、身に感じる危険はかなり少なくなる。


　余よ裕ゆうだってできるだろう。


　そうなれば、もしかして、いまだ叫さけび続けている空そらを助けようという気にも──


　──とにかく、と祐樹は言葉を継ついだ。


「今夜リカルトに挑いどむのは、日野とはなんの関係もない。今夜の結果にかかわらず、明日以降も、おれは目立つつもりはないよ。だからあいつに勝つ気もない。適当に付き合って終わらせる。こんな対決に乗ったのは、日野関係の問題を早く終わらせるため、──おれ自身を守るため、それ以上の理由はない」


　そうだ、昨日きのうまでは、戦おうなんて思ってすらいなかった。


　話の流れでそうなってしまっただけで、あの一年の提案をちょうどいいから利用しようと考えただけで、それ以上の理由はなく、自分がどうしたいかは、──どうするべきかは、わかっている。


　たとえリカルトを倒そうが、おれのスタンスに変わりはない。


「なら、……対決と関係ないのならよけいに、やはり今夜は大事を取って、やめておいたほうがよくないか？」


「それはだめだ。リカルトは甘く見ていいやつじゃない。いったろ？　今夜に決めた理由は日野とは関係ないって。おれは意味なく『シフト』していたわけでもなければ適当に今夜って決めたわけでもない。──『流る転てん』を使うことになるかもしれない以上、タイミングはずらせない。今夜を逃のがせば、次はいつチャンスがくるかわからない──


　ああ、予定どおり、今夜、リカルトと、けりをつける」


　そうだ、いま考えるべきは、それだ。


　リカルト獅し進しんとの決着。そのことだけを考えよう。


　そっちだったら、シンプルだ。あいつは、敵てきだ。仇かたきだ。ただ倒せばいい。


　それ以外のことなんて、考える必要はない──








　　　　◇








　そして、夜。


『ラケル』は──かつて魔ま王おうを目指した男は、かつて勇ゆう者しやを目指していた男の前に立った。








　　　　３．








（其そは真しんにして真にして真──）


　大事なのはイメージ。


　どれだけリアルに思い描えがけるか。


　目をつぶり、おのがうちにて『内ない力りよく』を廻まわす。（──火から土を、粗そ雑ざつなものから精せい妙みようなものを、ゆっくり、巧たくみに分ぶん離りせよ──）心に呪じゆ文もんを唱となえて廻す。


　イメージするものは風。


　風に乗る鳥。羽ばたく視線。


　廻す廻す。おのがうちにて気を廻す。回路に電気を流しこむ。力とは熱ねつ。熱に乾を加えて火を灯ともし、熱を奪うばいて土と化す。其を湿しめらせば水を生み、風は熱にて唸うなりを上げる。熱乾寒湿風火地水無、万物は互いを奪い与えて『流る転てん』する。


　まぶたの裏に、風が生まれる。


　風が、空を、星を、飛びすさる風景を運んでいく。


　それは記き憶おくの底にある土地。


　かつてその手に触ふれた土地。


　閉じたまぶたに流れる風景、目にするものは、いつかの棲すみ処か──現在の名は『イーグルスアイ』。


　風に乗り、跳とぶ。


　風となり、視みる。


　王おう都と、イーグルスアイ。


　かつてはただ『都みやこ』と呼ばれていた、『こちらの世界』の流通の中心。


　もともとはラケル──『サラマンデル』のつくった小さなチーム『不ふ俱ぐ戴たい天てん』の本ほん拠きよ地ちだった。『サラマンデル』はそこに居を構え、好き勝手やっていて、やがてチームは『組織』に育ち、『サラマンデル』は魔ま王おうを名乗るようになり、そしてその自称魔王を倒すため各地から勇ゆう者しや候補とそのサポートをする者たちが集まって、自然と『都』ができあがった。


　そこで『サラマンデル』は獅し進しんに敗れ、『組織』はちりぢりになった。


　在ありし日の棲み処。


　思い出の場所。


　風に乗り、風に視る。かつての面おも影かげなき風景。巨大な城じよう壁へき。そのなかに広がる市場。夜であるにもかかわらず空に負けない明かりが灯ともり、肩を組んだ人々がよろめき千鳥足に歩きつつ楽しげな声を上げている。（そのなかを、風となって吹き抜ける。）大きい広場。巨大な門。空に向かって突き立つ尖せん塔とう群のなかにひときわ伸のびる螺ら旋せん塔。そしてきらびやかなお城。ところどころに豪華な垂れ幕が下がり、旗が夜空にはためいている。（風となって周囲を回る──探しているのはここではない。ここにはいない。石いし畳だたみを吹き抜けていく。）


　町の外はずれに洞どう窟くつを見る。


　洞窟を封じるドアを通り抜ける。


　なかは──だだっ広いだけの苔こけにまみれた洞窟は、中央に天てん蓋がいつきのベッドが置いてある以外、当時そのままの状態だった。


　唐とう突とつに、視点だけの存在となったラケルは感情の波に襲おそわれる。


　こみ上げてくるのは懐なつかしさ。


　切なさと、そして罪ざい悪あく感。


　かつてここで、自分は、ミュージィと、ザンと、ウィンディたちと──みんなで一緒に過ごしていた。


　洞窟のなかで火を囲み、煙を立てて笑い合っていた。


　──郷きよう愁しゆうを、振ふり切きって、風は──ラケルは、中央にあるベッドに向かう。


　ベッドの主ぬしが身体からだを起こし、こちらを見る──視線が合う。


　天蓋つきベッドのなかで、赤いシーツに埋もれるように横たわっていた男は、身体を起こし、笑った。


「──サラマンデル。おまえか」


　がらんとした洞どう窟くつのなかは寒々として、人ひと影かげはない。


　警報が鳴った様子はなく、結けつ界かいが発動する気配もない。


　一国の王を守っているとは思えないほどの無防備さ。


　罠わなかもしれない。


　──構わない。


（其そは真しんにして真にして真──）


　廻まわせ廻せ、回路を廻せ。気を流し、白はく熱ねつさせろ。大事なのはイメージすること。


　乾を集めよ。熱をまとめよ。湿を奪うばい寒を取り去れ。イメージするのは火の身体からだ。


『内ない力りよく』があるのは身体のなかだけではない。体内での気の廻かい転てんを小しよう周しゆうと呼び、身の外による精のめぐりを大だい周しゆうと呼ぶ。小周を廻せ、大周を感かん応のうさせよ。オドを集めて身しん体たいと成なせ──


　──ラケルはゆっくり、まぶたを開いた。


　目の前にベッドがあり、獅し子しを模もしたひたい当て型ペルソナを緩ゆるめて首に巻いている長身の男が座っている。


「……獅し進しん、リカルト」


　周囲の『内力』を集めてつくった炎の身体を見下ろして、両手を握にぎり、開き、繰くり返かえし、ラケルは炎で形成された瞳ひとみで、周囲を見渡した。


　苔こけむした岩肌。床には大小さまざまな石せき筍じゆんが立ち並び、天井からは鍾しよう乳にゆう石せきが牙きばのように伸のびている。


　──戯たわむれに『大だい王おう洞どう』と名づけられた、かつての自分の、棲すみ処か。


　ラケルは笑い、ベッドの主ぬしに向き合った。


「……久しぶりだな、獅進リカルト。リカルト獅進……驚おどろいたよ。あのご立派な城に隠かくれているかと思いきや、こんなところに寝ねているなんてな。おかげで、見つけるのに苦労した」


　微び笑しようを浮かべて答える、けだるげな影かげをまとった長身の男──獅進。


「それはすまなかったな。だが、しかたないだろう？　あの城は姫君のもの。いちおう王を名乗ってはいるが、私は代役に過ぎない」


「…………姫君、だと？」


　獅進は笑い、ため息をついた。


「知らないのか？　相も変わらず魔ま法ほう使つかいが嫌いのようだな。……まぁ待て、久々の再会だ。ゆっくり話そう。……それにしても、まさか『分依体アヴアター』とはな。最近、おまえにしては弱い気がうろついているなと思ったが、それだったのか。……代理をよこすとは冷たいじゃないか？」


「おまえ相手に？　だれが『本体』で出向くかよ。ああ。『分依体アヴアター』でもいまのおまえを殺すだけならじゅうぶんだしな？」


　ラケルはじっと、獅し進しんをながめる。


　獅進リカルト。


　かつてラケルと戦い、勝利の代だい償しようとして半はん身しん不ふ随ずいに陥おちいった、勇ゆう者しやの軍団のリーダー。


　長ちよう身しん瘦そう軀くのその姿にかつての精せい悍かんさはなく、だらしなく着き崩くずした上衣には、あたかも世を厭いとう隠いん遁とん者しやのような雰ふん囲い気きがある。


　だが、確たしかに再さい起き不ふ能のうの状態にまで陥ったにもかかわらず、獅進は世に復帰した。


　それも、イーグルスアイなんて国を興おこして。


　油断はできない。もう戦う力はないはずなのだが侮あなどれない。


　だからラケルは自分の言葉とは裏腹に、最大限の警けい戒かいを以もつて『分依体アヴアター』を差し向けた。『分依体アヴアター』なら、やばいときには同調を解といて意い識しきをもどせばいい。大量の『内ない力りよく』を消費するが、本体を危険にさらすことなく逃にげることができる。


　──にもかかわらず、ラケルの直感が警けい鐘しようを鳴らしている。


　ほとんど予知レベルの『直感』が、ざわめいて、ささくれだって、警告している。リカルトには戦う力はなく、自分は『分依体アヴアター』で、本体は安全であるにもかかわらず。


　──これは恐おそれ？


　相手はかつて自分を倒した男、だからこそのプレッシャー？


　自分に確かく認にんするように、ラケルは告つげた。


「……おれは、おまえを、殺しに来た」


「ああ。いつか来るとは思っていたよ。正直待ちくたびれていた。……聞いたぞ？　シェヘラザが死んだそうだな？」


　ラケルの身体からだを成なす炎が、ひときわ強く輝かがやき燃えた。


「……なぜだ？」


「……なぜ、とは？」


「なぜこんなことをする！　わざわざ国までつくって、怪かい物ぶつ系を迫はく害がいするようなまねを──もう勝負はついているはずだ！」


　獅進は乾いた笑い声を上げた。


「勝負がついているだと？　これはおもしろいことをいう。なんだ？　その勝負とは？　魔ま王おうを倒さない限り勇者の戦いは終わらない──そうだろう？」


「だから！　おれは『魔王』じゃなかった！　そのことはおまえも知っているはずだ！」


　かつて、ここで、ラケルと獅進は戦った。


　ラケルは一人──単体で、そして獅進は軍団で。


　熾し烈れつを極めた戦いは七日七晩続き、七日目の夜、ついにラケル──『サラマンデル』は獅進のパーティーに倒された。


　──それは、もはや取り返しのつかない過去。


　勝負がついたときには人間系の戦士はほとんど残っていなかったが、それ以上に強大なリーダーであったサラマンデルを失った怪かい物ぶつ系の衝しよう撃げきは大きかった。『頭かしら』を失った怪ラ物ケ系ルの軍団フアミリーは、他ほかの『四大魔獣ギヤング・オブ・フオー』がその場にいなかったこともあり、組織的な人間系の攻勢の前にあっさり崩くずされ、殲せん滅めつされた。もはや覆くつがえせない事実──無む敵てきだったはずの『サラマンデル』の敗北により、怪物系はちりぢりに消え。


　──しかし。結局。


『サラマンデル』が倒されても、世界が変わることはなかった。


『勇ゆう者しや』が『魔ま王おう』を倒したにもかかわらず、世界はクリアされなかった。


「──おれはあのとき、おまえに倒された。なのに世界はクリアされなかった。だから、おれは──魔王じゃなかった。そうだろう？」


「……私がおまえを倒した、だと？」


　獅し進しんは、ベッドから身体からだを起こした。


　そのまま落ちて地べたに倒れこみ、ベッドに寄りかかって必死で立ち上がろうとしながら叫さけぶ。


「私がおまえを倒した──だと？　笑わせるな！　だったら、なぜ、──なぜおまえはまだ生きている！」


　ベッド脇わきの鏡台を倒してしまい、載せてあった水差しの水を頭からかぶりながら、獅進は杖つえをついて不自由な身体を起こした。


　偽いつわりの笑顔をかなぐり捨てて、血走った目でラケルをにらみつけてくる。


　ラケルは、口を開いた。


　が、なにもいわずに閉じた。


　射るような獅進の視線を受け止めて、あらためて、不ふ敵てきに笑ってみせる。


「……つまり、こういうことか？　おまえは、おれを倒すだけでは飽あき足たらず、おれを殺すまであきらめない、と？」


「ああ、そうだ！　それまで戦いは終わらない。──勝負はまだ、ついていない」


「……まぁ、それならそれもいい。やってみろ。こちらの世界でおれを殺せるものならな。向こうの世界でならともかく、こちらでおれを殺せるものが……在あるものか！　封印、ならともかく、倒すだけならともかく、あらゆるエネルギーを吸収し力に変えられるおれを殺せるものなど──」


「……いいや。あるさ」


　獅進の顔に笑みが浮かんだ。


　反射的に、ラケルは身構える。


　両手に炎の爪つめを伸のばして、臨りん戦せん態たい勢せいをとる。


　やばい、と直感が告つげている。なにかわからないが、やばい、と。


　ベッドに腰こし掛かけ、くっくっと身体からだを揺ゆらして笑うと、ふと思い出したようにラケルを見、獅し進しんはいった。


「さっきの話だが、……最近おまえ、魔ま法ほう使つかいに会ってないのか？」


「……なんの話だ？」


「──新しい『託たく宣せん』の話だよ。人間系の魔法使いだけが受け取れる『夢』の話さ」


「！」


『託宣』とは、魔法使い系、それも人間の魔法使いだけが見るという、特とく殊しゆな『夢』の別称。


　かつてひとつだけ、正式に『託宣』と認定された『夢』があった。


　ある魔法使いがその『託宣』を受けたことを皮切りに、魔法使い職たちが次々に同じ夢を見るようになり、やがて、世界にひとつのうわさが流れはじめた。それこそ──


《──いつか『魔ま王おう』が現れる》


《『勇ゆう者しや』が『魔王』を倒したとき、この世界はクリアされる──》


　だが言葉以上のことはなく、ただのうわさで終わっていたが──


「……新たな『託宣』、だと？」


「ああ。前回と同じパターンだ。とある魔法使いが見たのを皮切りに、次々に同じ夢を見たとの報告があがってきている。イーグルスアイだけではない、各地に広がっている。これは間違いなく『託宣』だ。やがてすべての人間系魔法使い職がこのメッセージを受け取るだろう。……運命的だと思わないか？　イーグルスアイが建国されたとたん、新しい『託宣』があるなんて。


　新しい『託宣』は、こうだ──


《──『姫』を求めよ。『姫』こそが『魔王』を定める──》」


（──な──）


　──頭のなかが真っ白になり、その場に崩くずれ落おちそうになるのを、ラケルは必死でこらえた。


　──姫。


　ああそうだ、確かに最近、どこかで聞いた。


　どこだったろう？　だれがいっていたのだろう？


　なぜだかしっくりしみこんできて、頭のなかから離はなれない、言葉──


　──いいや、おれには関係ない。


　おれはあいつに負けた。倒された。


　しかし世界はなにも変わらなかった。


　だからおれは魔王じゃない。


　姫君だろうがなんだろうが、もはやおれには関係ない──


（「──なぜおまえはまだ生きている！」）


　せせら笑うような口調で、獅し進しんは話を続ける。


「いま、イーグルスアイは総力を挙げて『姫』を探している。世界各地から求めている。なにが『姫』を指すのかはまだ不明だが──いつか必ず『姫』は見つかる。いよいよ『魔ま王おう』を定める『姫』が──わかるか？　ゆっくりと、しかし確かく実じつに、運命は動き出している」


「……だから、どうした。──そんなのおれには関係ない」


「関係ないことはないだろう？　この世でもっとも旧ふるき蛇へび」


「黙だまれ！　おれには関係ない！　おれは負けたが、世界はなにも変わらなかった！　だからおれは『魔王』じゃないんだ！」


　そうだ、おれには関係ない。『魔王』も、『姫』も、『運命』も──


　ラケルは火の爪つめを伸のばし、炎の身をかがめ、襲しゆう撃げきの態たい勢せいをとった。


　獅進をにらみ、顎あぎとを開く。


「くだらん話に付き合ったのが、バカだった。……ああ、わかっている。舌戦で争うつもりはない。……おまえがなにを考えているにしろ、今日きようで終わりだ、獅進」


「私を殺すか。サラマンデル──いいだろう」


　鷹おう揚ように、うなずくと、獅進はゆっくり両手を広げた。


　あたかも殉じゆん教きよう者しやのように。


　穏おだやかな笑みを浮かべていう。


「さぁ、私を──おれを殺せよ。サラマンデル。エピタフを──姉さんを貴き様さまに殺されたときから、ずっとこの日を待っていた。ああ、すべてを忘れて普通の姉きよう弟だいにもどれるのなら、死ぬことだって悪くはない」


「……おまえも、シェヘラザを、おれの仲間を殺した！」


「ああそうとも。だから殺せよ。殺し返せよサラマンデル！　おれを──私を殺して、世界に宣言するがいい！　自分こそ真の『魔王』だと！　イーグルスアイの指導者である私を殺せば間違いなく、おまえは『魔王』の烙らく印いんを背負う！」


「……おまえ、まさか」


「……本当に気づいていなかったのか？　私がこの国をつくった理由はな、サラマンデル。おまえを『魔王』にするためだ。怪かい物ぶつ系をどんどん迫はく害がいしていけば、追い詰めていけば、怪物系どもはきっとおまえを探そうとする。求め、すがり、おまえのもとに集まっていく。そしてそういう仲間のために、おまえは必ず立ち上がる。仲間を助け、守るために、おまえは再び『魔王』になる──


　おまえを『死の運命』に乗せるため、……おまえを『魔王』にするためだけに、おれはこの国を興おこし、怪物を殺させてきたんだよ！」


「……お、おまえ、そんな……」


　──そんな、まさか、……ふざけるな。


　ただ、おれを魔ま王おうにするためだけに、国をつくり、シェヘラザを、おれの仲間を迫はく害がいし、殺して──


「──リカルト！」


「いいから来いよ、サラマンデル。──私はおまえを許さない。エピタフを殺したおまえを許さない。──おれはおまえを許さない。姉さんを殺したおまえを許さない。恋人を、姉さんを、おれの大事な人を奪うばった貴き様さまだけは、絶対に、許さない。たとえこの手がかなわなくとも──


　不死身の貴様を殺せるものは、世界が望む『運命』だけだ。


『魔王』は『勇ゆう者しや』に倒される──それを定める『運命』からはおまえだって逃にげられない！


　さぁ来いよ、サラマンデル！　おれを殺して『魔王』になれ！　そうすれば、『運命』が貴様を殺してくれる！」


「──黙だまれ！」


　もうなにも考えられず、それ以上話させたくなくて、怒り、あるいは恐きよう怖ふにも似た見えないなにかにせき立てられるように、ラケルは炎の身体からだを白はく熱ねつ化させ、獅し進しんに向かって襲おそいかかった。


　頭の奥で警けい報ほうが鳴るが、それを理解することすらできず、もうなにも考えたくなくて、ただただ獅進の言葉を止めることだけを考えて──


　先ほど獅進がひっくり返した、水差しからこぼれた水が、水蒸気となってラケルと獅進の間に湯気の壁かべを生んだ。


　それが一いつ瞬しゆん、ラケルの判断を誤あやまらせた。


　岩肌にこぼれた水と獅進自身がかぶった水は、水蒸気となりラケルの攻こう撃げきを一いつ拍ぱく遅らせた。


　わずかな時間だったが、それが獅進を救った。


　ラケルは刹せつ那なに、悟さとる。あの行動は、わざとだと。


　情けない態度も道化もすべては演技、相手を陥おとしいれるための罠わな──そうだこいつは昔から、そういうことをするやつだった──


　湯気に注意がそがれた瞬間、ラケルは見た。


　獅進の隣となりの空間が、ひび割われるのを。


　突とつ如じよ空間に生まれたひび割れから、黒い刃やいばが伸のびてくる。


　──血のように赤い鎬しのぎを挟はさむ漆しつ黒こくの両刃、それが空間を突き破り、ラケル目がけて伸びてくる。炎の身体に突き刺さる。そしてラケルは刃に『身体』が奪うばわれていくのを感じる──


（──なっ！）


　この剣は、熱ねつを『内ない力りよく』ごと奪い取る──魔法武装アゾツトウエポン。


　第六感の命じるままにその場を飛びすさった瞬間、剣から剣気が八方に飛んだ。


　同時に空間に生まれていたひび割れが四方に広がっていく──


　──否いな、それはひび割れではない。


　ひび割われに見えたのは、マントの隙すき間ま。


　広がるように見えたのは、目に鮮やかなマントの真まっ赤かな、裏地。


　そしてラケルは目にする。マントが生み出す『不ふ俱ぐ戴たい天てん』の四文字を。


「──ザン！」


　裏地が赤く、表は空間に同化している不ふ可か視しのマントから現れたのは、竜りゆうを模もした真っ赤な兜かぶとと鎧よろいに身を包んだ少年。


「……ま、待て、ザン！」


　ラケルの言葉を気にするような素そ振ぶりも見せず、ザン、と呼ばれた少年は兜の下、鎧と妙にミスマッチな眼鏡めがね型ペルソナを中指のふしでくいと押し上げると、黒こく刃じんの剣を肩にかついだ。


　左手をラケルに向かって突き出す。


　手のひらには、発はつ放ぽう紋もん。


　魔ま法ほう使つかいだけが利きき腕うでに持つ発放紋から霧きりが噴ふん出しゆつし、ラケルの身体からだを包みこむ。


　混乱していたラケルは判断が遅れ、一いつ拍ぱく遅れて霧から飛び出す。が──


「──く！」


　霧のなかに、まるで写し取られたかのようにラケルの姿が残っていた。


　次の瞬しゆん間かん、黒い刃やいばが大上段から袈け裟さ懸がけに、振り下ろされる。


　──ラケルではなく、霧に残ったラケルの像へ。


　霧に映うつった残像が二つに裂さかれると同時。


　ラケルの炎の身体は、刃が触ふれていないにもかかわらず、袈裟懸けに、切り分かたれた。








　　　　◇








「……待て！　ザン！　待てってば！」


『火か竜りゆう将軍』ザン。


　ラケルの一番弟子にして、『魔法使い』として『シフト』しながら根性で『戦士』となった『魔法使い系戦士職』。戦士としては、おそらく現在最高レベル──


　二つに裂かれた炎の身体を構成しなおし、ラケルはザンから距きよ離りをとった。


　炎を基もとにした身体に物理攻こう撃げきは効きかないが、ザンの持つ剣アゾツトウエポンは分依体アヴアターのエネルギーである炎と『内ない力りよく』を奪うばい取とる。何度も食らえば活動そのものができなくなる。


　──黒刃の名は『ブラックボード＝キーボード』。


　武器を育てられないザンのため、ラケルが秘ひ奥おう『アミアントス』を使って造つくった炎の魔ま剣けん。


　ラケルに対して半はん身みに構えると、ザンは左手中指のふしで眼鏡型ペルソナを押し上げた。


　それは、ザンが緊きん張ちようしているときによく出る癖くせ。


　右手の剣を肩にかついで、発はつ放ぽう紋もんのある左手を添そえる。


　発放紋から噴ふん出しゆつした霧きりが、柄つかから剣身に絡からんでいくのが見える。


　──こいつ、本気だ。


　本気でおれと戦う気だ。


　……怒っているのは予想していたが、まさかここまでとは──


　たまらずラケルは叫さけんだ。


「……なぜだ、ザン！　怒っているのはわかるが──なぜそいつをかばう！　なんで獅し進しんに味方する！」


　なにも答えず、剣をかついだまま、ザンは腰を沈しずめていく。


『内ない力りよく』の流れにはためくマントに、『不ふ俱ぐ戴たい天てん』の四文字が現れ揺ゆれる。


　──距離は多くとってある。剣身よりもはるかに長く。


　にもかかわらず、ラケルは確かく信しんする。おそらく、この洞どう窟くつの端はしと端にいたところでザンの剣は届くだろう。あの剣から逃のがれるすべはない。


　ラケルは声を張り上げた。


「頼む、ザン、ここは退ひいてくれ！　そいつは仲間を殺したんだ！　シェヘラザもそいつに殺された！　だから、頼む、いまは、おれに、仇かたきを──」





「──殺したのは、あんただ、サラ」





　ラケルは息を呑のみこんだ。


　ザンは攻撃態たい勢せいをとったまま、静かに、続けた。


「……殺したのは、あんただ、サラ。あんたがあのとき裏切らなければ、仲間はちりぢりになんかならなかった。リカルトの軍勢なんかに負けなかった。……あんたの裏切りが、『仲間フアミリー』のみんなを殺したんだ」


「……ち、違う、おれは……」


「あんたは──裏切った。おれを、仲間を、みんなを。あんたはおれたちを裏切り──


　わざと、負けた。──リカルトに」


「それは、……違う、おれは、ただ……」


「理由なんかいらない。あんたはリーダーでありながら、わざと、負けた。おれたちのボスでありながら、責任を放ほう棄きして逃にげたんだ。みんなを裏切り、捨てたんだ──


　──罪つみは償つぐなえ。断だん罪ざいされろ。サラマンデル」


「……おれは、ただ、おれは……」


　……確たしかに、あのとき、疲れていた。


　えんえんと戦い続けることに。怪かい物ぶつ系でいることに。……こちらでも、現実でも、いろいろあって、だからおれは、疲れていて……でも。


　裏切ったんじゃ、ない──


「……おれはただ、思ったんだ──」


　もしもおれが『魔ま王おう』なら、おれが倒されることで世界が変わるなら、いい方向に変わってくれるなら、それもいいかな、って──


　──でも、世界はクリアされなかった。


　世界はなにも変わらず、代わりに仲間がたくさん死んだ。たったひとつの選せん択たくの、間違いが、仲間を奪うばい、殺し、組織はちりぢりになり、ばらばらになり、──そしておれは、逃にげ出だした──


「──言葉なんて必要ない。もうあんたは師し匠しようじゃない。たとえどんな理由があろうとも、おれはあんたを許さない。全力であんたに告つげてやる、『不ふ俱ぐ戴たい天てん』の四文字を──さぁ。


　──罪つみは償つぐなえ。地じ獄ごくに落ちろ。因いん果がに報むくいて仲間に詫わびろ。サラマンデル──」


　霧きりに包まれた黒葉魔剣ブラツクボードが、発光した。


　直感的に、先ほどの『技』と同じものだと理解する。


　──ただし、今度は規模が違う。


　さっきは『残ざん像ぞう』を切ることで、『分依体アヴアター』をも、切った。


　ならば今度の剣は、おそらく、『分依体アヴアター』を切ることで、『本体』にまで──


（──やばい！）


　黒の一いつ閃せんが、走る──


　次の瞬しゆん間かん、ラケルは刃やいばが届く前に、自ら炎の身体からだを爆ばく破はした。








　　　　◇








「……聞こえるか！　サラマンデル──」


　かすみゆく意い識しきのなかで、ラケルは獅し進しんの声を聞く。


　炎の身体は爆ばく散さんし、もはや意識しか残っておらず、その意識ももう消える──


　──ダメだ、耐たえろ、こいつは『共感呪じゆ術じゆつ』の一種。


　ここでなんとか食い止めないと、本体にまでダメージを伝えてしまう──


　──これがザンの呪じゆ殺さつ剣けん。


　寸前で自爆してみたが、完全にはかわせなかった。


　獅進の声が大気を揺ゆるがす。


「──これだけは、忘れるな！　運命はおまえを逃にがさない！　鷲の目イーグルスアイは必ずおまえを見つけ出す！」


　……ザンのやつ、……本気で強くなりやがった──


（でもまだ甘いな。……師お匠れを倒せる技じゃねぇ──）


「──おまえがどれほど強くても、運命にはかなわない！　『魔ま王おう』は必ず『勇ゆう者しや』に倒される！　そして忘れるな！　無む敵てきの『魔王』！　現実世界でおまえを殺したがっているのはおれ一人かもしれないが、『こちら』では、クリアを待つ世界の存在そのものが、『魔王』が『勇者』に倒されることを──おまえの死を望んでいるということを！


　どれほど望んでも、願っても、おまえが許されることはない──」


　──わかっている。


　……ああ、わかっている。


　そんなこと、とっくの昔に──





「──忘れるなよ！　サクラ・ユウキ──！」





　次の瞬しゆん間かん。


　ラケルの意い識しきは本体に、引きもどされた。








　　　　◇








「──おい！　祐ゆう樹き！　どうした！」


　ばんばんと扉とびらをたたく音がして、間ま藤とう杏あん里りが飛びこんでくる。


　そうだ、と祐樹は思い出す。ここは杏里の部屋だ。


　いざというときのため、おれは、杏里の家にお邪じや魔ましていたんだった──


　めまいをこらえて杏里を見る。


　書類作業をしていたのだろうか、杏里はめがねをかけていた。


　視線が合い、プラスチックのレンズの奥で杏里の瞳ひとみが見開かれる。


　杏里の愕がく然ぜんとした表情に逆に衝しよう撃げきを受け、祐樹は、ようやく自分の状態に思い当たって、手のひらで目を覆おおい隠かくした。


「……祐樹、おまえ、その瞳……」


「……だいじょうぶ。なんでもない」


「だが、……しかし」


「……寝ねれば、一晩寝れば、治るから──だいじょうぶ。──『内オ力ド』さえ、回復すれば。それより、あれを──」


　杏あん里りは、それでもなにかをいいかけたが、思い直し、ドアの向こうへと消えた。


　コップを手に持ち、すぐにもどってくる。


　目を隠かくしたまま、薄うす桃もも色いろの液体の入ったそれを一気に飲み干すと、祐ゆう樹きは再び布ふ団とんの上に、横になった。


　杏里がたずねる。


「……なにがあった？」


「……獅し進しんリカルトに、会ってきた。そして完かん璧ぺきに負けた。あーあ、やっぱり、あいつはいやなやつだわ。……しかもザンのバカ、本気でおれに向かってくるし、──まぁ、でも収しゆう穫かくもあったかな？」


「……なんだ？」


「やっぱり、おれの真ま名な、あいつにばれてたよ。それがわかっただけでもよかった」


「……」


「……あーっ、でもまぁやっぱり、……きつい……なぁ……」


　目をつぶり、心のなかで三さん真しんの句を唱となえ出だす。


　だいじょうぶ。おれならきっと。こんな程度、屁へでもない。


　──そう、これぐらい、おれなら平気、ずっと覚かく悟ごはしていた──


「……本当に、だいじょうぶか？」


「ああ。だいじょうぶ、なんともないって。これくらい。しばらく休めば……」


「……明日あしたは、日ひ野の鷹たか生おと水泳対決、だろう？」


　──ああ、そうだった。


「なんかもう、笑うしかないなぁ……」


　そうだ。これだけどん底気分を味わえば、あとはもう笑うしかない。


　くすくすと、祐樹は笑った。


　その気がなくても笑いが漏もれる。止めようとしても止まらない。──そうだ、明日は水泳対決。今日きようのショックも覚めやらぬうちに天才サンと戦って、またもとことんやられるわけだ。なんていうタイミングのよさだろう。自分で決めたわけだから文句をつけるわけにもいかないし、これは確たしかに笑うしかない。サイオーがウマはドコ行った。


　くすくすと、祐樹は笑い続けた。


　杏里の視線を感じて、枕まくらに顔をうずめて。


　自分のものではないにおい。


　女のヒトのいい香り。


　枕に顔を押しつける。なにもかも忘れてしまいたい。くすくすと肩を震ふるわせて──、柔やわらかい枕まくらに嚙かみついて──


　そっと、杏あん里りが肩を抱だいてきた。


　抵抗せずにされるまま、祐ゆう樹きはしばらくの間、身体からだを震ふるわせ枕に顔を押しつけていた。








　　　　４．








　朝、起きて洗面所へ向かい、祐樹は思わず悲鳴を上げた。


　顔が真まっ赤かにむくんでいる。


　目も腫はれぼったくどよんとし、まぶたの下にはえらい濃いくま。別に自分を美男子だと思っているわけでもないし、朝起きて鏡をのぞいてうわーこいつぶっさいくだなと思うことも多々あるのだが、今日きようのは生涯一位を取れそうだ。


　どうやら一ひと晩ばん寝ねたくらいでは『回復』しきらなかったらしい。


　げに恐おそろしきは弟子の成長──思いっきり絶ぜつ縁えん宣言されたけど。とりあえず、隣となりに寝ていた杏里を起こし、相談し、ちょっと化粧をしてもらうことにする。プールに入るのによくないかなとも思ったが、戦いというものはこういうところからはじまっている。弱みは見せてはならぬもの。


　朝食は、杏里に買ってきてもらったお汁しる粉こにお餅もちを二個入れて食べた。


　次いでカステラ。バナナ。オレンジジュースにスポーツドリンク。


　祐ゆう樹きのリクエストである朝から胸焼けしそうな甘ったるい朝食に、杏あん里りはため息をつき──ちなみにこの人保護者であるけど料理できない──聞いた。


「……そういえば、なんの種目で対決するんだ？」


「ああ。千メートルの自由形？　二十五メートルのプールを二十往復。……これなら、才能っていうよりはどちらかといえば体力＆根性勝負になるだろ？　たぶんリハビリ明けって、体力がかなり落ちているって思うし。……ちなみに、日ひ野のには教えてない。今日きよう、いきなりいってびびらせてやる。……ったくあいつも甘いよな。対決する、ってだけで舞まい上あがって、種目はなにか聞かねんだもん。これだから、甘ちゃんは。まぁだからこそ勝負を急いだわけだがな？」


「……おまえこそ、だいじょうぶか？　甘く見てないか？　千メートルの水泳というのはかなりたいしたものだぞ？」


「だいじょうぶ。ぬかりはない。前にプールで試してみたから。確たしかにきつかったけど、そうじゃなかったら根性勝負にならないしな？」


　──そのときは、別に勝負する気はなかったが。


　にもかかわらず、なぜか試していた。


　じっ、と杏里が見つめてくる。


　しゃべりすぎたかな、と祐樹は口を閉じる。


　自分でもわかっている。ちょっとハイになっている。


　あるいはやけくそ、というべきかもしれないが。


　恥はずかしくなり、黙だまってカステラをかじりつつ、時計を見る。けっこういい時間、鷹たか生おたちはもうプールに集まっているかもしれない。……まぁいいか。生涯無敗の宮みや本もと武む蔵さしにあやかって、ちょっと遅刻していくか──


「……負ける気で組んだ勝負には見えないな」


　杏里の言葉に、ごくん、と祐樹はカステラを嚙かまず呑のみこんだ。


「……別に、ただ、負けるにしても、いい勝負にしたいだけだ。みっともないのはいやだからな」


「本当にわかっているのか？　もしもおまえが勝ったりしたら、目立つことは避さけられない。これで日野が水泳部にもどりでもしたら、下へ手たすれば全国的に有名になる。……『セラ』のことは一いち段だん落らくついているのだろう？　だったらおまえは、もうこれ以上かかわりを増やすべきではない。いつでも姿を隠かくせるように」


「──わかってる」


「すでに、『真ま名な』もばれているのだろう？　偽ぎ装そう工作をしたのは私だからそう簡単に見つけられるとは思わんが、それでも忘れるな？　おまえは命を狙ねらわれているんだぞ？　『骸がい我が意い王おう』を思い出せ──」


「……わかってるって。忘れてないよ。バカはしない。……だいたい、そもそも勝てるかもわからないし」


　祐ゆう樹きは首を振ふり、もう終わり、といわんばかりにスポーツドリンクに口をつけた。


　ああ、そうだ、『骸がい我が意い王おう』の死に方は、忘れていない──


　話をするのを拒否して、もくもくと食べ続けている祐樹に、杏あん里りは大きくため息をつき。


　──微笑ほほえんだ。








　　　　◇








　高たか嶋しま空そらの家に遅れて着いたときには、やはり全員そろっていた。


　日ひ野の鷹たか生お、少女Ａたる下級生、祐樹に杏里に、……空。


　それ以外の見物人はいない。


　とはいえ、鷹生と空の両親たちは当然知っているだろう。どんな結果となることか、やきもきしているに違いない。


　二十五メートル二十往復という条件は、あっさり了りよう承しようされた。


　どんな泳ぎ方をしても自由。足を着くのも可。タイムは計らず、記録も残さない。


　更衣室で水着に着替え、準備体操をする。


　実は朝にすませてきたのだが、もう一度、入念に。


　スタートの合図は、『少女Ａ』が笛を吹く。


　──準備体操をすませると、祐樹はスタート台に立ち、プールをながめた。


　ゆらゆらと揺ゆれる水みな面もが光を反射して、屋おく内ないが明るく照てり映はえている。二十五×十二メートル四方に輝かがやき揺れる透明の青──


　それにしても、と祐樹は思う。


　──月の光と太陽とでは、夜と朝ではこんなに変わるものなのか。


　同じプールでありながら、あのときとは印象がまったく違う。


　まぁ、夜に一回来ただけだから、見み慣なれているわけでは決してないが。


　横に立った鷹生がたずねた。


「調子はどうだ？　赤あか松まつ」


「ああ。だいじょうぶ。そっちこそどうだ？　言いい訳わけの伏ふく線せんとかあるなら聞いといてやるぞ？」


「……いちおう、いっておくけど……おれ、手加減はしないからな」


　ああそうだろう。こいつはおれがど素人しろうとでも、きっと本気でぶつかってくることだろう。……恩ある親とかコーチの人によけいなことをいわれなければ、だろうけど。


　祐ゆう樹きはうなずき、いった。


「な、日ひ野の。昨日きのうもおれ、いったけど、……たとえどんな勝負になっても、おれは最後まで泳ぎきるから」


「ああ」


「んでな、付け足しとくよ。おれはなりふりかまわない。死に物狂いを見せてやる、からさ。──本気って言葉はそれを見てから、使え」


　いってから、われながら本当にハイになっているなと思う。


　鷹たか生おは笑い、ひとつ離はなれたスタート台に歩いていった。


　その後ろ姿を見て。スタート台に前ぜん屈くつし戦せん闘とう態たい勢せいに入っている横顔を見て。


　唐とう突とつに、祐樹は気づいた。


　そうか、と思う。


　おれはあいつのああいう顔を、見たかったんだ。


　後輩にいわれたからって、成なり行ゆきで勝負しようとしているわけじゃない。


　おれは、たぶん、ずっと前から、あいつと勝負したかったんだ。


　空そらとプールに行く前から、『ダイス６シツクス』の事件前から、もっとずっと前から──それはきっと、いつかこいつが勇ゆう者しやを目指すといったときから。


　それを、うらやましいと思ったときから。


　プールに行ったときにはもう、戦うことを決めていたんだ。だから試していたんだ。


（……おれは、きっと、ずっと、『勇者』と戦いたかったんだ──）


　空、杏あん里り、そして一年生──ギャラリーがそろい。


　それぞれが在あるべき位置に、ついた。


「準備はいいか？」


「──ああ。いいぞ。天才サン。……まぁ、せいぜい、がんばれよ？」


　──笛の音が、鳴り響ひびき。


　二人は同時に、水面に向かって飛びこんだ。








　　　　◇








　激はげしい泡のなかでも、白い視界のなかでも、祐樹の目には鷹生が先行していることがはっきり見えた。


　当然だ。向こうとこちらでは水泳の年季が違う。スタートダッシュで勝てるはずがない。


　それでも、もしかして、とちょっと期待していたのだが、鷹たか生おはあれほど渋しぶっていたわりに、躊ちゆう躇ちよなく飛びこんでいた。


　すごいな、と思う。


　なるほど、普通にやっていては、やっぱり勝てないかもしれない。


　だったらどうして、おれは勝負をしたかったんだろう。


　手で水を、搔かきながら、考える。


　足を必死に動かしながら、考える──


　おれは敗北したかったんだろうか。才能は超こえられないことを知るために。運命には抗あがらえないことを実感するために。


『勇ゆう者しや』には、勝てないことを納得するために──


　視界に鷹生の足をとらえる。すぐに鷹生の肩をとらえる。次の瞬しゆん間かんには抜き去っている。


　当然だ。なにもすごいことはない。


　鷹生はペース配分を考えているのだろうから。


　なにしろ千メートル、二十五メートル二十往復、持久競技で大切なのはなによりもペースを守ること。自分のリズムを崩くずさぬこと。祐ゆう樹きは部活に所属していたことこそないが、『ラケル』の経験でそれを知っている。競技ではなく、生き抜くための状況で。だからいま、祐樹が鷹生を抜き去れたことは当然だ。鷹生は長距離走のペースで泳いでいて、しかしこちらは短距離走、どころかペース配分そのものを考えていないわけだから。


　足を動かす。


　腕を振ふる。


　あっという間に最初のターン。


　それにしても鷹生は速い。こちらは短距離のペースなのに、一馬身しか離はなせなかった──これではターンのたびに差が縮ちぢまる。こちらは素人しろうと向こうは熟じゆく練れん、ターンのロスはバカにできない。祐樹はさらにペースを上げる──


　脳裏に、杏あん里りの忠告がよみがえった。


　勝ってはいけない。勝てば生命が危険にさらされる。


　だいたい、勝つことになんの意味がある？


　──『骸がい我が意い王おう』、と呼ばれる戦士系がいた。


　向こうの世界で強大な力を振るったが、こちらの世界で正体を知られたことで殺された。


　どれほど強い力やスキルを持とうが、現実世界では普通の人間であることに変わりはない──それはほとんど無む敵てきを誇ほこる『ラケル』だって同じこと。


　だからおれは、勝つわけにはいかない。目立つわけにはいかない。


　正体を知られるわけにはいかない。自分を守るためには。──だから苦しんでいる空そらも、助けるわけにはいかなくて──


　ああ、杏あん里りはいった。忘れるなと。


　ちなみに間ま藤とう杏里と初めて会ったのが『骸がい我が意い王おう』の現実世界での葬式のときで、杏里はみずからを『骸我意王』の姉と名乗って近づいてきた（姉というのはうそだった）。オカルトが趣味、なんてうそぶき、気がつくと祐ゆう樹きの人生に入りこんでいて、『シフト世界』の情報と引き換えにいろいろ手助けをしてくれている。ギブ＆テイクということで口に出すことこそないが、祐樹は彼女に感かん謝しやしている。思惑もあるのだろうけど、赤の他人であるにもかかわらず、保護者を引き受け、自分のことを心配してくれる彼女には。


　忘れるな、と杏里はいった。


　──わかっている、忘れてはいない、『骸我意王』の死にざまは。


　向こうの世界の罪つみが高じて、こちらの世界で殺された。


　──わかっている。


　おれだって、──『魔ま王おう』と呼ばれたおれだって、ちゃんと覚かく悟ごはしている──








　背後から、音が聞こえる。


　突然、『蠱こ毒どくの時代』の記き憶おくがよみがえる。──いいやそれは記憶ではない、慣なれ親したしんだ反射行動。追われることは死を覚悟するのと同じこと。ただ音がしたというだけで逃にげなければいけなかったあのころ。逃げ遅れていたら殺されていた。意味もなく。理由もなく。ただそこにいただけで殺されていた時代を生き染しみついた感覚が、全身によみがえっていく。


　怪かい物ぶつ系。


　それは世界を踏ふみ固める、ただそれだけのために『シフト』してくる存在。


　自分の能力で世界を固め、自分の死体を肥料にし、仲間を踏みつけ、踏みつけられて、ただただ世界の土台となるためだけに生まれてくる存在。


（──世界はクリアを待っている）


『魔王』が『勇ゆう者しや』に倒されたとき、世界はクリアを迎むかえる。世界がクリアされるために、『魔王』は『勇者』に倒される。おかしいことはなにもない。こちらの世界も向こうの世界も、犠ぎ牲せいの上に成なり立たっている。犠牲がなければ成り立たず、だから犠牲がつくられる。おかしなことはなにもない──








　──いつからか、かすかな声を聞いていた。


　この世に『シフト』させられた、怪物系という存在の悲鳴。


　気がつくと、死体を積み重ねていた。


　その上に自分は立っていた。


　生まれた理性で考える。かすかな知性で感じ取る。それは罪つみ──罪の認にん識しき。自分がしてきたことの認識。これからしていくことの認識。罪の記き憶おくを更さらなる罪で塗ぬり替かえる。殺さつ戮りくの記憶で埋め尽くす。世界の土台をつくりつつ、かすかな声を耳にする。それは悲鳴。犠ぎ牲せいになった者たちの声。ただ犠牲になるためだけに『シフト』してきた異い形ぎようたちの、それでも、と張り上げる声。生きてきた、と主張する声。その声を生んだのは自分。彼らを犠牲にしたのは自分。いつかは自分もそうなることを覚かく悟ごして、そのことを免めん罪ざい符ふにして。はじまりは罪の認識から──


　──わかっている。


　世界はクリアを待っている。クリアを待つすべての存在が、『魔ま王おう』の死を望んでいる。


　そんなこと、獅し進しんにいわれるまでもなくわかっていた。


　おれはそれだけのことをしてきた。許されぬこともわかっている──





　──どうせなら、納得できる相手に。





　後ろから、追ってくる音。


　だいぶ遠ざかっている、かなり引ひき離はなせている──それを意識して、祐ゆう樹きはさらに速度を上げた。


　──限界だと思っていたが、もうちょっと先があったらしい。


　ターンする。


　ターンが終わったところで、鷹たか生おの姿を視界にとらえる。すれ違う──


　きっと鷹生は、こんなペースはいつまでも続かないと思っているのだろう。なにしろ千メートル、二十往復もあるわけだから。当然だろう。引きずられてペースを崩くずせばバカを見る。ここは自分のペースでいくべきだ、いずれこっちは、力尽きる──


　──でも、もうちょっと先があったらしい。


　祐樹はさらにペースを上げた。


　頭のどこかで、ぶちっという音が聞こえた。








　　　　◇








　もうどれくらい泳いだのだろう。


　ふと、白い世界から意識を取りもどし、自分がターンをカウントしていないことに思い当たる。……まぁいいだろう、二十回も往復したらきっとだれかが教えてくれる──


　気がつくと、左の足が重く固まっていた。


　ペースが遅くなった気がして、動かぬ足をさらに速める。音は変わらず後ろから、追ってくる。追い立ててくる。でも覚かく悟ごはできている。これまでずっと、踏ふみつけてきた。だからきちんと承知している。いずれ自分の番が来ることを。


　罪つみは認にん識しきしている。許されぬことを受け入れている。


　罰ばつを受ける覚悟はある。


　踏みつけられる、その覚悟──


　せめてひとつだけ望むなら、ふさわしい、『勇ゆう者しや』に──





（──本当に、そうか？）





　はじまりは罪の認識から。


　原げん罪ざい、という言葉があることを知る。父が殺し、母が殺し、祖父が殺し、祖母が殺し、曾そう祖父が殺し、曾祖母が殺し、そのまた父が母が祖父が祖母が曾祖父が曾祖母が連綿と殺してきてくれたから、犠ぎ牲せいをつくり、犠牲になってくれたから、いま、自分はここに在ある。


　だから恐おそれてはいけない。自分の番を、覚悟していなければいけない。





（──本当に、そうか？）





　はじまりは罪の認識から。ザンの言葉を思い出す。そうだ、おれは裏切ったんだ。いろいろなことに疲れて、楽になることを選んだ。もしもおれが『魔ま王おう』なら、おれが倒されることで世界がクリアされるなら、それがいいことならばそれもいい、なんて自分をごまかして──


　──でも、世界はクリアされなかった。


　世界はなにも変わらず、代わりに仲間がたくさん死んだ。おれが選せん択たくを誤あやまったせいで、みんな、みんな、ちりぢりになり、ばらばらになり──


　──そしておれは、逃にげ出だした──





（「──殺したのは、あんただ、サラ」）





　だったら、おれはどうすればよかったんだ？





（「──なぜおまえはまだ生きている！」）





　腕が、足が、悲鳴を上げる。水が重い。とてつもなく重い。まるで粘土を搔かき分けているようで、バカな、と自分を嗤わらう。──なぜおれは、こんなつらい思いをしているんだ？　なんでまだ動いているんだ？　勝つことなんかに意味などないのに。むしろ勝ってはいけないのに。どうせいつかは負ける運命なのに──


　手で水を、搔かき分ける。


　水に、足を、全身を、たたきつける。


　片方の足が曲がらず、調子がおかしく、自分が蛇だ行こうしていることを意い識しきする。


　足だけじゃない。手足がいうことを聞かない。


　できるのは、もっともっととせかすことだけ。


　──そうだ、蛇行してしまうなら、そのぶんスピードを上げればいい。


　腕が足が悲鳴を上げる。


　──どうしてこんな、つらい思いをしている？


　どうせ勝てはしないのに。……勝ってもつらいだけなのに。いずれは負ける運命なのに──








　声が、聞こえる。


　泣いている声。


　暗い夜の水のなかで、泣いている。泣いて自分を責めている。泣いて他人のことを思い、ありがとう、といっている──





　──彼女をとても、きれいだと思った。





（──其そは真しんにして真にして真──）


　呪じゆ文もんを唱となえる。『三さん真しん句く』。怪かい物ぶつであるラケルが向こうの世界で生きていくために、──仲間のために、現実世界で見つけた魔ま法ほうの言葉で編んだ呪文。


　──どうしておれは、生きている？


　こんなつらい思いをしてまで、いずれは負ける運命のために──





（彼女は泣いていた）


（──それでも助けを、求めなかった──）





　かすかな声が、聞こえてくる。


　それは犠ぎ牲せい者しやたちの声。生まれてすぐに消えたモノたち。この世界の礎いしずえになるそれだけのために『シフト』させられ犠牲にされたモノたちの声。


　だれも頼んでいないのに、勝手に『シフト』させられて、ただただ踏ふみつけにされて──





（──ふざけるな！）





　後ろから迫る音を聞き、祐ゆう樹きはさらに速度を上げる。


　ターンする。


　すぐに鷹たか生おとすれ違う。さっきより速い──こちらのペースが落ちたのか、──それとも、ついに根負けし向こうがペースを上げたのか。


　どうでもいい。


　……おれはさっき、いったよな？　死に物狂いを見せてやるって。


　そして。


　おれはまだ、生きている。


　踏ふみつけられて、踏みつけて、それでもまだ、生きている──





　──ならばもうちょっと、先へ。





　生命は、生きているだけで価値があるという人がいる。


　生命は、平等なんだという人がいる。


　だがしかし、そういうのはすべておためごかしだ。なにやらうるさい団体とかに配はい慮りよしたうその物言いだ。誤ご解かいを恐おそれずいってやる。命は平等なんかじゃない。生まれてすぐに死んでいく命は確たしかにかわいそうだけど、でもだからって、そんな命と十七年間生きてきた自分の命を同じにされてたまるものか。踏みつぶされて消えた命には同情するが、それでも死ねずに苦しみながら内臓をはみ出させながら生きてきた自分の命を同列にされてたまるものか。終わりたくても終われずに、終わらずに、ここまでがんばってきたのに、途中で脱落したようなそんな命と他ほかの命が平等だなんてそんな理り不ふ尽じんなことはない。それでも平等だというのなら、ならばそもそもがんばることに価値なんかない。生きることに意味などない。生命になにかの意味などなく、ならば当然価値もなく──


　──でも、意地はある。


　頼んでもないのに生み出され、理由もなく『シフト』させられ運命なんかに乗せられて、それでも、という意地がある。そうだ、どん底まで落ちたんだったらあとはもう笑うしかない。それが意地というものだ。運命なんか知ったことか。『勇ゆう者しや』も『魔ま王おう』も知ったことか。はじまりが理不尽だからといって、それに屈くつしたくはない。生まれた以上、『シフト』させられた以上、自分が納得するまでやってやる。他の思惑など知ったことか。そうだ、おれは約束したんだ、どんな無ぶ様ざまな姿を見せてでも、なりふりなんてかまわずに、最後まで意地で泳ぎきる、と。


　だったら最後の最後まで。


『勇ゆう者しや』も『魔ま王おう』も知ったことか。才能も、運命も、勝つべきか負けるべきかも知ったことか。どうするべきかは関係ない。どうしたいのか──納得するまでやってやる。そして笑ってみせてやる。この意地が磨すり減へりつぶれ消えるとき──最さい期ごの最期のそのときに。


　そう、最期の最期まで。死に物狂いで足あ搔がくなら。


　──いまだ、生きているのなら──





　ならばもうちょっと、先へ。





　──気がつくと、痛みが消えていた。


　手も足も、驚おどろくほど軽い。


　胸の筋肉も張はり裂さけることをやめてくれたようで、棒になっていた足もいまや普通に動いてくれる。頭痛もない。吐はき気けもない。呼吸も普通にできている。


　──ただ音がない。


　なんの音も聞こえない（いまだ生まれ出ていない）。


　視界が赤く染そまっている。すべてが赤く染まっている。一面広がる赤い世界。


　そして祐ゆう樹きは思い出す。


　胸の内に広がる果てなき赤い荒こう野やを──





　──どこまでも広がる『荒野』のなかに、


　──空までそびえる『柱』があり、


　──その根もとに、『お姫さま』が縛しばりつけられている。





　そうだ、と『ラケル』は笑う。


　どうして忘れていたんだろう。ずっと気になっていたのに。


『柱』は遠くにありすぎて、根もとにいる少女の姿は見えない。


　顔なんて、とてもじゃないけどわからない──


（──いまだ定まってはいない）


　──でもわかる。少女が苦しんでいることは。悶もだえ叫さけんでいることは。


　どうしていままで気がつかなかったのだろう。


　少女のゆがんでいる表情は、助けを求めているけれど。


　その口は、叫んでいる。


　来るな、と。


　ここに来てはいけないと。


　ただ苦しいだけだから、つらい旅になるだろうから、ここを目指してはいけないと、十字架のようにはりつけにされ、『永遠』に苦しめられて、それでも負けずに叫さけんでいる。『変質』することに怯おびえながらも、『永遠』なんかに負けたくないと、一人っきりで叫んでいる。本当は助けが必要なのに、それなのに、だれも、ここに、来るなと──





　──彼女をとても、きれいだと思った。





　──ああ、そうだ。


　おれはあんたに、いってやりたいことがあったんだ。


　善ぜん悪あくも損そん得とくも関係ない。どうするべきか、なんて知らない。


　ただおれが、そうしたいから。


　おれが納得したいから。


　もしも納得できたなら、そのときは、





　──きっと世界が、『金色』に──








　頭のなかが、視界が、赤から白い輝かがやきに、埋め尽くされて。


　トカゲ男は、自分が笑っているのを感じた。





　──赤あか松まつ祐ゆう樹きはだれかに、抱だきしめられた気がした。
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　　　　◆








　嗅かぎ慣なれた消毒液のにおいに、赤あか松まつ祐ゆう樹きは目を覚ました。


　自分がベッドで寝ねていることに気づいて身体からだを起こし、ぼんやりと、周囲をうかがう。


　見慣れた天井、カーテンにしきられた空間──


「……保健室？」


「……気がついたか？」


　カーテンが引かれ、目を刺すような光とともに杏あん里りが入ってきた。


　片手にデジカメをぱしゃり、と鳴らし、撮とったものを確たしかめつつ、祐樹に告つげる。


「病院に行くわけにはいかないからな。学校の保健室まで運んでもらった」


「……ああ、ありがと。ナイス判断」


　……でもなんで？　なにがあった？


「もうすぐあの子らが来るだろう。……右目は、隠かくしておけ」


「……え？」


　目の前に差し出される鏡。


　──右目の白目が真まっ赤かに染そまり、瞳ひとみは金色、瞳どう孔こうは縦たてに割われている。


『火か眼がん金きん睛せい』──『ラケル』の瞳。


　トカゲの顔には似合っているが、人間の顔にはなんとも生々しくてグロテスク。


「ごめん」なぜか謝あやまり、片手で隠かくす。


「……ところで写真を撮とるんじゃない。──ていうか、わっ、わ？　なんでおれ裸！」


「ありがとう。この礼はいつか必ず」


「やかましいバカだから写真を撮るなって！　ああこらやーめーてやめろっつうの！」


　そこでようやく、自分が今日きよう、なにをしていたか思い出し。


　──全身に、激痛が走った。


　身体からだ中じゆうが震ふるえだし、熱あつくなる。寒くなる。


　なにかが胃の腑ふで渦うずを巻き、のどに向かってこみ上げてくる。


　これは疲労によるものではなく──


　──拒否反応。


　祐ゆう樹きは目を隠すのも忘れてのどに手を当てる。腹を押さえる。暴れる身体を必死で制せい御ぎよしようとする。


　やがて。


「──祐樹！」


　祐樹は、石を吐はき出だした。


　目に鮮やかな血の色の石。


　吐き出されたそれは、シーツの上でまるで液体のように広がり、つかの間ま収しゆう縮しゆくしたものの、見る間に色が薄うすれはじめ、同時に硬かたさを失いだし、とうとう液体のように崩くずれて広がり真白いシーツをピンク色に染そめた。


　染しみもすぐに蒸発し、シーツから一切の痕こん跡せきを残すことなく、消える。


　──『火のアなかミにアあってン燃えぬトものス』。


『ラケル』が使うＳ系魔ま法ほう──最大の、秘ひ奥おう。


　杏あん里りはため息をついた。


　いまだのどとおなかを押さえている祐樹を見下ろして、告つげる。


「……赤あか松まつ祐樹。現代に生きる本物の、魔術師」


「……なんだよ。いきなり。あらたまって。気持ち悪い」


「……あの下級生を守るために使ったのはいい。他ほかに方法はなかったろうから。……昨日きのうの、獅し進しんリカルトに使ったのも、しかたがない。……だが今日の対決にまで、使う意味があったのか？　同級生との勝負に？　それも勝たないほうがいい戦いに勝つために？」


「……いや、たぶん、なかった……かな？」


「赤あか松まつ祐ゆう樹き、おまえは確たしかに『魔ま術じゆつ』を実じつ践せんできる、現代に稀け有うな存在だ。だが、『ラケル』と違いおまえは不死身ではない。無む敵てきではない。『向こう』ではなく『こちら』の世界で、それもこんなに連続して使っていると、……その結果がその目なのではないのか？」


「……しばらくすれば、もどるよ。すぐに」


「だがいずれ、もどらなくなるときがくる。──それはおまえにもわかっているはずだ。……もちろん、使おうが使うまいがおまえの勝手だが、天てん秤びんに載せるもののことは、もっとよく、考えるんだな」


　杏あん里りはそれだけいうと、祐樹に背を向けた。


　杏里の本気の怒りを感じ、──保護者に本気で怒られて、驚おどろくほどに動どう揺ようしている自分を発見し、祐樹は思わず、いった。


「……ごめん、なさい。杏里」


「別に謝あやまる必要はない。おまえの身体からだはおまえのものだ」


「そうじゃない。そちらじゃなくて……ちゃんと説明しないで、……ごめん。……説明しにくいけど、……必要だったんだ。本当に。だから使った」


「…………そうか。……なら、しかたないか」


「うん。本当に、必要だった。……意味なく使ったり、無理はしないから。絶対に──だから、ごめん」


「……ああ」


　うなずき、かすかに笑顔を見せると、杏里はベッドを離はなれた。


　その背中に、ちょっと躊ちゆう躇ちよし、意を決し、祐樹はたずねる。


「待って。杏里」


「ん？」


「──どっちが勝ったの？」


　振ふり返かえり、杏里は微笑ほほえんだ。


「……男の子だな、おまえも。……そういうのは、嫌いじゃない」


「え？」


「──おめでとう。……命の危険は五割増したが」


　カーテンが閉められたのを確かく認にんし、祐樹はこぶしをつくって笑う。


　保健室の扉とびらが開き、閉まる音──


「……赤松」


　──間ま藤とう杏里と入れ違いに、高たか嶋しま空そらが、現れた。








　　　　◆








　カーテンをくぐり、高たか嶋しま空そらが近寄ってくる。


　祐ゆう樹きはあわてて右目を手で隠かくし、裸の身体からだにシーツをかぶった。


「……そっちの目、……どうかしたの？」


「……いや、なんでもない。だいじょうぶ。……それよりおれ、勝ったぜ？　あんたがあんなに──」


「──バカじゃないの！」


　いきなり大声を上げ、空は祐樹をにらみつけた。


「な、なんだよいきなり。バカって」


「あなたね、……気絶してたから知らないだけよ！　あなた、酸素欠乏で死にかけたのよ！　チアノーゼどころか紫色になって、身体なんか、ほとんどまだらに変色してて──なんで間ま藤とう先生が病院に連れていかなかったのか、あたしには、わからない」


　ああ、たぶんそれは皮ひ膚ふがうろこ化しかけてたんだよだから病院じゃ意味ないんだ、ともいえず、祐樹は口をつぐむ。


「正直、あなた、死んだのかと思った。すごい年取って見えて、髪かみの毛けも白くなったように見えて、……まぁ、それは気のせいだったみたいだけど、──鷹たか生おはぴんぴんしていて、いまも学校こつちのプールで泳いでいるわよ？　さっきまで対決していたなんて思えないほど元気にね。そしてあなたは保健室。それで勝ったといえるわけ？」


「……いえるつもりだけどなぁ……」


　とにもかくにも、勝ちは勝ち。


　空はうつむいた。


「……あたしには、わからない。……ねぇ、どうして、あいつと対決なんかしたの？　そんなに死にかけるほどがんばって、いったい、なんのために──なんで？　ねぇ、なんでよ！」


「なんでっていわれてもなぁ……男のプライド？」


「なによそれ！　バカ？　あなた本当にバカよ。バカ。死ぬほど大バカ！」


「いや、気持ちはわかるけど、……好きな人が負けたからってそんな感情的にならなくたって」


「ふざけるな！　バカ！　きらい！」


　──と。


　ドアをたたく音。


「失礼します」


　聞こえてきた女子生徒の声に、空そらの顔がぴくりとひきつった。


　カーテンを開けて入ってきたのは、一年生の校章をつけた少女。


　空の隣となりに立って、片目を隠かくした祐ゆう樹きを見下ろし、後輩の少女はいった。


「間ま藤とう先生に聞いたけど、なんだ、本当に元気じゃない」


「おう、少女Ａ。それよりも、なにかいうことがあるんじゃないか？」


「……やな性格。はいはい。あたしの負けです。降参です。……今回は。……まぁでも確たしかに、赤あか松まつ先輩、すごかった。……ちょっとだけど、見直しました」


「はっはっは。これでわかったろ？　日ひ野のなんか物の数じゃね」


「……リハビリ明けの人に勝ったぐらいでつけあがるのはどうかと思うけど？」


　憮ぶ然ぜんとして答えた後輩を、空がすさまじい勢いきおいでにらみつける。


　しかし少女は気づかずに、代わりに祐樹の心しん胆たんが凍こおる。


「あ、ああ、まぁ、その、なんだ？　そうだな、とにかく楽しかったということで！」


「うん。なんかすっごくいいもの見られたし、──それで、報告なんですけど──」


「なんだ？」


　うすうすは気づきながらもたずねた祐樹に、少女は場を見渡して間を置いたのち、まるで自分のことのように誇ほこらしげに、大きな声で、告つげた。


「日野先輩、水泳部にもどることが決定しました！」


「あっそ」あっさり答えた祐樹に代わり、


　空が目を見開き、聞き返す。


「──本当？」


「はい！　日野先輩、泳いでみたらやっぱり楽しかったって。いまも泳いでます。興こう奮ふん冷さめやらぬそうでして──まぁこれも、あんたのおかげ？」


「おうそうだ。礼をいえ礼を」


「はいはいありがとありがと。……それでさ。あたし考えたんだけど──先輩──」


　よほどのショックを受けたのか呆ぼう然ぜんとしている空の様子をながめつつ、上の空で相づちを打った祐樹の耳に、少女の言葉が入ってくる──





「──水泳部に、入らない？」





　──風船が破は裂れつするような音が、保健室内に響ひびいた。


　ショックのあまり、祐樹は自分のほおを押さえる。


　その一方で、ほおをはたかれた少女Ａはぽかん、としていた。


　なにが起きたか理解してない表情で。


　が、それもひとときのこと。


　次の瞬しゆん間かん、きっ、とした表情をつくり、少女Ａは空そらのほおをはたき返した。


　空も再び手を振ふりかぶり、少女Ａも返す刀で応戦する。


　カーテンで仕切られている空間に、パチンパチンといい音が響ひびく──


「わ、あ、あ、あ？　やめてやめてやーめーて？　二人とも？」


　自分がたたかれているような心持ちに襲おそわれて、祐ゆう樹きは片目を隠かくしつつ、両方のほおをぎゅっと押さえてムンクの叫びもかくやとばかりに声を張り上げた。


　祐樹の悲鳴に落ち着いたか、ようやくびんたの応おう酬しゆうが終わる。


　ほおを赤くし目を潤うるませて、少女Ａが嚙かみついた。


「いきなりなにをするんですか！　卑ひ怯きよう者もの！」


　卑怯者？　そういう問題？


「うるさい！　あ、あなたこそなにを考えているのよ！　人をなんだと思っているの！」


　こちらはもうほとんど涙を落とさんばかりの瞳ひとみで、空が、叫さけぶ──


「──人を当て馬あつかいしないでよ！」


「……あ、当て馬？」


「だってそうでしょ？　あいつに水泳させたいからってこんな対決をさせて、今度は水泳部に入れ？　あいつを楽しませるために──あんたいったいナニサマよ！　どこの国のお姫さまよ！　人をなんだと思っているの！」


　少女の顔が、蒼そう白はくになった。


「……あ、あたし、別にそういうつもりじゃ……」


「つもりじゃなくても、結果的にそうでしょう！　結局あなた、鷹たか生おのことしか考えてない！　……他ほかの人を、踏ふみ台だいにされる人の気持ちを考えてない！　その場にいながら無視されて、期待もされない、見てもらえない──そういうのがどんな気持ちかあなたにわかる？　どんなにつらいかあなたにわかる？　いいえ！　あなたはそういう人の気持ちを考えてない、あなたにはそれがわからない──だから平然と、そういう提案をできるのよ！」


　──少女は、うつむいた。


　泣きそうな顔で床を見つめて、それでも涙を落とすことなく、嚙み締めるように言葉をつむぐ。


「……あ、あたしは、ただ、……赤あか松まつ先輩と日ひ野の先輩、仲がいいから、楽しいかな、って思っただけで……」


「楽しい？　そりゃ勝つほうは楽しいでしょうよ。でもね──」


「──やめろよ。……高たか嶋しまサン。ちょっと感情的になりすぎ」


　空はきっ、と祐樹をにらんだ。


　祐樹は視線をそらさず、いった。


「……考えすぎだよ。この後輩に悪意はない」


「……でも、たとえ悪意がなくても」


「こういいかえてもいい。こいつには悪意を働くだけの頭もない。とにかく。おれがいいっていうんだから、いい。──前に自分でもいってたろ？　高たか嶋しまサン、最近情じよう緒ちよ不安定だって。……そういうこと。だから少女Ａ、おまえもあまり気にしないように。……水泳部のことは、考えとくから」


　……うん、と少女はうなずいた。


　しばらくうなだれていたが、ちらり、と祐ゆう樹きと空そらを一いち瞥べつし、視線を合わせず礼をして、カーテンの外へ歩いていく。


　肩を落として。とぼとぼと。


　祐樹はたまらず、声をかける──





「────宮みや沢さわ沙すな緒お！」





「──はい！」


　いきなり名前を呼ばれて、少女は驚おどろき、振ふり返かえった。


　祐樹は笑って、沙緒と呼んだ少女に、いった。


「日ひ野のを水泳部にもどしたのは、なんだかんだいっておまえの力だ。たまに強引すぎると思うけど、でもやっぱり、おまえはそれでいいと思う。……だから、そういう意味ではそっちの勝ちだ、ということで、──オオマケにマケて、少女Ａはやめてやる」


「……あ、……ありがと」


「でも約束は守れよな？　実際勝ったのはおれなんだし。日野踏ふんづけて負け犬野や郎ろうと高笑うのは忘れるな？」


「……なんか、地味にレベルアップしてるんだけど？」


　やっぱりやなやつ、とつぶやき、舌を出して、笑って。


　宮沢沙緒は出て行った。


　そして祐樹は、カーテンに区切られた空間のなか、空と二人、残される。


　どちらも言葉を発さない。


　しばらくして──


　耐たえ切きれなくなったように、うつむいたまま、空が、ぼそりと、たずねた。


「……水泳部に、入るの？」


「……さぁ。どうかな」


「……入るのは、あなたの勝手だけど、……あたしは、やめたほうがいいと、思う」


　顔を上げ、祐樹を見る空の顔には、感情が感じられない。


　どこかうつろな瞳ひとみで祐ゆう樹きの顔をのぞきこみ、空そらは、いった。


「……あなたは、本当に、すごいと思う。正直、鷹たか生おに勝つなんて。


　──でも、次に戦うときは、あなたは鷹生に、勝てない。


　次は間違いなく、負ける」


「──賭かける？」


　冗談のつもりでいったのだが、空はまったく表情を変えず、いいわよ、とうなずいた。


　じっと祐樹の目を見つめ、続ける。


「次、鷹生と戦ったら、あなたは絶対に、負ける、今日きようみたいにがんばっても、死ぬ気でがんばっても、負ける。……だって鷹生は本当に、特別だから。天才だから。あたしはいちばん近くで、ずっと、ずっと見てたから──


　一緒に水泳部に入ったら、きっとあなたは後悔する。だって気づくから。気づかされるから。いまは少し優まさっていても、あっという間に追いつかれ、追おい越こされる。才能っていうのは本当にあって、超こえられない壁かべって確たしかにあって、どんなに努力しても、がんばっても、無む駄だなことを、結局現実を思い知る、だけだから──」


「……高たか嶋しまさん、みたいに？」


　空はうつむき、答えなかった。


　祐樹は笑い、片方の目は押さえたまま、もう一方の手を伸のばし、空の腕をつついて注意を引くと、たずねた。


「あのさ、……ひとつ、まじめに、聞いていい？」


「……なに？」


「──高嶋さん、日ひ野ののこと、好きなの？」


　祐樹をにらみつけ、なにかいおうとしたのを制し、祐樹はさらに言葉を重ねる。


「……それとも、おれ、高嶋さんのこと、好きになってもいいのかな？」


　──空は、目を、見開いた。


　口を開け、閉じる。


　何回かそれを繰くり返かえした後、意を決したように息を吐はき、告つげた。


　泣きそうな、表情で──


「……あたしは、……鷹生のことが、好き」


　ごめんなさいと謝あやまる空に、祐樹は笑い、首を振ふる。


「──謝るなよ。もしもの話、だから。……本気じゃないから。……でさ。


　だったら、まずは日野のこと──好きな人のことを第一に、考えろよ。


　……おれのこと心配してくれるのはうれしいけれど、おれはついででいいから。まずは日野のことを、第一に、考えて──あの一年、みたいに。……いまは普通に、あいつが水泳部にもどってうれしいって思っていればいいからさ。……おれの心配は、よけいなお世話。バカじゃない？」


　笑いかけながら、思う。


　次は、必ず、負ける──か。


　そうかもしれないし、そうではないかもしれない。戦うかどうかもわからないし、──『運命』がなにをどれほど望んだとしても、自分は自分、納得のいくようにするだけ。


　次は必ず負ける、なんて──そもそも次の機会なんて──





（「──水泳部に、入らない？」）





「……おれは本当に、だいじょうぶ、だから、さ。心配するな」


「……赤あか松まつ」


　空そらは、微笑ほほえんだ。


　こほん、と咳せきをし、じろり、と祐ゆう樹きをねめつける。


「……あんたって、本ッ当に変なやつよね。……意地悪で、でも」ううん、と咳払い。「……ていうか、憎まれ口たたいているのといまみたいな猫ねこかぶり、どっちが地？」


「猫かぶりって、……さぁ、どうだろ」


「まぁいいわ。わかった。……じゃあ、今度はそっちの番」


「……番、って、……なにが？」


　空はふふんと笑い、腕を組む。


「赤松、……あの一年生のこと、好きなの？　だから、こんな対決、したの？」


「……黙もく秘ひ権けんを行使します」


「ちょっと、それってずるくない？」


「いえいえいえ」


「こら？　人にはいわせておいて、自分はいわないで帰れるなんて思うな？　ほら、どうなの？　白状しなさい！」


　詰め寄ってくる空に、祐樹はため息をつき、うなずいた。


「わかった。じゃあ、代わりに別の話をするから、お願い、それで勘かん弁べんして」


「……別の？」


「その代わり、約束してほしい。絶対だれにもいわないと。親にも、友だちにも、もちろんあなたの愛いとしの鷹たか生おクンにも」


「……いったいなによ。納得できる話でしょうね？　つまらない話だったら──」


「つまらない話じゃない、と思う。……本当は、最初に話したかったんだ。高たか嶋しまさんが、おれのところに来たときから。……ずっと、ずっと話したくて、だけど、どうしても、……話せなかった──」


　祐ゆう樹きは大きく深呼吸した。


　呼吸を整ととのえ、わずかの躊ちゆう躇ちよを振ふり払はらい、覚かく悟ごを決めて、話しはじめる──





「──それはね、別の世界の物語。


　眠ねむるたんびに『シフト』して、──世界はクリアを待っている、なんて声が聞こえてくるような、夢の世界の、話──」





　──ずいぶん遠回りしたなと思う。


　本当に、遠回りした。


　本当は、最初に話してあげたかった。いちばんに、話したかった。


　最初から、ずっと、こうしたかった──


　涙をぽろぽろ落として、堰せきを切ったように泣いている空そらの姿を見て思う。


　今日きよう、彼女に話したことを、正体を明かしてしまったことを、いずれ後悔するかもしれない。


　今日、彼女に話したことが、いつか命取りになってしまうのかもしれない。


　でも、いい──満足だ。


　彼女のああいう顔を見られたのだからそれでいい。その一いつ瞬しゆんさえ記き憶おくに残しておけるなら、命取りでもかまわない。おれはきっと、これからも、意地を張れると思うから。


　がんばって、いけるから。


　──よかった、と思えた。


　ずいぶん遠回りしたけれど、これでようやく、納得できた。


　だから、きっと、これでいい──




[image: ]








　　　　◆








　見渡す限り果てなき荒こう野やに、赤い砂さ塵じんのただなかに、トカゲ男は一人、立っていた。


　その視線の先には、空を二分する柱が見える。


　その根もとには、きっと、少女がはりつけにされている。一人っきりで。ずっと独ひとりで。風に嵐あらしになぶられながら音なき世界にそれでも声を張り上げている。ここに、来るなと。苦く悶もんにゆがむ表情で。


　本当は助けを求めていながら、ここに来るなと叫さけんでいる。


　一歩、踏ふみ出だせばそれははじまる。


　踏み出せば、もう、後もどりは許されない。


　つらい旅になるかもしれない。報むくわれることはないかもしれない。


　きっと、だれかがそこにたどり着いたとき──


（──『勇ゆう者しや』と、『姫』と、『魔ま王おう』が定まる──）


　──世界のクリアがはじまるのだろう。


　トカゲ男は息を吸う。


　そして吐はく。


　深呼吸、何度もそれを繰くり返かえし──そして。


　叫さけぶ。


　力いっぱいに声を張り上げる。いまからそちらに向かうぞと。顔なき姫に、


（──いまだ定まってはいない）


　届けとばかり。


　──ああ、これからそちらに向かう。なぜなら意地があるから。善ぜん悪あく損そん得とくも関係ない、ただ、納得したいから。自分に満足したいから。理由はそれでじゅうぶんだから。


　あんたにいってやりたいことがあるから。


　ずっと、いってやりたかったこと。


　かなり待たせてしまったけれど。でも、もう、遠回りはしない──








　一ひと際きわ高く、声を上げると。


　トカゲ男は、赤い荒こう野やに一歩を踏ふみ出だした。


　なにかの抵抗があるかと思ったが、とくにたいしたこともなく。


　ラケルはそのまま、柱に向かって赤い大地を歩きはじめた。








　どこまでも広がる荒野のどこかに立つ、


　どこまでも伸のびるてっぺんの見えない柱。


　そして、その根もとにとらわれている──








　──お姫さまを、助けに。













《シフトII──世界はクリアを待っている──　了》










　あとがき





　──と、いうわけで、文庫版『シフト』第二巻、お届けしました。


　今巻も前巻と同じく、いくらか手を加えさせていただきました。


　とはいえ物語の根こん幹かんにかかわる変更はありませんので、前巻にも書きましたとおり、すでに単行本をお持ちの方は安心して三巻へとお進みください。……ただ、まあ、手を加えられるチャンスは逃のがしたくない、という気持ちが主だった一巻と違い、二巻においては「わかりやすさ」に重点を置きました。つまり、ぶっちゃけてしまいますと、話をわかりやすくするため大きく変えた部分があります。ごめんなさい。なんていうか、きわめてごめんなさい──本当に、本筋的には変わらないので単行本を持っている方はご安心を──でも文庫にはイラストがありますし、持ち歩きしやすいし、違った感じで読めるかも──？　単行本での続刊を待っていてくださった方、応こたえられずに申もうし訳わけない──


　あらためて。


『シフト』は単行本ではなく、電撃文庫シリーズで再始動、ということになりました。


　ハードカバーを気に入ってくださっていた方には申し訳ないのですけれど、──それでも、続きを書ける、というのはとてもありがたいチャンスなので──





　続き──完全新作となる三巻は、『高たか嶋しま空そら』がメインとなります。


　久しぶり、といえば久しぶりなのですが、文庫化の作業のおかげか、ラケルやセラたちの『世界』にすんなり入りこめました。そして確かく認にんできました。自分は『どこかが（なにかが）違う世界』を書くのが好きなのだなぁ、と。『ジャストボイルド・オ，クロック』や『悪魔のミカタ』シリーズにもそういう部分はありますが、いちばん際きわ立だっているのはやはり、『シフト』だろうと思います（もっとも『悪魔のミカタ』を書いているときは、別の感想を持つかもしれませんけれど）。ファンタジーっぽくありつつも、なにかが違う、『普通の現実』と完全には乖かい離りしていない、どこかおかしい夢の世界、そういうものを、伝えられたらいいなぁ──


　また『シフト世界』を書けるしあわせに、浸ひたりつつ。


　それでは、単行本からの方も、文庫版からのみなさまも、『シフト[image: ]──世界はクリアを待っている──』で再び会えることを願って。


　楽しんでいただけますように──







以上、




うえお久光、でした。





うえお久ひさ光みつ


鹿児島在住。好きな言葉はとある哲学者の名句「天上に輝く星と我が心の内なる道徳律」。『悪魔のミカタ魔法カメラ』で第８回電撃ゲーム小説大賞《銀賞》を受賞。他の著作は『ジャストボイルド・オ[image: ]クロック』など。現在は今作『シフト』の三巻を推敲中。
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ＳＴＳ


基本的なデザインから少しずらすことで、メカ／キャラクターに個性を持たせることを信条にして活動するイラストレーター。ＨＰあります。http://stsmeka.fc2web.com/
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シフトII


─世せ界かいはクリアを待まっている─





うえお久ひさ光みつ
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